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Ｉ総括



１沿革

昭和１６年４月

昭和５１年４月

昭和５５年３月

昭和５８年１０月

昭和６２年２月

昭和６３年３月

平成２年１１月

平成３年８月

平成４年４月

平成４年９月

平成６年１０月

平成７年３月

平成１０年３月

平成１０年１０月

平成１１年３月

平成１１年４月

2．位置･交通

（１）位置

滑川市高月の富山県水産講習所（明治３３年２月創立）を改組し、

試験部が独立して富山県水産試験場となる

滑川市高塚に本館が完成昭和４６年４月の用地買収後､栽培漁業施設等を新設し移転

漁業指導調査船立山丸(１５６．３８トン,ディーゼル１，０００Ｐ９が竣工

昭和５９年４月から滑川漁港が定繋港となる

食品研究所が設立され､利用増殖課を水産増殖課に改める（庶務課､漁業資源課､水産増殖課）

魚類隔離飼育棟を増築

漁場環境調査船の代船栽培漁業調査船はやつき(１９トン,ディーゼル６００PS)が竣工

富山県水産試験場創立５０年記念式典を挙行

淡水取水施設完成(地下水取水能力９０，３／開

庶務課を総務課に改める

海水取水施設を漁港ルートで更新（表層海水取水能力１５０，３／時）

水産増殖課を栽培･深層水課と内水面課に分ける

深層水利用研究施設完成（海洋深層水取水能力３，０００，３／日）

サクラマス卵管理棟を増築

漁業指導調査船の代船漁業調査船立山丸(１６０トン,ディーゼル１，５００pS)が竣工

船員室を増築

深層水氷実験室を新設（食品研究所より所属替え）

〒９３６－８５３６滑川市高塚３６４ＴＥＬＯ７６－４７５－００３６

ＦＡＸＯ７６－４７５－８１１６

ＵＲＬ ｈｔｔｐＷＷｗｗ.p唾ftovamaiD/branches/1690/1690ht、

（２）交通◇ＪＲ滑川駅から徒歩１５分タクシー５分

北陸高速自動車道滑川インターチェンジから車１０分

富山空港から北陸高速自動車道経由３０分

3．土地･建造物･認笹船等

（１）土地２８，２０８．３９㎡

（２）建造物

本館（鉄筋コンクリート造２階）延べ面積１，

船員室（鉄骨造）

漁具倉庫(コンクリートブロック）

漁具器材倉庫（鉄骨造）

車庫一般倉庫（コンクリートブロック）

その他

３３９㎡

８０nrf

２０６㎡

２３３nｒｆ

ｌ３５ｎｒｆ

９８㎡

－１－

屋内飼育棟（重量鉄骨造）

魚類隔離飼育棟（鉄骨造）

低温飼育棟（鉄骨造）

サクラマス飼育棟（鉄骨造）

サクラマス卵管理棟（鉄骨造）

深層水機械棟（鉄骨造）

上屋飼育室（鉄骨）

深層水氷実験室（鉄骨造）

６１４㎡

２３３㎡

５５６㎡

３９０㎡

１０６㎡

１０６nrf

２０２㎡

５０㎡



（３）調査船

〔漁業調査船立山丸Ｊ

建造：平成１０年１０月船体：総トン数１６０トン全長40.51,幅7.0ｍ深さ3.0ｍ

速力・航続距離：最大速力14.55ノット航海速力１３ノット航続距離約3,700海里

定員：19人（乗組員13人調査員６人）

主機関：４サイクルディーゼルエンジン1,500ＰＳ／750ｒｐｍ、４翼可変ピツチプロペラ

主な業務：海洋観測、プランクトン・卵稚仔採集､採水･採泥調査、ホタルイカ・ベニズワイ採集調査

スルメイカ釣り試験操業、底性生物分布調査

〔栽培漁業調査船はやつき〕

建造：昭和６３年３月船体：総トン数１９トン全長20.45,幅4.08ｍ深さ1.44ｍ

速力・航続距離：最大速力14.4ノット航海速力13.1ノット航続距離約350海里

定員：１０人（乗組員４人調査員６人）

主機関：高速ディーゼルエンジン600ＰＳ／1,850ｒｐｍ、３翼可変ピツチプロペラ

主な業務：海洋観測、プランクトン・卵稚仔採集、採水･採泥調査、種苗放流調査

（４）主要研究備品

品目

低温飼育水槽

生物顕微鏡

落射式蛍光顕微鏡

落射式蛍光顕微鏡

生物顕微鏡

実体顕微鏡

実体顕微鏡

ハイスコープシステム

海中係留式

流向流速連続記録計

クロロフィル水温濁度

流向

海中係留式

流速連続記録計

深海用ビデオカメラ

装置

型式

ＦＲＰ製、１０トン

ＦＲＰ製

ヤンマーディーゼル

ニコン製

日本光学

ＹＦ－ＥＦ

オリンパス製

オリンパス製

オリンパス製

ニコン製

ハイロックス製

アレック電子製

ｾﾝｻーｿ゙ﾝﾃ゙AglL500

船上ﾕﾆｯﾄＰ-1000

アレック電子製

キューアイ製

耐圧1,000ｍ

画像解析装置付き

数量

２

１

１

１

１

１

１

１

１

４

１

１

１

４

単価 金額(円） 購入年月日

1,596,500 3,193,000 平成５年３月３１日

1,328,700 1,328,700 平成８年２月２９日

1,270,000 1,270,000 昭和51年10月１５日

1,012,000 1,012,000 昭和54年３月１０日

2,673,880 2,673,880 平成２年３月２３日

2,814,000 2,814,000 平成11年３月３１日

1,499,000 1,499,000 昭和63年３月１６日

1,234,970 1,234,970 平成５年３月３１日

1,993,050 1,993,050 平成５年３月３１日

1,863,750 7,455,000 平成10年７月３１日

1,951,850 1,951,850 平成９年３月３日

1,995,000 1,995,000 平成９年７月８日

1,649,970 1,649,970 平成10年３月１２日

19,677,000 19,677,000 平成10年９月３０日

－２－

備考

管理替

管理替

管理替

管理替

管理替

管理替

管理替

管理替

管理替

管理替

管理替

管理替



－３－

レビ １ 3,129,000 3,129,000 平成10年９月３０日 管理替

水中垂下式ｸﾛﾛﾌｨﾙ

自動測定装置

アレック電子製

ACL200-DK

１ 2,721,600 2,721,600 平成10年７月３１日 管理替

サリノメーター ギルドライン社

オートサル840OＢ

１ 5,565,000 5,565,000 平成１０年９月３０日 管理替

超低温フリーザー 三洋電機製 １ 1,190,000 1,190,000 昭和62年２月７日 管理替

高速冷却j騒心分離機 クボタIqRF180B １ 1,260,000 1,260,000 昭和53年６月５日 管理替

フレンチプレス 油圧プﾚｽ、ﾌ゚ ﾚｯｻー ｾﾙ １ 1,480,000 1,480,000 昭和60年７月２５日 管理替

水中切離し装置 キューアイ製 １ 1,967,000 1,967,000 平成９年３月２１日

水中切離し装置 粗
蝋
一アイ製

し部５台

１ 8,190,000 8,190,000 平成１０年９月３０日 管理替

自動イカ

（立山

１式

12台

１ 9,817,500 9,817,500 平成１０年８月３１日 管理替

自動曳網装置付き

ワープネット式

トロールウインチ

(立山丸機付き）

ニチモウ製 １ 37,000,000 37,000,000 平成10年７月２９日 管理替

高速冷却遠心機 日立製 １ 2,360,000 2,360,000 昭和62年２月７日 管理替

自動分光光度計 島津製UV-260 １ 2,330,000 2,330,000 昭和60年３月３０日 管理替

分光蛍光光度計 １ 1,987,900 1,987,900 平成８年３月２９日 管理替

原子吸光分析装置 日本ヅｬーﾚﾙｱｯｼｭ製

AA-890

１ 4,944,000 4,944,000 平成３年11月２日 管理替

マイクロプレート

リーダー

テカン社製 １ 2,410,200 2,410,200 平成７年１２月２２日 管理替

窒素炭素自動分析装置 コールマン29Ｂ型 １ 2,700,000 2,700,000 昭和52年６月３０日 管理替

誘導起電式塩分計 YEOKAL社製

ＭＯＤＥ'’601ＭＫⅢ

１ 1,800,000 1,800,000 昭和63年３月４日 管理替

う戸ﾊ゙ ﾄー゙社製

SBE911Plus

１ 20,464,500 20,464,500 平成10年８月３１日 管理替

全自動回転式

ミクロトーム

ライカ社ＲＭ２１５５ １ 2,464,000 2,464,000 ｴ賊10年11月２７日 管理替

ホタルイカ採集試験用

表中層トロール網漁具

１ 9,187,500 9.187,500 平成10年９月３０日 管理替

》
淵

栄 サヌキエ業製

Ｆｌ－５０００

１ 6,331,500 6,331,500 平成13年３月２３日 管理替

瀧
網

》 サヌキエ業製

ＦＩ－５０００

１ 6,898,500 6,898,500 平成１３年１１月２８日



4.組織と業務内容

総務課

函一画
漁業資源課

栽培釦

内水面調内水画 吾Ｌ技~,Ⅲ開罰

5.職員の現員数

(平成１５年３月３１日現在）

－４－

職名

組織

場
長
次
長
課
長

副
主
幹

副
主
幹
研
究
員

係
長
主
任

主
任
研
究
員

主
事
技
師

研
究
員

技
術
員

計 摘要

総務課 １ １ １ ３

漁業資源課

立山丸

１

４

２

２ ４

１

３

１ ５

1３

栽培･謂詞謀

はやrつき

１

１

２

１

２ ３

１

８

３

内水面課 １ １ １ １ ４
卿

》

計 １ １ ３ ５ ５ ３ ４ ４ １ ３ ５ １ 3６



6．職員一覧と担当業務

職名 氏名

場長 鈴木満平

次長 高松賢 郎

総務課長 笹倉国男

主事 吉森尚美

漁業資源課長 林清志

副主幹研究員 内山勇

副主幹研究員 若林信一

主任研究員 井野慎吾

研究員 前田経雄

立山丸

副主幹 田中孝世

副主幹 西浦正

副主幹 石浦光英

副主幹 高 田弘基

係長 幅寿悦

係長 森田満

主任 日又伸夫

主任 山本三千男

分担業務

水産試験場の総括

総務課の総括

職員の人事･予算･出納事務・庁舎管理等

会計･決算･物品購入・給与事務､庁内ＬＡＮ

職員の諸届･福利厚生、文書収発・管理等

〃Ｕ，〆クレーＵグＪ』詞J円眠エ』&戻吻1コし、綜町グlあ･T陸Ｉ』ＪＪ~０１』里再目

スルメイカ新規加入畳調査

シロエビ資源生態調査、図書委員会業務

クロマグロ調査研究・

スルメイカ漁場調査研究･立山丸の維持管理

漁業資源評価調査、ブリ回遊生態調査研究

新漁業霞里制度推適胃報是供事業

水産情報ネットワークシステムの運用管理

ベニズワイ･パイ類の資源管理調査

深層水利用によるベニズワイ資源生態研究

資源回復計画に係る調査、編集委員会業務

船長業務･紬狛保守霞里（総括）

機関長業務・機関設備の保守管理

通信長の業務

無線設備･海洋醗則設備の保守霞里

三亭機関士の業務･機関系統の1罰里

機関員の業務

機関員の業務

甲板設備､漁労資材､船舶用

一等航海士の業務・船内の安全衛生管理

－５－

摘要

農学博士

内水面課長

事務取扱

農学博士

船長事務取扱

機関長事務取扱



職 名 氏 名 分 担 業 務 摘 要

主 任 関 口 裕 市 甲板員の業務

主 任 西 島 直 樹 甲板員の業務

技 師 金 谷 文 樹 甲板員の業務

技 師 谷 内 正 尚
甲板員の業務

司厨業務、賄い獄樹の保守管理

技 師 71< 林 伸 夫 甲板員の業務

栽培・深層水課の総括 高l庄幹研究員
栽培・深層水課長 F昌‘『 崎 統 五 深層水利用研究の企画 事務尉及

はやっきの運航調整、編集委員会業務

コチの種苗生産技術開発研究
副主幹研究員 堀 田 和 夫 深層水利用による親魚養成と種苗生産技術

開発研究(マダラ)等

トヤマエピ親エピ養成・種苗生産担r術開発査
主任研究員 渡 辺 孝 之 パイ類の生態学的研究

表層海水取水施設の管理

トヤマエピ中間育成・放流拡術開発研究
主任研究員 大 津 目頂 深層水利用研究施設の管理 水産学博士

編集員会業務

深層水多関リ用開発の研究調整並びに大型
主任研究員 渡 辺 健 藻類、アワビ、魚類の養殖研究

ヒラメの資原管理調査

深層水準IJ用藻場海藻培費試験

任期付き研究員 松 村 航 深層水多段利用大型藻類養殖研究 水産学博士

滑川地先水質環境調査、造同む漁場・藻場の生
研 ~ 員 浦 温 清 治 物調査研究はやっきの維持管理、図書委員

会業務、深層水多段利用技術開発(藻類、ア

ワピ)

富山湾深層水の1制等の調査研究
研 Y。句1. 員 南 保 暢 聡 漁場環境保全調査、

--.l塑些による徽限頚の機、

はやっき

係 長 島 倉 清弘 船長業務、銃則機器の保全 船長事務取扱

係 長 西 浦 富 幸 機関長業務、調査機器の保全

技 術 員 浄土須三人 甲板員の業務、司厨業務 臨時任用職員

-6-



職名 氏名

内水面課長 高松賢 郎

副主幹研究員 武野泰之

主任研究員 田子泰彦

研究員 村木誠一

分担業務

内水面課の総括

アユ

外来

資源生態研究､河川内有効利用調査研究

魚緊急対策事業

図書委員会業務

さけます増殖調査

魚病対策業務・内水面増

編集委員会業務

－７－

養殖技術指導

摘要

次長事務取扱

農学博士



７． 決 算(平成１５年度）

(1) 歳 入

科 目 決算額(千円） 摘要

国庫支出金 11,879

国庫補助金 11,879

農林水産業国庫補助金 11,879

水産試験場費 11,879

漁業資源評価調査費． 880

栽培漁業開発試験費 0

魚病対策費 748

深層水有効利用研究費 3,271

新漁業管理制度推進 969

内水面増殖調査 6,011

委託金 ０

農林水産費委託金 ０

水産試験場費 ０

内水面増殖調査 ０

諸収入 30,373

受託事業収入 3０ 304

水産試験場受託事業 3０ 304

水産試験場受託事業 3０ 304

漁業資源評価調査費 1２ 389 水産総合研究センター（水総研）
栽培漁業開発試験費 １350 滑川市、魚津市
深層水有効利用研究費 1４ 665 水総研、ＭＦ２１、ＪＳＰＳ、ＪＯＩＡ

内水面増殖調査費 １900 水総研

雑入 6９

雑入 6９

納付金 ０

水産試験場 ０

雑入 6９

水産試験場 6９ 漁船保険無事戻金、行政財産使用許可分電気料
使用料及び手数料 ２

使用料 ２

その他使用料 ２

その他使用料 ２

水産試験場 ２ 行政財産使用料

合 計 42,254

８



(2)歳出

科 目 決算額(千円） 摘要
農林水産業費 149,388

水産業費 149388

水産試験場費 149388

水産試験場費 ９791

漁業調査船経常費 3５ 703

沖合漁場開発調査費 ４ 200

漁業資源評価調査委託事業費 1４ 149

栽培漁業調査船経常費 ４497

栽培漁業開発試験調査研究費 ６267

富山湾漁場環境調査費 １916

魚病対策費 １496

深層水有効利用研究費 4５ 767

新漁業管理制度推進情報提供事業費 ３545

水産情報ネットワーク管理運営費 ６600

内水面増殖調査研究費 1５ 457

経常経費計 149388

総務費 ２927

総務管理費 １083

人事管理費 109

人事事務費 109 普通旅費

財産管理費 974

庁舎維持管理費 974 建物等指定修繕

企画費 1,844

計画調査費 1,844

海洋総合利用対策費 1,844

客員研究員招へい費 0

衛生費 132

公害防止費 132

公害防止対策費 132

公共用水域水質調査費 132

農林水産業費 6,436

水産業費 ６436

水産業振興費 ６116

漁場水質保全対策費 1306

資源管理体制強化実施推進事業費 ３810

内水面活性化事業費 １000

水産業総務費 320

水産業総務費給与費 320 臨任職員共済費等事業主負担分

商工費 1,030

工鉱業費 1.030

工鉱業総務費 1,030

深層水産業推進事業費 950

科学技術振興対策費 8０ 夏休み子供科学研究室

本庁配当経費計 10,525

合 計 159,913

－９－



魚卵稚仔分布調査

スルメイカ漁場一斉調査

新規加入量調査

①ブリ

②スルメイカ
ベニズワイ資源生態調査

1。

１
１
ｊ

１
Ｑ
ｅ
ｅ

Ｌ

日本）

多元j勺

Ｉ

沿岸漁況収集

漁況海況|青報の提供

①ブリの漁況予報及び'青報提供

②ﾎﾀﾙｲｶの漁況予報及び|青報提供

沖合漁場開発調査

日本海スルメイカ漁場読麿

資源評価調査事業
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④
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４
①
②
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iL』漁業推進事業

皿調査研究事業実績の概要

本周辺クロマグロ調査

ズワイガニ調査

パイ類調査

ヒラメ調査(栽培｡深層水課）

シロエビ調査

ブリ回遊生態調査

L
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井野慎吾

【調査結果の取りまとめと報告】

調査結果は観測終了後速やかに日本海区水産研究所

及び関係機関に通報した。また沿岸漁況観測事業で発

行した「富山湾漁況海況概報」に観測結果の概要を記

載した。観測結果は磁気媒体に累積記録した。当調査

結果による平成15年度の湾内平均水温を図lに示した。

【目的】

沿岸定線（二一7線）の海洋観測調査を行い．海況の

実態を詳細に把握し海況変動の規則性を探求するため

に必要な資料を得る。

【方法】

沿岸定線海洋観測調査は，調査船立山丸を用いて，

魚卵稚仔分布調査などの他事業と共同で沿岸定線（二

一7線）において毎月実施した（表l）。調査は26定点

において，水温．塩分，水色，透明度及び海象を観測

項目として行った。水温及び塩分の測定はＣＴＤを用

い，原則として水深500ｍまで実施した。表面水温は棒

状温度計で測定し、塩分は同時に採水した試水を持ち

帰り，サリノメーターで塩分を測定した。

【調査・研究結果登載印刷物等】

日本海漁況海況速報（日水研），

富山湾漁況海況概報

海洋観測結果表．
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富山湾の水温変化

表１平成15年度の沿岸定線海洋観測調査実施状況

調査項目調査点数 備考調査月日

÷200ｍ

４月期:卵稚仔調査と共同

５月期：〃

６月期：〃

７月期：

８月期：

９月期：

10月期：

１１月期：

１２月期：

１月期：

２月期：

３月期:卵稚仔調査と共同（荒天により、９点欠測）

水温9塩分・ＰＬ

〃

〃

水温･塩分

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

水温･塩分・ＰＬ

H15.4/l～２

５/7～８

６/2～３

７/l～２

８/5～６

９/l～２

９/30～１０/１

１１/4～５

１２/2～３

H16.1/6～７

２/9～10

３/2～３

邪
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Ⅳ

４５６７８９１０１１１２１２３月

ＰＬ：卵稚仔プランクトン採集

卵稚仔調査：資源評価調査委託事業による調査

５
０

４５６７８９１０１１１２１２，３月

図１富山湾内17定点の平均水温及び平年差(平成15年４月～平成16年３月）

※平年値は1999年以前過去30年間の平均値
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（２）沿岸漁況収集

【目的】

富山県内の漁獲量情報収集及び分析を行い，「漁況

旬報」及び「富山湾漁況海況概報」を発行し，漁業者

や関係機関への情報提供を行う。また，漁海況資料を

磁気媒体に蓄積し，漁海況予測の研究や資源研究の基

礎資料として整備する。

【方法】

県下の主要9産地市場（氷見，新湊．四方．岩瀬，水

橋．滑川，魚津，経田，黒部）の協力を得て水産情報

システムによって収集した漁獲量情報を分析した。

【結果】

ｌ漁海況情報の提供

調査した漁況情報を旬毎に集計し，「漁況旬報」を

旬１回，「富山湾漁海況概報」を月１回発行し,関係機

関に送付した（表l）。なお、主要魚種の魚種別漁獲且

Iま表2のとおりである。

－１２－

表ｌ旬報，概報の配布状況

配布先

地方自治体等

漁業団体等

研究機関等

その他

合計

旬報

９

4４

１８

１０

８１

概報

９

4４

１８

１０

8１

井野慎吾

【調査・研究結果登載印刷物等】

漁況旬報：平成15年４月上旬～平成16年３月下旬（合

計36報），富山県水産試験場．

富山湾漁況海況概報：平成15年４月～平成16年3月

(合計12報），富山県水産試験場．
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房
１

壷乞士亜魚覇§の漁糖畳（水産詩聡堤調べ‐漁騰吾十一平年値は禍実１０年の平士白〕

魚種 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 。z年値 15年 平年比

ホタルイカ １，６９９ ２．５６３ クーク３１ １．３９４ 805 1．９８６ １－２８４ １．４２３ 720 ２．２０７ 1，６３１ ３．３８６ 208％

カタクチイワシ 550
ーー＝一一ー■

１４４ １．０８２
戸三三コ
1．４７７
＝ﾆヨ
3.458

Ｌロ■－－－■

794 ､２．３９７ ２．０２０
一ニヨ
317 ２．５６９ 1.481 ３，１０９ 210％

アジ 1．６５９ 2.996 ４．０８０ 877 2.646 ３、 5.449 ４．９０４ ３．２６１ ２．２１２ ３■ 2０ 2.446 78％

ソウダカッオ 506 774 693 1．１４１ 1，２６３ 1,436 3.084 ２．７７８ ４．２６１ 1.480 1.741 1.673 96％

ﾌクラギ 580 2.202 ２．５８７ ２．４１９ １．３０７ ■066 879 １．４７０ 1．２９６ 1．１５５ １．４９６ 1．１２８ 75％

沿岸スルメイカ ■647 1．１１９ ２．０１０ ３■ 8４ 1.431 ■603 1.241 680 726 1.594 1.524 976 64％

カワハギ類 1．００２ 435 653 1.762 1．５２１ 1.221 1.021 664 1．５４６ 1，５１９ １．１３５ 808 71％

シラエピ 571 446 497 526 603 641 609 696 654 665 591 666 １3％

ペニズヮイ 635 6４３ 666 729 682 595 634 644 ７ ５ 729 667 615 92％

シⅡ合スルメイカ ２．６０１ 1．６９７ 1．２５ １．２４９ 8８ 924 783 796 789 653 １．１６２ 395 34％

カマス 2０ 8０ 254 4４９ １■ 8４ 683 675 １，５２３ 629 584 618 379 61％

シイラ 3７ 201 373 1５１ 1５２ 390 292 280 727 595 320 327 102％

ブリ 495 386 402 301 456 784 341 241 269 1４７ 382 305 80％

メダイ 2９ 6３ 4２ 4０ 9９ 8５ 9３ 6４ 221 343％

フグ類 1４ 200 1２７ 1５６ 342 5３ ６ ６ １．０２５ ２5０ 488 375 216 58％

マダイ
■守■■

1９６ 6５
－ニヨ
147
一三弓

9０ 5０ 1１４
ー ＝

1３７
一

8６ 1６４ 1２９ 1１８ 207 176％

サバ 643 1．２８０ 964 757 496 1．２５１ 914 １．１ 5５ 330 ０７ 790 200 ｸ9K

ソデイカ ３ ４ 454 5０ 1３ 9６ 4５ 5２ 144 1３３ 1０９ 1８６ 170％

サワラ １ ２ ０ ０ ０ ２ 4９ 282 1４５ 1５２ 6３ 1８０ 284％

アオリイカ 5１ 323 312 1７ 288 2９５ 349 439 274 421 277 1７３ 62％

ウルメイワシ 1９９ 1５１ 1１７ 9６ 6６ 9０ 249 1９５ 1２５ 1１９ 1４１ 1６８ 119％

ヤリイカ 4４ 4０ 5９ 8４ 4９ 7２ 5８ 7０ 7８ 5０ 6０ 1１４ 189％

ニギス 276 262 1９２ 1１３ 7３ 1２０ 6５ 0３ 7９ 5１ 1３３ 1０８ ８ ％

ヒラメ 4８ 3９ 4５ 3５ 3５ ２ 6３ 6８ 1０５ １０１ 5６ 1０６ 90％

ホッコクアカエビ 2９ 3６ 3３ 3３ 2７ 3８ 6２ 7６ 7５ 7９ 4９ 8６ 177％

マイワシ ３．６５３ 2.624 ２．０８６ 1，７９７ 1．１１４ 1１２ 763 221 ５ 1１３ 1．２４９ 7９ 6％

サケ 3３ 1８６ 243 １０ 6６ 6２ 8２ 9８ 1０６ 6１ 1２４ 7６ 61％

ﾋラマサ ２ 2２ ９ ２ 1２３ 9０ 2３ 2２ 3９ 297 6３ 7６ 121％

メジ･シビコ 4０ 8６ 1１６ 1４６ 6８ 8７ 140 303 205 １ ６ 1３ 6９ 53％

ﾒジナ 2８ 4０ 9９ 6３ 5８ 6４ １ ％

ハチメ類 3３ 3０ 4４ 3３ 1７ 2４ 6０ 7８ 6９ 6４ 4５ 5５ 122％

クロダイ Ｚｒ 3６ 4７ 1８ 1７ 2３ 5９ 5４ 5８ 5０ 3９ 5０ 29％

スケトウダラ 4４１ 402 355 285 238 8８ 1２９ 6６ 4０ 6７ 2２ 4４ 20％

ﾀチウオ 3５ 2８ 1６ 4５ 3４ 2９ 6４ 7１ 3８ 8５ 4４ 4１ 92％

スズキ 1２ ７ 1５ 1６ 1２ 1３ 3２ 4２ 5２ 3９ 2４ 4１ 171％

サヨリ 9３ 6３ 2４ 2４ 2２ 4０ 2６ 2２ ５ 2３ 3４ 2８ 82％

ガンド 2４ 1８ 8９ 6０ 1９ 6１ ９ 2４ 5０ 2８ 3８ 2７ 71％

マグロ 1４ 1７ ６ ２ ２ ３ ６ １ ３ ２ ６ ２ 36％
漁繕昌錘計 1８．７４６ 2０．４１５ 2３．００１ 2０．５２２ ワ、気つ負 1９．４９５ 2４．２２４ 2４．０１８ 2０．３６４ 2０．４６３ 2１．１５７ 2０．３２４ 96％



（３）漁況海況情報の提供

①ブリの漁況予報及び情報提供

【目的】

富山県で漁獲されるブリ（フクラギ、プリ）の漁況

予報を行うとともに，その技術向上を図り，漁業生産

の安定及び効率的操業に資する。また，必要な情報提

供を行う。

【方法】

県下の主要9産地市場（氷見，新湊，四方，岩瀬，水

橋，滑川．魚津，経田，黒部）の協力を得て水産情報

システムによって収集した漁獲量情報を分析した。市

場調査によって得られた魚体測定データを分析した。

日本海沿岸府県の漁獲量データ及び、九州～山陰沖で

行われているモジャコ採捕の状況を分析した。海洋観

測調査によって得られた水温データを分析した。

【結果】

1．平成15年秋期（9～12月）のフクラギ漁況予報

（１）予報文

水試収集の平年漁獲量（過去10年平均：９～12月に

1,136トン）をやや下回ることが予想される。

（２）根拠となった情報

①：モジャコ情報（全国かん水養魚協会公表資料）

モジャコの漁模様は、九州と太平洋側では好調

であった。採捕目標充足率は全国で約82％・島根

県、鳥取県、兵庫県の採捕目標充足率は40～65％。

②：８月の近県のツバイソ、フクラギの漁況

新潟県：殆ど漁獲なし。平年を大きく下回った。

石川県：漁獲量約62トン。平年を下回った。

福井県：平年を下回った。

京都府：平年を下回った。

③：８月の富山県のツバイソ、フクラギの漁獲尾数

８月のツバイソ、フクラギの漁獲尾数が多いと漁

期全体（８月～翌年６月）のフクラギの漁獲尾数が

多い関係がある。今年の８月の漁獲尾数は13万尾

（漁獲量25トン）と推定されており、前記の関係

から、漁期全体では211万尾（過去10年平均：３４７

万尾）が漁狸されるものと計算される。近年は9～

１２月の主漁期に、漁期全体の61％が漁獲されてお

り、今年9～12月の予想漁獲尾数は129万尾（過去

１０年平均：201万尾）と計算される。漁獲量に換算

すると、魚体サイズ（魚体重）が500～700g主体で

ある9～10月に多獲されれば約700～800トン、８００

－１４－

井野慎吾

ｇ前後が主体となる11～12月に多獲されれば約

1,000トンが漁獲されるものと考えられ、平年（過

去10年平均：1,136トン）をやや下回る公算が強い。

④：８月及び９月の富山湾内の水温

８月及び９月における富山湾内の表層から50ｍ層

までの平均水温が低いと、９～12月のフクラギの漁

獲量が少ない傾向がある。今年８月の平均水温は

22.8℃、９月は23.3℃であり、1970年以降では、下

から4～5番目にあたる低いレベルである。９月に

２４℃を下回ったのは1971年以降で10度目であり、

過去9回のうち、２千トンを超える豊漁が1度

（1981年）で、以外の平均漁獲量は886トンである。

「フクラギのまとめ」

現状では、富山湾周辺に加入しているフクラギ

の量は、平年を下回ると判断せざるを得ない。平

成15年9～12月のフクラギ漁獲量は、平年(9～12月

に1,136トン)をやや下回るレベルであろうと予想

した。

（３）実際のフクラギ漁況

平成15年秋期（9～12月）のフクラギの漁獲量は

９４６トンであった。

2．平成15年漁期（11月～翌年４月）のプリ漁況予報

（１）予報文

平年漁獲盆（過去１０年のうち、1997年を除く9年の

平均：１１～４月に275トン）をかなり下回ることが予

想される。

（２）根拠となった情報

①：日本海北部の漁況

新潟県粟島や秋田県、青森県で春から夏にかけて

ブリが漁獲された。今年も日本海北部に大型ブリが

回遊する傾向は続いている。各地で漁獲されたブリ

は満2歳魚（秋までに6kg前後に成長するもの）が主

体で、３歳魚（秋までに１０kg前後に成長するもの）が

非常に少なかった。

②：５～７月の新潟県粟島の漁況

新潟県粟島の漁獲盆が多いと富山県の漁獲量が多

い関係があり、今年の粟島の漁獲堂は約166トンであ

った。この値から計算すると富山県の予想漁獲量は



4,000

約270トンと計算される。漁獲尾数の85～90％が2歳

魚であった。

③：ブリの資源レベル

国と県が行っている資源評価調査の結果から、今

シーズン「ブリ」として漁獲される見込みの魚のう

ち、2001年産まれの2歳魚（6kg前後）の資源レベ

ルは比較的高いが、2000年産まれの3歳魚（10kg前後）

の資源レベルは低いと考えられる。

④：魚体測定データの分析結果

過去の魚体測定データの分析結果から、ガンド(１

歳魚)が多いと翌年に6kg前後(2歳魚)が多く漁獲され、

6kg前後(2歳魚)が多いと翌年に１０kg前後(3歳)が多く

獲れる関係がある。昨年漁期の測定データを基に計

算される今年漁期の予想漁獲尾数は、６kg前後(2歳魚）

が約12,400尾(７４トン)で、１０kg前後(3歳魚)が約

3.000尾(３０トン)。漁獲重量は合計100トンとなる。 ３９２トンであった。

【調査・研究結果登載印刷物等】

富山湾漁況海況概報：平成15年4ノ

(合計12報），富山県水産試験場．

「ブリのまとめ」

日本海北部にブリが回遊する傾向は今年も継続し

ているが、１０kg前後（大ブリ）で漁獲される見込み

平成15年４月～平成16年3月
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フクラギの漁期(8～翌年４月)別漁獲量推移

である3歳魚の資源レベルは低く、期待薄である。

一方、６kg前後（小ブリ）で漁獲される見込みである

2歳魚の資源レベルは、比較的良好と見られ、春から

夏にかけて日本海北部で好調に漁獲されている。

この年齢の魚は冬季の水温が高めに推移した場合に

北方海域（新潟沖、山形沖など）で越冬してしまう

可能性がある（富山湾まで南下しない可能性がある）

ものの、資源レベルから考えて、ある程度の漁獲は

期待できる。今漁期は大ブリが期待薄であるが、小

ブリがやや期待できると考えられ、漁獲堂は合計で

約100トンと予想される。平年値である275トン(過去

１０年のうち1997年を除く９年の平均：１１月～４月に

275トン)をかなり下回るレベルとなるであろう。

（８）実際のブリ漁況

平成15年漁期（11月～翌年４月）のブリの漁獲量は
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②ホタルイカの漁況予報および情報提供

【目的】

富山湾のホタルイカ漁況予測の技術向上を図り，的確

な漁況予報を行う。また必要な情報提供を行う。

【方法】

(1)富山県内の９産地市場（氷見，新湊，四方，岩瀬，

水橋町，滑川，魚津，経田及び黒部）の，日別のホタル

イカ漁獲量を調査した。

(2)2003年漁期中に漁獲されたホタルイカの外套背長，

体重及び生殖腺重量を，毎旬１回loO個体ずつ測定した。

(3)当場所属調査船立山丸を用い，2003年９月10～１２

日に日本海沖合海域の８地点において８回，及び2004

年２月２４．２５日に富山湾内の１地点において延べ３回の

中層トロール網による採集調査を実施した｡調査は夜間

に行い，網を海面から水深約85ｍまで斜めに曳網した。

曳網速度は２～３ノット,曳網時間は30分前後であった。

(4)日本海側の府県（鳥取～新潟）の水産試験研究機

関から，ホタルイカ漁況に関する情報の収集を行った。

【結果の概要】

(1)富山県の漁況

2003年の富山県のホタルイカ漁獲量は3,381トンで，

過去50年平均（1953～2002年平均1,868.1トン）の181％

と豊漁であった。湾全体の漁況経過は，２月下旬に約２０

トンの漁獲があり順調な始まりであった｡その後漁穫量

は急増し，４月上旬に一旦落ち込んだものの，４月中旬に

700トンを超える最大の漁獲の峰がみられた。４月下旬

と５月上旬には一旦400トン以下に落ち込んだが,５月中

旬には再び500トンを超える峰がみられ,その後６月上旬

にかけて急減した。湾全体，富山市（水橋，岩瀬，四方）

および新湊地区では漁痩の峰が３月下旬，４月中旬およ

び５月中旬の3回みられた｡湾東部の滑川･魚津地区では，

湾中央から西部の地区に比べ,漁期後半の漁獲量が多い

傾向があった。

(2)漁獲されたホタルイカの大きさ

滑川地区で漁獲されたホタルイカの平均外套長は，４

月上旬まで例年よりやや大きかったが，４月中旬以降例

年よりも小さかった。また例年と同様，時間経過ととも

に大きくなる傾向が見られたが,その変化の仕方は滑ら

内山勇

力】ではなかった。

（３）中層トロール網による採集結果

９月の調査では，ホタルイカはl地点あたり０～160

個体(平均61個体)採集された(表１）。また２月の調査で

は,ｌ曳網あたり19～36個体(平均26.3個体)採集された。

(4)日本海におけるホタルイカの漁獲量（表２）

各府県水産試験研究機関に照会した2003年の日本海

のホタルイカ漁獲量は7,168トンで，富山湾以外でも漁

獲されるようになった1984年以降では最高の値を示し

た。

(5)漁況予報の発表

2004年３月１日付けで2004年漁期の富山湾のホタルイ

カの漁況予報を次のとおり発表した｡①本年のホタルイ

カの総漁獲量は，平年（平成６年～15年の平均漁獲量1,

803トン）かこれをやや上回る1,800～2,200トン程度と

予測される｡②漁獲の盛期は例年に比べ早い４月下旬頃

となり，漁期が早く終わる可能性がある。

根拠は以下のとおりである｡①２月の漁獲量が多けれ

ばその年の漁獲量も多い傾向にあるが,本年の２月の漁

痩量は26日までの集計で６トンを超え,総漁獲量が平年

を上回る可能性がある｡②漁獲量は2001年以降増加傾向

にあるが,3,000トン以上漁獲された翌年には2,000トン

以下しか獲れないことが多く，総漁穫量が少ない可能性

がある（昨年漁獲量3,386トン）。③２月下旬に岩瀬沖

で実施した採集調査では，ホタルイカがｌ曳網平均で２

６個体採集された。1988年以降の採集数とその年の総漁

獲量の関係から，総漁獲量は2,350トンと計算される。

④富山湾の水温と総漁獲量の関係から総漁獲量は2,251

トンと計算される｡⑤ある年の５月の山陰沖の水温と翌

年の富山湾漁獲量には,共通した変動パターンが認めら

れる。1984年以降の山陰沖の水温と翌年の富山湾漁獲量

の関係式から総漁獲量は1,641トンと計算される。⑥漁

況は４．６月の湾内水温（100～200m深）が高いほど早

く経過し，漁期も早く終わる傾向があるが，冬季の気候

から判断して本年の４．６月の水温は高い可能性があり，

漁期は例年よりも早く終わる可能性がある。

【調査結果登載印刷物等】

なし
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表２日本海におけるホタルイカ漁獲量(単位トン）

表１中層トロール調査実施状況
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１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
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鳥取兵庫京都福井石川富山新潟合計

363７７２９８１１０７

５１９５８１０６０９３０１５2582
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３７１５４５１９４９４６２２３１１４８０９

150２４６５３９８５１３７１３９４5133

189３６３８０５８１８７８０５５２９９

１５８２３１１１３８２５１２６１９８６5419
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１．２

(1) 日本海ｽﾙﾒｲｶ漁場調査

若林信一

【目的】

富山県の沖合漁業の主体である沖合スルメイカ釣り漁業者に対

して,的蹴f漁海況傭報を提供し,漁業経営の安定と向上に寄与す

l35E ＭＯＥ

獲調査を実施した(図3)。

る。

防法】

漁期前鐸E(４月)及び盛漁斯調査(８月，９月)において,富山県漁

業調査船i立山丸lにより釣獲試験及び水温塩分等の海洋観測を

4画

実施した。

①漁期前調査

・調査期間

2003年４月 １６日～２５日

図２盛漁期（１）調査点(2003年８月18日～24日）
調査海域及ひ調査点

北緯38度00分以南,東経132度00分～136度40分の海

域の36調査点で海洋観測調査を実施し，そのうち８点で釣 ③ 盛漁期調査Ⅱ

・調査期間穫調査を実施した(図l)。

2003年９月１５日～１９日３５Ｅ

図１漁期前調査点(2003年４月16日～25日）

調査海域及び調査点

北緯41度00分以南

●

36度30分～138度30分の海

を実施し，そのうち４点で釣

東経136度3０

2003年８月１８日～２４日

域の1３

Ｒ１

●

3顎35Ｗ

閲4簡

② 錘糊

卸

Ｉ

●

盛漁期(Ⅱ)調査点(2003年９月１５日～１９日）

調査海域及U鯛査点

図３獲調査を実施した(図2)。

136度００分～138度00分の海
｡

北緯41度00分以南，東経
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【圏査結果の概要】

①漁期前調査

・海洋観測調査

表面水温は11.7～14.4℃であった。水深５０ｍの水温は

9.05～13.38℃であった。

表面と水深50ｍの水温分布を図４及び図５に示した｡表

面水温は隠岐周辺海域で高い傾向にあり，水深50ｍの水温

は隠岐島周辺とその南部の本州沿岸海域で水温が高い傾向

にあった。

135Ｅ

覇

図６釣機1台1時間あたりの漁獲個体数（CPUE）

②盛漁期調査Ｉ

・海洋観測調査

表面水温は22.8～24.2℃であった。水深５０ｍの水温は
3瓢 3劃

】3龍

表面水温分布(漁期前鯛査）

ｌ３５Ｅ

図４ 2.68～14.85℃であった。

表面と水深50ｍの水温分布を図７及び図８に示した。水

深50ｍの水温をみると，大和堆東方に14℃台の暖水域がみ

られ，暖水域の北から東の周辺水域との間に極前線（水深

50ｍの水温が5～10℃）と思われる，等温線の密集した水温

分布が認められた。

いる狐前年度の17.55（St､5）及び'2.60(St・10）と比較

すると，今年度は低調であった。対照的に丹後半島沖では

前年度の1.44を上回る6.15であった。

スルメイカの外套背長範囲は8.3～23.0cmであった。

3瓢

１４唾１３躯

－１９－

図７表面

図５５｡n贈水温分布（漁期前鯛査）

餌4厩

･釣獲調査

８回の操業で2,823尾のスルメイカが漁獲された。

釣機1台1時間あたりの漁獲個体数(CPUE)は,0.11～9.65

であった（図６)。最高値を示した調査点は,隠岐島西方の

St,５，最低値は福井県三国沖のＳｔ､３１であった。隠岐島南

西・北西海域（S1.5,Ｓ1.10)，丹後半島沖（S1.26）及び輪

島北西海域(St､38）で比較的高いCPUEであった｡隠岐島南

西・北西海域の高いCPUEは前年度の調査でも認められて

3副

１日再Ｆ

布(盛漁期調査Ｉ）

13寵ＭｑＥ
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４ 蘭

3.75～18.76℃であった。

表面と水深50ｍの水温分布を図10及び図１１に示した。

水深50ｍの水温をみると，北緯40度､東経137度00分付

近を北西一南東方向に極前線と思われる等温線の密集した

水温分布が認められた。

14uＥ１３唾

画

図８５０m層水温分布(盛漁期鯛査Ｉ）

･釣獲調査

５回の操業で4,435尾のスルメイカが漁穫された。ＣＰＵＥ

は5.20～26.13であった（図9)。最高値を示した調査点は

極前線の北側のSt,11で最低値は暖水域の南のS1.21であ

った。

スルメイカの外套背長絢囲は11.6～27.7cmであった。各

調査点における外套背長のモードは極前線の北側のS1.11

で21.0ｃｍ，Ｓｔ､１４で23.5ｃｍであった。Ｓｔ,１４ではi9.5ｃｍ

に小さな山がみられた。また，極前線の南側ではＳｔ,７で

22.5cmに，Ｓｔ､１８で23.5cmにモードが認められた。Ｓ1.18

では18.5ｃｍと20.5ｃｍに小さな山が認められた｡S1.716.5ｃｍ

と19.5cmに小さな山力埠認められたがウ顕著な群としてはみ

4画

表面水温分布(盛溌期鯛査Ⅱ）図1０

ＭＯＥ35Ｅ

られなかった。暖水域の南のSt､21における外套背長分布

は双峯で；16.5cmと23.5cmの2箇所にモードが現れた｡ま

た，21.5ｃｍにも小さな山がみられた。

③盛漁期調査Ⅱ

・海洋観測鯛査

表面水温は17.3～23.9℃であった。水深５０ｍの水温は

図９釣機1台1時間あたりの漁獲個体数(CPUE）

2０
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･釣獲調査

４回の操業で5,655尾のスルメイカが漁痩された。

ＣPIEは3.46～82.89であった(図12)。最高値を示した調

査点は極前線の北側のＳｔ､1-3,最低値は暖水域の南の

Ｓｔ､1-14で,極前線北側の冷水域で比鳴蛾膿密な魚群がみら

れた。

スルメイカの外套背長の範囲は11.8～28.7.nであった。

各定点における外套背長のモードは,極前線の北側のSt､1-2

で19.5ｃｍ，Ｓｔ､1-3で21.5cmであった。また,極前線の南

側ではS1.1-11で20.0cmに，Ｓ1.1-14で18.5cmにモードが

認められた。

菌４

釣機１台１時間あたりの漁獲個体数(CPUE）図1２

漁期前調査,盛漁期調査I及び盛漁期調査Ⅱの結果はそれそ§れ

2003年５月，９月及び10月に関係樹凋に送付した。
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１．３資源評価調査事業

（１）資源評価基礎調査

【目的】

我が国周辺水域における漁業資源の状況把握及び評

価を行い，その適切な保全と合理的かつ永続的な利用

を図るために必要な関係資料を整備する。

【方法】

水産庁が定める平成15年度資源評価調査実施計画に

基づき．アジ‘サバ，イワシ類，プリ類などの魚体測

定等を行った。調査対象魚種毎の測定回数及び尾数は

表lのとおりであった。

表1平成15度の魚体測定回数及び尾数

井野慎吾

【結果】

調査結果は日本海区水産研究所に報告したほか，

「富山湾漁況海況概報」で随時発表した。魚体測定結

果は磁気媒体に記録した。魚種毎の体長組成表をデー

タ集に示した。

【調査・研究結果登載印刷物等】

富山湾漁況海況概報：平成15年４月～平成16年３月

(合計12報），富山県水産試験場．

平成16年度資源評価票，2004年．日本海区水産研究

所．

魚種．調査港調査期間測定回数測定尾数測定項目

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ

マアジ

マサバ

プリ

ベニズヮイ

氷見・魚津

〃

〃

〃

滑ｊｌｌ

４月～３月

〃

〃

〃

5月

１５

６

２

１５０

１，５００

４４０

９２

１３，９２６

２７６

－２２－

BL・ＢＷ

ＦＬ・ＢＷ

ＦＬ,ＢＷ

ＦＬ,ＢＷ（ﾋﾗﾏｻを含む）

BW,甲幅ほか
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内山勇

～６月の卵及び稚仔を合わせた採集数は、コノシロ，キュ

ウリエソ，ホタルイカモドキ科，その他，ニギス，カタク

チイワシの順に多かった。

採集個体数が一般に多い６月の,1982年以降のマイワシ

およびカタクチイワシの卵および稚仔採集数(曳網点当た

り，1995,1996年は調査せず）を図１に示した。マイワシ

は稚仔がl個体採集されたにすぎず、カタクチイワシは卵

の採集数が1989年以前の水準に比べ多く採集された。

【目的】

多獲性浮魚類であるマアジ，マサパ，イワシ類，スルメ

イカ等の日本海における卵･稚仔の分布状況や出現量を把

握し，経年的な情報の蓄積から，これら浮魚類の資源変動

を予測するための基礎資料を得る。

【方法】

水産庁の定める「海洋観測・卵稚仔・スルメイカ漁場一

斉調査指針」に基づき実施した。使用船舶，調査時期およ

び項目等を表１に示した。 【調査・研究結果搭載印刷物等】

調査結果は日本海区水産研究所に報告。

【実施結果】

採集された卵･稚仔の個体数を表２に示した。2003年４

表２月別魚種別の卵稚仔の採集個体数

1９８２１９８５１９８８１９９１１９９４１９９７２０００２００３

０
０
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２
５
０
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２

２
１
２
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マイワシ カタクチイワシ

1988199019921994199619982000200２

５
４
３
２

図１マイワシおよびカタクチイワシの卵・稚仔曳網点当たり採集数(1995,1996年は調査せず）

カタクチイワシの1998年の稚仔の採集密度は347個体／曳網
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若林信一

【目的】

日本海におけるスルメイカ資源状況の評価を行なうた

めの基礎資料を収集する。

【調査結果のとりまとめ】

海洋観測結果及びスルメイカ釣獲調査結果は,日本海区

水産研究所へ送付した。

調査海域及び各釣獲調査点における釣機１台1時間当た

りの漁獲個体数(CPUE)を図１に示した。【方法】

独立行政法人水産総合研究センター日本海区水産研究

所の定める「スルメイカ漁場一斉調査指針」により実施し

た。

【闇査結果搭軟印刷物等】

平成１５年スルメイカ秋季発生系群の資源評価，日本海

区水産研究所．

【実施結果】

表ｌのとおりスルメイカ漁場一斉調査を実施した。

表１スルメイカ漁珊一斉鯛査実篇状況

5‘486
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図１スルメイカ漁場一斉調査点及びCPUE
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井野慎吾

よって，流れ藻に付随しているブリ類の稚魚を採集し

た。

【結果】

平成15年７月8～9日‘16～17日の計２回調査を実施し

た。７月8～9日の調査ではブリが22尾採捕され。７月１６

～１７日の調査ではブリが143尾採捕された。採捕状況の

【目的】

日本海北部海域に加入するブリ当歳魚（稚魚）の加

入状況を把握し，ブリの資源評価に資するため，平成

15年度資源評価調査の一環として独立行政法人水産総

合研究センターの委託を受けて，流れ藻に付随しなが

ら日本海を北上するブリ類の稚魚の分布調査を行うも

のである。

【方法】

調査船立山丸を用いて，流れ藻を探しながら調査海

域を航行し，流れ藻を見つけた場合には小型まき網に

表１ブリ類の採捕状況

詳細は表l及び図lのとおりである。

【調査・研究結果登載印刷物等】

なし

1４１５１６１７１８１９２０

調査日採捕位置採捕魚種尾数魚体サイズ(F､Ｌ）

－２５－

H1５．７．９３７．０５N、137・Ｏ６Ｅブリ２２４．６～１７．６cｍ

図ｌ：７月８～９日および１６～１７日の調査で採捕されたブリ稚魚の体長(F,Ｌ）と体重(B､Ｗ)の組成
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②スルメイカ

【目的】

日本海におけるスルメイカ資源評価のための基礎資料

を収集するため，表層トロールにより採集試験を行い，漁

獲加入前の発育段階別の分布量を把握する。

【方法】

日本海区水産研究所の定める｢平成15年度スルメイカ新

規加入量調査要領」に基づき実施した。調査定点を図１に

示した。

【調査結果】

調査結果は表ｌのとおりで,2003年４月の調査では合計

内山勇

48個体のスルメイカ幼体が採集された。

表１新規加入量調査実施状況

調査

年月日

調査

項目
使用調査採集外套長(、）
船舶定線個体数範囲

平均

2003.海洋観測立山丸Ｌｉｎｅ4819.2-74.7

4.7-11採集調査一Ｂ４２．７

【調査・研究結果搭載印刷物等】

調査結果は調査終了後日本海区水産研究所に報告。
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図１平成１５年度スルメイカ新規加入量調査調査点

－２６－



50.

(5)ベニズワイ資源生態調査

２００３年６月１６．１７日に，生息密度調査を行った２

つの定点（図ｌ）において，カニかごを用いた試験操

業を行った。ＳＬＤにおいては小目合かご（上面・底面・

陥入口の直径はそれぞれ８０．１３０．４０ｃｍ，高さ４７ｃｍ，

目合１０節）を，ＳＬＥにおいては鳥取県境港の漁業用

かご（上面・底面・陥入口の直径はそれぞれ８２．１３０．

４０ｃｍ，高さ７２ｃｍ，目合１５cm）を用い，５０ｍ間隔でｌ

連あたり２Oかごを装着した。餌にはサバ（尾叉長約

25cm）をｌかごあたり４尾ずつ使用し，浸演時間は原

則として２２時間とした。得られたベニズワイはかご

毎に雌雄別の個体数を計数した｡個体ごとに甲幅を(雄

についてはハサミ幅も）0.1ｍｍの精度で計測し，雌に

ついては腹節の形態により成体型か未成体型であるか

を判別するとともに，抱卵状況についても記録した。

これらの測定は，ＳｔＤでｌかごに３０個体以上漁獲さ

れた場合には無作為に抽出した３０個体（雌雄の区別

はなし）について，ＳＬＥでは全数について実施した。

有効漁獲面積は次式により算出した。

有効漁狸面積（㎡/かご）＝CPUEノDensily（CPUE：ｉ

かごあたりの漁獲個体数，Density：１㎡あたりの生息

個体数）

大和堆調査

大和堆においては，（独）日本海区水産研究所なら

びに水産工学研究所と共同で調査を実施した。当水試

は，ベニズワイの生息密度が予め推定された（水産工

学研究所が水中ビデオカメラ調査により事前に実施）

海域において，ｌかごあたりの漁獲個体数を明らかに

するためのカニかご試験操業を担当した。

２００３年７月２３～３０日に立山丸により，大和堆北東

部の水深1,376（SL43）～1,968ｍ（SL48）の７つの定

点（図２．表３）において調査を実施した。カニかご

は,先の富山湾調査のＳＬＤと同様の漁業用かごを用い，

かご数，餌，浸演時間についても同様とした。

漁獲されたベニズワイはかご毎に雌雄別の個体数を

計数し，定点毎に雌雄別の重鼠を測定した。個体ごと

の測定項目は富山湾調査と同様であり，雌雄とも全数

【目的】

日本海における重要底魚資源の一つであるペニズワ

イの資源評価の精度を向上させるためには，資源量を

推定することが重要である。しかしながら，かご漁具

については漁獲効率が明らかとなっていないことから，

「カニかどの有効漁獲面積」（カニかご一個あたりど

れだけの面積からカニを誘集しているのか）を明らか

にするために，カニかご調査ならびに曳航式深海用ビ

デオカメラによる生息密度調査を実施した。

【方法】

富山湾調査

２００３年６月９．１０日に富山湾中央部の水深約１１００ｍ

の海域（図Ｉ）において，漁業調査船立山丸により曳

航式深海ビデオカメラ（渡部・山崎，1999）を用いた

生息密度調査を実施した｡長さ2.5ｍ,高さ1.5,,幅1.6ｍ

の楕円形の曳航体に深海用ビデオカメラ（水深１０００ｍ

耐圧のハウジングにビデオカメラが内蔵されたもの）

を取り付け，タイマーにより海底で１時間の撮影を行

った。図ｌに示し

た２カ所の調査定

点を設け，ｌ定点に

つき２～３回の平行

に曳航して観察を

行った。曳航距離

はＧＰＳにより測位

された調査船の位
北緯３７

置から求めた。ビ’２

デオカメラに撮影

されたベニズワイ’１

の個体数を後日計
１０

数し，観察面祁Ｉ（曳

航距離×視野幅９

Ｏ
ひ
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２
１

能登半あ
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1.6ｍ）で除するこ東唾137.x・
図１富山湾における国壷海域と．曳賦式ピデ
オカメラの軌跡ならびにかご鯛査定息

とにより生息密度

（個体数/１０００㎡）を求めた。
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０２０４０６０８０１００１２００２０４０６０８０１００１ＺＯ

富山湾における６月のカニかご調査により，Ｓｔ.，（小

目合かご）では雄が２６０個体，雌が１５７７個体，ＳＬＥ(漁

業用かご）では雄が８６個体，雌が１０４個体採集され

た（表２)。雌雄とも漁獲個体数はＳｔＤの小目合かご

の方が多かった。どちらの定点（かご）とも，漁獲さ

れた雌の９０％以上が，アカコを抱卵した成体型の個体

であった。

題22003年６月の芯山湾でのかにかご画査におけるベニズワイの廻圃個体詮
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【結果の概要】

富山湾調査

調査ライン毎の生息密度は18.4～27.9個体/1,000㎡

の範囲にあり，う回の観察値を平均すると２１．１個体

/1,000㎡であった（表Ｉ)。

ＳＬＤでは４，８７２㎡で９３個体のベニズワイを観察し，

生息密度は１９．１個体/1,000㎡であり，Ｓｔ.Ｅでは7,600

㎡で１６５個体を観察し，生息密度は２１．７個体/1,000㎡

と推定された（表ｌ)。今回の調査で，ほぼ平行かつ近

接して曳航されたNo.D-lとＤ-2,ならびにNo.E-lと

E-3では，生息密度は１９．２と１８．９個体/1,000㎡，なら

びに２１．２と18.4個体/1,000㎡かなり近い値が得られた。

雌雄別の甲幅組成を図３に示した。雄の甲幅は，Ｓｔ.Ｄ

（小目合かご）では甲幅５０～120ｍｍの範囲にあり，

甲幅９０ｍｍ以下の小さな漁獲禁止サイズの個体が多く

漁獲されたのに対し,ＳＬＥ(漁業用かご)では甲幅８０ｍｍ

以上の比較的大きな個体のみ漁独された。雌について

は，ＳｔＤ（小目合かご）とＳｔ・Ｅ（漁業用かご）の甲幅

組成はかなり似かよったものであったが，ＳｔＤ（小目

合かご）では雄の場合と同様に，より小さな個体（甲
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･雄 ；雌

』Ｉ表12003年６月に富山湾中央部において曳航式深海用ビデオカメラにより推定

されたベニズワイの生息密度

について測定した。
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図32003年６月に富山湾で漁獲されたベニズワイの
甲幅組成

幅４０～60ｍｍ）が漁独されていた。Ｓｔ.ＤとＳＬＥは互い

に距離が近く水深もほとんど同じであったことを考慮

すると，Ｓｔ.ＤとＳＬＥの漁獲量・サイズの違いは，それ

ぞれに分布するカニの量やサイズの違いよりも，主に

漁具の網目の大きさの違いに起因すると考えられる。

ただし，ＳＬＥ（漁業用かご）では甲幅６０～80ｍｍの雌

が漁獲されたのに対し，雄ではそのサイズの個体が全

く漁獲されなかった。その原因については不明である。

“’１

ZＩ０

2，８１１

２，０６１

２０００年以降毎年，ほぼ同一の海域において推定され

た生息密度は，平均（範囲）で１２．６（6.1～22.7)，１０．５

（6.9～15.4)，および’3.1（5.4～22.7）個体/1,000㎡

であった。今回得られた生息密度の平均値（21.1個体

/1,000㎡）は，これまでの年の平均値と比較して大き

かった。しかしながら，今回は調査範囲がかなり限定

されていたことから，富山湾におけるベニズワイの生

息密度が本当に増加したかを判断するためには，さら

に広範囲の調査を実施する必要があるだろう。
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合川

ＳＬＤにおいて小目合かごの有効漁獲面積を算出した

ところ，４８１２㎡と推定された。ＳＬＥについては，ビデ

オに撮影されたカニの甲幅を推定することができなか

ったので，有効漁獲面積を求めることはできなかった。

大和堆調査

７月に大和堆の各定点において漁獲されたベニズワ
蚕３２００３年７月の大和地でのかにかご国宝におけるペニズワイの漁猟回

･Ｓｔ,４７

定点かご蝿げ日迩圃竹面水深浸楓闘問ＺOかごによる湿砲回

－２９－

甲幅（、）

図42003年７月に大和堆に
おいて漁獲されたベニズワ
イ雄の甲幅組成
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|ま未成熟な個体が分布すると考えられた。

イの個体数ならびに重量

を表３に示した。雄は

St,4５（水深1557ｍ）に

おいて１０５個体（19.5

kg）と最も少なく，Ｓｔ､４４

（1482ｍ）において２０５

個体（44.7kg）と最も多

く漁獲された。水深１３００

～2000ｍにおいては，あ

る特定の水深帯において

漁独量が多いといった傾

向は認められなかった。

雄の漁獲物の甲幅組成は，

水深により大きく異なっ

た（図４)。水深が最も

浅いＳＬ４３（1376ｍ）で

は，甲幅９０ｍｍ以上の個

体の割合が３０％を超え

ていたが，水深が深くな

るにつれてそれらは減少

した。1600ｍ以深のＳｔ､３１，

４７，４８ではそれらの割

合が１０％を下回り，甲

幅５０～90ｍｍの小さな個

体がほとんどであった。

雌は各定点あたり１８

～７７個体（2.1～7.6kg）
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漁独された（表３)。漁獲された雌の成熟段階を定点ご

とに図５に示した。ＳＬ４３（1346ｍ）からＳｔ､4５（1557ｍ）

まではアカコを抱卵した成体型が９０％以上を占めた。

SL31（1606ｍ）以深になると，成体型であっても卵を

持たない個体や未成体型が徐々に増加し，最も深かっ

たＳｔ､4８（1968ｍ）ではアカコを抱卵した個体は出現し

なかった。
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（６）海洋廃棄物生物影響調査

【目的】

海洋中に流出または投棄された漁具が，流出後も漁

獲を続け（ゴーストフィッシング)，生物資源に負の影

響を与えていることが近年問題となっている。ベニズ

ワイを対象としたカニかご漁業においても，かごの網

地には分解されにくい化学繊維が用いられていること

から，ゴーストフィッシングが生じていると指摘され

ており，その対策は急務といえる。

この解決策として生分解性繊維の漁具への応用が考

えられる。しかしながら実用にあたっては，使用中は

十分な強度を保持し，かつ使用後は海水中で分解する

という性質が要求される。このため，生分解性繊維の

海水中における分解機構や分解に伴う物性の変化を明

らかにしておく必要がある。また，ベニズワイかごは

深海で低温という特殊な環境下に使用されている。そ

こで本研究では，低温環境下における生分解性繊維の

分解挙動を実験的に明らかにすることを目的とした。

【方法】

(1)低温条件下における生分解性繊維の分解試験（前

年度からの継続試験）

１４年度から試験を継続して実施した。方法は，１４年

度富山県水産試験場年報に記載のとおりである。なお，

試験は，２００２年１２月２４日から開始した。

(2)高圧条件下における生分解性繊維の分解試験

ＦＲＰ水槽（１０トン)及び加圧水槽（１トン）において，

生分解性繊維の分解試験を実施した｡FRP水槽では2003

年８月１日から，加圧水槽では２００３年８月１２日から

試験を開始し,それぞれ0.5℃に冷却した海洋深層水を

かけ流し，生分解性繊維を浸漬した。試験には，合成

繊維のポリカプロラクトン（PCL)，ポリヒドロキシブ

チレート／バリレート（PHB/V）及びポリブチレンサク

シネート（PBS)，並びに天然繊維の綿糸及び絹糸の合

計５種類の繊維を使用した。水槽内の水温（加圧水槽

では排水口における水温）は１日に１回，棒状水温計

若林信

により測定した｡FRP水槽の流量は毎時約３．５トンとし，

繊維には光が当たらないように水槽に蓋をして遮光し

た。

加圧水槽の水圧は約２０気圧とし，毎時約０．４５トン

の流量とした。加圧水槽には６箇所の覗き窓（直径

14cm）があるが，覗き窓の遮光はしなかった。

【結果の概要】

(1)低温条件下における生分解性繊維の分解試験実験

開始後の水槽内の水温（注水部）は０．５～0.9℃であ

った。

試験開始１８０日後（2003年６月２３日）に各繊維を回

収し，水洗後乾燥後，分析実施機関である東京水産大

学（現東京海洋大学）に送付した。

2003年７月２４日に繊維の最終回収を行い,試験を終

了した。回収した繊維は，前記と同様に処理した。

(2)高圧条件下における生分解性繊維の分解試験

開始後のＦＲＰ水槽の水温（注水部）は約0.5℃でほぼ

一定であった。加圧水槽の水温は約3.6℃であった。そ

れぞれ３０日後（両水槽とも２００３年９月９日)，９０日後

（FRP水槽が２００３年１０月３０日，加圧水槽が２００３年

１１月１１日）及び’８０日後（同２００４年１月２８日と同

2004年２月９日）に各繊維を回収し，水洗後乾燥後分

析実施機関である東京海洋大学に送付した。

【圏査・研究結果搭載印刷物等】

なし
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漁獲重(kg）

若林信

【目的】

富山湾で漁獲されるマグロ類・カジキ類の漁獲データ・生物

学的情報等の収集・解析を行い，北太平洋のマグロ類等の資源

評価に必要な基礎資料を整備することを目的とする。

2003年のクロマグロの漁穫量は７０トンで，前年の60％であ

った。また，過去１０年間の平均値(136トン)の52％であった。

(カジキ類）

氷見及び魚津市場におけるカジキ類の漁獲調査を実施した。

氷見市場では，バショウカジキとシロカジキが漁獲された。漁

穫量は両種とも２トン程度であった。魚津市場では,バショウ

カジキが269kg漁穫された。

【方法】

独立行政法人水産総合研究センターの定める｢平成15年度日

本周辺高度回遊性魚類資源調査の手引き」に基づき，マグロ類

については，漁獲状況，生物測定，標本収集及び標識放流調査

を実施し，カジキ類については，漁獲状況調査を実施した。

(2)生物測定調査

2003年l～１２月氷見市場及び魚津市場において合計25回の

生物測定調査を行い，合計1,026個体のクロマグロの尾叉長を

測定した。このうち銘柄メジ・シビコの測定結果は表2のとお

りであった。

【実施結果】

(1)漁獲状況調査

(マグロ卿

富山県内の全市場におけるマグロ類の漁獲状況を調査した。

富山県沿岸で漁獲されるマグロ類の大部分はクロマグロで，そ

の主体は,体重20kgまでの銘柄メジ・シビコであった。クロマ

グロの銘柄別漁獲量は表１のとおりであった。
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表２銘柄メジ・シピコ尾叉長測定結果(氷見･魚潮
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表１クロマグロ漁獲状況

３０

３４．５４．６８

調査年月

－３１－

（７）日本周辺クロマグロ調査

銘柄メジ・シビコ銘柄マグロ合計

合計 2５１，０２４

29,817

９２５

２

１

４１

１７

０

２

１７

3,904

18,226

15,605

29,951

９２５

３１

１

２３７

1,035

０

２

１７

3,904

18,339

15,996

70,438合計

(4)標識放流調査

富山湾において富山県栽培漁業調査船「はやつき」（１９トン）

によりクロマグロ幼魚の釣獲と標識放流を行なった。標識放流

結果の概要は表３のとおりであった。

68,5571,881

(3)標本収集

2004年２月５日と９日，氷見市場においてクロマグロ幼魚１３

個体を購入し，その筋肉，硬組織(耳石・脊椎骨)標本を独立行

政法人水産総合研究センター遠洋水産研究所に送付した。



表３クロマグロ幼魚標職放流結男

放流年月日尾叉長

（c､）

2003.12.554

2003.12.5３６

標識番号

アーカイバルタグダートタグ

NQ1胸２

３５４A3385A3386

A10653

平成15年度日本周辺高度回遊性魚類資源調査，

独立行政法人水産総合研究センター．

2004年３月，

－３２－



1.4多元的資源管理型漁業推進事業

(1)ペニズワイ調査

【目的】

富山県におけるベニズワイの漁穫量は減少傾向にあ

り，以前と比較して漁獲物のサイズも小型化してきて

いる。さらには近年，漁獲金額も減少していることか

ら，ベニズワイについて資源管理型漁業を推進する必

要がある。富山県かにかご漁業保護組合では，平成１１

漁期年（平成１１年９月～平成１２年５月）から漁獲限

度量を定め，自主的な資源管理に取り組んでいる。適

正な漁獲限度量を設定するためには，ベニズワイの資

源状態および漁獲実態等について把握しておく必要が

ある。そこで昨年度に引き続き，以下の２項目につい

て調査を実施した。

【方法】

①漁獲統計調査

昭和３０年～平成１４年におけるベニズワイの漁獲量

および漁獲金額を，「富山農林水産統計年報」（北陸

農政局富山統計・情報センター）によって調べた。平

成１３年までは属地統計の値を用いたが，平成１４年よ

り属人統計のみ公表となったため，平成１４年につい

ては属人統計の値を用いた。なお，平成元年～１３年に

おける属地統計と属人統計の値を比較したところ，両

者は同一の値であった。

②資源評価調査

富山湾とその周辺海域における漁期はじめの資源状

態を把握するために，富山県かにかご漁業保護組合の

漁業者に３０かごで漁獲されるかにの個体数，操業位

置，水深，かごの浸潰日数等の記帳を依頼した。本調

査は禁漁開けの初回操業時に行った。

【結果の概要】

①漁獲統計調査

ベニズワイの漁穫量と漁獲金額の推移を図ｌに示し

た｡平成１４年の漁獲量は821トン,漁獲金額は３億6524

－３３－

漁彊■
２０００
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1０００
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０

(トン）

前田経雄

迩種金額（健円）

÷漁彊金額

÷漁覆量

÷漁彊金額

÷漁覆量
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６
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図－１富山県におけるペニズワイの漁獲量および漁獲金額の推移

万円であった。平成１３年の漁穫量（754トン）および

漁猿金額(3億673万円）と比較すると，漁獲量は8.9％，

漁獲金額は19.1％増加した。

②資源評価調査

平成１５漁期年には,富山県のかにかご漁業者（１４隻）

より合計２８連分の操業記録の報告を受けた。平成１１

～１４漁期年における回収データ数（それぞれ１５，１８，

１６，１５連分）と比較すると，今漁期年には非常に多く

の結果を回収することができた（表ｌ)。かごの浸漬日

数は１日から１５日間と差が認められたが，本調査で

は浸漬日数の違いを考慮に入れた比較は行っていない。

ｌかごあたりの甲幅９qnを超える雄の漁猿個体数は,0.0

～17.3個体の範囲にあり，平均値は６．６個体/かごであ

った。平成１１～１４漁期年（平均値：9.5,8.7,12.7,10.0

個体/１かご）と比較して，平成１５漁期年の初漁期に

おける漁獲個体数の平均値は最も少なかった（ただし，

有意差はなかった（Kruskal-Wallistest,ｐ＞0.05))。平成

１５漁期年の富山湾内（No.ｌ～18）における漁獲個体

数は，平均で6.9個体/かご（範囲：0.0～17.2）であり，

これまで（Hll～１４漁期年：６．９，４．９，９．７，７．２個体）

とあまり変化はなかったが，湾外（No.１９～28）にお

ける漁獲個体数は平均で６．０個体ﾉかご（範囲：0.6～

11.3）と，これまでの年（Hll～１４漁期年：20.0,22.1,

19.3,15.9個体）と比較して，大きく減少していた。

富山湾内での操業については，かご揚げ位置とｌか

ごあたりに甲幅９cmを超える雄の漁獲個体数を図２に

示した。富山湾内においては，これまでの年と同様に
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(2)パイ類調査

【目的】

富山県では深海性エゾボラ科巻き貝（以下パイ類

とする）である，ツバイ，オオエッチュウパイ，カ

ガバイ及びチヂミエゾポラ（エゾボラモドキ）の少

なくとも４種類が水揚げされている。平成元年～１１

年にかけては,４種を合計したパイ類の漁穫量は300

～400トンで比較的安定していたが，平成１２年に

は３００トンを割り込んで２９１トンとなり，漁獲量が

大きく減少した。

パイ類資源を今後も持続的に利用して行くために

は，パイ類の資源管理を推進する必要があることか

ら，平成１１～１４年度に種々の試験調査を実施し，

資源の管理方法について検討した。その結果，パイ

類の資源管理方策は，４種の中で最も小型のツバイ

を対象として，網目の拡大や小型貝の再放流により

未成熟な小型貝を保讃することとなった（富山県漁

業協同組合連合会，2003)。今後は，資源管理を実

践することにより得られる効果を，把握していく必

要がある。そこで，パイ類の漁獲量，漁獲物（中で

もツバイ）のサイズ組成ならびに産地市場における

価格について調査した。

【方法】

①漁獲統計調査

昭和５４年～平成１４年のパイ類の漁穫量および漁

獲金額を，「富山農林水産統計年報」（北陸農政局

富山統計・情報センター編）によって調べた。平成

１３年までは属地統計の値を用いたが，平成１４年よ

り属人統計のみ公表となったため，平成１４年につ

いては属人統計の値を用いた。平成１１～１３年にお

ける地区別漁穫量を属地統計と属人統計で比較した

ところ，新湊地区を除き，両者の値は一致した。新

湊地区の属地統計値は，新湊地区と高岡地区の属人

統計値の合計と等しかったことから，平成１４年の

新湊地区の漁獲量は，新湊・高岡両地区の属人統計

値を合計して用いた。

－３５－

前田経雄

②漁獲物測定調査

平成１５年８月下旬から９月上旬に，県内各地区

の市場におい水揚げされたツバイの殻高を，ｌ箱

（3kg）あたり１０個体ずつ計測した。サイズ別に選

別され，複数の銘柄（例えば大，中，小）が存在す

る場合には，銘柄別の漁獲個体数を推定し（各銘柄

の平均サイズ・平均重量から推定)，全体の殻高組

成を求めた。新湊および魚津市場においては，周年

にわたり同様の調査を実施するとともに，銘柄別の

価格も調べた。

③ツバイの飼育による成長試験

平成１５年４月２４日に殻高を計測したツバイ２４０

個体（平均殻高±SＤ40.1±5.9ｍｍ）を，６０センチ

アクリル水槽，１トンおよび１０トン水槽に収容し

て飼育を行った。飼育水には0.5℃に冷却した深層

水を用い，餌料は２週間に１回程度の割合で冷凍サ

バ，オキアミ，カタクチイワシ等を与えた。飼育開

始１年後の平成１６年４月２１日に全個体を水槽より

取りあげて，殻高を計測した。なお，飼育期間中に

３５個体が死亡した。

【結果の概要】

①漁獲統計調査

昭和５２年以降の富山県におけるパイ類漁獲量お

よび漁穫金額の推移を図ｌに示した。漁獲量は，昭

漁遜量
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和 63年以前にはt目減が認められていたのが，平成

元年-11年までは 300-400 トンの範凶で比較的安

定していた。しかしながら，平成 12年以降は減少

傾向にあり。平成 14年の漁獲1詰は 277 トンで，平

成 13年から 0.7%減少した。漁獲金額は 1 平成元年

-10年には 4億円を上回る高水準を維持していた

が，平成 II年以降は減少に転じ，平成 14年には 2

ii!. 6.247万円と。平成 13年から 9.1%減少した。

平成 14年の地区別漁強最とその割合は，宮崎浦 11

トン (4.0%に 黒部 36トン (130%).戸.Jj!174トン

(62.8%上前)115トン (1.8%)，新淡 48トン (17.3%).

その他地区 3トン (11%)であった(図 2)。

滑川 (5)

.宮崎濡

口黒田
囚M ・世図
圃滑川l

口棚
田その他

図2 - 1抱湾桂図(174)

平成14年のパイ類の地区別漁獲量(トン)

②漁獲物測定調査

平成 15年 8月下旬から 9月上旬における県内各

地区で水揚げされたツパイの被高組成を図 3に示し

た.新r聖地区で小銘柄 (後日 2-4cm) を水揚げし

ている漁業者ではI 殻高 4cm未満の個体が組成の半

数以上を占めていた.一方，小銘柄を約鈍していな

い漁業者の場合には， 4cm 以上の個体が漁j(Q物のほ

とんどを占めていた.滑川，魚津および製部地区に

おける組成は，およそ殻高 3.5-6cmの個体が多く

を占め t 殻高 3cm 未満の小型個体は認めら杓なかっ

た.宮崎補地区では l 小銘柄(首位前 2.5-5cm)の

中に 3cm未満の小型個体が含まれていた.新湊およ

び旬、津地区においては周年にわたり調査を行ったが

新波地区において冬季(12-3 月)に小銘柄の漁獲

割合が低下した以外は，周年ほぽ同線な殻市組成で

あった.

資源管理の方策として殻日 3cm 未満の未成制ツパ

イを保護することとなったが，以上のよ うに，新淡

-36-

および宮崎補地区の一部において小型ツパイが漁嬢

・ 醐

。・ 5 ‘'
信広 {町)

図3 2曲3年8月下旬-9月上旬に
措置されたツパイ白般高組成

・ 5 ‘'・
魚'"
"聞

5脚

銀高{冊)

されていた.新渡市以における小銘柄のキロ単価は

およそ 200円であり，中銘柄および大銘柄のそれぞ

れ約 1/4，1/6の価格で取り引きされていた.したが

って，このような小型個体を保護し，資源管理を推

進して行くことが必袈である。

③ ツパイの飼育による成長試験

1年間でのツパイの殻高の成長置は 2.4-3.5mm

の範聞にあり ，平均値±標準偏差は 0.44:t0.83mm 

であった(図 4)0 昨年度に引き続き，平均の成長

壁が Immを下回り。さらには 27%の個体がマイナ

ス成長を示した。本年度にはツパイを低密度で飼育

個体限

して ，飼育中 1凹 mean土S口事0.44土0.83

のハンドリン 0
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ユウバイ（平均殻高53.2±7.7ｍｍ，、=12）では，１

年間で9.4±3.2ｍｍの成長が認められたことから（グ

ラフは省略)，ツパイの成長はかなり遅い可能性が

考えられる。

【引用文献】

複合的資源管理型漁業促進対策事業資源管理計画

魚種パイ類．富山県漁業協同組合連合会，P4．

【調査結果搭載印刷物等】

平成１５年度多元的資源管理型漁業推進事業報告

書
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（３）ヒラメ圏査

【目的】

栽培対象種であるヒラメの効率的な資源管理を行

うため、漁獲実態を調査し、現在の小型魚の再放流

サイズ（全長15cm）の拡大を検討するための基礎デ

ータとする。

【方法】

平成15年５月から16年２月にかけて、氷見及び滑川の各産

地市場に水揚げされたヒラメの全長組成、各サイズ毎の単

価及び放流魚（体色異常魚）の漁獲状況について調査を実

施した。

滑川市場については､平日の市場開場日に毎日調査を実

施した（調査率約85％）。氷見市場については、月に１回

調査を実施したが、これ以外に（社）富山県農林水産公社

職員が毎週１回調査を実施しており、本報ではこのデータ

も併せて使用した。

なお、市場調査により取得したデータについては、他県

から搬入された魚を除外し、各産地所属の組合員が地場で

漁獲したヒラメのデータのみを対象とした。

【結果の概要】

①漁獲物の全長組成

平成15年５月から16年２月までの各市場で漁獲されたヒ

ラメの全長組成を図－１に示した。また、漁獲物に占める

全長30cm未満のヒラメの割合を表－１に示した。

滑川市場では、７，８月に全長30cm未満の漁獲割合が高か

った。また、氷見市場では5～10月に全長30cm未満の漁穫

割合が高かった（図－１，表－１）。

氷見市場における漁法別のヒラメ漁獲全長組成（図－２）

を見ると、７月から前年級群の漁獲加入が認められ、１０月

頃まで顕著であった。この前年級群の漁獲は８月には地引

網で目立つが、９月には定置網でも漁獲されていた。前年

にも指摘されていることであるが、この時期は特に、２５ｃｍ

未満の小型魚の占める割合が高く、刺網、地曳網のみなら

ず､定置網でも同程度の小型魚が多獲されていることから、

これらを獲らないか、獲っても再放流する取り組みが必要

である。

－３８－

渡辺健

②市場価格

各市場におけるヒラメの全長毎の価格(活魚として扱わ

れているヒラメの単価）を表－２に、月別のヒラメの漁穫

量のｸﾞﾗﾌを図－３に示した。

滑川市場では、ヒラメの漁穫量が多くなる冬季に単価

が安くなり､漁獲量の少ない7～10月にかけて単価の高い

傾向が見られた。氷見市場では、５，６月に単価が安く、７，

８月の単価が最も高かった。また、５，６月の全長22～23ｃｍ

のヒラメ単価は100円／尾を割っていた。

③放流魚の漁獲状況

体色異常から判断した放流ヒラメの漁穫状況を表－３

に示した。

漁穫物中に占める放流ヒラメの割合は、月及び市場に

よって異なるが、0.7～2.7％であった。

【調査結果等搭載印刷物等】

平成15年度複合型資源管理促進対策事業報告書
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表－１市場調査における全長30cm未満のヒラメの漁獲割合
（平成15年度）
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図－２氷見市場における漁法別･月別のヒラメの全長組成

－４０－

5月

０
０
０
０
０
０
０
０

７
６
５
４
３
２
１

９２３２７３１３５３９４３４７５１

口定置

■刺網

日地引

6月

０
０
０
０
０
０
０
０

７
６
５
４
３
２
１

５１９２３２７３１３５３９４３４７５

鱗ＬＬ<nﾙー

０
０
０
０
０
０
０

７
６
５
４
３
２
１
０

7月

1５１９２３２７３１３５３９４３４７５１

０
０
０
０
０
０
０

７
６
５
４
３
２
１
０

８月

1５１９２３２７３１３５３９４３４７５１

筆豊鐸典

０
０
０
０
０
０
０

７
６
５
４
３
２
１
０

９月

1５１９２３２７３１３５３９４３４７５１

ﾐ』雌

０月

０
０
０
０
０
０
０
０

７
６
５
４
３
２
１

５１９２３２７３１３５３９４３４７５１

蝿I星i畜一
口定置

■刺網

日地引

０
０
０
０
０
０
０

７
６
５
４
３
２
１
０

1１月

1５１９２３２７３１３５３９４３４７５１

2月

０
０
０
０
０
０
０
０

７
６
５
４
３
２
１

９２３２７３１３５３９４３４７５１

月

０
０
０
０
０
０
０
０

７
６
５
４
３
２
１

５１９２３２７３１３５３９４３４７５

2月

０
０
０
０
０
０
０
０

７
６
５
４
３
２
１

５１９２３２７３１３５３９４３４７５１

閃 ■



氷見市場

滑川市場

３８０

４７５

６２７

７６０

９１２

１１５０

１４７４

１８８５

２２８６

漁獲月５６月７８月910月１１１２月２月

全長c、

－４１－

１２２

２０２

２３１

３３５

４７７

５６８

754

1168

1371

1717

2201

3517

５
７
９
１
３
５
７
９
１
３
５

２
２
２
３
３
３
３
３
４
４
４

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

４
６
８
０
２
４
６
８
０
２
４

２
２
２
３
３
３
３
３
４
４
４

４３０

５７７

６９５

907

1200

1459

1992

2513

２７９

３５８

４８７

６６０

８１８

１１１８

１４５２

１９２３

２１４１

２６１２

３９２

５０５

８０４

972

1379

1733

2276

2755

９
１
３
５
７
９
１
３
５
７
９
１
３
５

１
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
４
４
４

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－

８
０
２
４
６
８
０
２
４
６
８
０
２
４

１
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
４
４
４

３３２

５３７

５８３

７４５

９０６

１１８５

１６００

１８６０

１０３

１５６

２０８

２４８

３２２

４５６

７５９

925

1039

1313

1534

2033

2617

表－２調査市場におけるヒラメの全長別、
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図－３調査市場における月別ヒラメ漁獲量の推移

表－３ヒラメ体色異常魚の漁獲状況（平成15年度）
(単位:尾）
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(４）シロエビ調査

【目的】

シロエビは富山湾でだけ専門の漁業が行われる貴重な

水産資源であるが，適切な漁獲量水準が不明であり，乱獲

予防を主眼とした資源管理技術の確立が強く望まれてい

る。しかし，資源管理を行う上で基礎的な情報となる，体

サイズや分布密度の季節・年変動の実態，産卵やふ出の時

期，漁場形成機櫛，生活領域，餌料，捕食生物などは十分

明らかにされていない。そこでこれらを明らかにし，資源

状態の把握,漁獲強度の評価，生物情報を加味した合理的

な資源管理方策の提言を行う。

【方法】

(1)漁獲量・努力量調査：おさかな情報ネットワークを用

いて，漁獲量および努力量を調査した。

(2)漁獲物体サイズ調査：４～１１月に漁獲物の生物測定を

行った。

(3)胃内容物調査：漁業および採集調査で得られたシロエ

ビの胃内容物を調べた。

(4)調査船による分布調査:2003年５，８，１１月及び2004

年３月に湾内において，調査船による採集ネットを用いた

採集調査を行った。

【結果の概要】

(1)富山湾におけるシロエビ漁業の概要

最近のシロエビの漁獲量は年間600～700トン，生産額

は約５億円であるが,かつては漁獲量が300トンに満たな

いこともあった（図１)。ほとんどは新湊（庄川，小矢部

川河口沖)，岩瀬(神通川河口沖)，水橋(常願寺川河口沖）

のすぐ沖の深みで操業される特殊な底曳網で獲られてい

るが，３～６月には僅かながら定置網でも獲れることがあ

る｡シロエピを対象とした底曳網の漁期は４月１日から１１

月30日であるが,明確な科学的根拠があるとはいえない。

(2)漁獲量・努力量調査

日による漁穫努力量に大きな差がないと考えられる岩

瀬地区における,2000～2004年の日別漁穫量の変動をみる

と，いずれの年においても漁況は複数の漁獲の峰によって

構成されているようにみえた(図2)。しかし，漁獲の峰の

数や大きさおよび峰の出現時期は年によって異なり，各年

を通じた一定の傾向があるとはいえなかった。また，後に

現れる峰ほど小さくなる傾向はなく，漁期中，漁場には複

数の群れが加入している可能性が考えられた。

(3)漁穫物体サイズ調査

－４３－

内山勇

岩瀬地区における漁獲物の体長組成を見ると，主な漁穫

対象は体長６０ｍｍ以上の大型の個体で構成されていた（図

3)。４～８月には９～１１月に比べ体長60ｍ以下の小型個

体の出現頻度が高い傾向があった｡漁獲物の体長範囲が広

かった６月５日の測定では４～５の体長モードが認められ

た。４～１１月の間,成長を反映するような体長組成の経時

変化はみられなかった。また，漁期の経過とともに大型個

体が減少するといったような漁獲の影響による体長組成

の変化も不明確であった。ちなみに，雌の成熟サイズは体

長約５０ｍ以上で，未成熟個体の漁獲は少ないと考えられ

た。

岩瀬地区の漁獲物から採集された雌には,４～１１月の間，

常に内・外卵を有する個体が認められた。また，常に外卵

に発眼卵を有する個体が認められた（図４)。外卵を持つ

個体の割合は，８月以降にそれ以前に比べ高い傾向があっ

た。外卵を有する個体のうち，発眼卵を有していた個体の

割合は,８月から１１月まで増大する傾向があったが，４～

８月では変動が大きく明らかな傾向はみられなかった。雌

の抱卵状態からは,特定の時期に幼生がふ出するようには

みえなかった。

(4)胃内容物調査

測定標本の数％に胃内容物が認められ,その主な種類は

オキアミ類や端脚類であると考えられた。

(5)調査船による分布調査

2003年８～９月（夏）および１１月（秋）に行った，採

集ネット（開口２．８㎡，目合2ｍ，側長7m）による採集調

査の結果では，シロエビは富山湾奥沿岸の東経137度５分

～20分のごく限られた範囲でのみ採集密度が高かった(図

５左)。夏，秋とも海底谷で採集密度が高かったが，夏に

は200ｍ以深での採集密度が極めて低かったのに対し，秋

には200ｍ以深でも採集密度の高い調査点があり，夏に比

べやや沖に分散する傾向があった。また，調査点によって

採集されるものの体長が異なり，体サイズによる棲み分け

が示唆された（図５右)。

【調査結果搭載印刷物等】

平成15年度多元的資源管理型漁業推進事業報告書(予定）
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粟島），

対馬），

崎県総合

井野慎吾

（FL､５２～８１cm），放流尾数：３８尾（ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙタ

グ３８尾）

・富山県岩瀬沖：平成15年12月１９日実施

（FL､３６～４０cm），放流尾数：５６尾（ﾀ゙ ﾂーﾀｸ゙

のみ56尾）

・長崎県対馬沖：平成16年２月１２日実施

（FL,６１～82cm）．放流尾数：５０尾（ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙ

タグ１２尾、ダーツﾀｸ゙ のみ３８尾）

【目的】

1970年代後半から1980年代にかけて日本海北部

海域（石川県以北）では大型ブリの漁獲戯が低迷

し，漁獲量が100～200トン程度の年もあった。し

かし，1990年を境に漁況が好転し，2,000～

3,000トン以上の大型ブリが漁獲されるようにな

った。これは，大型ブリの回遊生態が変化し，日

本海北部海域への来遊量が大きく増加したことに

よると推察される。

本調査は，変化したと考えられる大型ブリの回

遊生態及びその変動状況を把握するとともにその

メカニズムを解明し，漁況予測に資する。

【方法】

平成15年度は関係漁業者及び漁協の協力を得て

下記内容の標識放流調査を実施した。

（１）調査内容

アーカイバルタグ（記録型標識）およびダー

ツタグを使用したブリの標識放流。

（２）標識放流実施場所及び時期

・新潟県粟島沖：平成15年５月２０～２１日実施

結果の概要】

平成16年３月３１日現在の放流地別の再jl

l～３のとおりである。表４には平成l4f

放流した標識魚の平成15年４月～16年３

る再捕状況を示した。

調査実施協力機関等：石川県水産総合

井県水産試験場，有限会社粟島定置（

曳漁業生産組合，高浜漁業協同組合（

崎県対馬水産業普及指導センター，長

産試験場。

調査･研究結果登載印刷物等】

Ｋ
表
に
け
福
深
長
水
Ｋ

捕状況は

年度まで

３月末にお

センタ

１．５ブリ回遊生態調査

なし

2003年５月20.21日に新潟県粟島沖で放流したブリ標識魚の再捕状況表

4６

再捕日 再捕場所等 尾数 備考

2003/05/2５ 新潟県粟島，定置 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2003/06/0３ 山形県鶴岡沖，定置 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2003/０６/０９ 山形県温海沖，はえなわ １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2003/07/2７ 青森県深浦，定置 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2003/０９/0５ 北海道恵山町，定置 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2003/09/2２ 北海道泊村，定置 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2003/０９/2５ 青森県尻労，定置 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2003/１０/2７ 青森県尻労，定置 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2003/11/0１ 青森県大間，釣り １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2003/12/1０ 新潟県佐渡両津湾，定置 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2003/12/1１ 石川県能登西沖，まき網 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2003/12/1９ 鳥取県境港沖，まき網 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2003/12/2２ 富山県氷見，青塚三番定置 １ ｱーｶｲﾊ゙ﾙﾀｸ゙装着魚

2004/０１/０５ 石川県七尾，えのめ定置 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 故障

2004/０１／1８ 兵庫県浜坂，定置 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2004/０１/2０ 石川県七尾，岸端定置 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2004/02/1６ 島根県，釣り １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2004/02/2０ 島根県，釣り １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 行方不明

2004/03/0８ 島根県，釣り １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

合計 1９



表２ 2003年12月１９日に富山県岩瀬沖で放流したフクラギ標識魚の再捕状況

再捕日 再捕場所等 尾数 備考

2004/01/0５ 富山県氷見，茂淵三番定置 １

2004/02/0４ 富山県経田，藤吉定置 １

2004/03/０２ 石川県七尾，岸端定置 １

2004/03/０３ 富山県氷見，前網定置 １

2004/03/1９ 富山県入善，飯野定置 １

合計 ５

表３ 2004年２月１２日に長崎県対馬沖で放流したブリ標識魚の再捕状況

再捕日 再捕場所等 尾数 備考

再捕なし

合計

表４：2003年２月６日に長崎県対馬沖で放流した 識魚の再捕状況（2003年４月～2004年３月末）

再捕日 再捕場所等 尾数 備考

2003/04/1５ 長崎県対馬厳原沖，釣り １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2003/04/2３ 長崎県五島奈留島，定置 1 ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2003/05/1３ 長崎県男女群島，刺網 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2003/06/0３ 長崎県対馬厳原，定置 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2003/06/1２ 長崎県対馬豆つ，定置 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2003/10/0４ 長崎県対馬高浜，はえなわ １

2003/12/０２ 長崎県対馬高浜。定置 １

2003/12/0４ 長崎県対馬高浜，はえなわ １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚放流

2003/12/2３ 長崎県壱岐，釣り １

2003/12/2４ 長崎県対馬，釣り １

2003/12/2９ 福岡県，小型まき網 １

2004/03/2９ 東シナ海，まき網 １

合計 1２

放流以降、2004年３月末までに13尾が再捕さ (放流尾数49尾）

4７
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（１）深海性有用生物（ﾄﾔﾏｴビ)種苗量産技術開発研究
②深海I生有用生物の生態学的研究
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2.3富山湾の海洋科学研究

（１）日本海固有水の性状特性に関する研究
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2．１栽培漁業開発試験調査研究

（１）新栽培漁業対象種開発研究

①コチ種苗生産技術開発試験

【目的】

富山湾における次期栽培漁業対象種としてコチの人

工種苗量産化のための基礎資料を得るため，種苗生産試

験を行う。

種苗生産および自動給餌器による早朝給餌の有

無が成長，生残に及ぼす影響の検討

【方法】

卵のふ化および仔稚魚の飼育は，屋内の７㎡角形コン

クリート（4.5×2.0×1.0ｍ）水槽２面（NcL1，ＮＱ２）で

行った。生残率比較試験に用いた浮上卵は，平成15年８

月９日に採卵したもので，それらを１㎡角形ＦＲＰ水槽

に設置したネットに収容してふ化させた。８月１０日にふ

化したふ化仔魚を，同日にNql水槽およびNcL2水槽にそ

れぞれ56,000尾（収容密度8,000尾／㎡）ずつ収容した。

飼育水は当初から流水とし，日齢１～22までは,スーパー

生クロレラ－Ｖ12を１日当たり200～480mＱ添加した。仔

稚魚の成長とともに，注水量および通気量を徐々に増量

した。飼育水の水温は毎日測定し，水槽の底掃除は汚れ

の状況に応じて適宜行った。飼育期間中の水温は，ＮｏＬ１

水槽およびNbL2水槽ともに22.1～24.8℃の範囲であった。

餌料はＬ型シオミズツボワムシ（以下，Ｌ型ワムシと

いう）を使用し，仔稚魚の成長に伴いアルテミアふ化幼

生（以下，アルテミアという）および配合飼料の順に切

り替えた。Ｌ型ワムシとアルテミアは高度不飽和脂肪酸

（特にＤＨＡ）の強化剤であるスーパー生クロレラ－Ｖ１２

およびスーパーカプセルＡ－１で栄養強化して給餌した。

Ｌ型ワムシ給餌は日齢２～22とし，アルテミアの給餌は

日齢17～45とした。

配合飼料の給餌は日齢35から日齢57までとし，ＮＱ１水

槽では８時30分から17時の間に手撒きで５回，ＮｂＬ２水槽

では自動給餌器を用い５時30分，７時，９時，１１時，１４

時および17時から30分間行い，１日の投与量は手撒きと

同量とした。日齢10,20,30,40および50に一部の個体を

－４８－
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取り揚げて全長測定を行った。

【結果の概要】

ＮｃＬ１およびNoL2水槽の仔稚魚の成長をみると，日齢10

で平均全長4.7皿および4.7mm，日齢20で平均全長8.1mmお

よび7.6,,日齢30で平均全長18.2ｍおよび17.0ｍ，日齢

40で平均全長27.5ｍおよび25.5mm，日齢50で平均全長37.8

ｍおよび36.6ｍとなった。日齢58の試験終了時の平均全

長は，ＮｏＬ１水槽で47.5mｍ（全長範囲27.0～62.5mm），ＮＯＬ

２水槽で47.3皿（全長範囲26.0～61.3ｍ）であった。両

水槽での成長は，日齢20までは前年より若干低かった。

その後の成長は，前年並に推移した。試験期間が前年よ

り８日間長かった関係から，試験終了時の平均全長は，

前年より約１０mmほど大きかった。日齢10頃までは両水槽

ともIこへい死も少なかったが，着底以降では目視の観察

であるがNn2水槽の生残がNql水槽より高く，この差は

試験終了時まで続いた。アルテミアの給餌を中止し，配

合飼料のみに切り替えて以降の共食いなどIこよるへい死

は，ＮｏＬ１水槽で4,470尾，Ｎｎ２水槽で6,623尾であった。

試験終了時の生残尾数は，Ｎｑｌ水槽8,900尾，ＮＱ２水

槽10,200尾であり，生残率はそれぞれ15.9％と18.2％であ

った。ＮｃＬ２水槽の生残率は，ＮｂＬ１水槽より若干高いが，

これは途中までの生残率がNq2水槽の方が高かったため

で，自動給餌器による早朝給餌の効果とは言えないと思

われた。

早朝の自動給餌器による給餌の効果とは言えないと思

われたのは，直下式自動給餌器を１台しか使用しなかっ

たことから，餌が水槽全体に分散せず，全部の稚魚に餌

が十分に行き渡らなかったためと考えられた。このため，

自動給餌器の種類や台数，設置場所，配合飼料の種類

（浮餌，沈下餌），給餌回数などの検討を行い，共食い

を防止する方法の開発が必要である。

【閣査・研究結果登載印刷物等】

なし



（２）造成漁場調査研究
①滑川地先海域環境委託調査

【目的】

滑川市が滑川市高塚の大川へ排出される工場廃水の地

先海域に与える影響を調査することに対し，調査船はや

つきにより調査協力を行う。（滑川市から委託）

【方法】

（１）鯛査地点

高塚地先海域の大川河口より距離200ｍの同心円上

に３点，同様に500ｍに３点さらに1,000ｍの１点の７

点で調査を実施した。（図1）

図１調査定点図

(2)飼査月日

採水：平成15年７月９日，９月16日，１２月11日，

平成16年３月５日

(3)鯛査項目（水産試験場担当分）

気象：風向，風力，波浪，ウネリ

水質：水色，塩分（表層及び水深2ｍ)，透明度

【結果の概要】

平成１５年度の調査結果を表－１に示す。

塩分：各定点の塩分値は表層で28.5～32.8,2ｍ層

で29.4～33.4の範囲で変動した。表層及び2ｍ層とも

に、７月以外の調査月に塩分値が３０を下回ることは無

かった。

浦逼清治

透明度：各定点の透明度は６．０～17.0ｍで変動した。

全調査月の全ての定点で6.0ｍとごく沿岸としては高

い値となった。

表－１平成１５年度調査結果

調査項目 ７月 ９月 1２月

風向 NNW～WSW NＷ S～SＷ

風力 ２ 1～２ 2～３

波浪 1～２ 1 １

ウネリ 1 １ １

水色 ７ 6～７ 5～６

塩分０ｍ 28.5～ 31.0～ 30.0～

32.8 32.3 31.4

2ｍ 29.4～ 31.9～ ３１．２～

33.4 32.5 32.4

透明度 7.0～ 6.0～ 11.0～

8.0ｍ 8.0ｍ 17.0ｍ

【調査結果搭載印刷物等】

平成１５年度滑川地先海域の水質調査報告書

３月

S～SSW

4～10

2～３

１

5～７

30.3～

3１．５

31.0～

3１．５

10.0～

１６．０ｍ

－４９－



②滑川市地先造成漁場等委託鋼査

【目的】

滑川市地先における主要底生生物の現況把握や増殖・

効果判定の資料を得るため，滑川市地先の人工魚礁，ア

ワビ増殖場及びテングサ投石場で人工魚礁の現況及び主

要底生生物の分布と生息状況を継続的に調べる。

【方法】

(1)人工魚礁調査

平成１５年１０月２１日にスキューバ潜水により､滑川市

高塚地先の人工魚礁群（ジャングルジム魚礁及び電柱魚

礁）で施設の現況と魚の蛸集状況を調べた。

(2)増殖場調査

①放流貝追跡調査

平成１５年５月２３日に、アワビ増殖場の岸側で29,000

個体のアワビが放流されたが，平成１５年６月２３日及び

９月５日に潜水した際、死殻が確認できたので、死殻を

回収し、無損傷殻、穿孔殻および破損殻の割合と殻長を

調べた。なお、放流貝の死殻については、本年度放流し

たと思われる殻のきれいなもののみを計数した。

②食害生物（魚類及びたこ類）の分布調査

平成１５年５月１９日、６月２３日、９月５日、１０月２１

日､平成１６年２月３日及び３月９日にアワビ増殖場内の

各種礁及び礁周辺の転石の近辺において、魚類及びタコ

類の出現状況を観察した。

③大形無脊椎動物の分布圏査

平成１５年５月１９及び２１日に､滑川漁港地先のアワビ増

殖場及びその内側の異形ブロックまたはフトンカゴ帯か

ら垂直に５本の側線(長さ各５０ｍ,約２０ｍ間隔)を張り、

幅２ｍの範囲で見つけることのできたアワビ、サザエ、

マナマコ、ウニ類、イトマキヒトデ及びキヒトデの各個

体数を水中ノートに記録した。

(3)テングサ漁増調査

①FRP礁､井桁礁及び重礁の各種ブロックにおける

てんぐさ類の被度調査

滑川地先のアワビ増殖場岸側に配置されているFRP礁，

－５０－

浦遇清治

井桁礁及び重礁の各種ブロックにおいて、平成１５年５

月２１日、６月２３日、９月５日、１０月２１日、平成１６年２

月３日及び３月９日に，頂面の写真撮影（平成１５年５

月２１日､９月５日及び10月２１日は潜水による観察のみ）

によりてんぐさ類の被度を調査した。

②てんぐさ類の分布調査

平成１６年３月９日に､滑川地先のアワビ増殖場岸側に

配置されている重層礁から岸側に向かって､１００ｍのライ

ンを設定し、１０ｍ間隔で方形枠（50ｃｍ×50ｃｍ）によ

り坪刈を実施した。併せて、海底基質（泥、砂、小喋、

大喋、巨喋、鬼岩）の被度を５～100％（５％刻み）で判

断し記録した。海底基質の分類は、粒子が認められない

場合を泥、微粒子～米粒大粒子が認められる場合を砂、

米粒大～こぶし大の喋を小喋、こぶし大～人頭（成人）

大の操を大喋、人頭大～等身大の藻を巨喋')、等身大以

上の操を鬼岩2）とした。なお、採集した海藻は種毎に湿

重量を測定後、１㎡当たりの量に換算し、現存量（ｇ／

mrf）を把握した。

(4)漁獲物調査

①アワビ

平成１５年６月、７月に計５回､潜水により漁獲された

アワビを対象に、漁獲物中に占める放流貝の割合を調べ

た。また、平成１５年４～７月及び平成１６年３月に計４０

回、刺し網により漁獲されたアワビを対象に、漁穫物中

に占める放流貝の割合を調べた。なお、殻長はノギスで

測定し、人工種苗の確認は、ワイヤーブラシで殻長部を

磨きグリーンマークの有無によった。

②サザエ

平成１６年１月、２月及び３月に計５回、刺し網により漁

獲されたサザエについて、漁獲物中に占める放流貝の割

合を調べた。なお、殻高はノギスで、重量は電子秤で測

定し、人工種苗の確認はワイヤーブラシで殻を磨きホワ

イトマークの有無によった。



【結果】

(1)人工魚礁調査

ジャングルジム魚礁、電柱魚礁ともに、施設には特に

異常は見られなかった。魚類ではウマズラハギ、スズメ

ダイ、マアジなどが認められた。

(2)増殖場調査

①放流貝追跡調査

放流貝（８４個）と天然貝（９個）の死殻合わせて

８９個の死殻が回収された。天然貝の死殻は全て無損

傷殻であった。一方、放流貝は無損傷殻が５６個体、

破損殻が24個体であった｡殻長は放流貝で27～51mm、

天然貝で３８～126ｍｍであった。放流貝のほとんどは

成長の形跡（殻唇の変色）が認められなかった。

②食害生物（魚類及びタコ類）の分布閑査

各種礁近辺と礁周辺の転石近辺では少なくとも、魚類

では１８種（２種については種名が不明)、タコ類では２

種が確認された。

今回観察された、魚類及びタコ類の内、アワビの害敵

生物として記録のあるものは、カサゴ、アイナメ、クロ

ダイ、イシダイ、ウミタナゴ、キュウセン、ササノハベ

ラ、マダコ、ミズダコが揚げられ、サザエの害敵生物と

しては、ベラ類、イシダイ、カサゴ、マダコが挙げられ

た。

③大形無脊椎園b物の分布調査

アワビの生息密度は、増殖場岸側及び増殖場でそれぞ

れ0.012,0.002（個体/㎡）であった。サザエの生息密

度は、増殖場で出現した無脊椎動物の中で最も多く、

０．４２（個体/mrf）であった。キタムラサキの生息密度

は、増殖場で0.046（個体/nf）と、昨年度の４倍の値で

あった。マナマコの増殖場における生息密度は0.41（個

体/㎡）とサザエの次に多かった｡イトマキヒトデの生息

密度は、増殖場岸側で過去最高水準を記録した昨年度の

生息密度０．３（個体/㎡）から大幅に減少した。キヒトデ

の生息密度は増殖場岸側、増殖場及び増殖場沖側でそれ

ぞれ0.006,0.01,0.026（個体/㎡）であった。

(3)テングサ漁場鯛査

①FRP礁､井桁礁及び重礁の各種ブロックにおける

てんぐさ類の被度調査

各種コンクリート礁ではてんぐさ類の群落は認められ

なかった。なお、６月の調査では、ＦＲＰ礁及び井桁礁

においてフクロノリが繁茂していた。

②てんぐさ類の分布調査

ライン上では水深が浅くなるにつれて、多少の増減は

あるものの大藤の割合が減少し、小喋の割合が増加した

（表ｌ)。ライン上では鬼岩、泥は見受けられなかった。

てんぐさ類はライン上の５０（水深７ｍ）～100ｍ（水

深４ｍ）地点で認められ、現存量は320～8709／㎡であ

った。なお、ライン上においては、てんぐさ類が生育し

ているところと、生育していないところの境界が明瞭で

あった。

ライン上ではてんぐさ類の他にハイウスパノリが多く

採集された。ハイウスバノリは７０～100ｍに出現し、そ

の現存量は252～2619／㎡と、てんぐさ類の現存量に対

し10.7～23.1％を占めた。

表１平成16年３月の重層礁から岸側に引いたライン上におけ

る底質の状況と海藻の現存量

８８７．５７２７６６４５４．５４

鬼岩の割合(％〉 ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ

巨砿の割合(％） ００１０５０５５２０００００

大磯の割合(％）７０６５７０５１０５１０３５１０５

小磯の割合(％）１５１０１０４５３５７５９０６５９０９５

砂の割合(％） 1５２５１０＋００＋＋００

淀の割合(粥） ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ

海騒の現存量(R／､f）

てんぐさ園 ００００３２０４８４９０２９８１６８７８７０

ハイウスパノリ ００００００２５２１１８１６７２６１

その他 ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ

＋は５％以下

(4)漁獲物圏査

①アワビ

潜水により漁穫された合計206個体のアワビから、放

流貝が32個体（15.5%）検出された（図１)。潜水により

漁獲されたアワビの殻長の平均は､放流貝が94±11ｍｍ、

天然貝は９５土14ｍｍであった。

一方、刺し網により漁獲された合計1,531個体のアワ

ビから、放流貝が110個体（7.2%）検出された（図２)。

刺し網により漁獲されたアワビの殻長の平均は、放流貝

が95±11ｍｍ，天然貝は９７±12ｍｍであった。

－５１－
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図５滑川地先で漁獲された放流サザエの殻高と重量
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滑川地先で刺し網により漁獲された合計359個体のサ

ザエから、放流貝が５０個体(15.5%)検出された(図３)。

漁穫されたサザエの殻高の平均は放流貝が７２±5ｍｍ、

天然貝が７３±7ｍｍであった。また、重量は放流貝が８６

±ｌ６ｇ、天然貝が８７±24ｇであった。

なお、天然貝及び放流貝の殻高（ＳＨ;、）と

重量（Ｗ;g）の間には、それぞれＷ＝9×10-4.ＳＨ２．６７

（Ｒ２＝0.90)、Ｗ＝4.6×10-3.ＳＨ2．３０（Ｒ２＝0.83）の

式が成り立った（図４，５)。
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③魚津市地先造成漁珊等委託飼査

【目的】

魚津市地先における主要底生生物の現況把握や増殖・

効果判定の資料を得るため，魚津市地先の藻場（アワビ

漁場）と人工構造物（造成漁場・魚礁）でアワビ等の生

物の分布及び生息状況を継続的に調べる。

【方法】

(1)人工魚礁溺査

平成１５年７月３日にスキューバ潜水により､経田漁港

沖の人工魚礁で施設の現況と魚の蛸集状況を調べた。

(2)増殖場圏査

①大型無脊椎動物の分布調査

平成１５年１０月７日に魚津市青島地先の造成漁場におい

て、大型無脊椎動物の分布を把握するため、ライン調査

を実施した。ライン調査は、青島地先の藻場調査で利用

している定線（ステンレス製チェーン）の距岸９０～130

ｍ地点が造成漁場に位置するため、ここを基点とし西側

に４本の側線（長さ各50ｍ，約20ｍ間隔）を張り、左右

１ｍの範囲で見つけることのできたアワビ、サザエ、マ

ナマコ、ウニ類の各個体数を水中ノートに記録し、距岸

毎の生息密度（個体／㎡）を算出した。

②放流貝追跡圏査

平成１６年２月１０日に青島地先の定線上(距岸90～130

ｍ地点）において、アワビの死殻を回収した。

（３）藻場調査

平成１５年５月２７日，７月３日、８月１４日、１０月７日

及び平成１６年２月１０日に魚津市宵島，平成１５年５月

２７日、７月３日及び平成１６年３月１６日に二本松、平成

１５年５月２７日及び平成１６年３月１６日に魚津港埋立地

東側の各定線でスキューバ潜水を行い、各定線（ステン

レス製チェーン）において距岸１０ｍ毎に方形枠（0.5ｍ

×0.5ｍ）を１箇所設置して､方形枠内における海藻の被

度、出現種など、海藻植生を調べた。

また、魚津港埋立地東側の定線では、遊泳しながら距

岸距離毎に左右１ｍの範囲で見つけることのできたアワ

ビ、サザエ、マナマコ、ウニ類、イトマキヒトデ、キヒ

トデの各個体数を水中ノートに記録し、距岸毎の生息密

浦遜清治

度（個体／㎡）を算出した。

上記３定線以外では、経田漁港沖及び滑川市笠木の各

地先でそれぞれ１回調査を実施した。

(4)漁獲物溺査

平成１５年６～８月に計１３回、道下倉庫において潜水

漁業者が漁獲したアワビについて､漁獲場所､殻長組成、

重量及び漁獲物中に占める放流貝の割合を調査した。な

お、殻長はノギスで、重量は電子秤で測定し、人工種苗

の確認は、ワイヤーブラシで殻長部を磨きグリーンマー

クの有無によった。

【結果】

(1)人工魚礎溺査

経田漁港沖の人工魚礁では、頂面のアングルでツルア

ラメ、イワガキ、オオギフトヤギが確認された。魚類で

はイシダイ、メジナ、スズメダイ、マアジが人工魚礁と

その周辺で確認された。なお、施設には特に異常は認め

られなかった。

(2)増殖場調査

①大型無脊椎動物の分布調査

アワビの各ラインにおける生息密度の平均値は０．０１

（個体/㎡)で､確認された大型無脊椎動物の中で生息密

度が最小であった。サザエの各ラインにおける生息密度

の平均値は０．１６（個体/nf）であった。マナマコは１個

体も確認できなかった。ウニ類の各ラインにおける生息

密度の平均値は０．０５（個体/㎡）であった。イトマキヒ

トデの各ラインにおける生息密度の平均値は0.03(個体

/㎡)で､確認された大型無脊椎動物の中で生息密度が最

大であった。キヒトデは昨年度の調査では、各ラインに

おける生息密度の平均値は0.02(個体/㎡)であったが、

今年度の調査では確認できなかった。

②放流貝追跡調査

放流アワビの生貝と死貝は確認できなかった。昨年も

同様の調査を実施したが、放流サイズ（殻長約30ｍｍサ

イズ）の生貝と死貝ともに確認していない。

－５３－



(3)藻場飼査

①青島定線調査

青島定線における海藻の植生を季節別に見ると、平成

１５年５月に距岸５０～80ｍ（水深３～4ｍ）でワカメなど

が散見され、それ以外ではフクロノリ、マクサ、ミヤベ

モクなどが見られた。７月では、距岸20ｍ（水深1ｍ）

及び30ｍ（水深1ｍ）でアナアオサが見られ、それ以外

の地点ではシワヤハズ、フクロノリなどが散見された。

８月では､距岸20ｍ及び30ｍでウミウチワ､アナアオサ、

70～90ｍ（水深3.3～4.8ｍ）でシワヤハズなどが見られ

た。１０月では、距岸２０～40ｍ（水深ｌ～2.5ｍ）でミヤ

ベモク、距岸５０ｍ及び60ｍ（水深３～3.3ｍ）でへラヤ

ハズ、距岸70～100ｍ（水深3.3～5.0ｍ）でシワヤハズ

などが散見された。２月では、ミヤベモク、アカモク、

フクロノリなどが散見された。

平成１６年２月に距岸20～100ｍにおいて、１０ｍ間隔で

左右１ｍ以内に出現したアカモクの個体数と全長を把握

した。アカモクは距岸20～30,,70ｍ及び90ｍでは１個

体も出現しなかったが、距岸４０～60ｍで計１０個体（全

長３３～300ｃｍ)、距岸８０ｍで計２個体（全長100～270

ｃｍ)、距岸100～120ｍで計９個体（全長7～1146ｃｍ）

の合計２１個体が出現した。なお、距岸100ｍに出現した

アカモクは３個体であったが、全て幼体で全長が７～８

ｃｍの個体であった。

季節別に距岸毎の海藻の現存量を述べる。５月では、

距岸10～20ｍでミヤベモク、距岸30ｍでフクロノリ、距

岸50～80ｍでワカメ、距岸90～100ｍでフクロノリが現

存量の半分以上を占めた。７月では、距岸１０～20ｍでミ

ヤベモク、距岸30～40ｍではシワヤハズ､距岸距50ｍ及

び７０～100ｍでフクロノリが現存量の半分以上を占めた。

８月では、距岸10ｍでミヤペモク、距岸40～100ｍで

シワヤハズが現存量の半分以上を占めた。１０月では、距

岸10～40ｍでミヤベモク、距岸50～60ｍでへラヤハズ、

距岸７０～100ｍでシワヤハズが現存量の半分以上を占め

た。２月では、距岸１０～20ｍでミヤベモク、距岸30ｍで

サナダグサ、距岸４０～50ｍ及び７０ｍでアカモク、距岸

60ｍ及び８０～１００ｍでフクロノリが現存量の半分以上を

占めた。

次に各月の現存量の平均値を求めると、現存量は距岸

10ｍ、６０ｍ及び70ｍではそれぞれ８５４，５３１，９３１（ｇ／

㎡）と５００（ｇ／nf）以上であったが、それ以外は２３８

～454（ｇ／㎡）という値であった。距岸１０ｍ、６０ｍ及

び70ｍで各月の現存量の平均値が高かったのは､距岸１０

ｍではミヤベモクが周年見られ、距岸６０及び70ｍでは

５月にワカメが出現したためである。

②二本松定線における調査

二本松定線における海藻の植生を季節別に見ると、平

成１５年５月は、距岸40～70ｍ（水深0.6～0.9ｍ）でマ

クサ、ミヤベモク、フダラクなどが見られ､距岸90ｍ(水

深1ｍ）でフダラク、アナアオサ、距岸100ｍ（水深1.5

ｍ）及び’10ｍ（水深1.5ｍ）でアナアオサが見られた。

７月では､距岸80ｍ(水深1ｍ)でアナアオサ､マクサ、

ミヤペモクなどが見られ､距岸lOOm及び'１０ｍでは５月

と同様にアナアオサが見られた。３月では、距岸１００～

170ｍ（水深1.5～4.5ｍ）でワカメが見られ、特に距岸

130ｍ（水深2.7ｍ）及び'40ｍ（水深2.8ｍ）でワカメ

が多かった。その他の海藻では、距岸７０～100ｍ（水深

0.9～1.5ｍ）でフダラク、アナアオサ、フクロノリ、カ

ギケノリなどが出現し、距岸60ｍ（水深0.7ｍ）より岸

側ではマクサ、キョウノヒモ、ミヤベモクなどが出現し

た。

なお、ワカメは昨年より多く見受けられ、出現したワ

カメの葉の長さは20～80ｃｍであったもいずれの月もア

カモクは確認できなかった。

③魚津港埋立地における飼査

魚津港埋立地東側における海藻の植生を見ると５月に

は、距岸３０ｍ（水深２ｍ）～50ｍ（水深2.4ｍ）でアナ

アオサが見られ、それ以外の地点ではフクロノリ、ホン

ダワラ類が散見された。２月には､距岸60ｍ（水深3ｍ）

～100ｍ（水深4ｍ）のライン付近でワカメが見られ、距

岸40ｍ（水深2ｍ）～90ｍ（水深3.2ｍ）でカギケノリ、

フクロノリなどが見られた。さらに、距岸120ｍ（水深５

ｍ）では雌雄１個体ずつアカモクが確認された。ワカメ

は昨年度に比べて多く見られた。

次に大型無脊椎動物についてみると、ウニ類は５月で

は距岸80～lOOmで出現し、３月１４日では距岸60～100

－５４－
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ｍで出現した。なお、確認できたウニ類はアカウニ、キ

タムラサキウニ、バフンウニであった。イトマキヒトデ

は５月では、距岸60～120ｍで出現し、３月では距岸５０

～120ｍで出現した｡ヒトデは５月の調査時にはわずかに

距岸120ｍの地点で見られただけであったが、３月の調

査では距岸５０～120ｍの広い範囲で見られた。アワビは

１個体も確認できなかった。このラインのモニタリング

は昨年度から実施しているが、これまで生きているアワ

ビは１個体も見つかっていない。なお、３月の調査では

距岸60～80ｍでアワビの死殻４個(殻長10～12.5cm)を

回収した。４個の死殻のうち１個は放流個体で、殻長は

12.5ｃｍと大型の個体であった｡サザエは５月の調査では

距岸80～120ｍで出現し､３月では距岸70～120ｍで見ら

れた。なお、５月の調査時には距岸９０～120ｍでは生息

密度が0.15～0.8（個体／㎡）、３月の調査時には距岸

70～120ｍでは生息密度が0.2～１．２５（個体／㎡）と高い

値であった。

④定線以外の区域の藻場調査

平成15年８月１４日に､経田漁港沖で潜水したところ、

水深１０ｍ付近でウミヒルモのパッチを確認した。この付

近の海底は砂泥域であるが、ハボウキガイ（タイラギの

仲間)、ツメタガイの卵塊、サンショウウニを確認した。

なお、アマモは確認できなかった。

一方、同日に早月川河口右岸側に位置する笠木地先で

潜水したところ、テングサが見られた。しかし、藻体に

は堆積物が付着し汚れていた。この他、殻長１２ｃｍ前後

のアワビが数個体､殻高３０ｍｍ前後の天然サザエ稚貝が

確認された。

(4)漁獲物調査

北鬼江から経田までの転石地帯などで漁獲された合計

738個体のアワビから、放流貝を３９個体（14.1%）検出

した（図１)。漁狸されたアワビの殻長の平均は､放流貝

が100±9ｍｍ、天然貝が１０７±11ｍｍであった。また、

重量は放流貝が166±539､天然貝が193±72ｇであった。

なお、天然貝及び放流貝の殻長（ＳＬ;、）と
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図２魚津地先で漁獲された天然アワビの殻2長と重景
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殻長(ｍ､）

魚津地先で漁獲されたアワビの殻長組成図１

重量（Ｗ;g）の間には、それぞれＷ＝7×10-5.ＳＬ３．１ｓ

（Ｒ２＝0.87)、Ｗ＝l×１０－４．ＳＬ３･o３（Ｒ２＝0.85）の

式が成り立った（図２，３）。

【調査結果搭賊印刷物等】

平成１５年度魚津地先造成漁場等調査報告書.
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【結果】

定線上の水深４～10ｍの海底では、泥の堆積は見られ

なかった。また、定線上の水深５ｍ付近から海岸線と平

行に約20ｍ西側に移動したが､海底で泥の堆積は見られ

なかった。ただし、定線上の水深８～10ｍの海底の砂喋

上では、手で払いのけるとふわふわと浮き上がる沈殿物

がうっすらと覆っているのが散見された。

海藻では、クロメやホンダワラ類などが見られたが、

特に異常はなく、堆積物で埋没した個体や藻体が堆積物

【目的】

平成１３年度に実施した「富山湾漁場環境総合調査」の

調査時に泥が大量に堆積していた、朝日町元屋敷地先に

おいて、泥の堆積の有無及び周辺の植生を把握する。

【方法】

平成１３年に泥が大量に堆積していた､朝日町元屋敷地

先の定線上（図１）を岸側（水深４ｍ）から沖側（水深

10ｍ）に潜水し、水深１ｍ間隔で海底及海藻の藻体上に

おける堆積物の有無を確認した。また、定線上の水深５

ｍ付近から海岸線と平行に２０ｍ西側に移動しながら、定

線上と同様の調査を実施した。

なお、定線上では１ｍ間隔で海底の状況を撮影した。

で覆われたような個体は見受けられなかった。

【調査結果搭載印刷物等】
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2．２深層水有効利用研究

（１）深海性有用生物（トヤマエビ）種苗量産技術開発研究

【目的】

富山湾におけるトヤマエビの近年の漁獲量はピーク時

（昭和３８年）の１０分の１前後と推定され，その資源は

低い水準で推移していると考えられる。

資源を増大させる有効な方法として種苗の放流が考え

られ，大量の放流種苗を生産するために深層水を利用し

た親エビ養成技術及び種苗量産・中間育成技術の開発，

ならびに種苗を効率的に資源に添加するための放流技術

の開発を図る。

【結果の概要】

(1)親エビ養成

平成１４年３月に採苗に用いた雌エビ30尾(体長147～

186mm,体重53.2～110.19)を継続飼育したところ，同年９

月上旬から卵巣が再成熟する個体が確認され，１２月末に

は15尾が再成熟した。その後，これらの内8尾が平成１５

年5～８月に抱卵した。個体別のふ出幼生数を把握するた

めに，1尾ずつ個別に飼育したところ，平成１６年１月14日

以降各雌エビから幼生のふ出が確認された。同年３月３１

日現在の幼生ふ出状況は4尾が完了し，４尾が継続中であ

る。ふ出を完了した4尾の１尾あたりの平均ふ出幼生数は

3,944尾で,天然海域から漁獲される抱卵エビのふ出幼生

数が約7,000～8,000尾であるのと比較すると少なかった。

しかし，他の4尾のうち1尾が7,307尾の幼生をふ出し，飼

育下でも天然産雌エビに匹敵する事例が観察された。

また，平成8年３月に当場で種苗生産した個体を継続飼

育しているが，昨年度の2尾に引き続き，本年度も1尾が

平成15年４月１９日に抱卵し，同年１２月13日から平成１６年２

月１日の期間に3,219尾の幼生をふ出した。

なお，トヤマエビの幼生ふ出は，これまで抱卵後約１０

ヶ月目に始まると考えていたが，本年度の観察から，早

い個体では２～３ケ月早い抱卵後７～８ケ月後にふ出する

－５７－
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ことが確認された。

(2)種苗生産・中間育成

①種苗生産

平成１５年３月１５日から４月１５日の期間に天然産親(石

川県富来産）エビから採集した347,800尾を約２カ月～

２カ月半の期間飼育し,平均全長23.6mmの稚エビ166,200

尾を生産した（生残率は47.8％)。なお，平成１５年度生

産は，平成１６年３月６～２８日の期間に天然産親（富山湾

産，石川県富来産）エビから得たふ化幼生196,000尾を

飼育中である。

②中間育成

平均体長50.7ｍｍの稚エビ（平成１４年３月生）13,560

尾を平成１５年２月から平成１５年５月まで30,3キャン

バス水槽で飼育したところ，平均体長６０．３±標準偏差

4.9ｍｍの個体を10,590尾（353尾／､３，生残率78.1％）

得た。また，平成１５年６月８日に平均全長23.6ｍｍの稚

エビ（平成１５年３月生）89,700尾（2,900尾／m3）を収

容し，８ヶ月間の飼育を行い，平成１６年２月１９日に平

均全長50.9±標準偏差3.6mmの稚エビ17,970尾(599尾

／m３，生残率20.0%）を得た。

(3)放流技術

①エビの追跡調査

平成１５年６月４日に富山市水橋沖(水深約200ｍ)で平

均全長23.61ｍの稚エビ(無標識)を303,000尾放流し，か

ごなわにより放流直後から１ヶ月後まで計４回の調査を

行った。

その結果，放流当歳稚エビ（天然稚エビより体色が黒

いことで織別）を放流２週間後に１尾再捕した。また，

178～255ｍの水深で平成１４年２月，平成１４年５月，平

成１５年２月に標識放流したエビを各１尾,計３尾再捕し

た。また，１歳以上の天然エビを124尾採捕した。



また，食害魚とされるニジカジカが計２８尾採捕され，

うち１尾の胃内容物にトヤマエビが認められたほか，他

の１尾の胃内容物に標識として用いた白色手術縫合糸が

認められた。

②標識放流調査

平成15年５月６日に富山水試が生産及び中間育成を行

った１歳エビ（平均体長±標準偏差：６０．３±4.85mm，平

均体重±標準偏差：３．９±0.899）2,487尾に白手術縫合

糸を装着して，富山市水橋沖(水深200ｍ前後)の表層に

放流した。

平成１０～15年度に放流した標識放流エビの再捕状況等

を滑川漁協市場でのべ260日調査した。

表放流後の再捕状況

放流

年月
標識 区分，蕊Ｉｔ

再捕率

（%）

Ｈ１０．０５黒手術縫合糸一歳 228２．２８

Ｈ１０．０７右眼破壊小型当歳２２０．０７

Ｈ１１．０１左眼破壊大型当歳１７８２．６６

Ｈ１１．０１ピンクテグス大型当歳５８０．４６

H11.12黄色テグス大型当歳２７０．１８

H12．０６右眼破壊小型当歳４３０．０６

Ｈ１2.12左眼破壊大型当歳２１６０．７９

Ｈ１3.05黒手術縫合糸一歳 280７．５０

H14．０２ピンクテグス大型当歳２４０．２３

H1４．０５青手術縫合糸一歳 219８．１１

Ｈ１4.09右眼眼球破壊中型当歳１００．１１

Ｈ１4．１０左眼眼球破壊中型当歳３００．４３

Ｈ１5．０２黒手術縫合糸大型当歳２３１４．４５

H15.05白手術縫合糸一歳 1４５５．８３

(4)漁獲状況等

富山県における平成１５年のトヤマエビの漁獲量は約

１２．４トン(新湊市場９．５５トン，滑川市場２．８５トン)と推

定された。

平成１５年４月～１６年３月の銘柄別尾数割合は，新湊

市場では小（体長１０ｃｍ以下)12.4％，中（体長１０～

12cm)54.4％，大(体長１２～14cm)25.9％，特大(体長１４ｃｍ

以上）７．３％であった｡滑川市場では小25.5％,中５１．８％’

大２１．１％，特大１．６％であった。いずれの市場でも最も

多い銘柄は中であった。

－５８－

【調査結果登載印刷物等】

平成１５年度栽培資源ブランド・ニッポン推進

事業環境調和型（甲殻類グループ）栽培漁業技術開

発事業報告書，平成１５年５月
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【目的】

富山湾産深海性パイ類の飼育試験により、それらの生

態学的知見を得る。

【方法】

（１）飼育水槽における産卵状況およびふ出個体の観

察

富山湾で採集されたカガバイ約300個体、ツバイ

５７個体､チヂミエゾボラ20個体およびオオエッチユ

ウパイ64個体を深層水のかけ流しにより、１トンＦ

Ｒｐ水槽およびアクリル水槽(60×30×36cm)を

用いて飼育し､それらの産卵状況を観察した。また、

産卵された卵嚢から稚貝がふ出した場合はその殻

長を計測した。

（２）カガバイ稚貝の水温別飼育賦験

昨年度に引き続き､アクリル水槽(20×35×25cm）

を用いて､海洋深層水を調温した海水のかけ流しに

より水温１℃区および３℃区を設定し飼育試験を

行った。

試験に用いた稚貝は、１℃区では平成13年12月１８

日に、３℃区では同年11月22日に卵嚢からふ出した

個体で、それぞれ100個体をふ出時から飼育してき

たものであった。なお、本年度試験期間中の各区の

水温は、１℃区では0.7～3.8℃(平均水温1.38℃)、

３℃区では2.5～5.0℃（平均水温3.61℃）の範囲で

あった。また、餌料はサバ、イワシ及びエビ類を２

週間に１回給餌した。

【結果の概要】

（１）飼育水檀における産卵状況の観察

カガバイの飼育水槽内における産卵は、これまで

と同様にほぼ周年確認することができた。ツパイ

は、７月に１個体、１１月および12月に３個体ずつ

産卵し、チヂミエゾボラは、５月に１個体、１０月

に１個体の計２個体が産卵した。しかし、オオエ

ッチュウパイでは産卵を確認することはできなか

った。産卵がみられた各種の雌１個体あたりの産

卵期間と産出される卵嚢数は、今回の観察では、

カガバイのそれは約１ヶ月間と200～300粒、ツバ

イのそれは約１ヶ月間と150～250粒、チヂミエゾ

ポラのそれ約１～1.5ヶ月間と15～20粒程度であ

ることが推察された。また、カガパイ、ツパイお

よびチヂミエゾポラの卵嚢からのふ出個体の殻長

は各々約２ｍｍ、約２ｍｍおよび約６mmであることが

確認された。

(2)カガバイ稚貝の水温別飼育試験

各飼育区における稚貝殻長の成長を図１に飼育

試験期間の生残率の推移を図２に示した｡飼育初期

から殻長の成長や飼育個体の生残率に差がみられ、

３℃区では759日間の飼育で41個体が生残し（生残

率41％)、平均殻長は30.51±2.68mmに成長した。ま

た、１℃区では同一期間の飼育で１個体が生残し

（生残率１％)、殻長は10.88mmに成長した。このこ

とから、カガパイの生息環境は、３℃近辺の水温が

適正な生息水温であることが示唆された。

【圏査結果搭載印刷物等】

平成15年度日本海ブロック増養殖研究会講演要旨

集平成16年３月（独)水産総合研究センター

日本海区水産研究所
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成長、（、）

平均標準偏差

②ベニズワイの生態学的研究

日に富山湾中央部（北緯３７°8.3'，東経137.

28.3'）の水深lllOmにおいてかにかご（上面・

底面・陥入口の直径８０．１３０．４０ｃｍ，高さ４７ｃｍ，

目合１０節）ｌ連（２０かご）による調査を実施

した。

海洋深層水を用いた飼育による若齢ベニズワ

イの脱皮成長

【目的】

ベニズワイCAio"oecer“/apo"ｉｃ"ｓでは年齢形質が

確認されていないため，甲幅組成に見られる複数の

モード群が年級群に相当するとして成長が推定され

ている（渡辺・鈴内，1982)。しかしながら，脱皮

間隔が明らかになっていないなど，成長については

不明な点が多い。そこで深層水を用いた．飼育実験に

より，ベニズワイの脱皮成長を明らかにすることを

目的とした。

【結果の概要】

甲幅5.5～56.4ｍｍの８９個体が合計１２９回の脱皮

を行った。脱皮を行った個体の脱皮前甲幅組成（図

I）を見ると，５～20ｍｍに存在する４つの甲幅群に

．個体数

おいて，多－１４

数の脱皮が １２

行われた。１０

甲幅群ごと ８

の脱皮１回 ６

あたりの成
４

長量（脱皮
２

後甲I隔一脱
０

皮前甲幅）

７
０
３
４

●
●
◆
二

３
５
４
４

【方法】

２００３年１月２０．２２日および２月２４．２５日に，富

山湾中央部の水深ｌＯｌＯ～llOOmの海域においてソ

リネツトで採集された合計９５個体(雄４４個体，

雌４８個体，不明３個体：甲幅5.5～56.4ｍｍ）

を飼育に用いた。飼育個体は甲幅の測定を行っ

た上で，ステンレスかご（ｌ辺が１５もしくは

20ｃｍの立方体）や小割ネット（55ｃｍ，３５ｃｍ，

40ｃｍ）に収容し，個体識別をして飼育した。

水槽には0.5℃に調温した海洋深層水をかけ流

して飼育し，餌料は市販の冷凍のアミやオキア

ミ，ならびに深層水を漁して得られる動物プラ

ンクトンを，週に１回程度の頻度で飽食量を与

えた。２００４年２月２日まで可能な限り毎日脱

皮の有無を確認し，脱皮した個体の甲幅は，甲

羅が十分に硬化した後に測定した。

飼育実験に用いるベニズワイの個体数を増や

すために，以下に述べる２通りの方法でベニズ

ワイの採集を行った。２００４年１月１６，２０，２１

日に富山湾中央部（北緯３７．６．０～7.5,,東経

137。22.5～24.0,）の水深lO40～1060ｍの海域

において，ソリネツト（幅150ｃｍ，高さ３５ｃｍ，

目合１ｃｍ）を４回曳網した。２００４年１月１６．１７

」Ｉ
１
Ｏ５１０１５２０２５３０３５４０４５５０５５６０６５７０

皮前甲幅）甲樫(、）回Ｉ

飼頁期間中に税皮を行ったペニズワイの（脱皮前）甲

および成長幅組成

率（（成長

量）/脱皮前甲幅×lOO）を表Iにまとめた。齢期Ｘ+ｌ

（平均甲幅6.2ｍｍ）における平均成長量は2.3ｍｍ

であったのが，齢期Ｘ+４（平均甲幅17.1ｍｍ）では

6.5ｍｍであり，サイズが大きくなるほど脱皮１回あ

たりの成長量は増加した。一方，成長率は齢期Ｘ+ｌ

～４において34.3～39.1％の範囲にあり，ほぼ同様

な値で推移した。

表１飼育期間中に水梱内で観察されたペニズワイの各齢期の（脱皮前）甲幅．甲
幅成長丑ならびに成長率（成長量/脱皮前甲幅×100）

36.8

39.1

34.3

37.8

成長串（%） 裸本数

平均標準偏差

齢期甲塀（、）

前田経雄
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平均標準侶差
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脱皮時期について検討するために，脱皮個体（甲

幅２０ｍｍ未満のみ）の脱皮前甲幅を月ごとに示した

（図２)。甲幅約６ｍｍ（齢期Ｘ+l）では２～４月に脱

皮を行う個体が比較的多く，甲幅約９ｍｍ(齢期Ｘ+2）

３
６
４
５

●
０
９
▲

２
３
４
６

１
２
３
４

十
十
十
十

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ

－６０－

２
６
６
８

０
０
０
０



JIM．

では８．９月に，甲幅約１３ｍｍ（齢期Ｘ+3）では３．

４月に，甲幅約１７ｍｍ（齢期Ｘ+4）では１１．１２月に

多くの脱皮が観察された。以上の結果より，図３に
個体数

０
５
０
０
５
０
０
５
０
０
５
０
０
５
０

１

１

１

１

１

０
５
０
０
５
０
０
５
０
０
５
０
０
５
０
０
５
０
０
５
０

１

１

１

１

１

１

１

．'雄

－６１－

■｡”，
Aug

■

Jan．

＆ｉＩｌｍＩ
１１

【調査・研究結果搭載印刷物等】

平成１５年度日本近海シェアドストック管理調査

委託事業報告書

０１０２０３０４０５０６０７０８０９０１００１１０

甲幅（m､）
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2004年２月１７日に寓山湾中央部においてカニカゴによ
り漁獲し，飼育実験に供したペニズワイの甲幅組成
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本研究の結果から推定されるペニズワイ

の脱皮成長のモデル

示すような若齢ベニズワイの脱皮による成長モデル

が推定された。

２００４年１月にソリネットおよびカニかごで採集さ

れたベニズワイの内，それぞれ８４個体（雄３４個体，

雌４９個体，不明ｌ個体：甲幅5.9～99.4ｍｍ）（図４）

ならびに２１８個体（雄１６２個体，雌５６個体：

甲幅33.0～118.1ｍｍ）（図５）を，冷海水もし

くは氷で冷やして水産試験場の深層水飼育施設

にまで持ち帰り，水槽内に収容して飼育実験に

供した。
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飼育下において鋭皮を行ったペニズワ
イの月別甲幅組成
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2004年１月１６，２０，２１日に富山湾中央部においてソ

リネットで漁獲され‘飼育実験に供したベニズワイの甲
幅組成
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番号全長

（c､）

堀田和夫

【目的】

海洋深層水を用いて，人工種苗量産化のための親魚養

成技術を，独立行政法人水産総合センター能登島栽培漁

業センター（以下，能登島栽培漁業センターという）と

共同開発する。また、人工種苗量産化および放流技術開

発のための基礎資料を得るため，種苗生産試験および標

識放流を行う。

ＳＩを求め，雌の卵巣を切除し，卵径を測定した。

【結果の概要】

表－１にマダラ人工種苗２歳魚の測定結果の概要を示

した。青森県が行った天然魚のＧＳＩの調査では，雌の

成熟個体のＧＳＩは４～18％で，雄の成熟個体のＧＳＩ

は１０～27％であったと報告している（松坂ら，2003）。

平成15年10月１６日の測定結果では，５尾の雌の成熟と３

尾の雄の成熟が確認された。平成15年11月１４日では２尾

の雄の成熟が確認された。平成15年12月１５日では４尾の

雌の成熟が確認され，卵径０．４～0.5mm台であった。また，

４尾の雄の成熟も確認された。平成16年１月１５日では４

尾の雌の成熟が確認され，卵径も0.6mm台となり前月より

大きくなったが，雌２尾については未熟であった。また，

４尾の雄の成熟が確認され，そのうち２尾の放精が確認

された。この調査は，本年度から始めたことから，今後

(1)親魚養成試験

ア性成熟過程の把握

【方法】

人工種苗２歳魚197尾を供試魚とした。これらの供試魚

は，１５㎡円形水槽で海洋深層水（2.2～4.4℃）を用い，

配合飼料，スルメイカ，ホタルイカおよびイカナゴを餌

料として養成したものである。これらの供試魚の中から，

平成15年10月より，月１回の割合で各10尾を採集した。

全長，体重および生殖線重量を測定後，肥満度およびＧ Iま年間を通しての調査が必要である。

表－１マダラ人工種苗２歳魚の測定結果の概要

平成15年10月16日

265.0

16.3

０．６

６８．６

７６．４

87.5

139.0

５６．６

79.1

348.0

１１．６８

１３．２６

１１．５０

１２．５８

１０．７３

１５.８４

１１．６４

１０．８７

１０．７１

１２．３３

備考径
、
Ｊ

Ｒ
ｒ
ｍ

ｎ
グ
〃
Ｉ

体重肥満度雌雄生殖線重量ＧＳＩ

(９）（９）

③マダラ親魚養成に関する技術開発研究

53.0

47.0

48.5

50.0

49.5

50.5

46.0

50.0

54.5

53.0

雄
雌
雄
雌
雌
雌
雄
雌
雌
雄

17.98

１．２０

０．０５

４．５６

６．２３

４．４８

１３．９８

４．３５

４．７８

２３．４０

測定不能

1,739

1,377

1,312

1,572

1,302

2,０４０

１，１３３

１，３５９

１，７３３

１，８３５

測定不能

測定不能

１
２
３
４
５
６
７
８
９
川

測定不能

測定不能

測定不能

－６２－



2,540

2,640

1,400

1,440

1,860

1,380

2,000

1,040

2,110

９２０

平成15年11月14日

11.88

13.25

11.76

12.８６

１１．１８

１４．４６

１２．５６

９．６４

１１．６４

１０．３０

備考卵径

(、）

体重肥満度雌雄生殖線重量ＧＳＩ

（９）（９）

番号全長

（qn）

1１．９９

１８．８１

７．１９

２２．２４

１２．１２

２１．１６

９．２９

０．９７

１６．３２

０．３９

測定不能雌
雄
雌
雄
雄
雌
雌
雌
雄
雄

20.0

５．５

10.9

251.0

228.0

１１．１

１４．９

１５．７

１．３

２．２

１．２７

０．６９

１．１２

２１．８５

２０．９８

１．１６

１．３０

１．２１

０．１１

０．２６

12.27

12.63

11.75

12.82

13.25

９．７８

１２．０３

１１．１２

９．９４

１０．００

９
２
７
０
５
４
３
８
８
０

８
０
８
０
１
６
６
０
４
４

５
８
９
４
３
９
１
３
１
８

９

９
９

９
９
９

１

１
１

１
１
１

50.6

39.9

43.8

47.8

46.3

46.2

45.9

４９．０

48.7

43.8

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ

測定不能

測定不能

測定不能

測定不能

平成16年１月１５日

平成15年12月15日

放精

0.667

0.601

番号全長

（c､）

体重肥満度雌雄生殖線重量ＧＳＩ

(９）（９）

径
、
Ｊ

８
Ｕ
ｍ

虎
り
〃
！

備考

0.665

測定不能

０．６２４

測定不能

雌
雄
雌
雄
雌
雄
雌
雌
雄
雄

59.8

58.4

49.2

48.2

55.0

45.7

54.2

47.6

56.6

44.7

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ

番号全長

（qn）

195.0

140.0

333.0

13.0

179.0

22.0

248.0

327.0

341.0

250.0

272.0

418.0

93.9

262.0

201.0

241.0

170.0

10.0

296.0

３．６

放精

0.559

0.440

0.556

０．５５０

測定不能

卵径

(、）

－６３－

17.81

15.56

20.59

１．２８

１９．２３

1.06

18.76

23.31

17.50

21.37

10.57

９．４０

１４．７０

９．６７

１１．１１

１１．１７

１２．７９

１３.２７

１１．７４

１２．０７

体重肥満度雌雄生殖線重量ＧＳＩ

(９）（９）

雄
雄
雌
雌
雌
雌
雄
雌
雌
雄

備考

49.6

48.0

51.0

47.4

46.4

57.2

49.7

50.7

58.0

49.0

１
２
３
４
５
６
７
８
９
川

1,290

1,040

1,950

1,030

1，’'0

2,090

1,570

1,730

2,290

1,420



２
０
８
６

１
１

表－２電罵時間

イ日長処理による早期採卵試験

【方法】

早期採卵試験に用いた親魚水槽は14.4㎡楕円形水槽１

面で，水槽全体を黒いビニールシートで覆い，完全に遮

光した。内部には１８ワットの蛍光灯２本をセットし，タ

イマーによって水槽内の照射時間を調節した（表－２）。

試験に供した親魚は，天然で漁獲されたマダラ親魚雌９

尾，雄13尾および人工種苗２歳魚20尾（雌雄不明）であ

った。天然親魚および人工種苗２歳魚は，それぞれ平成

15年４月および１０月から親魚水槽で海洋深層水（2.2

～4.6℃）を用いて飼育した。餌料は冷凍のスルメイカ，

ホタルイカおよびイカナゴを用いた。成熟状況を把握す

るために，１１月５日，１１月２５日および12月１５日カニュー

レで卵巣から卵の一部を採取し，卵径を測定した。成熟

したものから順次，自然産卵に供し，受精率を調べた。
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【結果の概要】

表－３に卵巣卵の卵径測定（平均卵径）結果を示した。

卵径は，測定期間を通してほぼ直線的に大きくなり，最

大で0.9ｍを超える卵もあった。天然魚の養成親魚（親魚

NQ雌２～９）は，前年度では卵径が0.9ｍに達したのは１２

月であり，本年度は１尾ではあるが，前年度に比べ約５０

日早く卵径が増大した。人工飼育３歳魚（親魚NQll3～117）

では，卵径の成長は停滞することもなく，順調に増大し

た。

表－４に採卵および卵の受精状況を示した。養成親魚

では，前年度は１月１４日～29日の間に採卵できたが，本

年度は12月１１日～１月１３日の間に採卵でき，前年度行っ

た早期採卵試験より約１カ月以上採卵時期を早期化するこ

とができた。人工飼育３歳魚では，１月30日～２月14日

の間に採卵でき，通常飼育の円形水槽と比較すると，約

半月ほど早く採卵できた。本年度は，平成13年度にみら

れたペアリングの前，ペアリング中および採卵後Iこへい

死する個体が多かった。このため，自然産卵は１個体の

みであった。本年度も餌料にイカナゴを使用しているこ

とから，餌料試験を実施し，イカナゴが成熟に関して不

適であるか検証する必要がある。養成親魚の受精率は，

０～75.8％であった。前年度より本年度の受精率は，や

や高い傾向にあった。また，人工飼育３歳魚の受精率は，

０～81.2％であった。

前年度より１カ月採卵の早期化が図れたことから，電照

による日長処理の有効性が窺えるが，今後は適した種苗

生産開始時期にコントロールできる技術の開発や同年齢

の魚を自然日長下で飼育する対照区を設定した試験が必

要であろう。

表－３早期採卵賦験における卵巣卵径の測定

（平均卵径）結果
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表－４早期採卵賦験における採卵および卵の受糖状況

受精率
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人工搾出

年月日

採卵量

（９）

自然産卵

へい死魚

【結果の概要】

表－５に卵巣卵径の測定（平均卵径）結果を，表－６

に採卵および卵の受精状況を示した。平成15年１月14日か

ら12月15日までの卵径の大きさは，Ｂ区の方がＡ区より

順調に大きくなった。しかし，１２月１５日から平成16年１

月15日までは，両区共に卵径の成長が停滞し，大きさが

減少する個体もみられた。

採卵時期は，Ａ区では平成16年３月16日から４月７日

であったのに対し，Ｂ区では１月23日から３月１７日であ
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０
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２
８ 自然産卵

ウ飼育水温の昇温が性成熟に及ぼす影唇の検肘

【方法】

供試魚は，海洋深層水（約３℃）を用いて飼育してい

た人工種苗２歳魚40尾を用いた。平成15年１０月１６日に，

４㎡角形水槽２面（Ａ区およびＢ区）を用い，それぞれ

の区に20尾（雌雄不明）ずつを収容した。Ａ区は１カ月間

表層海水と海洋深層水を混合して６℃とし，その後表層

海水と海洋深層水を調整して８℃に昇温とした。Ｂ区は

同様に２カ月間６℃とし，その後８℃とした。餌料は配合

飼料，ホタルイカおよびイカナゴを用いた。１１月から１

月にかけて月１回，雌はカニューレで卵巣から卵の一部

を採取して卵巣卵径を測定し，雄は腹部を押さえて放精

の有無を確認した。また，採卵できた卵の受精率を調べ

た。

り，Ｂ区の方がＡ区より１カ月以上早かった。通常飼育し

ている円形水槽の人工飼育３歳魚と比較すると，Ａ区は

約１カ月遅く，Ｂ区は約20日ほど早かった。採卵は，早く

昇温した方が遅くなる結果となった。また，受精率は，

Ｂ区の方がＡ区より高かった。Ａ区では１尾，Ｂ区では

２尾が採卵直前Iこへい死した。

雄の放精は，平成15年12月１１日にＢ区１尾で確認され，

その後平成16年１月２１日にＢ区の１尾，２月１５日にＢ区

２尾，２月１６日にＡ区の２尾および２月28日にＡ区の１

尾が確認された。Ｂ区の方がＡ区より早く放精が確認さ

れた。３月30日の時点では，Ａ区では２尾へい死して７

尾中７尾，Ｂ区では４尾へい死して４尾中３尾の放精が

確認された。

昇温することにより，成熟が促進される事例が報告さ

れているが，今回の試験をみる限りウ成熟が遅くなった

試験区があったことから，今後は昇温の時期，温度およ

び期間の検討が必要である。



表－５卵巣卵径の測定（平均卵径）結果

Ａ区

親魚Ｈ１5.11.14Ｈ１5.12.15Ｈ１６．１．１５

ＮＯ、卵径（、）卵径（、）卵径（、）

１０１０．４１６へい死

１０２０．４１６０．４９４０．６６７

１０３０．４３８０．４６６０．４７８

１０４０．４２３０．４６６へい死

１０５０．４０３０．４５６０．４４５

１０６０．４２９０．４７１０．４７０

１０７０．４４００．５３２０．５５５

表－６採卵および卵の受積状況

Ａ区

親魚全長

Ｎｏ．（c､）

人工搾出

年月日

採卵量

（９）

１０７５９．０Ｈ１６．３．１６

１０６５２．５Ｈ１６．３．２０

１０５５８．０Ｈ１６．３．２６

１０３５７．５Ｈ１6．４．７

Ｂ区

親魚全長

Ｎｏ．（qn）

人工搾出

年月日

１１１５３．０Ｈ１６．１．２３

１１２５３．５Ｈ１６．２．１４

１０８５４．０Ｈ１６．３．１２

１１０５０．４Ｈ１６．３．１７

１，１９５

１，１４２

１，０９６

１，２０８

採卵量

（９）

１，０４５

９２５

１，３２６

７９２

エ人工飼育魚の２歳から３歳までの養成

【方法】

前年に引き続き，人工飼育２歳魚197尾をビニールシ

ートでテント状に覆った屋外の１５㎡円形水槽で養成した。

飼育水は海洋深層水（2.2～4.4℃）を用いた。餌料は配

合飼料，冷凍のホタルイカ，スルメイカおよびイカナゴ

を用いた。給餌は，土・日・祝祭日を除き，７月１６日ま

では毎日行い，それ以降は週２～３回行った。約１年間

の給餌量は，配合飼料40.05kg，ホタルイカ286.2kg，ス

－６６－

Ｂ区

親魚Ｈ１5.11.14Ｈ１5.12.15Ｈ１６．１．１５

ＮＯ、卵径（、）卵径（皿）卵径（、）

１０８０．４４６０．５２６

１０９０．４６００．６３７

１１００．４９７０．５９８

１１１０．４３７０．５６７

１１２０．４２８０．５２４

受精率

（％）

２．２

３３．１

０．０

３５．８

受精率

（％）

４３．０

８７．９

５３．５

０．０

備考

過熟

過熟

備考

自然産卵

へい死魚

0.516

0.611

0.571

0.694

0.571

ルメイカ14.0kgおよびイカナゴ262.0kgであった。飼育途

中でこれらの中から，成熟調査に40尾，早期採卵試験に２０

尾および飼育水温の昇温が性成熟に及ぼす影響試験に４０

尾を使用した。これらの養成魚の成長，生残および成熟

状況を調べた。

【結果の概要】

平均全長43.6cm，平均体重897.49で養成を開始した

マダラ２歳魚は，平成15年９月29日には50.7cm，1,697.7



増大した。前年度では11尾のうち６尾が80％以上（81.0

～96.7％）の高い受精率を示したが，本年度は80％以上

のものはなかった。

本試験に供したマダラ人工飼育２歳魚は，満３歳魚と

なった平成16年３月30日には平均全長52.6cｍ（全長範囲

43.8～59.6cm），平均体重1,7239（体重範囲980～2,930

9）に成長した。生残尾数は73尾であり，養成開始から

の生残率は，成熟調査，早期採卵試験および昇温試験に

供した個体を除くと75.3％であった。この時点で雌26尾，

雄25尾の成熟が確認された。養成開始からこの時点まで

Iこへい死した個体の多くには，体表にスレがみられたが，

９，１２月15日には49.4cm，1,738.79に成長した。

平成16年２月１５日から，腹部が膨満して成熟したと思

われる雌を用い，順次小型水槽（１㎡）での自然産卵試

験に供した。雌１尾および雄１～２尾でのペアリングを

ｌ～３日行ったが，前年と同様自然産卵しなかった。そ

こで，小型水槽内で放精させた後，卵を人工搾出し，受

精させた。表－７に人工飼育２歳魚を養成して満３歳魚

となった人工飼育魚の採卵および卵の受精状況を示した。

雌親魚の全長は，４６．１～59.3cmの大きさであった。採卵

量は457～1,323ｇであり，受精率は０～78.1％であった。

前年度の平均採卵量は437.69（200～7279）であり，本

年度の平均採卵量は950.59（457～1,3239）で約２倍に

表－７人工飼育３歳魚の採卵および卵の受精状況

へい死原因の追究は行わなかった。

未熟Ｈ１６．２．１５

Ｈ１６．２．１６

Ｈ１６．２．１６

Ｈ１６．２．１８

Ｈ１６．２．２０

Ｈ１６．２．２３

Ｈ１６．２．２７

Ｈ１６．２．２８

Ｈ１６．２．２８

Ｈ１６．２．２９

Ｈ１６．２．２９

Ｈ１６．３．２

Ｈ１６．３．５

Ｈ１６．３．５

Ｈ１６．３．１２

Ｈ１６．３．１３

Ｈ１６．３．１４

Ｈ１６．３．１６

Ｈ１６．３．１７

Ｈ１６．３．１８

Ｈ１６．３．１８

Ｈ１６．３．２１

Ｈ１6．３．２１

親魚全長

Ｎｏ．（c､）

人工搾出

年月日

受精率

（％）

採卵量

（９）

備考

－６７－

０
７
７
９
７
７
８
８
０
３
６
１
１
６
４
１
４
９
２
７
５
３
６

３
７
８
４
５
９
６
３
２
２
２
０
５
５
２
１
２
３
１
４
５
２
４

５
９
９
６
４
０
７
０
１
３
２
２
８
８
８
９
２
１
７
１
８
０
９

９

９
９
９
９
９

９
９

０

９

１

１
１
１
１
１

１
１

１

１

１
２
３
４
５
６
７
８
９
川
Ⅱ
皿
圃
叫
胴
胴
Ⅳ
咽
岨
加
別
犯
鯛

４
６
２
６
２
０
７
８
０
３
３
６
０
８
８
０
４
４
１
４
４
６
２

巳
●
①
●
●
●
巳
缶
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
５
７
０
９
４
４
１
６
６
９
７
２
２
２
６
６
７
６
４
１
４
０

５
５
５
５
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
４
５
５
５
５

過熟

未熟

０
５
５
０
０
４
１
４
７
１
８
０
７
９
２
７
７
９
７
０
１
１
４

●
●
●
●
●
●
ゆ
●
●
●
●
Ｇ
●
●
●
■
●
●
●
●
■
●
●

０
３
２
０
０
９
８
３
７
４
０
０
２
０
７
９
２
８
３
５
１
０
１

６
２
４
７
４
６
１
２
５
１
１
１
２
１
１
３

未熟

未熟



オ人工飼育魚の１歳から２歳までの養成

【方法】

前年に引き続き，人工飼育１歳魚310尾を平成15年４

月24日に４㎡角形水槽（2.8×1.5×1.2ｍ）１面で養成し

た。飼育水は，１２月13日までは海洋深層水（2.7～4.6℃）

のみを使用し，それ以降は表層海水と海洋深層水を混合

して使用し，水温を８℃前後（7.2～8.9℃）に調整した。

餌料は配合飼料，ミンチ（冷凍オキアミ：イカナゴ＝

１：１に総合ビタミン剤を外割で２％添加したもの），冷

凍のホタルイカ，イカナゴおよびスルメイカを用いた。

給餌は，土・日曜日および祝祭日を除き毎日行った。約１１

カ月間の給餌量は，配合飼料8.4kg，ミンチ1.2kg，ホタル

イカ153.5kg，イカナゴ137.0kgおよびスルメイカ46.0ｋｇ

であった。これらの養成魚の成長，生残および成熟状況

を調べた。

【結果の概要】

平成15年４月24日に養成を開始したマダラ１歳魚（平

均全長22.4cm，平均体重90.29）310尾は，９月29日には

平均全長28.6qn，平均体重235.59,12月25日には平均全

長31.7cm，平均体重329.19,平成16年３月30日には平均

全長36.6cｍ（全長範囲28.0～43.5cm），平均体重504.69

（体重範囲158.0～919.09）成長した。３月末現在の生

残尾数は296尾で，生残率は95.5％であった。

この養成魚は，当歳の養成で早くから海洋深層水（約

３℃）で飼育した関係から成長が遅く，雌の成熟は確認

されず，雄２尾の成熟が確認されたのみであった。

力人工飼育当歳魚の養成

【方法】

平成１４年度の種苗生産試験で得られた稚魚4,966尾

（平均全長3.1cm）を，平成15年５月７日に７㎡角形水槽

（６×1.5×１ｍ）１面に収容して養成を開始した。飼育

水は，表層海水と海洋深層水を混合して使用し，水温を

９℃前後（6.7～12.0℃）に調整した。餌料は配合飼料お

よび冷凍イカナゴを用いた。給餌は毎日行った。これら

の個体のうち1,870尾に標識（赤色40mmアンカータグ）を

装着し，平成16年１月28日に放流した。残りの425尾につ

－６８－

いては，４㎡角形水槽に収容し，養成を３月まで行った。

【結果の概要】

平成15年５月７日に養成を開始したマダラ当歳魚（平

均全長3.1cm）4,966尾は，６月16日には平均全長5.8cm，

平均体重１．２９，９月１日には平均全長12.2cm，平均体重

13.59,10月30日には平均全長15.6cm，平均体重31.99,

12月１５日には平均全長18.4cm，平均体重60.59に成長し

た。平成16年１月28日に全数を取り揚げ計数したところ

2,307尾が生き残り，生残率は46.5％であった。生残率は，

前年の当歳魚の養成の60.5％より低くかつた。減耗の主

な要因は，養成開始当初の共食いであった。これらの魚

のうち，1,870尾に標識（赤色40ｍアンカータグ）を装着

し，１月28日に滑川市高月沖で放流した。また，その一

部の425尾を引き続き養成したところ，３月末までのへい

死は12尾であった。３月30日の測定では平均全長27.5ｍ，

平均体重194.9ｇであった。

（２）種苗生産試験

ア７，i水槽および25㎡水槽による種苗生産賦験

【方法】

（７耐水槽）

試験に供したふ化仔魚は，天然魚を約２年間養成した

親魚から，平成15年12月30日に採卵して得られたものを

使用した。平成16年１月１２日に７０，０００尾のふ化仔魚を７

㎡角形水槽１面に収容し，種苗生産試験を行った。

餌料は最初Ｌ型シオミズツボワムシ（以下，Ｌ型ワム

シという・日齢３～35）を使用し，飼育水１m、当たり１

～７個体になるよう給餌した。仔稚魚の成長に伴いアル

テミアふ化幼生（以下，アルテミアという・日齢26～60）

配合飼料（日齢50～79）の順に給餌した。Ｌ型ワムシは

プラスアクアランで，アルテミアはパワッシューＡで栄

養強化して給餌した。

飼育水は，最初は表層海水を使用し，日齢43から表層

海水と海洋深層水を混合して使用して水温が１０℃前後な

るように調整した。飼育水は最初から流水とした。飼育

水には日齢50までスーパー生クロレラ一Ｖ12を１日当た

り300～500mＱ添加した。仔稚魚の成長とともに，注水量



および通気量を徐々に増量した。水槽の底掃除は，汚れ

の状況に応じて適宜行った。また，飼育期間中の水温は9.7

～11.2℃の範囲であった。

（25㎡水槽）

試験に供したふ化仔魚は，人工飼育３歳魚の雌親魚か

ら，平成16年２月７日に採卵して得られたものを使用し

た。２月17日に240,000尾のふ化仔魚を25㎡角形水槽１面

に収容し，種苗生産試験を行った。

餌料は最初Ｌ型ワムシ（日齢１～35）を使用し，飼育

水１mＱ当たり１～３個体になるよう給餌した。仔稚魚の

成長に伴いアルテミア（日齢25～79），配合飼料（日齢５０

～79）の順に給餌した。Ｌ型ワムシはプラスアクアラン

で，アルテミアはパワッシューＡで栄養強化して給餌し

た。

飼育水は，最初は表層海水を使用し，日齢30から表層

海水と海洋深層水を混合して使用して水温が１０℃前後な

るように調整した。飼育水は最初から流水とした。飼育

水には日齢50までスーパー生クロレラ一Ｖ12を１日当た

り1,000～1,500ｍＱ添加した。仔稚魚の成長とともに，

注水量および通気量を徐々に増量した。水槽の底掃除は，

汚れの状況に応じて適宜行った。また，飼育期間中の水

温は9.5～11.2℃の範囲であった。

【結果の概要】

（７㎡水槽）

平均全長3.6mmのふ化仔魚は，日齢20で6.9ｍ，日齢４０

で１０．０，，日齢60に16.1ｍとなり，取り揚げ時の日齢８０

には2461皿に成長した。成長は，前年の７㎡水槽による

種苗生産試験よりも遅かった。日齢20の生残率は，91.4％

（64,000尾）であり，日齢40では51.4％（36,000尾）で

あった。日齢63頃からへい死魚が多数みられるようにな

り，日齢73頃まで続いた。このへい死の要因は，アルテ

ミアから配合飼料への餌付けがスムーズにいかなかった

ためと推察された。日齢80で取り揚げたところ，生き残

った稚魚は平均全長24.1ｍの1,518尾で，生残率は2.2％

であった。前年度の７㎡水槽による種苗生産試験より，

取り揚げ時の平均全長（前年度日齢80,30.3mm）は約６

mm小さかったが，生残率（前年度0.7％）は1.5％高かつ

－６９－

た。

（25㎡水槽）

平均全長3.6ｍのふ化仔魚は，日齢20で6.9mm，日齢４０

で11.9ｍ，日齢60に18.3ｍとなり，取り揚げ時の日齢８０

には35.7ｍに成長した。成長は，前年の25㎡水槽による

種苗生産試験とほぼ同じであったが，取り揚げ時では約

10mmほど大きかった。日齢20の生残率は86.7％（208,000

尾），日齢40では57.9％（139,000尾）であり，前年とほ

ぼ同じであった。日齢51頃からへい死が多数みられるよ

うになり，１日当たり500～1,000尾のへい死が取り揚げ

まで続いた。このへい死の要因は，生残尾数が多かった

にもかかわらずアルテミアの給餌量が少なかったためと

推察された。また，アルテミアから配合飼料への切り替

えがスムーズに行えなかった。日齢80で取り揚げたとこ

ろ，生き残った稚魚は平均全長35.7ｍの20,000尾で，生

残率は8.3％であった。生残率は，前年の2.2％よりも高

かった。

イ水温別飼育試験

【方法】

試験に供したふ化仔魚は，人工飼育３歳魚の雌親魚か

ら採卵して得られたものを使用した。円形１㎡ＦＲＰ水

槽３面を用い，日齢３以内のふ化仔魚を３群に分け，そ

れぞれ5,000尾を収容し，８℃区，１０℃区および'2℃区の

水温別飼育試験を行った。

餌料は最初Ｌ型ワムシ（日齢２～35）を使用し，飼育

水１m、当たり１～５個体になるよう投与した。仔稚魚の

成長に伴いアルテミア（日齢25～79），配合飼料（日齢５０

～79）の順に給餌した。Ｌ型ワムシはプラスアクアラン

で，アルテミアはパワッシューＡで栄養強化して給餌し

た。

飼育水の水温調整は，表層海水と海洋深層水を混合お

よびヒーターで行った。飼育水は当初から流水とした。

飼育水には日齢50までスーパー生クロレラ－Ｖ12を１日

当たり50～300mＱ添加した。仔稚魚の成長とともに，注

水量および通気量を徐々に増量した。水槽の底掃除は，

汚れの状況に応じて適宜行った。



6０

に，アルテミアの給餌量を控えめにしたところ，１０℃区

では日齢72までのへい死は少なかったが，日齢73からそ

の影響と思われるへい死が多くなり，取り揚げまでに1,561

尾へい死した。８℃区と12℃区では，魚体が小さかった

のと尾数が少なかったため，その影響を受けなかった。

仮に，１０℃区のこのへい死がなかったと仮定すると生残

尾数は1,908尾で，生残率は38.2％となり，８℃区より高

くなるものと考えられる。また，取り揚げ後，８℃区を

通常の10℃前後で飼育を継続したところ，日齢86頃から

へい死が多くなり，日齢114には20尾までに減少した。

前年の試験結果では，１０℃区の生残率が44.7％で６℃

区0.6％，８℃区0.9％および12℃区0.9％であったのと，

今回の試験結果から，飼育水温は10℃前後が適当である

と考えられた。しかし，今回８℃区で成長は悪いが，生

残率が34.3％と高かったことから，これは卵質およびふ

化仔魚の質によるものと思われる。また，１０℃より水温

が高くなると生残には影響が大きく，それより少し低い

場合にはその影響が小さいことが示唆された。

へ２０

4０

4０

Ｃ「

－、

％

、写ジ

1００

ｒ【君ｂ

8０
3０

全
長

生
残
率

【結果の概要】

図－１に平均全長の推移を，図－２に生残率の推移を

示した。日齢20では８℃区で６．５，，１０℃区で6.8ｍおよ

び12℃区で7.2ｍであった。生残率は，８℃区で92.0％，

10℃区で99.0％および12℃区で32.0％で，１２℃区の減耗

が大きかった。日齢40では，８℃区で１０．４，，１０℃区で11.8

ｍおよび12℃区で14.0ｍであり，生残率は８℃区で64.0％，

10℃区で98.0％および12℃区で１０．０％であった。日齢２０

から40までの減耗は，８℃区および'2℃区で大きかった。

８℃区の仔魚は，日齢50頃まで水槽の表面近くに分布し，

遊泳力も緩慢で前年と同様であった。日齢60では，８℃

区で１４．７，，１０℃区で17.3mmおよび12℃区18.3ｍであっ

た。日齢80で取り揚げたところ，８℃区で１９．６，，１０℃

区で27.1mmおよび12℃区で32.0ｍであり，生残率は８℃

区で34.3％，１０℃区で6.9％および12℃区で1.4％であっ

た。成長については，水温が高いほど速く，８℃区と12℃

区を比較すると約1.5倍の差があった。生残率については，

８℃区が最も高く，１０℃区および12℃区の順であった。

本年はアルテミアから配合飼料へ早く餌付けを行うため

０
０

－７０－

叩
）

1０
2０

図－２

２０４０７３８０

日齢（日）

水温別飼育試験における生残率の推移

０２０４０６０８０

日齢（日）

水温別飼育試験における全長の推移

０

図－１



ウ餌料系列の違いが成長,生残に及ぼす影響の検酎

【方法】

試験に供したふ化仔魚は，人工飼育３歳魚の雌親魚か

ら採卵して得られたものを使用した。飼育水槽は0.5㎡角

形ＦＲＰ水槽２面を用い，日齢３以内のふ化仔魚をそれ

ぞれ5,000尾を収容して試験区を設けた。表－８のとおり

の餌料系列で給餌し，成長および生残を調べた。

Ｌ型ワムシはプラスアクアランで，アルテミアはパワ

表－８飼育試験における餌料系列について

シシ１－Ａで栄養強化して給餌した。飼育水は，表層海

水と海洋深層水を混合して水温を１０℃前後に調整した。

飼育水は当初から流水とした。飼育水には，日齢50まで，

スーパー生クロレラ一Ｖ12を１日当たり50～lOOmC添加

した。仔稚魚の成長とともに，注水量および通気量を

徐々に増量した。水槽の底掃除は，汚れの状況に応じて

適宜行った。

飼育期間

餌料種類試験区

０１０２０３０４０５０６０７０８０

ワムシ

（日齢）

アルテミア

（日齢）

配合飼料

（日齢）

Ａ区

(２～40）

Ｂ区

(２～35）

Ａ区

Ｂ区

Ａ区

Ｂ区

【結果の概要】

日齢20では，Ａ区で6.7ｍおよびＢ区で6.7mmであった。

生残率は，Ａ区で42.0％およびＢ区で34.0％で，両区共

に減耗が大きかった。日齢40では，Ａ区で12.8ｍおよび

Ｂ区で12.4ｍであり，生残率はＡ区で34.0％およびＢ区

で8.0％で,Ｂ区の減耗が大きかった。日齢60では，Ａ区

で20.9ｍおよびＢ区18.5ｍであった。日齢80で取り揚げ

たところ，Ａ区で30.6ｍおよびＢ区で23.5mmであり，生

残率はＡ区で0.4％（22尾）およびＢ区で0.1％（７尾）

であった。成長，生残共にＡ区の方がＢ区を上回った。

今回の試験では，０．５㎡の小型水槽を使用したが，外気温

の影響を強く受け，水温コントロールが難しくて水温の

(15～70）

(25～60）

(60～80）

(50～80）

上下が激しく，これが生残に大きく影響した印象があり，

本試験結果をそのまま信用することは危険と感じられる。

今後，より大型の水槽を用いて，再度試験する必要があ

る。

（３）中間育成試験

ア収容密度別飼育試験

【方法】

１㎡ＦＲＰ水槽（1.48の×0.75ｍ）２面（Ａ区および

Ｂ区）を用い，平均全長5.8cm，平均体重１．２９の当歳魚

を供試魚として，Ａ区に400尾，Ｂ区800尾をそれぞれ収

容した。餌料は，配合飼料（ヒラメ用）を使用し，自動

－７１－



１８．

５６．

１８．

５６．

験開始時には平均全長5.8cmであったが，試験終了時では

両区共に平均全長18.6cmに成長し，両区の間には差がな

かった。また，試験開始時には平均体重1.2ｇであったが，

試験終了時の平均体重はＡ区では５６．７９，Ｂ区では56.2

9と両区の間にはほとんど差がなかった。生残率はＡ区

が85.3％であったのに対し，Ｂ区が81.0％で若干Ａ区の

方が高かった。へい死の主な要因は，共食いであった。

【結果の概要】

表－９に収容密度別飼育試験結果の概要を示した。試

表－９収容密度別飼育試験結果の概要

６
７
６
２

Ａ区

試験開始時 試験終了時

試験区 飼育水温

（℃）

●
●
●
●

一
匹
『
一
）
旬
■
■
▲
戸
・
』
型
》
屯
■
０
▲

４００

６月１６日

収容尾数平均全長（c､）

（尾）平均体重（９）

１２月１６日

生残率平均全長（c､）

（％）平均体重（９）

生残尾数

（尾）

８
２
８
２

給餌器で１日５回投与した。給餌は毎日行い，給餌量は

Ａ区には52～ｌ６５ｇ／日，Ｂ区には104～３３０９／日とした。

飼育水は表層海水と海洋深層水を混合し，水温を９℃前

後に調温した。試験期間は平成15年６月１６日から12月１６

日までとした。試験期間中の飼育水温は，Ａ区が7.3～10.6℃

で，Ｂ区6.6～10.4℃であり，飼育平均水温は両区共に8.7℃

であった。試験終了後，成長および生残率を調べた。

【結果の概要】

表－１０に餌料別飼育試験の概要を示した。試験開始時

には平均全長12.2cmであったが，試験終了時の平均全長

はＡ区が18.5cm，Ｂ区が18.4ｃｍと両区の間にはほとんど

差がなかった。また，試験開始時には平均体重13.5ｇで

あったが，試験終了時の平均体重はＡ区が５１．４９，Ｂ区

が53.89と両区の間にはほとんど差がなかった。生残率

はＡ区が89.4％であったのに対し，Ｂ区が84.3％で若干

Ａ区の方が高かった。この結果から，粗たん白質が低い

タイ用の配合飼料でも飼育可能と考えられる。また，マ

ダラは底に沈んだ餌も摂餌することから，浮餌と沈下餌

の違いによる差はないものと考えられる。配合飼料の価

格は，ヒラメ用はタイ用に比べて，約２倍高価であるこ

とから，タイ用の配合飼料を使用すれば低コストにつな

がる。

－７２－

6.6～1０．４

イ餌料別飼育試験

【方法】

１㎡ＦＲＰ水槽（1.48の×0.75ｍ）２面（Ａ区および

Ｂ区）を用い，平均全長12.2cm，平均体重13.59の当歳

魚を供試魚として，Ａ区およびＢ区にそれぞれ300尾を収

容した。Ａ区の餌料にはヒラメ用配合飼料（浮餌・粗た

ん白質54％以上）を用い，Ｂ区の餌料にはタイ用配合飼

料（沈下餌・粗たん白質50％以上）を用いた。給餌は毎

日行い，給餌量は両区共に809／日で，朝，昼および夕

の３回手撒きで投与した。飼育水は表層海水と海洋深層

水を混合し，水温を８℃前後に調温した。試験期間は平

成15年９月１日から12月25日までとした。試験期間中の

飼育水温は，両区共に6.1～10.1℃であり，飼育平均水温

は両区共に8.5℃であった。試験終了後，成長および生残

率を調べた。

7.3～1０．６ ３４１８５．３

６４８８１．０Ｂ区 ８００
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表－１０餌料別飼育賦験結果の概要

３００

試験終了時試験開始時

飼育水温

（℃）

試験区

２
５
２
５

6.1～10.1

１２月２５日

生残率平均全長（cIn）

（％）平均体重（９）

９月１日

収容尾数平均全長（c､）

（尾）平均体重（９）

生残尾数

（尾）

Ｂ区

Ａ区 ２６８８９．３

●
●
●
●

《
叩
）
（
）
△
勾
釦
一
△
《
皿
一
（
）
（
｜
ご
釦
）

『
○
日
一
Ｆ
』
聖
）
『
■
Ⅱ
《
一
．
（
田
）

３００ ２５３８４．３

１２．

１３．

１２．

１３．

－７３－

6.1～10.1

１
４
８
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尾，定置網13尾およびその他の漁具が８尾であった。放

流から再捕までの経過日数の最長は，689日であった。こ

の結果をみると，放流点付近でほとんど再捕されている

ことから，満３歳までの移動範囲は小さいものと考えら

れる。しかし，一部は富山県から石川県の内浦町に達す

るが，能登半島を越えたものはない。もう一部は，日本

海を北上し，富山県から新潟県能生町，佐渡，出雲崎，

さらに山形県鶴岡市由良に達している。

平成15年４月放流群の再捕は，富山県内のみの27尾で

あった。放流地点付近で最も多く２２尾再捕（滑川地区７

尾，水橋地区15尾）され，次で岩瀬地区２尾，黒部地区

２尾および魚津地区の１尾であった。再捕漁具は，刺網

のみであった。放流から再捕までの経過日数の最長は，

335日であった。

平成16年１月放流群の再捕は，富山県内のみの20尾で

あった。放流地点付近で最も多く１６尾再捕（滑川地区８

尾，水橋地区８尾）され，次で岩瀬地区３尾および黒部

地区１尾の順であった。再捕は刺網で16尾，底曳網２尾

およびごち網２尾であった。放流から再捕までの経過日

数の最長は，６３日であった。

上記の３放流群共に，今後も再捕される可能性がある

ので，追跡調査を継続して行う。

(4)人工飼育１歳魚の標識放流と追跡

【方法】

平均全長25.4cmの人工飼育１歳標識魚（背骨型・デイ

スクタグ・赤色15,2002トヤマおよび赤色l3m2002富一

１と刻印）2,496尾を平成14年４月26日に富山県滑川市高

月沖距岸2.7kｍ（水深250ｍ）の表層に放流した。また，

人工飼育１歳魚（平成13年産）355尾に黄色40ｍアンカー

タグ(、と刻印）標識を装着した。それらを平成15年４

月25日に富山県滑川市高月沖距岸2.1kｍ（水深225ｍ）の

表層に放流した。標識放流魚の大きさは，平均全長20.5ｃｍ

（範囲17.4～22.9cm），平均体重67.89（範囲38.0～96.0

9）であった。さらに，人工飼育１歳魚（平成14年産）

1,870尾に赤色40ｍアンカータグ（ト．O～1886と刻印）

標識を装着した。それらを平成16年１月28日に富山県滑

川市高月沖距岸2.0kｍ（水深244ｍ）の表層に放流した。

標識放流魚の大きさは，平均全長20.2cｍ（範囲14.4～24.6

cm），平均体重68.79（範囲20.3～129.29）であった。

標識魚の再捕調査は，漁業者などからの報告によった。

【結果の概要】

平成16年３月末現在の再捕尾数は，平成14年４月放流

群263尾，平成15年４月放流群27尾，平成16年１月放流群

20尾で，再捕率はそれぞれ10.6％，７．６％，１．１％であっ

た。平成14年４月放流群の再捕は，石川県で４尾，富山

県内で230尾，新潟県で28尾および山形県の１尾であった。

再捕は石川県より西の府県ではなく，最北は山形県由良

沖であった。富山県滑川地区で最も多く99尾再捕され，

次で魚津地区の71尾，氷見地区の20尾および新潟県能生

地区の13尾の順であった。再捕は刺網で204尾，底曳網3８



（３）深層水多段利用研究

①加温深層水を利用した藻類培養・アワビ養殖システムの開発

【目的】

海洋深層水の富栄養性と清浄性を活かし，大型海藻

（コンブ)培養とその海藻を餌とするアワビ養殖を組み

込んだ海洋深層水の多段式利用(加温系）システムを開

発する。

【方法】

エゾアワビ水槽を上段に,コンブ水槽を下段に配置し

た室内小型多段式養殖システムで飼育したマコンブと

エゾアワビの成長試験を行った。

マコンブ：試験は平成１４年１２月から平成１５年６月

までの間実施した｡葉長20ｃｍと５０ｃｍ(成長点を含む）

に鈎定したマコンブを調整し，１基盤（40×40cm）あた

り約１５０藻体付着させた。これらの基盤２基ずつ計４

基を約0.5ｔ水槽に収容し，水温約８℃に加温した深層

水をかけ流して培養した｡メタルハライドランプ(400W）

２基を光源（水面上で約20,0001ux）として用い，光周

期は明１２時間：暗１２時間として培養した。４週ごと

に計６回薗定し，マコンブの成長率（Inm/日）と成長量

（９）を測定した。

エゾアワビ：上記の勢定マコンブ（以下生鮮コンブ

という）を餌に,３段階の種苗サイズ(小型種苗:26.81,,,

中型種苗：34.6mm,大型種苗：52.8m､）に分けたエゾア

ワビをそれぞれ100個体（計300個体)，対照として配

合飼料を餌としたエゾアワビ１００個体（中型種苗：

33.91ｍ）を、平成１４年１２月から平成１６年１月にかけ

て４００日間飼育（水温１８℃）した。これらの個体の殻

長及び重量を100日毎に測定した。それとは別に，平成

１５年１１月から水温１４℃の加温深層水をかけ流した約

0.5トンの半透明な円形水槽で，エゾアワビ（平均殻

長：43.3ｍ）を２００個体を水温１４℃で飼育した。アワ

ビの餌は,生鮮マコンブと半透明な水槽の壁面に自然繁

茂してくる付着珪藻の複合餌料とした｡生鮮マコンブは，

アワビ重量の５～10％/日を目安に投餌した。アワビの

－７４－
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殻長，重量及び肥満度の測定を６０日後に行った。

【結果】

マコンブ：成長率（図１(a)）は勇定ごとに減少する

傾向を示し，葉長20ｃｍで1.7～6.11m/日，５０cmで1.8

～10.1mm/日の間で変化した。１藻体４週間あたりの成

長壁（図ｌ(b)）は，6.89～11.49（葉長20cm）と１０．６９

～29.429（葉長50cm）であった。

エゾアワビ:飼育400日間の平均殻長成長率(図２(a)）

は，生鮮マコンプ投餌の小型種苗で５０似､/日，中型種

苗で６１〃､/日及び大型種苗で５７似､/日となり，配合飼

料投餌の中型種苗では４５狸､/日であった。大型種苗に

おいて,飼育開始時の平均殻長及び重量(図２(b)）は，

53.2,,,20.19から３００日後に70.8,,,60.59となり，

出荷サイズにまで成長させることができた。一方,肥満

度（図3）については，生鮮マコンブ投餌の小型種苗で

1.21～1.4,中型種苗で1.28～1.43及び大型種苗で1.33

～1.47となり，配合飼料投餌の中型種苗では1.23～

１．５１であった。付着珪藻と生鮮マコンブの複合餌料に

よる飼育の結果（図４)，アワビの平均殻長と重量は，

48mm，15.89となった。平均殻長成長率は，約78〃ｍ／

日であり,生鮮マコンブのみ及び配合飼料よりも高かっ

た。肥満度は，開始時の１．１８から１．４３に増加した。

これらの結果から､海洋深層水で培養した生鮮マコン

ブのみでもエゾアワビ種苗を養成することでき，さらに，

生鮮コンブと付着珪藻を複合的に組み合わせることで，

より効率的にエゾアワビを養殖生産できる可能性が示

された。

【調査結果登載印刷物等】

平成１５年度深層水多段利用水産増養殖技術の開発に関

する報告書平成１６年３月社団法人マリノフォーラ

ム２１
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②アワビ飼育排水を利用したヒラメ飼育試験

【目的】

海洋深層水の持つ低温性，富栄養性及び清浄性という

３大特性を効率的（すなわち多段的）に水産分野に利活

用する基礎的および応用的技術を開発するために，アワ

ビ飼育排水を利用してヒラメの飼育試験を実施し，飼育

方法に係わる基礎資料を得る。

【方法】

図－１に飼育試験の概略図を示した。前年度からの継

続試験であるため，飼育方法は平成１４年度年報（p､68）

と同様である。

【結果】

飼育試験は１４年１１月上旬より開始し，１５年５月上旬

で終了した。

（ア）生残

ヒラメ平成１５年５月１５日までの６カ月間に，３区で

4尾,４区で２尾が弊死した｡生残率は１区から順に100％，

１００％，９３％，９７％，１００％であった。

アワビ平成１５年５月１６日までの６カ月間に，２区で

１個体，３区で２個体，４区でｌ個体が弊死し，生残率は

ｌ区から順に１００％，９９．０％，９９．０％，９９．０％であった。

（イ）成長

ヒラメー飼育期間中のヒラメの成長を図－２に示した。

飼育開始後６か月で，各区のヒラメ成長に顕著な差は認

められなかった。

アワビ飼育期間中のアワビの成長を図－３に示した。

ｌ区では乾燥コンブを主体に生鮮コンブを併用して給餌

したが，配合給餌区の２区及び４区と比較して成長が劣

った。また，飼育密度の高い３区でも成長が劣った。

（ウ）細菌検査結果を表－１に示した。アワビ飼育排

水では，コンブを給餌したｌ区で，配合飼料を給餌した

他区と比較して一般細菌数が少なかった。１～３区に設置

した漁過槽排水では，アワビ飼育排水とほぼ同様の細菌

数であった。ヒラメ飼育排水では，上方の飼育環境に関

わらず細菌数は多かった。また，アワビ及びヒラメの成

長に伴って排水の細菌数は増加した。細菌数の最多値は，

いずれも飼育最終月で，アワビ排水の３区が５×103,漁

渡辺健

過槽排水の３区が６×１０３，ヒラメ排水の４区がｌ×１０５で

あった。

【考察】

１３年度の試験において，深層水と表層水を混合し18℃

の水温でヒラメを飼育し，その飼育水をろ過層を通した

後にアワビを飼育する多段飼育を実施した。この試験で

は，上段に平均全長２８ｃｍ同体重２５０９のヒラメを１５００

水槽に１区56尾，２区４２尾，３区28尾収容し，下段に

平均殻長45mm同体重１３９のアワビを400水槽に40個収

容して約２００日間飼育を行ったところ，上段でのヒラメ

の飼育尾数が多いほど下段で飼育したアワビの弊死が多

く，生残率は１区から順に６７．５％，７５．０％，９７．５％であ

った。また，アワビの殻長の日間成長も１区から順に５７

以、，６０浬、，７０“ｍとなり，ヒラメ飼育排水の汚れが

アワビに影響を与えることが考えられた。

そこで，本年度の試験では加温深層水を利用し，１３年

とは逆の組み合わせで上段にアワビ，下段にヒラメとし

て飼育を試みた。この試験では下段のヒラメの弊死はほ

とんどなく，ヒラメの成長にも差は認められなかった。

細菌検査の結果では，アワビ飼育排水の一般細菌数は

ヒラメ飼育排水のそれと比較して少なく，ヒラメ飼育に

与える影響は少ないと判断された。さらに，コンブを給

餌したアワビの飼育排水（飽食量の給餌ではなかった。）

の一般細菌数は，配合飼料を給餌したアワビ飼育排水の

それと比較して少なくなる傾向が認められた。従って，

下段の飼育水槽の水質の清浄性を確保するために，上段

のアワビ飼育水槽ではコンブを給餌したほうが有利であ

ると考えられた。

今回の試験では，ヒラメ飼育水槽で時間３回転となる

ように上段のアワビ水槽からの注水量を調整したが，今

後は，注水の溶存酸素量及びその魚種の酸素消費量を踏

まえながら，試験を実施する必要がある。

－７７－
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表－１ヒラメ・アワビ多段飼育における細菌検査

（一般細菌数ＣＦＵ/ｍｌ）

上段：飼育１カ月後，中段：飼育２カ月後，下段：最終月

1区アワビ１００個

コンブ給餌

２区アワビ１００個

配合給餌

３区アワビ２００個

配合給餌

４区アワビ１００個

配合給餌

５区コントロール

18℃加温深層水原水

(注入水）

アワビ排水

２×１０

４×１０

３×１０２

３×１０２

２×１０２

３×１０３

４×１０２

７×１０２

５×１０３

３×１０２

９×１０２

３×１０３

３×１０

－８０－

浦過槽排水

ｌ×１０

２×１０

４×１０２

２×１０２

３×１０２

３×１０３

２×１０２

７×１０２

６×１０３

ヒラメ排水

２×１０３

５×１０３

１×１０４

４×１０２

７×１０３

４×１０４

２×１０３

２×１０３

６×１０４

１×１０３

３×１０３

１×１０５

１×１０３

２×１０３

２×１０４



③アワビ・マツカワ・マコンプによる多段飼育試験

【目的】

これまでの各試験結果から，アワビを上段に飼育し，

その排水を利用して下段において魚類を飼育することが

可能であることが明らかとなったことから，アワビ，マ

ツカワ，マコンブの組み合わせによる深層水多段利用飼

育のモデル的な試験を実施し，その基礎データを得る。

【方法】

図－１にアワビ・マツカワ・マコンブによる多段飼育試

験の概略図を示した。

（ア）アワビの飼育

１５００水槽(950×620×260mm)内にネット篭を設置し，

実容量が約６００となるように水位を調整し,空気による

弱通気を施した｡飼育用水は１８℃加温深層水をかけ流し，

4回転／時間となるように給水量を調整した｡ネット篭に

平均殻長44.0mmのエゾアワビを200個収容し，この水槽

を並列に２基設け，それぞれの排水を下段のマツカワ飼

育水槽へ注水した。

餌料は別水槽で培養したマコンブを成長部分を４週間

周期で順次勇定して週３回給餌した。餌料であるマコン

ブの培養は、４トンＦＲＰ水槽（3000×145×900ｍｍ）で

実容量が３．５トンとなるように水位を調整し，空気によ

る強通気を施した。培養水はマツカワ飼育水槽からの排

水に深層水原水（約３℃）を加え，水温７～8℃となるよ

うに調整した。この水槽にマコンブを約70本植えた基盤

（400×400mm）１２基を投入し，各基盤から成長したマコ

ンプをアワビに週３回給餌した。

（イ）マツカワの飼育

８０００ＦＲＰ水槽（1500×900×600mm）で実容量が４００

０となるように水位を調整し，アワビ水槽２基からの排

水と深層水原水（約３℃）を混合して注水し，空気によ

る通気を施して１．６回転／時間，水温約１４℃となるよう

に調整した。この水槽に平均全長１４８mmのマツカワ９５尾

を収容し，餌料として市販のヒラメ用配合飼料を週６日

（１日２回）飽食量給餌した。また，同型水槽に１４℃の

加温深層水を注水し，同数のマツカワを収容し，同一換

水率とした対照区を設け同様に飼育を行った。

渡辺健・松村航

（ウ）魚体測定及び水質調査

アワビ及びマツカワの魚体測定を概ねｌか月に１回実

施した。また，各飼育水槽の水温は毎日計測し，ｐＨおよ

びＤＯを２週間に１回計測した。なお，マツカワ水槽のＤＯ

及びｐＨについては，給餌後３０分以内に採水し，同時間

帯に採水した各水槽のサンプルと共に，ＤＯはウインクラ

ー法により，ｐＨはHORIBA社製卓上型ｐＨメーターで計

測した。

【結果及び考察】

飼育試験は１５年１１月中旬より開始し,継続中である。

（ア）生残及び成長

アワビ

アワビの成長と生残率を表－１に示した。

アワビの生残率は飼育４ケ月で第１水槽が６９％，第２

水槽が８９％で，第１水槽の生残率が悪かった。設置した

２つの水槽は，ほぼ同一飼育条件であったが，第１水槽

では，ネット篭の水槽内でのたわみにより海水の循環が

悪かったものと推察された。また，魚体測定を第１水槽

のみで実施していたことから，測定時のハンドリングの

影響があると考えられた。

アワビの成長は，第１水槽での殻長の平均日間成長が

63.7jum／日であり，増重は延べ約ｌｏｇ／個であった。

また，給餌量はｌ水槽あたり１５２．６９／日(総給餌量

19,3809／飼育日数127日)，日間給餌率は約5.7％（日

間平均給餌量／最終総重量＝152.69／26919）であっ

た。文献によると，殻長５２～53mmのエゾアワビの日間摂

餌率はワカメで14.7％，ホソメコンプで１１．９％という報

告（酒井1962）があり，本試験でのアワビに対する給餌

量は少なかったと言える。今回給餌用に培養していたマ

コンブの成長は，冬季の日照不足のため不良であり，十

分量を給餌することができなかった。今後は，必要に応

じ，別の水槽でマコンブを培養し，アワビへの給餌量を

確保する方法を検討する必要がある。
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マツカワ

マツカワの成長を表－２に示した。試験開始から１２８

日目までのマツカワの生残率は各区とも100％であった。

成長については，全長，体重とも試験区，対照区でほと

んど差がなかった。餌料効率は，試験区で125％（増重

20,6439,総給餌量16,4889），対照区で129％（増重

20,6439,総給餌量16,0579）であり，対照区が若干上

回った。これらの試験飼育による成長及び生残率の結果

から判断して，アワビ飼育の排水でマツカワを飼育する

ことは十分に可能であると考えられた。

（イ）水質等

多段飼育における水質の状況について調査した結果を

表－３に示した。

マツカワ飼育水槽のＤ０値は測定回毎に低下し，マツカ

ワの成長に伴って酸素消費量が増加した状況が認められ

た。特に４ケ月後の３月２３日の水質測定では，マツカワ

飼育排水の溶存酸素は試験区，対照区とも５．０ｍｇ／Ｑ

下回り，酸素飽和度は対照区で70％を切った。このデー

タから，この密度での継続飼育は危険であると判断し，

翌日魚体測定を実施して，各々のマツカワ水槽の間引き

（95尾→60尾)を実施した｡間引き前の収容密度は,６３．８

kg／ｍ３（水量に対して６．４％）であった。
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図－１アワビ・マツカワ・マコンブの多段養殖試験概略図

表－１アワビの生残率と成長
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表－２マツカワの成長

第１水槽 第２水槽

経過日数 生残率

(％）

平均殻長

(m､）

平均体重

(９）

生残率

(％）

平均殻長

(m､）

平均体重

(９）

開始 100 44.0±１．６ 9.2±１．１ 100

３６日 87.5 46.0±１．９ １１．２±１．７ ９５．０

７０日 81.0 47.8±２．４ １１．６±１．７ ９４．０

９７日 7４．５ 50.0±２．８ 16.3±２．８ 91.5

１２７日 6９．０ 52.1±３．０ １９．５±３．７ 89.0 51.1±３．２ １８．０±３．６

試験区 対照区

経過日数 平均全長（m､） 平均体重（９） 平均全長（皿） 平均体重（９）

開始 149±８．７ ５１±９．４ 148±７．９ ５１±８．５

３６日 179±１１．５ ８９±１７．９ 179±１０．１ ８８±１５．８

７０日 203±１４．１ 136±２９．２ 203±１１．６ 134±２６．０

９８日 228±１５．７ 194±４１．５ 227±１３．８ 189±３８．９

１２８日 252±１６．３ 269±５６．２ 253±１４．６ 268±４９．３



表－３多段飼育における水質等

調査年月日 水温 ＤＯ（mg／Ｑ 酸素飽和度(％） ＰＨ

平成１５年１２月３日 (℃）

深層水原水 3.7 9.50 113

14℃注水 1４．０ 8.19 116 7.86

18℃注水 1７．７ 6.33 ９７ 7.82

アワビ１排水 1７．６ 7．６１ 116 7．９０

マツカワ試験区排水 1４．０ 7.32 104 7．８２

マツカワ対照区排水 1４．１ 7．１３ 1０１ 7．７２

コンブ排水

調査年月日 水温 ＤＯ（mg／０ 酸素飽和度(％） ＰＨ

平成１６年１月１４日 (℃）

深層水原水 2.7 9．２４ 108 7.80

14℃注水 1４．１ 8．２３ 1１７ 7．８３

18℃注水 1７．７ 7.82 119 7．８７

アワビ１排水 1７．３ 7．７１ 1１７ 7．８７

マツカワ試験区排水 1３．６ 6．３４ 8９ 7．７６

マツカワ対照区排水 1３．６ 5.92 8３ 7.70

コンブ排水 6.2 ９．６５ 119 ７．８９

調査年月日 水温 ＤＯ（mg／Ｑ 酸素飽和度(％） ＰＨ

平成１６年１月２８日 (℃）

深層水原水 3.5 8．９４ 1０６ 7．８９

14℃注水 1３．７ 8．２７ 1１７ 7.90

18℃注水 1７．７ 7.88 120 7．９４

アワビ１排水 1３．７ 7．６３ 1１５ 7．９１

マツカワ試験区排水 1３．７ 6.00 8５ 7.72

マツカワ対照区排水 1３．７ 5.48 7７ 7.70

コンブ排水 7.3 9.84 1２４ 7．９７

調査年月日 水温 ＤＯ（mg／@ 酸素飽和度(％） ＰＨ

平成１６年２月１３日 (℃）

深層水原水 2.9 9.50 112 7.83

14℃注水 1４．２ 8．３１ 1１９ 7．８５

18℃注水 1７．９ 7．９７ 1２２ 7．９４

アワビ１排水 1７．６ 7．７３ 1１８ 8.00

マツカワ試験区排水 1４．２ 5．９６ 8５ ７．６８

マツカワ対照区排水 1３．９ 4．９１ 7０ 7．５１

コンブ排水 7.7 1０．３５ 1３１ ８．０９
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調査年月日 水温 ＤＯ（mg／０ 酸素飽和度(％） ＰＨ

平成１６年２月２５日 (℃）

深層水原水 3.7 9.49 1１３ ７．７９

14℃注水 1３．６ 8.38 118 7．８６

18℃注水 17.9 7.89 1２１ 7.82

アワビ１排水 17.6 7.67 117 7．９５

マツカワ試験区排水 13.9 5．５５ 7９ 7.53

マツカワ対照区排水 13.8 4.94 7０ 7.52

コンブ排水 8.6 10.12 130 8．１６

調査年月日 水温 ＤＯ（mg／０ 酸素飽和度(％） ＰＨ

平成１６年３月１０日 (℃）

深層水原水 3.8 9.54 113 7．７７

14℃注水 1２．１ 8.50 1１７ 7.88

18℃注水 1７．８ 7．７３ 118 7．８６

アワビ１排水 17.5 7.29 1１１ 7．９７

マツカワ試験区排水 1３．６ 5.69 8０ 7.58

マツカワ対照区排水 1２．１ 5.75 7９ 7.63

コンブ排水 7.8 10.31 1３１ 8．２０

調査年月日 水温 ＤＯ（､g／０ 酸素飽和度(％） ＰＨ

平成１６年３月２３日 (℃）

深層水原水 4.8 9.47 115 7.98

14℃注水 12.9 8.48 118 7.78

18℃注水 1８．４ 7.88 122 8.02

アワビ１排水 18.0 7.63 1１７ 7．９９

マツカワ試験区排水 14.7 4.99 7２ 7．５５

マツカワ対照区排水 13.7 4．７１ 6７ 7.48

コンブ排水 9.5 10.23 134 ８．２０
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④マツカワ酸素消費量試験

【目的】

マツカワの酸素消費量を明らかにし，多段飼育におけ

る適正収容密度を推定する。

【方法】

密閉可能な容器にマツカワを収容し，注水を止めた状

態からの酸素の消費量をウインクラー法により測定した。

測定値及び収容したマツカワの重量から魚体重１ｋｇの１

時間当たりの酸素消費鐘を計算した。

（ア）当歳魚

平均全長13.65cm,平均体重39.59のマツカワ１０尾を

60Ｑ角形透明アクリル水槽に収容し，１４℃の加温深層水

をかけ流して無給餌で２日間飼育し，測定開始時に注水

を停止し，ウォーターバス方式で水温を１４℃に維持しな

がら，ｌ時間毎に９時間後まで溶存酸素を測定した。

（イ）２歳魚

３９５９（以下Ａ個体という）及び4２５９（以下Ｂ個体と

いう）のマツカワを５６Ｑ円筒形PE製水槽（白色不透明）

に別々に収容し，１４℃の加温深層水をかけ流して無給餌

で２日間飼育し，測定開始時に給水を停止して，ウォー

ターバス方式で水温を１４℃に維持しながら，ｌ時間毎に

溶存酸素を測定した。（図－１）

【結果】

（ア）当歳魚

試験水槽内の溶存酸素量の推移を表－１及び図－２に示

した。測定開始時の溶存酸素量は８．４３mg／０（飽和度

119.3％）で９時間後には２．４９ｍｇ／Ｑ（飽和度３６．５％）

に低下した。９時間後の水槽内のマツカワは，呼吸回数が

かなり多くなったが，奔走，反転等の異常な行動は認め

られなかった。試験に供したマツカワの総体重から，１

時間あたりの酸素消費量は魚体重１ｋｇで95.5mg／kg／ｈ

（66.9ml／kg／ｈ）と推定された。

（イ）２歳魚

Ａ及びＢ個体の試験水槽内の溶存酸素量の推移を表－２

及び図－３に示した。

Ａ個体は試験開始当初から遊泳が頻繁にみられたのに

対し，Ｂ個体は水槽の底面で静止していることが多く，１

渡辺健

時間当たりの酸素消費量はＡ個体で９１ｍｇ／kg／ｈ

（63.7ml／kg／ｈ），Ｂ個体で６０ｍｇ／kg／ｈ（42.0ｍｌ

／kg／ｈ）となった。

【考察】

今回得られた数値を，過去の試験データ（川本1959）

と比較すると，マツカワの酸素消費量は他の異体類と大

きな差はないようにみえた。一方，空腹時のマツカワは

盛んに遊泳を繰り返すことから，単に静止時の酸素消費

量だけをみて収容可能飼育密度を決定することは危険で

あると考える。今回の試験については，水槽内の照度等

を考慮していないことなど試験条件としては不十分な点

が多く，さらには試験回数が少ないので，今後試験をさ

らに重ねる必要がある。

【参考文献】

酒井誠一：1962．エゾアワビの生物学的研究－１．食

性に関する実験的研究．動〃．、ﾉ:apa"・sbc・父』．

Ｆisﾉｳ.．，２８（８），766-779．

川本信之：1959．魚類生理生態学．水産学全集１３，川

本信之編著，恒星社厚生閣，東京，１－４０
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図－１マツカワ酸素消費量試験（２歳魚）装置概略

表－１マツカワ当歳魚酸素消費量試験
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図－２マツカワ当歳魚酸素消費量試験における水槽内の

溶存酸素量の変化

０１２３４５６７８９１０

経過時間(時間）

時間

水温

(℃）

ＤＯ

(mg／０

酸素飽和度

(％）

開始時 14.0 8．１５ 119

１０：００ 1３．９ 6.93 lＯ１

１１：００ 1４．０ 6．２７ 9２

１２：００ 13.9 5.98 8８

１３：００ 13.9 4．６１ 6７

１４：００ 13.8 4.44 6５

１５：００ 1３．９ 3.68 5４

１６：００ 1４．０ 3.50 ５１

１７：００ 1３．９ 3．２９ 4８

１８：００ 13.9 2.49 3７
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図一・３マツカワ２歳魚酸素消費量試験における水槽内溶存酸素量の変化

F糞麗’

０１２３４５６７８９

経過時間(時間）

表－２マツカワ２歳魚酸素消費量試験Ａ：３９５ｇＢ：４２５９

時間

水温（℃）

Ａ個体 Ｂ個体

ＤＯ（mg／０

Ａ Ｂ

酸素飽和度（％）

Ａ Ｂ

開始時 1３．２ 12.8 8.09 8.40 113 117

１０：００ 1３．４ 1３．０ 7．０４ 7．７１ 9９ 108

１１：００ 1３．２ 1２．８ 5．９０ 7．２９ 8３ 1０１

１２：００ 1３．５ 1３．３ 5.05 6.69 7１ 9４

１３：００ 1３．７ 13.7 4.34 6．１３ ６１ 8７

１４：００ 1３．７ 13.7 3.83 5．７４ 5５ ８１

１５：００ 1３．４ 1３．４ 3．４３ 5．４７ 4８ 7７

１６：００ 1３．４ 1３．４ ２．９９ ５．１６ 4２ 7２

１７：００ 1３．３ 13.3 ２．７０ 4．７５ 3８ 6７

１８：００ 1３．２ 1３．２ ２．３１ ４．２８ 3２ 6０



(4)深層水利用藻場海藻培養研究

【目的】

室内に設置した深層水かけ流し式海藻培養実験装置を

用いて，テングサ類マクサ”Iidi”ｅＪｅｇ”SKUtzing

の培養を行い，換水率（回転/日)，光壁子密度，水温及

び表層水混合率別の違いが成長に及ぼす影響及び深層水

濃度によるマクサ藻体上の付着珪藻の動向を明らかにす

る。

【方法】

実験材料：平成１５年６月に，マクサの未成熟体を富山

県滑川地先で採集し，マクサの先端から２ｃｍの部位で切

り取った枝を実験に供した。

実験方法：培養容器は，１０の容量の広口Ｔ型瓶を用い，

上部の蓋に深層水注排水用と通気用の３箇所穴を開け，

容器内の水量が800mQになるように作製した。なお，容

器1個に対して，１０藻体を入れて培養を行った。

実験は，次の４項目①換水率実験，②適正水温実験，

③適正光量子密度実験，④深層水と表層水の混合条件で

成長比較実験を実施した。実験期間はそれぞれ１０日間

とし，１０日後に葉長及び湿重量を測定した。なお，それ

ぞれの実験開始前に５日間ほど馴致培養を行った。

葉長，湿重量に対する相対成長率（RGR：Relative

growthrate）の計算は，ohnoetaﾉ．（1994)の方法に従

った。

ＲＧＲ（％day~!）＝100t~1１，（Va/Vb）

ｔ：日数Ｖａ：ｔ日後の葉長，湿重量Ｖｂ：実験開

始時の葉長，湿重蛍

また、培養１０日間における深層水濃度別にマクサ藻

体上の付着珪藻Ａｒ召ch"oidiscusomatUsの個体数を測

定した。

【結果】

①換水率実験

換水率1,3,5,10回転/日の４条件，水温15℃，光量子

密度60“E/m2/seｃで培養実験を行った結果,葉長と湿重

量のいずれにおいても，換水率が高いほど高い成長率を

示した（図１)。Ｕ検定の結果，３と５回

松村航･渡辺健

転区（P>0.99)，３と１０回転区（P=0.08)，５と１０回転区

(P=0.08)では有意差はなく，ｌと３回転区（P<0.05)のみ

で有意差が認められた。しかし，ｌと３回転区では，培

養するにつれて藻体の赤色が少し薄くなる傾向が見られ

た。この結果から以後の実験を，１日当たり５回転（流

通４L/Day）で行った。

②適正水温実験

水温10,15,20,25,30℃の５条件，光量子密度６０“

E/If/seｃで培養実験を行った。葉長と湿重量の相対生長

率は,２０と２５℃が最も高い生長率を示し，３０℃では高温

による生長阻害が認められた（図２)。Ｕ検定の結果，１０

と１５℃，１５と２０℃，２５と３０℃で有意差(P<0.05)あり、

２０と２５℃（P=0.71）で有意差なしとなった。この結果か

ら,マクサの生長において,20～25℃が適水温であった。

また，培養１０日後の藻体を観察したところ，２５℃で培養

した藻体の３０％で嚢果あるいは四分胞子を形成してい

る側枝が認められ，深層水で培養することにより成熟を

誘導できた。

③適正光量子密度実験

光堂子密度20,60,100,200浬E/､2/secの４条件,水温20℃

で培養実験を行った。葉長と湿重蛍の相対生長率は，６０

浬E/If/secが最も高い値を示した（図３)。２０“E/､2/seｃ

では，低光盆による生長の低下が見られ，逆に200〃

E/m2/secでは,強光による生長阻害が認められた.また、

200脚E/m2/seｃになると藻体の色素は変色し，強光によ

る細胞の枯死が認められた。Ｕ検定の結果，２０と６０似

E/m2/seＣ,100と200“/m2/secでは有意差(P<0.05)あり，

６０と１００“E/m2/seｃ（P=0.0963）では，有意差なしとな

った。この結果，生長に最も適している光量子密度は，

60～100唖/m2/seｃであった。

④深層水と表層水の混合条件

深層水濃度0,25,50,75,100％の５条件，光里子密度

60以E/m2/sec，水温20℃で培養実験を行った。葉長と湿

重量の相対生長率は，深層水濃度が高くなるにつれ高い

生長率を示し,濃度100％が最も高い値を示した(図４)。

－８９－
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Ｕ検定の結果，０と２５％（P=0.0757）では，有意差はな

く,２５と５０％,５０と７５％,７５と100％では有意差(P<0.05）

があった。

また，マクサの藻体上に付着する珪藻の個体数を測定

した結果，培養１０日後に深層水濃度７５％以上で約１．４

倍に増加することが判明したことから（表ｌ)、深層水放

流口付近では，付着珪藻が増加する可能性があり，放流

の際には留意する必要があると考えられた。

ム開発報告書

表１深層水濃度によるマクサ藻体上の付着珪藻の平均個体数(±は標準偏差） (単位:個〕
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2.3富山湾の海洋科学研究

（１）日本海固有水の性状特性に関する研究

【目的】

海洋深層水は表層水と比較して、清浄性、低水温性、

富栄養性そして水質安定性に優れているといわれてい

るが、最近の研究では、深層水中の無機栄養塩類の濃度

は変動しており、その原因として、海域の水塊構造の動

きに起因している可能性が指摘されている。そこで深層

水取水海域付近の水温、塩分、流向、流速を調査するこ

とによって、その海域の水塊構造を調ぺた。

【方法】

（１）海域調査

滑川沖に位置する富山県水産試験場深層水取水口付

近（図１）の水深１００，層及び300ｍ層に流向・流速計

（ACM-M8M，アレック電子㈱）を設置し、連続測定を行

った。また、水塊構造の鉛直的な変動を調査するため、

水深150,,200,,250ｍに水温計を設置した。流向・流

速計設置時､１週間後､回収時に図１に示した定点(S-1,

s－２、Ｓ－３および取水口）でＳＴＤ（AST500-DK，アレック

電子㈱）により水深別に水温、塩分の観測を行った。

調査期間：

平成15年５月２２日～６月６日

平成１５年８月２０日～９月４日

平成１５年１１月１０日～１１月２５日

平成16年２月１０日～２月２４日

（２）取水深層水調査

深層水施設内に硝酸塩連続分析装置を設置し､連続分

析を実施した。

調査期間：

平成１３年１０月１２日～（現在継続中）

【結果の概要】

（１）海域圏査

調査期間中の水深lOOm層と300m層の流速頻度分布を

図２に示した。水深100m層の流速は２～10cm/s付近の

南繰暢聡

流れが多く、最小値は0cm/s,最大値は62.7cm/sであっ

た。水深300m層の流速は１～5cm/s付近の流れが多く、

最小値は0cm/s,最大値は31.7cm/sであった｡また､300,

層では、調査期間中に流速1cm/s以下の頻度が10%を超

えることもあった。水深100,層の流速分布は300,層の

それに比べ、緩やかな単峰型を示していた。

調査期間中の水深１００，層および300,層の流向頻度分

布を図３に示した。水深100,層では、南東方向への流

れがみられるが、明瞭な傾向はみられなかった。水深

300,層の流向も全体的に明瞭な特徴はみられなかった。

各調査期間中における水深100,,300ｍ層の流向、流

速の経時変化を図４に示した。調査期間内では周期的な

流向、流速の変化は確認することはできなかったが、２

月に水深100ｍ層で突発的な沿岸方向（南東方向）への

強い流れが碓認された。水深300m層では、100,層に比

べて流向、流速の変化が乏しかった。

調査期間中の各水深における水温の経時変化を図５に

示した。全体的に下層よりも上層の方が変動する傾向が

みられたが、２月の調査では上層よりも下層のほうが変

動しており、水深200-300ｍにおいて水温の上昇がみら

れた。

STD調査による水温の鉛直分布を図６に示した｡５月、

８月、１１月の調査では図５に示したような水温の経時変

化に対応した鉛直分布の変動は碓認できなかったが、２

月の調査では、観測開始１週間後の調査において、水温

10-12℃分布層が深くなり、それよりも低い水温層も観

測開始時および終了時に比ぺてより深い層に分布して

いたことが確認された。

以上のことから、水深３００，層付近の水温上昇は、上

層付近の水塊が下方向へ鉛直移動したことによりもた

らされた可能性が示唆される。また、その際水深１００ｍ

層付近で普段よりも強い流れが確認されたことから、水

塊の鉛直移動との関係について今後検討する必要があ

るものと思われる。
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（２）取水深層水調査

調査期間の中から、５月、８月、１１月に行った流向・

流速調査の調査期間と同時期のデータを図７に示した。

調査期間中に流向・流速の変動と対応した硝酸塩濃度の

変化はみられなかった。
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2.4富山湾漁場環境調査

（１）漁場環境総合監視調査

①漁増環境監視調査

【目的】

富山湾沿岸域の定置網漁場における水質環境の現況を

調査し、水質汚濁監視のための資料とする。

【方法】

（１）水質環境溺査

調査は栽培漁業調査船「はやつき」により、図１に示し

た各調査定点において毎月１回の間隔で表層海水の採水

を行った。５～９月の間は１８定点（定点1～18)、残りの月

は１４定点（定点１～14）で実施した。主な調査項目は、

水温､塩分(アレック電子ACL200-DKによった)､pH(HORIBA

pHMETERF-22によった)、濁度（日本精密積分球式濁度

計SEP-PT-201によった)、ＣＯＤ（｢日本水産資源保護協会

編新編水質汚濁調査指針」過マンガン酸カリウム100℃

20分の方法によった)、溶存酸素（DO）（｢日本水産資源保

護協会編新編水質汚濁調査指針」Winkler-窒化ナトリウ

ム変法によった）である。

（２）漁塙理境溺査

分析を行うためのサンプルは､各定置網の採水責任者が

採水した表層海水(一部の定点では水深20,50mでも採水）

を県漁連の担当者が回収して当水産試験場に搬入したも

のを用いた｡調査定点は宮崎～大境突堤沖の定置網漁場の

32点と河川前定置網漁場の４点、合計36定点である（図

2)。主な調査項目は、水温、塩分（オートラブ・サリノメ

ーターによった)、ｐＨ、濁度、ＣＯＤ（これら３項目について

は水質環境調査と同様の方法によった）である。

【結果の概要】

（１）水質瑠境調査

定点ｌ～１４における表層水温は、８．０～24.4℃の間で推

移し、８月、９月に最大値、２月、３月に最小値を示した定

点が多かった。定点１５～１８では10.8～24.7℃の間で推移

し、全ての定点で９月に最大値、５月に最小値を示した。

定点１～１４における塩分は、14.06～33.61の間で推移

南篠暢聡

し、定点1～７においては１月、２月、３月、８月、１２月に

最大値を示したが､定点8～１４では４月に最大値が集中し

ていた。最小値は全定点を通して７月、９月に多くみられ

た。また、定点1～５，定点7～８においては年間の平均値

が３０を下回っていた。定点１５～１８では16.95～33.69の

間で推移し、７月、８月に最大値、５月、６月に最小値を示

す定点が多かった。

定点１～１４におけるｐＨは、8.1～8.9の間を推移し、７

月に最大値を示す定点が多かった｡最小値は１月と４月に

示す場合が多かった｡定点15～１８では8.2～8.8の間を推

移し、６月の定点１５，１６でpH8.7,8.8といった比較的高

い値がみられた。それ以外は8.2～8.4の間を推移してい

た｡全定点を通して､年間の平均値が水産用水基準(pH7.8

～8.4）を下回るあるいは上回ることはなかった。

定点１～１４における濁度は、0.3～11.6ppmの間で推移

し、７月に最大値を示す定点が多かった。最小値は１月、

２月、４月に多かった。定点１５～１８では0.3～6.9ppmの間

を推移し、６月に最大値、５月に最小値を示す定点が多か

った。

定点１～１４におけるＣＯＤは、０．１～3.1mg/Ｌの間で推移

し、６月、７月に最大値、１月、４月、１１月に最小値を示

す定点が多かった。また年間の平均値が水産用水基準

（1.0mg/Ｌ以下）を超えている定点はなかった。定点１５

～１８では0.2～3.0ｍｇ/Lの間を推移し、５月、６月に最大

値、８月に最小値を示す定点が多かった。なお定点１６で

は５月～９月の間における平均値が水産用水基準を超えて

いた。

定点１～１４におけるＤＯは、6.9～12.3mg/Ｌの間で推移

し､各定点において最大値を示した月は６月､７月が多く、

最小値は９月に多かった。定点１５～１８では5.8～9.9ppm

の間を推移し、最大値は５月、６月、最小値は７月、９月

にみられた｡年間の平均値が水産用水基準(6.0mg/L以上）

を下回っている定点はなかった。

全１８定点を定点1～１４と定点15～１８に分け､調査項目

－９５－



別に平成１５年度の各月毎の平均値と平成１０年度～14年

度の５年間の各月毎の平均値（以下平年値と略す）を比較

した（図３)。水温は定点１～14、定点１５～１８のいずれも

夏季において平年値よりも低く推移した。塩分は、定点１

～１４では４月に平年値を上回り、９月に下回った。また定

点１５～１８では７月、８月に平年値を上回っていた。ｐＨ、

濁度、COD，溶存酸素（DO）は、定点ｌ～１４において７月

の値が平年値を上回っていた。定点１５～１８では全体的に

平年値並みか、平年値よりも低く推移していた。

（２）漁場環境調査

調査定点36点を黒部川よりも東の海域(黒東海域)、黒

部川と神通川にはさまれた海域（湾東海域)、神通川と小

矢部川にはさまれた海域（湾央海域)、小矢部川よりも西

の海域(湾西海域)の４つのグループに分け､表層の水温、

塩分、ｐＨ、濁度、CODについて、月別にそれぞれの海域の

平均値を図４に示した。なお、過去の傾向と比べるため、

平成１０～１４年度までの平均値（以下平年値と略す）も図

４に示した。

水温は黒東海域では全体的に平年値よりも低く推移し、

それ以外の海域では、夏季に平年値よりも若干低く、他の

時期は平年値並みであった。塩分は、黒東海域では平年値

並みに推移したが､湾央海域では４月から７月にかけて平

年値よりも低く推移し､湾西海域でも５月と７月に平年値

を大きく下回っていた｡湾東海域では夏季に平年値よりも

高く推移した。ｐＨは全体的に平年値並みか平年値よりも

低かったが､湾西海域において７月に平年値を大きく上回

る値を示しており、水産用水基準も超えていた。濁度も全

体的にＰＨと同様の傾向を示しており、湾西海域において

も７月に平年値を大きく上回っていた。ＣＯＤについては、

黒東､湾東海域では平年並みかそれよりも低い値を示して

いたが、湾央海域では、６月（１）に平年値を上回る値を

示した。また、湾西海域ではｐＨ、濁度と同様に７月に平

年値を大きく上回る値を示した｡水産用水基準については

４月から６月にかけて上回る傾向があるが、湾央、湾西海

域ではそれ以外の月でも上回っていた。

【溺査結果搭載印刷物等】

平成15年度漁場環境保全推進事業調査報告書(作成中）
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図１水質調査定点
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図２漁場環境調査定点
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湾西海域湾央海域湾東海域黒東海域
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②生物モニタリング圏査

【目的】

底泥中に棲息する生物（ベントス）の種類・現存量を

指標とし、富山湾沿岸域の底質の富栄養化等、漁場環境の

長期的な変化を監視する。

【方法】

調査は2003年の４月２１日、２２日と１０月９日、１０日

に栽培漁業調査船「はやつき」により、図１に示した定置

漁場付近の４定点と河口付近の４定点の計８定点で行った。

採泥にはスミスマッキンタイヤー型採泥器（l/10mβ型）を

用いた。採集されたサンプル（泥）の一部を用いて強熱減

量(IL)（｢日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針」

によった)、全硫化物（｢日本水産資源保護協会編新編水質

汚濁調査指針」検知管法によった)、ＣＯＤ（｢日本水産資

源保護協会編新編水質汚濁調査指針」によった)、粒度組

成(｢日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針」ふ

るいわけ法によった）について調ぺた。残りの泥は１ｍ

目合いのふるいにかけてマクロベントスを選別しホルマ

リン固定した後、穂の同定とその湿重量の測定を行った。

【結果の概要】

各調査項目の４月と１０月の値を定点毎に図２に示した。

また、平成10-14年までの平均値（以下平年値と略す）も

図２に示した。

550℃における強熱減量（以下IL550と略す）は、４月

については定点８で最大値（4.6%）を示し、定点３で最小

値（1.0%）を示した。また、全定点の平均値は2.8%だっ

た。１０月の最大値も定点８で示し（4.4%)、最小値は定点

４（0.8%）だった。全定点の平均値は４月の値と同じであ

った。850℃における強熱減量（以下IL850と略す）は、４

月については定点８で最大値（6.6%）を示し、定点３で最

小値（1.6%）を示した。また、全定点の平均値は4.1%だ

った。１０月の最大値も定点８で示し（6.3%)、最小値は定

点４（1.6%）だった。全定点の平均値は4.0%だった。定点

南篠幅聡

間の傾向はIL550、IL850ともに平年値とあまり変わらな

かった。また、全体的に平年値並みかそれを下回る値を示

す定点が多かった。

全硫化物は、４月、１０月の全定点の平均値は0.01,

0.03mg/ｇ・ｄｒｙであったが、定点２において４月に

0.09mg/ｇ・dry、１０月に0.18mg/ｇ・ｄｒｙを示し、全定点の

中でも最も大きい値を示した。また、定点２の１０月の値

は平年値を上回っていたが､その他では平年を下回ってい

た。なお水産用水基準（0.2mg/ｇ・ｄｒｙ以下）を上回る値

は検出されなかった。

ＣＯＤの全定点の平均値は４月が9.4mg/ｇ・dry、１０月が

13.0mg/g・dryだった。各定点の値は概ね平年値並みだっ

たが、定点２において４月（24.3mg/ｇ・dry)、１０月

（39.1mg/ｇ・dry）ともに平年値を上回り、水産用水基準

（20mg/ｇ・dry以下）を超えていた。

粒度組成については､細泥､微細泥をまとめて泥と区分

し、その割合について調べた。全定点の泥の割合は平年値

では５５%以上であるが、定点３，４で４月、１０月ともにそ

れを下回る値を示し､定点５でも４月に下回る値を示した。

マクロベントスの結果を図３に示した｡単位面積当たり

の採集個体数（個体数/､2）は、４月では定点２で最大値

1,200個体を示し、定点８で最小値180個体を示した。１０

月でも定点２で最大値2,710個体を示し、最小値は定点４

の40個体であった｡それぞれの定点で４月の値と１０月の

値を比較すると､定点４において個体数の減少率が高かっ

た。また平年値と比べると、定点２で４月、１０月ともに

平年値を上回り、定点４，７で下回っていた。

種類数は、４月では定点５で最大値（41種)、定点８で

最小値(10種)を示し､10月では定点２で最大値(34種)、

定点４で最小値（４種）を示した。平年値と比較すると、

定点２で４月、１０月ともに平年値を上回っていた。また

定点４では４月に比ぺて10月の値が大きく減少していた。

多様度指数は､４月では定点５で最大値(4.5)、定点1,

8で最小値(3.1)を示し､１０月では定点７で最大値(4.5)、
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【鯛査結果搭載印劇物等】

平成15年度漁場環境保全推進事業調査報告書(作成中）
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定点４で最小値（2.0）を示した。

汚染指標穂であるヨツパネスピオＡは定点４の４月に出

現し、その個体数密度は１０個体/㎡だった。

マクロペントスの類別組成を図４に示した。また平成

10-14年度までの平均値（以下平年値と略す）も同図に示

した｡これまでと同様､甲殻類の割合は秋になると減少し、

多毛類の割合が増加した。また１５年度は秋の貝類の割合

が平年よりも低かった。

啄
困
寺
Ⅶ

通
川

図１調査定点図
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(2)宮山湾水質環境鯛査

【目的】

富山湾における赤潮の発生状況調査と県内の漁業者等

からの依頼による水質調査を行い､本漁場の水質環境の現

況を把握する。

【方法】

（１）富山湾赤潮発生鯛査

調査期間に実施した水質分析の結果や漁場保全推進対

策事業における水質測定等の調査で得られた結果をもと

に、赤潮発生海域、発生期間、主要構成生物を調査した。

なお、赤潮の判定基準は、海水１Ｌあたり珪藻類

（QhaetocemSspP.、雛eIer”e厩ａｃｏｓ”tUm）の場合は

104細胞以上、夜光虫（ﾙbctiI“asci""〃a"s）の場合は

数百個体以上が認められ､海域が変色していたときを赤潮

とした。

（２）黒東海域水質底質鯛査

①水質鯛査

調査は栽培漁業調査船「はやつき」により図１に示した

１２定点で、５月２３日、７月２３日、８月２５日（９月４日)、

９月８日に行った。なお８月２５日の調査で定点３０，３１，

３２が欠測になったため９月４日にこの３定点の再調査を

行った。主な調査項目は、水温、透明度、塩分（アレック

電子ACL20トDKによった)、クロロフィル（アレック電子

ACL200-DKによった)、ｐＨ（HORIBApH肥ＴＥＲＦ－２２によっ

た)、濁度（日本精密積分球式濁度計SEP-PT-201によっ

た)、ＣＯＤ（｢日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指

針」過マンガン酸カリウム100℃２０分の方法によった）

である。

②底質調査

調査は栽培漁業調査船「はやつき」により図２に示し

た１０定点で、５月２９日、９月１１日に行った。採泥にはス

ミスマッキンタイヤー型採泥器（1/10㎡型）を用いた。採

集されたサンプル(泥)の一部を用いて強熱減量(IL）（環

水管127号Ⅱ４によった)、全硫化物（環水管127号Ⅱ

南篠暢聡

１７によった)、ＣＯＤ（環水管127号Ⅱ20によった)、粒度

組成（JISA1204によった）について調べた。残りの泥

は１ｍ目合いのふるいにかけてマクロベントスを選別し

ホルマリン固定した後､種の同定とその湿重量の測定を行

った。

【結果の概要】

（１）富山湾赤潮発生鯛査

平成15年度に確認された赤潮の発生状況を表１に示し

た。１５年度は７月１７日に滑川から氷見沖にかけて珪藻に

よる赤潮を確認した。

（２）黒東海域水質底質溺査

①水質鯛査

表２に水質調査の結果を示した。なお、５月２３日の調

査では観測機器に不具合が生じたため水温､塩分、クロロ

フィルのデータを得ることができなかった。

水温は､７月の調査で21.8～24.5℃の値を示し、平均は

23.0℃であった。８月の調査では、25.7～27.0℃の値を示

した。また再調査を行った９月４日の定点３０，３１，３２は

８月の最小値よりも低い値を示していた。９月の調査では

24.3～25.7℃の値を示し、平均は25.2℃であった。

塩分は、７月の調査では27.89～28.77の値を示し、平

均は２８．２１だった。８月の調査では30.38～32.66の値を

示し､いずれも３０を超えていたが､９月４日の調査では、

定点３０，３２で塩分３０を下回る値を示していた。９月の調

査では19.87～29.81の値を示し、平均値は27.75を示し

た。

クロロフィルは､７月の調査では１．５～5.3以g/Ｌを示し、

平均は２．９“/Ｌであった｡８月の調査では0.3～1.6“g/Ｌ

を示し、９月４日の調査でもこの範囲に含まれる値を示し

ていた。９月の調査では０．８～2.6必ｇ/Ｌを示し平均は１．６

必ｇ/Ｌであった。

濁度は、５月の調査では、0.7～4.0ppmを示した。平均

は2.2ppmであり、定点27～３３で平均を上回る値を示して
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いた。７月の調査では0.9～3.4ppmの値を示し、平均は

2.0ppmであり、定点27～３２で平均を上回っていた。８月

の調査では0.1～1.4ppmの値を示し､９月４日の調査では、

定点３０，３２でこの範囲を超えた値を示した。９月の調査

では1.2～3.0ppmの値を示し、平均は2.1ppmであった。

また、平均を超えていた定点は28～３２と３４であった。

ｐＨは、５月の調査では8.3～8.6を示し、定点２７～３２

で水産用水基準（pH7.8～8.4）を上回っていた。平均は

8.4であった。７月の調査では8.3～8.5を示し、定点２７

～３２で水産用水基準を上回っていた。平均は８．４であっ

た。８月の調査では8.3～8.4を示し、９月４日の調査でも

この範囲に含まれる値を示していた。また､全ての定点で

水産用水基準以内であった。９月の調査では8.3～8.5を

示し、定点２９，３２で水産用水基準を上回っていた。平均

は８．４であった。

CODは､５月の調査では0.1～1.3mg/Ｌを示し､定点28,

29,32で水産用水基準（1.0mg/L以下）を超えていた。平

均は0.7mg/Ｌであった。７月の調査では0.4～1.2mg/Ｌを

示し、５月と同じ定点で水産用水基準を超えていた。平均

は0.8mg/Ｌであった。８月の調査では0.3～0.8mg/Ｌを示

し、全ての定点で水産用水基準以内であった。また、９月

４日の調査でも水産用水基準以内であった。９月の調査で

は0.2～0.8mg/Ｌを示し、水産用水基準以内であった。平

均は0.6mg/Lであった。

透明度は５月の調査では3.0～11.0mを示し、定点27～

32では､3.0～4.0ｍと他の定点に比ぺて値が低かった。平

均は5.7mであった。７月の調査では3.0～9.5ｍを示し、５

月と同様に定点27～32で他の定点よりも低い値を示した。

平均は5.5mであった。８月の調査では、4.0～18.5ｍを示

した｡また､９月４日には定点30で1m以下の値を示した。

９月の調査では、3.0～6.0ｍを示し、全体的に低い値を示

した。平均は4.2mだった。

②底質調査

表３に底質の結果を示した。

泥率は、５月の調査では15.9～93.2%を示し、定点４３、

49,54で50%以下を示した。平均は６５%だった。９月の調

査では15.0～94.8%を示し､定点49,54で５月と同様50％

以下を示した。平均は66.3％であった。

強熱減量は、５月の調査では1.5～5.1%であった。平均

は3.4%であった。９月の調査では1.5～5.6%を示し、平均

は５月と同様3.4%であった。

全硫化物量は、５月の調査では0.01～0.04mg/g・dryを

示し水産用水基準（0.2mg/g・dry）を上回る定点はみられ

なかった。平均は0.01mg/ｇ・dryであった。９月の調査で

は0.01～0.33mg/ｇ・ｄｒｙを示し、定点４２で水産用水基準

を上回っていた。平均は0.08mg/ｇ・dryであった。

CODは、５月の調査では1.2～16.8mg/g・dryであり、水

産用水基準(20mg/g･dry以下)は上回っていなかったが、

定点42,47では他の定点に比ぺて高い値を示した。平均

は7.9mg/g・dryだった。９月の調査では０．９～22.8mg/ｇ・

dryを示し､定点42で水産用水基準を超える値を示した。

平均は7.7mg/ｇ・dryだった。

表４にマクロベントスの類別個体数密度を示した。５月

の調査では160～1070個体/､2を示し、定点４７，５１，５３で

他の定点よりも個体数密度が低かった｡平均は577個体/ｍ２

であった。９月の調査では90～2190個体/【fを示し、定点

４３，５３，５４で他の定点よりも低い値を示していた。平均

は594個体/m2であった。５月と９月を比較して個体数密

度が大きく増減した定点は42,43,49,51,54であった。

また、両調査月とも汚染指標種は出現しなかった。

図３にマクロベントスの類別組成を示した。５月の調査

では定点43で貝類の組成が､定点54で甲殻類の組成が高

かった他は多毛類の組成が高かった。また、９月になると

全体的に甲殻類の組成が低くなり､多毛類の組成がさらに

大きくなった。その他に定点４２で貝類の組成が大きくな

っていた。

【溺査結果搭載印刷物等】

特になし
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発生期間

７月１７日

則

図ｌ水質調査定点図

剣

図２底質調査定点図

表１平成15年度赤潮発生海域

発生海域 ゴー悪zmWHHｲ再月比王¥勿

滑川沖～氷見沖 鍬eZer”emmacostat”
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平虚15錘恩日盆ヨ日

水温(℃）

_定点27‐

定点2８

定点2９

定点3０

定点3１

定点3２

定点3３

定点3４

定点3５

定点3６

定点3７

定点3８

逗甫1員症見日ワ見目

水狙(℃）

定点2７ 26.7

定点2８ 27.0

定点2９ 25.7

定点3０

定点3１

定点3２

定点3３ 25.7

定点3４ 26.3

定点3５ 25.8

定点3６ 26.1

定点3７ 26.5

窟点3８ 26.5

璽南１月毎Ｑ日Ｒ日

水温(℃）

定点2７ 24.3

定点2８ 26.3
吉占ワロ ２５．４

定点3０ 25.1

fpr虜【３１ 25.5

定点3２ 25.3

定点3３ 25.2

定点3４ 25.4

定点3５ 25.2

定点3６ 25.7

圃冒点3７ 24.6

忘点nＲ 25.4

平成15年５月２９日

泥率(%）

定点4２ 64.2

定点4３ 25.2

定点4６ 82.2

定点4７ 93.2

定点4９ 47.3

定点5０ 81.6

定点5１ 75.9

定点5３ 87.6

定点5４ 15.9

定点5５ 76.9

塩分

欠測

塩分

30.妃

30.3８

32.粥

クロロ

フィル
(皿回/L）

クロロ

フィル

(皿Ｒ/L）

1．４９

1．５４

0．３２

濁度

(D”）

2.6

3.2

3.8

2.8

2.8

4.0

2.3

1.3

0.8

1.6

0.7

1.1

濁度

(D、）

1.1

１．

０．

pＨ

8.5

8.5

8.6

8.5

8.6

8.6

8.4

8.4

8.3

8.4

8.3

８．３

pＨ

８．４

8.4

8.3

欠測(９月４日に再国査）

30.72

32.22

３１．４２

32.00

30.37

３０．９１

塩分

28.98

29.39

29.10

28.11

29.20

28.94

29.20

28.32

19.87

28.57

29.81

31.00

0．７３

0．５３

0．７８

0．６８

1．４４

1．６４

クロロ

フィル

(ｕＥ/L）

2．１０

1．９９

2．５０

1．５９

1．９４

2．５５

1．４９

1．４４

1．６９

0．８３

1．２９

0．８８

強熱減量

0.1

1．

０．１

０.Ｉ

1．

０.Ｉ

濁度

(､、）

１．６

2.4

2.7

2.9

2.3

3.0

2.1

2.7

1.2

1.3

1.6

1.5

全硫化物

８．３

8.4

８．３

８．４

８．４

８．４

pＨ

８．４

8.4

8.5

8.4

8.4

8.5

8.4

8.4

8.4

8.4

8.4

8.3

表２水質調査結果

畢盆１５隼７月謝日

COO 透明度
水狙(℃） 塩分

(、/L） 伽）

０．９ 4.0 定点2Z‐ 23.7 28.77

1．１ 3.0 定点2８ 24.4 27.96

1.3 3.0 定点2９ 24.5 27.89

0.9 3.0 毒点3０ 2３．１ 28.00

０．８ 4.0 定点3１ 23.6 28.88

1.2 4.0 定点3２ 23.7 29.32

０．７ 6.0 定点3３ 21.9 31.92‐

0.3 4.0 定点3４ 22.3 31.57

0.1 9.0 定点3５ 22.0 31.82

0.4 7.0 定点3６ 22.4 30.82

0.1 １０．０ 定点3７ 21.8 32.12

0.2 1１．０ 定点3８ 22.2 31.30

璽虎幅隼９日４日年９月４旧

CpO 透明度
水掴(℃） 塩分

(唖/⑪ (､）

０．８ 1０．０ 定点3０ 24.8 28.7５

0.6 12.0 定点3１ 25.4 30.3５

0.3 18.5 津点3２ 25.3 29.3４

０．５ 3.0

0.8 2.0

0.3 7.0

0.5 ﾗ.５

0.7 ４．０

0.7 4.5

CUO 透明度

(函R/L） (､）

0.6 5.5

０．８ 4.5

０．８ ４．５

０．８ 4.0

０．８ ４．５

０．８ 3.5

0.5 ３．０

0.6 3.5

0.4 ４．０

0.2 ４．５

0.3 3.0

0.3 ６．０

表３底質調査結果

平成15年９月１１日平成15年９月１１

COD

(%） (1,厘/Ｒ・drv） (､R/Ｒ・dry）
泥率(%）

4.5 ０．０１ 16.8 定点4２ 78.6

1.9 ０．０１ 3.4 定点4３ 65.7

3.6 ０．０１ 9.0 定点4６ 81.4

5.1 0．０４ 12.3 定点4７ 94.8

2.5 ０．０１ 5.0 津点4９ 48.3

３．９ ０．０１ 8.3 序点5０ 62.0

3.4 0．０２ 8.1 定点5１ 5７ ５

４．０ ０．０１ 9.0 T菅点5３ 9０ ６

1.5 0．０１ 1.2 定点5４ １５ ０

3.1 ０．０１ 6.1 津.点5５ 6９ １
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クロロ

フィル
(皿Ｒ/L）

4．４８

4．６３

5．３４

3．５１

3．８２

3．６１

1．５４

１．５４

1．５９

1．７９

1．５４

1｡７９

クロロ

フィル
(皿回/L）

0．８３

0．７３

1．３９

強熱減量

(%）

5.6

3.3

3.3

４ ９

２ ４

３ １

２ ９

４ ３

１ ５

3.0

濁度

(D”）

2.3

3.2

3.4

2.6

2.5

2.2

0.9

1.4

1.3

1．１

0.9

1.9

濁度

(ｂｍ）

4．１

0.7

1.5

pＨ

８．５

８．５

８．５

８．５

８．５

8.5

８．３

8.4

８．３

８．４

8.4

8.4

pＨ

８．３

８‘３

８．３

全硫化物

(､叉/Ｅ・drv）

0．３３

0．１６

0．０４

0．１２

０．０１

0．０５

0．０２

0．０２

０．０１

０．０１

COD 透明度

(、/L） (⑲

0.9 3.5

1.2 3.5

1.2 3.0

０．８ 3.5

１．０ 4.0

1.2 4.5

0.4 9.5

0.6 7も０

０．５ 6.0

０．６ 5.5

０．６ 7.5

０．６ 8.0

COD 透明度

(耐R/L） (､）

０． <１

０． 6.5

1.（ 6.5

COD

(､E/Ｅ・dry）

2２ ８

９ ０

７ ７

９ ９

３ １

６ ５

５ ８

5.9

0.9

５．４



潤償場：湯

表４マクロベントス類別個体数密度

場Ｍ霧

平成１５年９月１１日平成１５年５月２９日

１００％

９０％
８０％

７０％

６０％

５０％

４０％

３０％

２０％

１０％

０％

開
協
％
冊
兇
乳
％
淵
別
冊
％

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
９
８
７
６
５
４
３
２
１

１

嫁１ＵＩｌｌ唇ヨＩ財珍槻

個体/､２

ＷｌＩﾘﾘ|闇§Ｍ§｜閏§

個体/m２

’
図その他

画多毛類

口貝類

固甲殻類

4２４３４６４７４９５０５１５３５４５５

定点

－１０８－

図３マクロベントス類別組成

4２４３４６４７４９５０５１５３５４５５

定点

平成１５年９月１１日
甲殻類

貝類
昌雲霊園

その他

汚染指標種
合計

定点4２
8０

8７０

1１９０

5０

０

2１９０

晴認閑唖

０

０

９０

０

０

9０

定点4６
2０

2０

8８０

１３０

０

1０５０

定点4７

1０

０

270

4０

０

320

暦閲函

１７０

2０

320

1３０

０

640

定点5０
０

4０

400

８０

０

5２０

定点5１
2０

０

4１０

7０

０

5００

定点5３
１０

０

8０

０

０

9０

定点5４
2０

１０

１８０

2０

０

２３０

定点5５

4０

3０

1８０

6０

０

310

平成15年５月２９日
甲殻類

貝類

多毛類
その他

汚染指標種
合計

定点4２
１１０

5０

5２０

2０

０

7００

定点4３
2０

270

6０

1０

０

3６０

定点4６
６０

2０

780

１７０

０

１０３０

園噴晒、

０

１０

240

3０

０

280

定点4９
250

０

480

1６０

０

890

定点5０
1０

3０

６２０

5０

０

7１０

錘麺
2０

2０

1６０

１０

０

210

定点５３
2０

０

１２０

2０

０

1６０

罷照唖
670

1００

240

6０

０

１０７０

定点5５
3０

2０

250

6０

０

3６０
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3.1内水面増殖調査研究
（１）さけ。ます増殖調査

【目的】

近年、サケ稚魚の飼育管理技術が向上し，放流稚魚

の大型化による親魚の回帰率が向上している。本県へ

の来遊尾数は増加し,種卵も県内で確保できるように

なった。しかし,稚魚の放流尾数はふ化場の生産能力の

限界に近くなっている。そこで,回帰親魚資源の解析、

健康な放流稚魚の生産技術指導,降海稚魚の移動・分布

調査等を行い,これらの結果から効率的なふ化放流事

業の展開を図る。

【方法】

(1)回帰資源調査

サケ親魚の回帰状況を把握するため，富山湾沿岸9市

場および遡上河川(１２河川)におけるサケの漁獲(捕獲）

尾数を調査した。

①年齢組成調査

河川に回帰したサケ親魚の年齢組成を把握するため，

小川，黒部川，早月川，神通川，庄川および小矢部川

に遡上した親魚について尾叉長と体重を測定し，採取

した鱗から年齢査定を行った。

②海域環境調査

平成15年秋の海域環境を把握するため，沿岸定点海

洋観測調査の富山湾東部海域３定点における１０月から

12月にかけて表層水温のデータを用いて検討した。

(2)生産技術調査

①管理技術向上調査

来遊予測の基礎資料を得るために，県内７カ所のサ

ケふ化場を巡回し，ふ化場における飼育管理状況，放

流稚魚の性状（大きさ，健康状態）などを調べた。ま

た，２月９日から３月２４日にかけて，各ふ化場において放

流直前の稚魚50～100尾を用いて，常法により48時間の

海水馴致試験を行い海水適応能を調べた。

村木誠一

(3)移動・分布調査

①海域鯛査

降海後のサケ稚魚の生息環境を明らかにするため，

平成１５年４月から６月にかけて，滑川地先からの取水の

水温を測定した。

【結果の概要】

(1)回帰資源調査

富山県におけるサケの来遊尾数の経年変化を図1に

示した｡平成15年度のサケの来遊尾数は，92,832尾(前

年比72.1％）で，平成14年度を下回った。このうち，

海面漁捜尾数は29,599尾（前年比52.5％），河川捕獲

尾数は63,233尾（前年比87.4％）であった。来遊尾数

に占める河川捕獲尾数の割合は68.1％で，前年を若干

上回った。主要河川における捕獲尾数を見ると、小川，

黒部川，神通川では前年よりも増加したのに対し，庄

川および小矢部川では前年よりも減少した。海面漁獲

尾数を東部(宮崎浦～黒部)，中部(経田～四方)および

西部(新湊～氷見)に分けてみると，東部で9,035尾(前

年比51.6％)，中部で14,405尾(前年比56.8％)，西部で

6,159尾(前年比４５．６％)で，全体的に減少した。

来遊愛は平成9年に大きな落ち込みがみられ，平成１０

年以降は回復傾向を示していたが,１５年度は減少した。

この間来遊尾数を左右する放流尾数の増減,稚魚の飼

育管理の変化,放流時の沿岸水温の変化等大きな原因

は認められない。

来遊時期については，海面漁獲は10月中旬がピーク

であり，ピーク時の漁獲量は14年度に比べ少なかった。

河川捕獲は例年と同様に10月下旬がピークであったが，

ピーク時の捕獲量は昨年より少なかった。

①年齢組成調査

平成15年度に各河川に遡上したサケ親魚の尾叉長，

体重及び年齢組成を表１に示した。体重,尾叉長ともに

近年顕著な大型化や小型化は認められなかった。最も
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寄生虫症(イクチオボド,キロドネラ）が発生したため，

鯉への損傷が海水適応能に影響したと考えられた。

平成12年度から回帰率を更に向上させるため，健康

（飼育密度㎡当たり１万尾以下）で大型稚魚（１９以

上）の放流を目指しているが,一部ふ化場ではまだ小型

の稚魚の放流も見られるので,今後も指導の必要があ

った。また,ふ化場によっては収容能力を上回る稚魚数

の飼育により細菌性鯉病が発生しているため,各ふ化

場の収容能力（池数,水量等）に見合った稚魚数の飼育

②海域環境調査

東部海域３定点の平成15年秋の表層水温は10月が

22.7～23.7℃，１１月が18.6～19.8℃，１２月が13.6～

16.8℃で昨年と比較して大きな差はなかった。

を今後も指導していく必要があった。

(3)移動・分布調査

①海域調査

滑川地先の表面水温は，昨年並に推移した。

(2)生産技術調査

①管理技術向上調査

海水馴致試験の結果，ほとんどふ化場では生残率が

95％であったが,あるふ化場では54～98％と池毎にば

らつきが見られた。河川水で飼育しているふ化場では

【調査結果登載印刷物等】

平成15年度さけ。ます資源層

（印刷中）

。ます資源管理推進事業報告書

200000
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鐸
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叶
寺

０
０
０
０
０”

０
０
０
０

０
０
０
０
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０
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無
叫
損
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捕獲量が多い庄川の年齢組成は2年魚が1.2％,3年魚が

16.2％,４年魚が48.6％,５年魚が32.8％,６年魚が1.3％

であり，4年魚の割合が一番高く，次いで5年魚の割合が

高かった。

なお,14年度回帰親魚の年齢組成は,庄川で2年魚が

0.3％,3年魚が4.7％,４年魚が85.6％,5年魚が8.5％，

6年魚が0.9％であった。１４年度は3年魚が非常に少な

く，4年魚の割合が非常に高かった。（表2）

lIi Ｉ
54年５６年５８年６０年６２年元年３年５年７年９年１１年１３年１５年

図１富山県におけるサケ来遊尾数と放流尾数

卜
０
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表１平成15年度河川別･年齢別の尾叉長および体重

河川名

年令

月別

項目

2年魚

標本数

(尾）

ＦＬ

(c、）

ＢＷ

(kg）

3年魚

標本数

(尾）

FＬ

(c、）

ＢＷ

(kg）

4年魚

標本数

(尾）

FＬ

(c、）

ＢＷ

(kg）

5年魚

標本数

(尾）

ＦＬ

(c、）
即
㈱

6年魚

標本数

(尾）

FＬ

(c、）

ＢＷ

(kg）

小川

10月

11月

12月

小計･平均

３

０

０

３

59.0

59.0

2.0

2.0

3３

０

０

3３

64.6

64.6

2.6

2.6

3９

０

０

3９

68.8

68.8

3.0

3.0

２

０

０

２

74.5

74.5

3.7

3.7

０

０

０

０

黒部川

10月

11月

12月

小計･平均

０

０

０

０

5２

3１

０

8３

67.9

69.1

68.5

2.6

3.0

2.8

7５

5８

０

133

72.1

73.5

72.8

3.4

3.7

3.6

６

1７

０

2３

76.5

80.7

78.6

4.1

5.0

4.6

０

０

０

０

早月川

10月

11月

12月

小計･平均

０

０

０

０

1１

3６

０

4７

63.0

64.3

63.7

2.6

2.8

2.7

４

2１

０

2５

69.0

68.0

68.5

3.4

3.4

3.4

１

３

０

４

73.0

76.0

74.5

4.7

4.7

4.7

０

０

０

０

神通川

10月

11月

12月

小計･平均

０

０

０

０

2８

4５

０

7３

64.9

63.7

64.3

3.0

2.9

3.0

6９

4９

０

118

68.9

68.9

68.9

3.6

3.6

3.6

3４

1６

０

5０

73.3

74.5

73.9

4.4

4.6

4.5

０

０

０

０

庄川

10月

11月

12月

小計･平均

１

６

１

８

56.0

58.0

50.0

54.7

1.7

1.9

1.2

1.6

９

8５

1８

112

6３

6５

6５

6５

７
二
９
’
４
’
０

2.6

2.8

2.7

2.7

1４６

150

4１

337

6８

7１

7１

7０

８
』
５
国
１
’
５

3.2

3.6

3.6

3.5

４１

152

3４

227

75.0

76.2

79.8

77.0

４

４

５

４

３
酉
４
卓
１
】
６

０

３

６

９

73.7

76.5

75.1

4.1

4.3

4.2
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壷２平成14年庶河川別･年齢別の尾叉畏および体重

河川名

年令

月別

項目

2年魚

標本数
(尾）

FＬ

(c、）
帥
㈱

3年魚

標本数
(尾）

FＬ

(c、）

ＢＷ

(kg）

4年魚

標本数
(尾）

FＬ

(c、）

ＢＷ

(kg）

5年魚

標本数

(尾）

ＦＬ

(c、）

ＢＷ

(kg）

6年魚

標本数
(尾）

FＬ

(c、）

ＢＷ

(kg）

小川

10月

11月

12月

小計･平均

２

０

０

２

58.0

58.0

1.6

1.6

3４

０

０

3４

63.2

63.2

2.3

2.3

7５

０

０

7５

9.2

9.2

3２

3２

６

０

０

６

75.0

75.0

４５

4.5

０

０

０

０

黒部川

10月

11月

12月

小計･平均

１

０

０

１

61.2

612

1.9

1.9

4５

5２

０

9７

67.0

662

66.6

2.6

２５

2.6

7９

6７

０

146

72.8

72.4

72.6

3.6

3.4

3.5

2４

３

０

2７

76.4

78.4

77.4

4.0

４２

4.1

０

０

０

０

早月川

10月

11月

12月

小計･平均

０

３

０

３

62.0

62.0

2.8

2．
’
３

1４

1６

０

3０

65.1

65.6

65.4

2.9

3２

3.1

2３

2１

０

4４

69.8

68.6

69.2

3.7

4.2

4.0

２

１

０

３

74.5

74.0

74.3

4.4

4.2

4.3

０

０

０

０

神通川

10月

11月

12月

小計･平均

１

１

０

２

65.0

48.0

56.5

3．

1.2

2.1

3０

2３

０

5３

66.3

66.7

66.5

3２

3.2

3２

8８

5４

０

142

70.1

70.3

702

3．８

3.8

3.8

４

６

０

1０

75.0

72.7

73.9

4.7

4.0

4.4

０

０

０

０

庄川

10月

11月

12月

小計･平均

０

２

０

２

51.0

51.0

1.3

1.3

1７

1６

０

3３

61.3

63.3

6２３

2.1

2.5

2.3

153

353

8９

595

69.7

71.0

74.1

71.6

3２

3.7

4.2

3.7

2７

2２

1０

5９

71.5

73.2

77.9

74.2

3.5

4.1

5.0

4２

２

４

０

６

74.5

75.5

75.0

3.7

4.4

4.1

小矢部川

10月

11月

12月

小計･平均

１

２

０

３

60.0

57.0

58.5

1.5

1.3

1.4

４

1２

０

1６

65.3

63.7

64.5

2２

2.0

2.1

９

1７

０

2６

72.6

70.9

71.8

3.1

3.0

3.1

２

５

０

７

76.5

74.6

75.6

3.5

3.9

3.7

０

０

０

０



(2)降海性マス類増殖調査研究

【目的】

サクラマス資源の造成・増大を図るための知見を集積

するために、サクラマスの幼魚を育成し、標識放流を行

うとともに、河川・沿岸域におけるサクラマスの生態、

回帰親魚の漁獲実態等を明らかにする。また、深層水と

地下水の熱交換によって調温した飼育水により、サクラ

マスを発眼卵から親魚にまで養成し、発眼卵を大量に調

製し、人工ふ化放流事業における放流種苗の安定供給を

図る。

【方法】

(1)回帰資源調査

①沿岸海域および河川での漁獲実態溺査

富山県沿岸海域におけるサクラマス水揚げ実態を調べ

るとともに、神通川と庄川におけるサクラマス漁獲実態

を調査し、本県におけるサクラマス漁獲データを集積し

た。なお、本調査においては、尾叉長３０ｃｍ未満を幼魚と

し、尾叉長３０ｃｍ以上を親魚として取り扱うこととした。

②沿岸環境調査

沿岸海域の漁獲量との関係を明らかにするために、沿

岸観測調査における親魚回帰時期の富山湾水温データ

（表層、’０，２０，３０，５０，７５，１００ｍの各水深）を整理し

た。

(2)生産技術調査

①管理技術向上圏杏

県内河川のサクラマスの放流状況を調査した。

②親魚蓄養技術圏査

深層水利用による親魚養成

水産試験場深層水利用研究施設のサクラマス飼育棟内

の25,3水槽６基を用いて､スモルト幼魚から採卵親魚ま

で飼育した。飼育水には、熱交換によって調温した深層

水と地下水を用いた。餌料は、マス用配合飼料（オリエ

ンタル酵母社製)、冷凍オキアミ、冷凍イカナゴを使用し

た。給餌は、残餌が出ない程度にできるだけ多く与える

ようにした。原則として月曜日から金曜日まで給餌し、

武野泰之

土曜日と日曜日および祝日は給餌しなかった。

稚魚の飼育

水産試験場魚病隔離棟飼育室内のＦＲＰ水槽を用いて、

稚魚からスモルト幼魚まで飼育した。飼育水には、熱交

換しない地下水を用いた。餌料は、マス用配合飼料（オ

リエンタル酵母社製）のみを使用した。給餌は、残餌が

若干出る程度にできるだけ多く与えるようにした。原則

として月曜日から金曜日まで給餌し、土曜日と日曜日お

よび祝日は給餌しなかった。

③幼魚生産技術向上調査及び標識放流

富山漁業協同組合神通川鮭鱒ふ化場（以下、塩ふ化場

とする）がある大沢野町塩地内において、神通川河川敷

を流れる水力発電用水排水路に、魚止めスクリーン（ス

リット間隔１０ｍ）を２箇所に設置し、その間を中間育成

池（以下、中間育成池とする）としてサクラマス幼魚（平

成１４年級群）の飼育を行った。なお、この排水路は、中

間育成池の下流約100ｍで神通川に合流している。

中間育成を行ったサクラマス幼魚の種苗性を評価する

ために､独立行政法人水産総合研究センター養殖研究所

日光支所から借用した行動測定回流水槽（PF-70B，アク

アテック社製：以下、スタミナトンネルとする）にて、

流速120cm/seｃにおける耐泳時間を計測した。

塩ふ化場陸上池および中間育成池で飼育した幼魚（平

成１４年級群）に鰭切除標識を施した後、放流した。

(3)移動分布調査

降海幼魚の沿岸域での出現時期、大きさおよび回遊経

路の調査を行った。

【結果の概要】

(1)回帰資源調査

①沿岸海域および河川での漁獲実態闇査

富山県沿岸域における平成１５年のサクラマスの漁獲

量は６，４１５９（定圃漁業6,053kg、漁船漁業362ｋｇ：水試

調べ）で、１４年（2,198kg）の約２．９倍であった。

水試職員が､とやま市漁業協同組合四方市場において、
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３～５月のうち２５日間行った調査で、サクラマス親魚

８７尾の水揚げを確認し、うち１尾は脂鰭が切除された標

識魚（FL66cm,BW4.9kg）であった。その他にサツキマス

親魚４尾を確認した。

水試職員が、氷見漁業協同組合氷見市場において、４

と５月のうち６日間行った調査で、サクラマス親魚３６５

尾の水揚げを確認した。これらのうち、県内漁場で漁獲

されたサクラマス親魚は８４尾で､うち４尾は脂鰭が切除

された標識魚であった。また、石川県漁場で漁獲された

サクラマス親魚は２８１尾で､うち２９尾は脂鰭が切除され

た標識魚で、１尾は脂鰭と右腹鰭が切除された標識魚で

あった。なお、サツキマス親魚の水揚げは確認できなか

った。

氷見漁業協同組合職員が行った氷見市場における県

内漁場からのサクラマス水揚げ尾数調査において、４～

５月に730尾の親魚の水揚げを確認した。そのうちの６４

尾は、脂鰭が切除された標識魚であった。

神通川におけるサクラマスの漁獲量は1,539kgで､､昨

年の漁獲量をわずかに上回った。

庄川においてサクラマス親魚が、６月に５尾（メス１

尾とオス４尾)、１０月にサケ捕獲のヤナで６尾（全てメ

ス）漁獲された。脂鰭と右腹鰭が切除された標識魚が１

尾、脂鰭と左腹鰭が切除された標識魚が３尾、脂鰭が切

除された標識魚が４尾、無標識魚が３尾であった。

②沿岸環境圏査

平成１５年２月から６月までの各水深ごとの富山湾内

１７定点平均水温で、平年水温と比べた評価において「平

年並み」でなかったのは、５月の１０．２０ｍ層水温が「や

や高く」で、６月の１０ｍ層が「やや高く」で、同月の２０．

３０．５０，層が「かなり低い」で、同月の７５．１００ｍ層が「や

や低い」であった。

(2)生産技術調査

①管理技術向上調査

サクラマス幼魚（平成１４年級群）の放流は、神通川、

庄川および黒部川で実施された。神通川では神通川そ上

系親魚由来の幼魚が平成１５年４月に８３．５千尾、１０月に

185.7千尾、水試深層水養成親魚由来の幼魚が４月に

383.9千尾（幼魚生産技術向上調査の放流分を除く）放

流された。庄川では池産系親魚由来の幼魚が６～10月に

かけて215.3千尾、黒部川では水試深層水養成親魚由来

の幼魚が１０月と１２月に２９．７千尾放流された。

②親魚蓄養技術圏査

深層水利用による親魚養成

（平成１２年級群）

平成１４年４月から、神通川そ上系スモルト幼魚９７８

尾（平成１２年級群で、飼育開始時平均体重約４０９）を

用いて親魚養成を開始した。25,3水槽２基を使用して熱

交換によって調温した深層水（１年間）と地下水（半年）

を用いて飼育を行った。

熱交換器の効率の低下（地下水側の熱交換プレートの

目詰まりが原因）により、飼育水温が前年に比べ低かっ

た。

飼育期間中に胃鼓張症と思われる疾病により、２５９尾

が減耗した。

１５年７月２３日に、地下水を供給するポンプの故障に

より約８時間にわたり飼育水槽への給水が断水した。ま

た、その後約２日間にわたり通常給水量の約１／３の給

水量で飼育した。通常の給水量に復旧するまでの３日間

に３７尾のへい死があった｡死亡した個体を開腹したとこ

ろ、卵巣卵の一部が排卵し、吸水して体内死卵となって

いた。

１５年１０月１４日から３０日にかけて、雌親魚４７４尾を

採卵に供し、うち４１３尾から採卵を行った。採卵に供し

た雌の平均体重は1,2459で、平均尾叉長は４７．１ｃｍであ

った。採卵を行わなかった６１尾のうち、１０尾は内臓所

見（腎臓に白い結節がある）から細菌性腎臓病と判断し

直ちに廃棄処分した。残りの５１尾については、開腹した

が前述の事故時の酸素欠乏が原因と考えられる体内死卵

が多かったことなどの理由により、採卵しなかった。

雄親魚は１４尾の生残であったため、神通川より雄１３

尾を搬入し、採精に用いた。

４１３尾の採卵親魚から736.4千粒の卵を得ることがで

きた。このうち一部を測定用サンプルとし､残りの691.5

千粒をイソジンで消毒した後、立体式ふ化槽のふ化盆に

親魚ごとに区分して収容した。
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採卵を行った 413尾の親魚から腎臓組織を採取して、

細菌性腎臓病原因菌の検査 (PCR法)を行い、うち 15

尾が陽性となったので、それぞれの親魚から採取した卵

22. 1千粒を廃棄処分した。

採卵時に体内死卵が散見されたが、そのまま立体式ふ

化槽のふ化盆に収容したため、体内死卵に水生菌の発生

が認められた。卵管理中の水生菌繁殖防止のため 14年度

まで使用していたマラカイトグリーンが、薬事法の一部

改正により 15年から使用できなくなったため、死卵の水

生菌が周りの健全卵にも繁殖し、死卵を婚やしていく被

害がいくつかの立体式ふ化槽のふ化盆で発生した。

積算温度に応じて淘汰を行い、翌日に死卵等を取り除

く検卵を行った。検卵終了時にふ化盆ごとの卵重量と

100粒あたりの重量を測定し、ふ化盆ごとの卵数を求め

たところ、 470千粒の発眼卵を得た。このうち、庄川沿

岸漁業協同組合連合会に 100千粒、富山漁業協同組合に

315千粒、黒部川内水面漁業協同組合に 50千粒を配布し

た。また、 5千粒は水産試験場内の立体式ふ化槽で継続

して管理し、ふ出仔魚を得た。

(平成 13年級群)

地下水で飼育していた神通川そ上系親魚由来の幼魚か

ら、比較的大きなスモルト幼魚624尾(平成13年級群で、

飼育開始時平均体重約 40g)を選別し、平成 15年4月

から熱交換によって調温した深層水を用いて、 25m3水槽

l基で飼育を開始した。

16年1月までの生残尾数は475尾で、生残率は 76%で

あった。このうちの比較的大きな 399尾を選別し、 25m3

水糟4基に分槽した。 399尾の平均尾叉長は 31.4cmで、

平均体重は 376gであった。分槽後の 16年1月から 3月

までのへい死はなかった。

なお、この群は、平成 16年秋に採卵を実施する予定で

ある。

(平成 14年級群)

親魚養成を行うために、塩ふ化場で平成 14年 11月11

日に採卵された卵のうち、発眼卵として5千粒を 12月

10日に受け入れた。受け入れた発眼卵は水産試験場内の

立体式ふ化槽に収容した。浮上直前までふ化槽で飼育し

た後、餌付け槽に移動し、配合飼料による餌付けを行つ

た。

平成 15年5月13日における飼育魚の平均体重は2.4g

で、尾数は 2，622尾であった。

なお、この群は、平成 17年秋に採卵を実施する予定で

ある。

(平成 15年録群)

親魚養成を行うために、塩ふ化場で平成 15年 10月29

日に採卵された卵(約2万粒)のうち、 11月28日に発

眼卵として 5，500粒受け入れた。採卵と受精は雌雄 1尾

ずつのぺアーで6組行われた。これらの親魚は、富山大

学理学部山崎研究室において「サツキマスとの交雑が認

められない個体Jと確認されたものである。

受け入れた発眼卵は水産試験場内の立体式ふ化槽に収

容した.浮上直前までふ化槽で飼育した後、餌付け槽に

移動し、配合飼料による餌付けを行った。

16年5月 18日における飼育魚の平均体重は 6.4gで、

尾数は 3，866尾であった。

なお、この群は、平成 18年秋に採卵を実施する予定で

ある。

③幼魚生産技術向上調査及び偲織放流

平成 15年6月11日から、塩ふ化場陸上池(長さ 12皿、

幅1.8m、深さ O.43m:注水量400リヲトル/分)8面を使って

深層水養成親魚由来の幼魚(平成 14年級群)144. 7千尾

の飼育を開始した。 7月7--10日に、中間育成池で飼育

する魚(以下、試験群とする)は脂鰭と右腹鰭を切除し、

塩ふ化場陸上池で飼育する魚(以下、対照群とする)は

脂鰭と左臨鰭を切除して標識魚とした07月14日に行っ

た魚体測定による平均尾叉長と平均体重は、試験群では

9.6cmと10.9gで、対照群では9.4cmと10.5gであった。

7月 28日現在で 49.18千尾いた対照群(脂鰭と左腹

鰭切除魚)は塩ふ化場陸上池で継続して飼育し、 10月1

日に大沢野町塩地内(中間育成池横の神通JII)に 48.54

千尾(平均尾叉長 11.3cm、平均体重 18.9g)放流した。

一方、試験群(脂鰭と右腹鰭切除魚)は対照群と同様

に塩ふ化場陸上池で飼育した後、 7月28日に 48千尾を

中間育成池に収容した。

中間育成池の長さは約 83mで、幅は3--6田で、中間

育成池の上流半分は水深約30cmで.下流半分は水深50--
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100ｃｍであった。中間育成池上流部における流速は、通

常の水位では最高115cm/seｃの流速であった。下流側魚

止めスクリーン直前の流速は､通常水位では約５０cm/seｃ

であったが、流量が増加して水位が上昇すると約

180cm/seｃになる時もあった。

収容直後に下流側魚止めスクリーンのスリットをす

り抜けた飼育魚が、中間育成池外に滞留していることが

確認されたが、その尾数は確認できなかった。魚止めス

クリーンの撤去直前に中間育成池内の残存尾数をピータ

ーセン法（尻鰭切除の標識による）によって調査したと

ころ、約８千尾（平均尾叉長12.3cm，平均体重２７．３９）

と推定された。

中間育成期間中にスタミナトンネルにおける流速

120cm/seｃの条件下における耐泳時間を測定したところ、

対照群の９尾のうち、耐泳時間が330秒であった１尾の

外は、８尾とも１分以内であった。それに対し､試験群の

１４尾のうち、５尾は耐泳時間１分以内で、５尾は１～９

分間で、４尾は４５分間以上の耐泳時間であった（４５分

間で終了とした)。

(3)移動・分布鯛査

とやま市漁業協同組合四方市場において、３～５月の

うちの２５日間の調査で、サクラマス幼魚７５尾の混獲を

確認し、うち１尾は脂鰭切除の標識魚（FLl5cm）であっ

た。また、サツキマス幼魚６尾の混獲を確認し、うち１

尾は脂鰭切除の標識魚（FL22cm）であった。

氷見漁業協同組合氷見市場において、４と５月のうち

の６日間の調査で､サクラマス幼魚10尾の混獲を確認し

た。県内漁場で混穫されたサクラマス幼魚は７尾で、標

識魚は確認できなかった。また、石川県漁場で混獲され

たサクラマス幼魚は３尾で、うち２尾は脂鰭切除の標識

魚であった。サツキマス幼魚２尾の混穫を確認した。こ

のサツキマス幼魚はすべて県内漁場で混獲された。

富山県沿岸域において５～６月にサヨリ船曳き漁業の

標本船(1ケ統)が３１日間の操業を行ったうち６日間で、

サクラマス幼魚が混獲された。混猿幼魚尾数は９尾であ

った。その中には標識魚は確認されなかった。混獲幼魚

の尾叉長は１０．６～17.2cm，体重は１１．３～55.29であっ

た。混穫幼魚の１尾のみに胃内容物（魚類と甲殻類）が

認められたが、その他の個体は空胃であった。

【圏査結果登載印刷物等】

平成１５年度さくらます資源増殖振興事業報告書(印刷予

定）
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（３）海産ｱﾕ種苗回帰率向卜麺杏

【目的】

北陸で有数のアユ漁場があり,河川環境(流量水質形状）

の異なった神通川と庄川の両河川において,環境収容能力を明

らかにするため,河川の藻類生産力を調べ,アユの現存量との

量的関係を明らかにする。これに加え,生息環境の改善適正な

種苗放流量および適正な漁業規制を実施するために漁業・遊漁

実態,漁獲魚の大きさおよび漁獲魚に占める放流アユの割合な

どの基礎的な知見を集積し,両河川の特性に応じた増殖手法と

効率的な資源管理策の開発に資する。

【方法】

１水質環境および藻類生産力調査

神通川と庄川における水質環境と藻類の生産力を明らかにす

るために，両河川において下流，中流および上流に３定点（図

-1,2）を設置し,６～10月にかけて月に１回の頻度で，３定点の

水質環境（水温，ｐＨ，濁度）と石に繁茂した藻類の種類，現存

量および増殖量を調べた。水温は棒状水銀温度計により現場で

測定し，ｐＨと濁度は現場の水を採水し，水産試験場で測定し

た｡藻類の種の同定は，現場で藻類を採取して約5％ホルマリン

溶液で固定し，後日水産試験場にて行った。現存量および増殖

量はある特定の石の表面から4cm×4cmの面積の藻類をブラシ

で採取の後，アユに食べられないように金網のカゴで覆い，翌

日同じ石の別の表面から新たに4cm×4cmの面積の藻類をブラシ

で採取し，それらの乾燥重量を測定することによって算出した。

採取した藻類は氷冷して水産試験場に持ち帰り，ガラス繊維演

紙にて吸引の後，乾燥機にて80℃で24時間乾燥した重量(乾燥

重量)およびそれを500℃で１時間焼却した重量を測定し，強熱

減量を算出した。

また神通川では19.5kｍ地点,庄川では111mm地点における，

6～９月までの定時の水温を漁協資料より調べた。

２制諺遡上稚魚および放流種苗調査

神通川と庄川における海産遡上稚魚の大きさを明らかにする

ために,両河川の下流域において,28節の投網を用いて,遡上稚

魚の採集を行った｡庄川では５月１５日,神通川では５月６日，５

田子泰彦

月２０日,５月２９日および６月１１日に採集を行った｡また,両河

川で実施された放流の放流日,場所,水温,放流量b平均体重お

よび種苗の由来を漁協資料より調べた。

３側線上方粕靭麟数によるアユの由来判別と漁獲魚に占める

放流魚の割合

側線上方横列鱗数の計数比較には，放流魚では富山漁業協

同組合鮎増殖場（八尾町）および庄川漁連アユ増殖場で育成さ

れた個体(親は神通川で採集されたアユ)，海産遡上アユでは５

月の遡上期に庄川および早月川で採集されたアユを秋まで飼育

池で育成した個体を用いた。鱗は背鰭基部を起点に側線鱗の一

つ手前までを計数した。

また,両河川で漁獲されたアユの一部を側線上方横列鱗数の

違いから海産遡上アユと放流魚に区分し,漁獲魚に占める放流

魚の割合を算出した。

４漁業･遊漁実賎漁獲魚の大きさおよび漁獲魚に占める放

流魚の割合調査

漁業･遊漁実態神通川と庄川で行われている漁法別の漁業・

遊漁の実態を明らかにするために，両河川で日中に行われてい

る友釣り，毛針釣り，投網，テンカラ網およびコロコロ釣りの

人数を，休日と平日に分けて，神通川では6～９月に２８回，庄

川では7～９月に１９回，堤防または河原から目視で計数した。

本調査は両漁協の監視員の協力を得て実施した。

漁獲魚の大きさ両河川での漁獲魚の大きさを把握するために，

両河川の中～下流域において,６～９月にかけて月にl～２回の頻

度で，投網またはテンカラ網により漁獲調査を行った。また，

漁業者が漁獲したアユを入手し，体重を測定した。

５漁獲密度神通川および庄川の地図をパソコンに取り込み

ピクセル数をカウントすることにより漁場の面積を算出した。

そして,神通川と庄川の漁獲量を本調査で得られたアユの平均

体重で除することにより，１㎡あたりの漁獲尾数を算出した。

【結果の概要】
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図=２庄川での調査位置図

(℃）

2６

鍛
恋

i'iｉ
Iij

／占
、●わ,別

ｋ
柚 ／悪

｝/蚕卿圏脇魚.。）
地点

査地点

Ｉ
Ｌ

２２kｍ

2３

合口
し、図－１神通川での調査位置図

０５１０kｍ
ー一一一一

富山湾

聯鄭w；

｣i蕊蝋量

－１１８－

図－３神通川と庄川における河川水温の変化（平成１５年）

2４
●◆

巴

2２

1８

2０ 『烏…WMl･…;端

1４

四Ｗ￥
.….……ロ….…..…．

ｂ：

画
里
皿
②

画
＠
国
皿
。

、
。
国
皿
、

1６ 00口

．………………………………….………….Ｗ画.…

国
＠
匹
、

皿
巴
皿
画

国
苛
唾
（

、
雲
皿
（

皿
⑦
国
皿
画



１水質環境およ〔N塑曽生産力

神通川と庄川の水温,ＰＨおよび濁度を表lに示した。各定点

の水温は神通川では16～20℃，庄川では17～22℃の範囲にあり，

庄川の水温は神通川に比べ高く推移した。濁度（mg/l）は神通

川では0.5～4.2，庄川では0.1～2.8の範囲にあり，神通川は庄

川に比べ高めだった。なお,７月２４日の庄川では，上流（St,3）

では2.8とかなりの濁りであったものが，下流(S1.1）では0.8

と清澄になる現象がみられた。庄川では昨年も同様な傾向が認

められ，川砂利の浄化能力あるいは中流域での伏流水の存在が

示唆された。ｐＨは神通川では7.5～8.7，庄川では7.6～8.9の

範囲にあり，両河川とも藻類の炭酸同化作用の影響がみられた。

神通川と庄川の水温の経日変化を図－３に示した｡本年は出水

が度々みられたが，庄川の水温は期間を通して神通川のそれを

上回った。神通川の最高水温は20.5℃を，庄川では24.5℃で，

両河川とも昨年より低かった。両河川で4℃の差があったのは

両者の測定地点は19.5ｋｍ（神通川）と１１ｋｍ（庄川）と違う

こと，平常時の庄川の流量が神通川に比べ少ないため，庄川で

は気温の影響を受けやすいためと考えられた。

神通川および庄川の藻類の乾燥重量とその増殖量を図－４に，

強熱減量とその増殖量を図－５に示した。各定点の乾燥重量（g／

ITOは，神通川では5～２５の範囲に，庄川では3～１６の範囲に

あった｡乾燥重量による増殖量は神通川では2～21の範囲に，庄

川では-1～8の範囲にあった。各定点の強熱減量(g/rri）は神

通川では3～１３の範囲に，庄川では2～7の範囲にあった。強熱

減量による増殖量は神通川では０～４の範囲に，庄川では-1～４

の範囲にあった。乾燥重量，増殖量（乾燥重量），強熱減量お

よび増殖量（強熱減量）ともに，神通川の値は庄川よりも同等

または高い傾向を示した。

７月には増水により流され，１０月にはいたずらにより，神通

川のSt､２とＳ１．１の龍に収容した石が翌日に回収できなかった。

両河川で採集された藻類の優占種は，各定点共通して，比較

的きれいな水質に生息するとされる藍藻のダイツキヒゲモ

ﾉﾘbm70eOﾉｶr/ｘ咽r/a"ｓと珪藻のアクナンテスジャポニカ

ACA"”伽ｓノａｐ”jcaであった（付表-1)。

２海産遡上稚魚および放流種苗調査

両河川で遡上期である５月に採集された稚魚の体長と体重の

頻度分布をそれぞれ図－６，７に示した。体長のモードは両河川

ともに6cm，体重のモードは両河川ともに29にあった。

両河川に放流されたアユ種苗の概要を表－２，３に示した。両

河川とも放流は水温約１０℃を目処に開始された。本年は雪融け

水の増水により水温の立ち上がりが遅く，両河川とも放流開始

は例年よりも２０日ほど遅れた。このため，放流期間は神通川で

は４月２８日から５月２９日の１ケ月に短縮された。しかし，庄

川では放流終期が７月４日と解禁以後まで続いた。両河川とも

放流地点は各流域に分散し，大きい個体から放流する傾向がみ

られた。神通川ではすべて自河川の親に由来する種苗であった

のに対し，庄川では神通川産（大門漁協鮎増殖場および庄川漁

連アユ増殖場で中間育成されたもの）および湖産（彦根市にあ

る養殖場で愛知県産の種苗を中間育成したもの）の２つの由来

の種苗が放流されていた。総放流量は神通川では２０トン，庄川

では約１３トンであった。

３ｉｎ腺上方横列隣数によるアユの由来判別と漁獲魚に占める

放流魚の割合

・アユの由来判別庄川と早月川への遡上魚（海産魚）および

神通川と庄川に放流された人工産アユの側線上方横列鱗数の頻

度分布を図－８に示した｡鱗数の範囲は庄川と早月川への遡上魚

ではともに18～23枚であったのに対して，人工種苗では13～１７

枚であり，両者は重複しなかった｡鱗の数え違いがl～2枚は生

じる可能性はあっても，両河川では側線上方横列鱗数によって

放流魚（17枚以下）と海産遡上魚（18枚以上）の判別がほぼ可

能であると考えられた。

･放流魚の割合神通川で解禁当初に友釣りで漁獲されたアユ

の側線上方横列鱗数の頻度分布を図－９に示した。各場所におい

て放流アユが占める割合は，日の早い順からそれぞれ14.3％，

25.0％，38.1％’16.7％であった。６月２１日に毛針釣りで釣れ

たアユの側線上方横列鱗数の頻度分布を，正常魚と病魚（外見

的に異常のある魚）に分けて図一１０に示した。放流アユの占め

る割合は，正常魚では36.4％，病魚では30.8％であった｡友釣

りと毛針釣りで漁獲されたアユの体重の頻度分布を，海産と人

工産に分けて図-11に示した｡毛針釣りでは海産と人工産の分布

は，ほぼ同じだったが，友釣りでは大型魚のほとんどは海産で

あった。

神通川下流域で漁獲されたアユの側線上方横列鱗数の頻度分

布を図－１２に示した｡漁獲されたアユに占める放流魚の割合は，

－１１９－
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図－５神通川と庄川における藻類の強熱減量と増加量の月変化
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Ｓｔ､１１８．３Ｚ０．１１ｓ・Ｓ１８．２２０．ｏｚ２．０１Ｇ.５１９.Ｚ

Ｓｔ･Ｚ１ア.８１８．３１８．２１ア.ア１９．０１９．ｓ１６．３１ア.Ｚ

Ｓｔ､３１６．８１ア.０１８．０１ア.２１Ｂ･Ｓ１ｓ､５１Ｇ.３１Ｇ.２

６月１０日６月１０日ア月Ｚ４日ア月２４日８月ＺＺ臼８月２２日１０月ア日１０月ア白
●●●●◆ＧＣＣ●●●●●●●●●古色｡■■■■ー ●●●●●●●●●●◆●●●●●●●●●●●ロ●●●●●●●｡●②●ウゥ②古｡■｡■■■■■■■｡■＝■●●●●●●●●●●①●◆◆◆●●●むむ●●●⑧●●●●●ロ■■■■●・阜守●●●●。●●。◆●◆●●●Ｃ●●◆●●●●●●●●●●｡◆●■企む●②●｡②由一也由●企む●■●匂い●｡Ｃ●●Ｃｏｏ●｡■勺●●●●●｡◆●①｡｡■●●■－■■‐｡■■年●●●●●

Ｓｔ､１１９．２２１．ア１８．４之０．ｓＺ１．０２３．３１６．５１９．５

ｓt･Ｚ１８．４１ｓ･ア１ア.ＯＴＢ.ＢＺ０．０２０．０１５．８１６．８

ｓt･Ｓ１６．８１ア.３１６．９１６．９１８．ｓ１８．ｓ１４．８１６－８

放流日放流水温放流量平均体璽種苗の由来増殖場.２

頭度６月９日ｅ月９日ア月２３日ア月２３日Ｂ月Ｚ１日８月２１日１０月６日１０月ｅ日
●○ｓ●巴●●●●｡●●●●①●◆●●｡●●今◆●●●●●白色●■●■■■■■■■■■■■■■｡■｡②②●■■■■字■‐｡‐●●●●●●●●●●◆●の‐⑧●■■②●合●②■■●■■■‐■■●●●●●●●●●●●●●●●●●●ウロ■■白白■色■白●■む■■■■■■可■●○○や③■｡●･●申■‐■■●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●つ●●｡⑧‐■凸ー■■Ｐ｡③●●●●●●●●●●●●●~ウー●■申

( ｍｇ／I〕Ｓｔ､１１．８０.ア１．６０．３１．４０．８０.Ｚ０．１

ｓt,Ｚ１．４１．ア０．８０．５１．Ｚ１．ｓ０．ｓ０．５

ｓt､３１．３１．ア０.ア０．ｓ１．３１．ｓ１．８０．３

６月１０日６月１０日ア月Ｚ４日ア月２４日８月ＺＺ日８月ＺＺ日１０月ア日１０月ア日
●ー●｡◆●●●●●｡●●●●－●－－■■■■●●●●｡●Ｃ●｡●ー●●●●●●●●ー●｡●｡｡●－ｃ●●●●●●●･●◆●●●●●●ローロー･ー｡■･■･ﾛ■■エーー◆●e◆｡●●●●●●･●●－■－■●■■･●｡■●●合一●－■■－－●｡ー巳●早一●｡ー●●●｡●●●●●●●①●●･●●●●缶●●●●｡●ＣＧ－－■■■ニーーーーーーーーーー二言ニニーーニ

Ｓ ｔ､１０．９０．５２.ア０．８０．８０．ｓ０．５０．１

ｓt,之０．５０.ｅＺ､８１．２０．６０.ア０．４０.Ｚ

Ｓｔ､３０.ア１．６４.ＺＺ､８０．９１．Ｚ０．ア０．ｓ

〃７９．３１０１９．６０神通川産大門漁協
５/２７１２．２４４１１８０神通川産大門徽協
５/７７．５１２．２１，４６７１４．５０神通川産大門漁協
５/2０714.81,00010.00愛知県産河瀬
５/2１７１６．５１９８９．７５神通川産庄川漁連
５/2２１１１５．９６００１０．５０愛知県産河瀬
〃１４１５．４４００”愛知県産河瀬

５/2７１１１７．０１，０００１０．５０愛知県産河瀬
５/2８７１８．７２８６６．２５神通川産庄川漁連
５/3０７２０．０３０７６．２５神通川産庄川漁連
６/２１７１９．０６００10.00愛知県産河瀬
〃１４１９．５４００〃愛知県塵河瀬
６/４１８１６．１４００４．９０神通川産薄島
〃２０１７．０４００’神通川産薄島
６/1０１７１７．９３６６．３３神通川産庄川漁連
〃１８１７．６４１〃神通川産庄川漁連
〃７２１．３１６６５．９６神通川産庄川漁連
〃１１２０．５７５〃神通川産庄川溌連
〃１４１９．８８３〃神通川産庄川漁連
６/1１１４１８．７８８６．６０神通川産庄川漁連
〃１７１８．７６４〃神通川産庄川漁連
〃７２０．９２７３〃神通川産庄川撤連
６/1８２０１７．８１８０６．７０神通川産薄島
〃１８１７．９３２０〃神通川産薄島
〃１７１８．４２００〃神通川産薄島
〃１４１９．８２００〃神通川産薄島
〃１１２０．６２００”神通川産薄島
〃７２１．４２００６．２７神通川産薄島
６/2０７２０．３５００５．００神通川産薄島
〃２４１６．８２００８．５６神通川産薄島
〃２５１５．８２００〃神通川産薄島
７/４１８１８．７１５０８．４７神通川産薄島
〃１７１８．７１５０，神通川産薄島
〃１４１９．５２００‘神通川産薄島
１０/２１１１７．７５６０２４．５６神通川産庄川漁連

13,374…Ｗ….....…………....…..........､欄澗..…．......…...….…...．..．．..……~.….…．．....…．

ｐＨ ６月９日６月９日ア月Ｚ３日ア月Ｚ３日Ｂ月Ｚ１日８月２１日１０月６日１０月６日
●●●●●●告②●●｡●つ●●●●●●●●■●｡－。■■■■■■｡、｡■■■■■Ｃ■■●。●ゆ●●●●ｏ●●●●●●●◆●●●●●●●●◆●●◆●●寺■－■■－■■台●■■●■■■｡■■｡ｰ■ゆ‐■牟午。●●③●･●●●●●→●●●●●●●●●●●●●●●･●●｡■■■■●●■■｡｡■■Ｆ一一一一三言一一寺吾=Ｔ⑤●。●●●●●●●●危吾＝こ=二号幸＝吾寺雪害＝吾二＝=言ニニニニニ＆●■■■■■‐■■■■■■

Ｓ ｔ,１８．３Ｂ､４ア.Ｓア.Ｂア.６ア.アア.Ｂａ･ｅ

ｓｔ､２８．６８．９ア.ア８．２ア.８ア.Ｂａ･ア８．８

ｓt､３ＢｏＳＢ､４ア.６Ｂ､３ア.アア.ア８．５８．ｓ

６月１０日６月１０日ア月Ｚ４日ア月Ｚ４白８月２２日８月２２日１０月ア日１０月ア白
■‐申■■■■■■③■■●の■●｡●●■守年･●●◆●●◆●Ｃ●●●●●●●｡●■ロロー■■■■■■●■色■■■■■■■■■ｰ■牟与一③写■■ゅ■●●●｡●｡｡●●●●◆●●●●①●●●●Ｏ◆●●●●●●●◆●●●●●●ウローー■むつの●っ●●●●由●■■●■＝■■■■■ｑ②■‐■■■■■牢ロー■■■■⑤●ゅ口車ゆ■■印一一●｡●●●●●●●●●●●●●①●●●●●●●●ここニニーニニニ二一一一一一一一一一

ｓ t､１８．１ア.６ア.Ｓ８．１ア.ファ.ＢＢ､１８．８

ｓt･Ｚ８．５Ｂ,Ｚア.ＧＢア.９ア.Ｂａ・ア８.ｅ

ｓｔ､３８．４８．１ア.６ア.Ｂア.Ｂア.８８．３８．４

､河口からの距醗:単位kｍ

､2薄島;富山漁協神通川鮎増殖場、
河瀬;河瀬生産組合(滋賀県彦根市）

衰一２神通川へ放流したアユの種苗の概要(平成15年） 表一３庄川へ放流したアユの種苗の概要(平成15年）

″神通川１０１２．１６００８．１７神通川産
〃神通川８．５１２．０５５０７．３３神通川産
５月１日神通川１１．５１０．１５００６２７神通川産
〃神通川１２１０．１５００６２７神通川産
〃神通川１２９．９５００１０．０８神通川産
５月2日神通川７１１．１５００１０．２２神通川産
５月6日熊野川１１１２２６００４．５５神通川産
〃神通川７１５．０６００４．３３神通川産
５月7日神通川８．５１５．０５００４．１２神通川産
〃神通川１０１５．５６００４．０６神通川産
５月9日山田川－１０．８６００６．３１神通川産
，綴野川－１０．８６００１０．７０神通川産
５月12日神通川１５１２．４４００６．５５神通川産
〃神通川１６１２．９４００４．９７神通川産
〃神通川１７１２．６５００５．０３神通川産
〃神通川１７１２６５００５．０４神通川産
５月13日神通川１８１２．９４００４．９３神通川産
〃神通川１８１２．９４００４．９３神通川産
〃神通川１９．５１３．３５００４．７３神通川産
”神通川１９．５１３．３４００４．７３神通川産
５月14日神通川１４１４．２５００４．７８神通川産
〃神通川１４１４．９５００７．３７神通川産
５月15日神通川８．５１４．５５５０４．６５神通川産
”神通川１２１４．０５００４．６９神通川産
〃神通川１１．５１４．０４００４．７３神通川産
５月16日神通川２０．５１２．２５００５．１２神通川産
〃神通川２０．５１２．２５００５．１２神通川産
５月21日神通川１１．５１３．２４００５．４１神通川産
〃神通川１２１５．１５００５．４１神通川産
５月22日神通川１４１４．２５００５４１神通川産
〃神通川１５１５．２４００５．４１神通川産
５月23日神通川１６１４２４００５．４１神通川産
〃神通川１６１４．３５００６．１４神通川産
５月26日神通川１７１４．１５００６．３０神通川産
〃神通川１８１４．４２００６．３０神通川産
５月27日神通川１９．５１４４５００５．８９神通川産

〃神通川２１．５１５．１５００５．８９神通川産

５月28日神通川２２１４．８２００４．３３神通川産
〃神通川－１４．４３００４．３３神通川産
５月29日井田川－１６．２６００４．３３神通川産
”熊野川－１９．５４００４．０２神通川産
.…..､肝.……..｡…..….….…..…..~..…...……Xj:6iiijr………..….．………….…..………．

ｍ６０Ｂ矛因1国ⅡI鹿

放流日放流放流水温放流量平均体璽租苗の由来
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一
雲
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・漁獲魚の大きさ両河川でテンカラ網・投網により漁獲され

たアユの体重の頻度分布を図－１４に示した。６月では神通川の

モードが庄川を上回ったが》７月では両河川はほぼ同等な分布に

なった。しかし，８月，９月では逆に庄川の方が神通川より大き

いほうに分布し，全体でも庄川で漁穫されたアユは神通川のそ

れよりも大きい側に分布した。全体の平均値と標準偏差は，神

通川では26.79±10.0，庄川では34.09±19.1であった｡ちなみ

に，平成４～８年に漁穫されたアユの平均値は，神通川では

34.59，庄川では19.79であった。こういう現象は今までに起こ

ったことはなく，これは庄川の生息密度の低さを反映したもの

と考えられた。

９月１３日に庄川の11km地点で毛針釣りにより漁獲されたアユ

の体重分布を図-15に示した｡毛針釣りでは珍しく，大型の個体

が多かった。庄川ではアユの生息密度が薄く，漁獲圧力が減っ

た分，局所的に大きなアユが生息している箇所が出現したもの

と考えられた。

５漁痩密度神通川の漁場面積は2.6ｋ㎡，庄川のそれは2.2

kniであった｡平成15年のアユの漁獲量は，神通川では87.6ト

ン，庄川では２５トンであった｡これを平均値(神通川では26.79，

庄川では34.09)で除して漁獲密度を求めると，神通川では１．２６

尾/㎡，庄川では0.33尾/Iriであった。この結果は魚体の大きさ

が，例年の傾向とは逆に，庄川の方が神通川よりも大きかった

ことの大きな要因と考えられた。

【調査結果搭載印刷物等】平成15年度環境調和型アユ増殖手法

開発事業報告書（水産庁）

Ｎ＝２

５月２９日では0.7％，６月１１日では0.3％，６月２７日では１３．３％，

７月１１日では１０．０％，７月２２日では２０．０％，８月５日では

16.7％，８月２２日では6.7％，９月８日では16.7％，９月２５日

では3.3％および１０月１６日では26.7％で，産卵期以外は漁期

を通して極めて低かった。

庄川下流域で漁獲されたアユの側線上方横列鱗数の頻度分布

を図-13に示した｡漁狸されたアユに占める放流魚の割合は，７

月２１日では５０．０％，７月３０日では54.8％，８月１４日では

40.0％，８月２１日では16.7％，８月２７日では43.3％および９

月２６日では26.7％で，神通川と比べると漁期を通して高かっ

た。これは庄川での放流魚の生残率が高かったということより

も，庄川の放流量が神通川の６５％であったが，庄川の漁獲密度

は神通川の２６％とかなり少なく，魚体の大きさも神通川比べて

大きかったことから，庄川の方が神通川よりも海産遡上アユが

少なかったためと考えられた。

４漁業･遊漁実態および漁獲魚に占める放流魚の割合調査

・漁業･遊漁実態漁法別の漁業・遊漁実態調査を，日別に集

計したものを表-4,5に，場所別に集計したものを表－６，７に示

した。

１日当たりの漁法別の件数はテンカラ網を除いて，神通川の

それが庄川を大きく（20.9倍）上回った。神通川の漁場範囲は

約18ｋｍ，庄川のそれは約20ｋｍであることを考慮すると，こ

のことは神通川の方が庄川よりもアユが釣れる，つまりアユが

多いことを示していた。また，テンカラ網だけが庄川の方が多

かったのは，庄川がテンカラ網に向いた水量の少ない川である

ことを反映していると考えられた｡９月にはいるとコロコロ釣り

が解禁になり，神通川では日中でもコロコロ釣りがみられたが，

庄川では日中には全くみられなかった。これは神通川では水量

が多く川幅が広いので，日中でも他の漁法と共存して漁が行え

るためと考えられた。本年は両川とも増水の影響を受けて必ず

しも良いシーズンではなかったが，アユの多い神通川には多く

の人が集まり，アユの極めて少なかった庄川では対照的に閑散

としていた。

１kｍ当たりの漁法別の件数は，全体では神通川のそれが庄川

の11.5倍あった｡神通川では12-20.5kmの中上流域の長い区間

に人が集まったが，庄川では7-10kｍと'7-211,1のブロックの深

みにアユが残った，短い区間のみに集中した。これらは当該区

間の河川の環境，アユの生息密度を反映したものと考えられた。

０１（
ま
）
幽
堅

図一ｌ５庄川（河口から１１kｍ地点）で９月１３日

に季針釣りで漁獲されたアユの体重分布
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表－４アユの月日別遊漁・漁業実態調査結果（神通川）
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表－５アユの月日別遊漁・漁業実態調査結果（庄川）
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表－６神通川におけるアユの場所別遊漁・漁業実態調査結果（平成１５年）

漁法

区間漁場範囲友釣り毛針釣りﾃﾝｶﾗ網投網ｺﾛｺﾛ釣り小計１kｍ当比率＊

(河口からの距離：Iml）（k、）（竿数）（竿数）（網数）（網数）（竿数）たりの数（％）

ダム(24)-大沢野大橋(22）２２２７３３２１４９０６１１305.5５７．０

大沢野大橋一高山線(20.5）１．５５７１１０２１２３１７００466.3８７．０

高山線-新婦大橋(19.5）１９２５１０８０２９０１，０６３１０６３．０１９８．２

新婦大橋一新成子橋(１７）２．５１５２５２２３０４７１０１，８０８７２３．０134.8

新成子橋-新保大橋(１５）２１７５８７４２５１１３１，９００９５０．０177.2

新保大橋一高速道路(１２）３１７２５３６７１３６４３２２，２０４７３４．７137.0

高速道路-婦中大橋(11.5）０．５１２８５８５１８１０２２０439.0８１．９

婦中大橋‐有沢橋(１０）１．５３６Ｚ２０５６５２５９６８６457.0８５．２

有沢橋-富山大橋(8.5）１．５６１１６１３４２５７３７１247.0４６．１

富山大橋-神通大橋(7)１．５１５５２１８２７６９４５．７８．５

神通大橋-富山北大橋(6)１１１１２１２１３４０４０．０７．５
．.■■・・●●●●●●●●｡●●●｡●●■・車■■■■由・■･●●●●●●●●｡●●●●ゆ。守■・甲・甲・●車・■・・・・・・●●●●●●●｡●｡●●●●p●●｡・印。p写。｡■・●・■････・■・由●●●●●●●●p●●●●＄●印■｡p･･申･■■p●●■､■■・■。｡●凸●●●●●●◆●｡。●●・ゆゆ・甲申●●申。●卓①●●●●●●●●●●●●●●●●●早●ゆ①●■●由●●●●●卓●■■凸｡●●●●●■●●●●●Ｇ●●●●●●U●●●●｡｡●●●●●●守●●■●●●●●●●●■●■中●中●●●●●■■

合 計１８7,3081,491３３３９７４２２9,651536.2１００

*1kｍ当たりの平均値に対する比率

表一７庄川におけるアユの場所別遊漁・漁業実態調査結果（平成１５年）

区間

(河口からの距離：ｋ、）

漁法

漁場範囲友釣り毛針釣りﾃﾝｶﾗ網投網ｺﾛｺﾛ釣り小計１kｍ当

（k、）（竿数）（竿数）（網数）（網数）（竿数）たりの数

比率＊

(％）

合口ﾀﾞﾑ(２６)-舟戸橋(２５）１４２８０００５０５０．０１０７．３

舟戸橋一雄神橋(24）１４０２２００４４４４．０９４．４

雄神橋一雄神大橋(21）３１８１０２２０３２１０．７２２．９

雄神大橋-太田橋(20）１２２２０７２０５１５１．０１０９．４

太田橋-砺波大橋(１８）２３９１１５１００１５５７７．５１６６．３

砺波大橋-高速道路(１７）１１１４６７１０６５６５．０１３９．５

高速道路-水道管(１５）２２１６４２０２４１２．０２５．８

水道管-中田橋(１４）１３５２５１０６１６１．０130.9

中田橋一南郷大橋(１０）４１２１４０８２０１６２４０．５８６．９

南郷大橋一大門大橋(7)３１７２０６１８２０２４３８１．０１７３．８

大門大橋一高岡大橋(6)１３１１２１００４４４４．０９４．４

合計２０２３７６２７５５１２０９３１４６．６１００

*1kｍ当たりの平均値に対する比率

－１２７－



（４）河川内有用魚介顕生態飼査研究

【目的】アユ,サクラマス,サケなどの重要魚種では放

流に関する技術開発が進められているが，これらの生態を利

用した増殖技術や資源量予測についてはなお未解明な部分が

多い。アユでは神通川,庄川および黒部川以外の河川ではほ

とんど調査されていない。

また,カジカ，アユカケ,モクズガニなどの有用魚種につ

いては,本県での生態はほとんど明らかにされていない。さ

らに,さっ河性魚類において川と海をつなぐ水域である河川

下流域では,内水面の漁業権が設定された区域であっても，

ほとんどその生息魚種の調査は行われていない。

このため,河川および河口域付近の水(海)域を含めて,上

記魚種の資源・生態・生息環境を明らかにし,効果的な増殖

施策や資源管理策を検討する。

【圏査方法】

（１）河川下流域の生息魚類鯛査

神通川下流域（図－１）における生息魚類の調査を,調査船

「あゆかぜ｣を用いて,平成15年４月～平成16年３月に,増

水などの調査不能時を除き原則として月に１回行った。調査

に用いた漁具は,底刺網(1反:長さ38m,高さ2.6,,3枚網）

とカゴ（長さ６２cm,幅45cm,高さ２０ｃｍの四角柱型,流速

の強いSt､7では長さ67ｃｍ,幅50ｃｍ,高さ16ｃｍの楕円柱型）

で,カゴの餌は解凍したサバを用いた。漁具は10:00～１１:００

に敷設し,翌日の同時刻に揚げた｡刺網はSt､1の両岸に２統，

St､２に１統設置した｡カゴはＳｔ,1,2,4,7に設置し，カゴの１

連の数は８個とした。

各定点の表層と底層の水を転倒式採水器を用いて取水し，

ｐＨ,濁度および塩分を測定した｡ｐＨ,濁度および塩分の測定

は,それぞれＰＨメーター,濁度計および電気伝導度塩分計

によった。

（２）有用魚類の生息環境（河川形状）調査

淵は魚の睡眠場所や遊泳力の弱い仔稚魚の育成として利用

される他,出水時および捕獲と捕食動物からの避難場所とな

っており，漁業上は魚の補給源として極めて重要である。ま

田子泰彦

た,瀬と淵は表裏一体の関係にあり，淵が消失すると生産性

の高い下流の早瀬も消失する。

このため,神通川と庄川に存在する淵の大きさと数を明ら

かにすることを目的に,神通川では平成15年６月７日に,庄

川では６月８日に,それぞれ最下流に位圏するダムから下流

（神通川及び庄川ともダム直下の淵は禁漁区となっているた

め,ダム直下の淵を除く)のアユの漁場において,川舟に乗っ

て流れを降りながら,測深用の魚群探知機と目印をつけた竹

竿を用いて淵の水深を，肉眼で淵の長さを調べ,最大水深が

2ｍを越える淵を測定した。川の流れが分流している箇所で

は,水量の多い方の流れを対象に調べた｡淵のタイプは,Ｍ型

（蛇行型），Ｒ（岩型），Ｊ型（合流型）およびその複合型に

分類した。

（３）アユの資源管理に関する賦験

①異なる網目でのアユの捌紬験本県では平成５年には，

漁業権に基づく行使規則・遊漁規則において,投網やてん

から網で使用できる網目の大きさが13節以下から12節以

下になった。しかし,実際に13節や12節ではどのくらい

の大きさのアユが漁獲できるのかは明らかにされていない。

アユ資源を有効に管理するためにも,網目の違いにより漁

獲されるアユの下限を把握することは重要と考えられる。

このため,投網で漁獲されるアユの,網目の違いによる体

重の下限を明らかにすることを目的に,平成１５年７月２

日,８月１８日および10月２日に,大門町にある庄川養魚場

アユ増殖場の飼育池（10ｍ×10ｍ）において,網目の異な

った投網を用いて,漁獲されるアユの大きさを測定した。

用いた投網は,１３節,１２節,１１節および１０節の投網で,網

地の糸の太さは２号,袋網の太さは３号とした。投網の大

きさは12節で700目を基本とし,各網とも円周を１２節の

網と同じにした。池の水深はアユが捕獲しやすいように約

30ｃｍとし,打網後は網目を通り抜けることができるアユ

が,網目から逃げることができるようにゆっくりと引き寄

せた。７月２日には3,000尾（平均体重8.39），８月１８日

には2,800尾(平均体重16.39)および１０月２日2,600尾
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図－１神通川下流域における魚類・水質調査地点
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(平均体重29.5g)のアユを飼育池に入れ，網目の大きい投

網から順に打網を行った。打網は各網3回行った。

②プロックの有無別のアユ育成試験庄川では夏季の流量の

減少が著しい。しかし，浅い水深でもカバー(隠れ家)があ

ればアユの成育に良いことも考えられる。このため，ブロッ

クの存在の有無がアユの成長に及ぼす影響を明らかにするこ

とを目的に，庄川に遡上したアユを用いて，増殖場の飼育池

においてプロックの有無別の育成試験を行った。

試験は平成15年6月19日'""-9月19日に，庄川養魚場の飼

育池(幅1.7m，長さ 12.6m:21.伯2)6面を用い， 3面には

それぞれプロック(長さ 39cm，幅19cm，高さ IOcm，穴の数

3つ)を20個人れもう 3面にはプロックを入れずにアユを

飼育した。飼育開始時のおける各池のアユの平均体重には有

意な差はなかった(表・1:分散分析，Fs.郡=0.429， p =0.828)。

飼育水は地下水(約13t)を用い，注水量は各池約501/分，

水深は30cmとし，無給餌で飼育した。

(4)上市川におけるアユの降下仔魚調査

県内水面漁連の要請を受けて，本年度は上市川下流域(図

-2)においてアユの降下仔魚調査を行った。上市川の調査地

点のSt.3(河口から 4.2km)から下流域では水域は河川改

修により海までほぼ直線的に流れていた。両岸には低水護岸

が整備されて川幅は狭く河床の起伏は単調であった。礎帯

は調査地点のSt.l(同2.0km)まででそれより下流は砂梶

域(sc域)であった。堤防の法面およひ清水敷きはススキな

どの草木で覆われていた.

降下仔魚の採集は，平成 15年 10月10日， 10月27日，11

月5日および11月27日に，St.l， St.2， (同3.5km)および St.3

において，仔魚ネット(口径 45cm，網目 0.3mm)を用いて

行った。

仔魚の採集は，仔魚ネット 2個を 18:00'""-22:00にかけて2

時間おきに5分間，河川横断面方向に添って設置して行った。

St.2とSt.3ではほぼ同じ水深・流速の箇所でネットを設置し

た。採集した仔魚は，80%エタノール溶液で保存の後，アユ仔

魚を同定の上，全仔魚を計数した。 St.lでは河川断面を測定

し，面積法(断面積)により 1日の仔魚の降下量を算出した。

(5)有用魚種の生息嗣査

本県に生息するカジカ・アユカケの生態を明らかにする予

備的な調査として，神通川および庄川での各調査やアユ漁に

よって混獲されたカジカ・アユカケの時期，場所および魚体

の大きさを調べた。

【調査結果の概要】

(1 )神通川下流織の生息魚類調査

神通川下流域における生息魚類の採捕結果を付表-1に示

した。6月は河川の増水， 8月は船舶の日程の都合， 1月は悪

天候により調査ができなかった。採補された魚種は，アカエ

イ，アカカマス，アユカケ，ウグイ，ガザミ，カタクチイワシ，

ギンプナ，ギンポ，クサフグ，コノシロ，ゴンズイ，サッパ，

シマイサキ，ショウサイフグ，シロギス，スズキ"タイワン

ガザミ， ヌマチチプ，ヒイラギ，ヒライソガニ，ヒラメ，ホ

タルイカ，ポラ，マアジ，マゴチ，マハゼ，モクズガニの計26

種で，過去 4年間の中で最も少なかった。これは本年度は雪

代の噌水が5月まで続いたこと夏も雨が多く増水気味だっ

たことから，海水魚の侵入が少なかったためと考えられた。

このうち，遡河性魚類はアユアケ，ウグイ，ヌマチチプ，モ

クズガニの計 4種で，その他は海水(戸羽く)魚類であった。

漁法別にみると，刺網では多くの魚種が採補されたが，カゴ

ではモクズガニ，タイワンガザミをはじめとしたカニ類の他，

ウグイ，マハゼ，クサフグなどが採捕された。

季節的な特徴では，モクズガニは河口域(St.l'""-2)では本

年度では数は極めて少ないものの 7.9月にもみられたo 10 

月には上流のSt.4で出現し始めたことから，モクズガニは産

卵のために秋頃から降海を始め，産卵期は翌年の夏頃まで続

くものと考えられた。モクズガニがほとんどいなくなった7，

9月の河口域にはタイワンガザミの出現がみられた。アユカ

ケは 12，3月に河口域に出現しており，産卵のために降下し

たものと考えられた。

なお，サクラマスおよびサケの遡上親魚は 1尾も底車u網で

採捕されなかったことから これら河川に回帰してきたサケ

科魚類は，河口域では，表層(淡水)を遊泳して遡上していく

ものと推測された。

調査地長における水質の分析結果を付表-2に示した。底厨

の塩分濃度から，海水は 10月ではSt.6まで影響を及ぼして

いるもののその他の月は St.2'""-3までに留まるものと考え

られた.また， 2月と4月ではSt.lの底層では塩分の影響が

ほとんど認められなかったがこれは河川水の増水により海
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表一1 庄川養魚場の飼育池におけるブロックの有無別のアユの育成鼠験(平成15年度)

月日. 飼育尾数と 1池 2池 3池 4池 5池 6池

大きさ プロック有りプロック有りプロック有りプロック熊しブロック無しプロック鰻し

6月19日 尾数 57 57 57 56 57 57 

-…...焦黒...{91...~........?.~~~さ， 1.3 …・ふ5さ: 1ゑ.・・・…・.~:.~主 1.5 ・H・ 5.5さム，~......._.~主主ム1 ・…・.ぷ:長さ.J..:~..・H・..
9月19日 尾数 56' 54 47 56 51 57 

体重 (g)'" 15.7土2.8 17.9土2.9 16.6土3.0 15.6土4.0 17.9土3.6 15.7土2.8

.平均値土標準偏差

表-2純JIIで最大水深2mを越える主要な自(2003.6.7) 表4 よ市川中下流域におけるアユ降下仔魚調査(平成15年度)

調査日 St. 時間 仔魚歓 水温 濁度 pH 

番号 調の所在地 調のタイプ 自の深さ 調の長さ 岸郡 中央部

H15.10.10 1 18:00 934 363 17.3 0.4 

岩木駄目上諸(鵠) MI 4.0-6.0m 大 H15.10.10 1 20:00 1，035 570 16.5 0.5 

2 岩本放水目下擁(右岸) R型 2.0-3.0m 大
H1 5.10.10 1 22:00 423 124 16.1 0.5 

H1 5.10.10 2 18:00 3 80 17.4 0.5 

JR_11l鰍情付近 RI 3.似.Om
H15.10.10 2 20:00 70 196 16.5 0.8 

H15.10.10 2 22:00 30 128 16.1 0.9 

J R高111鰍軒沈(縛) 3.~.5m 大 H15.10.10 3 18:00 2 17.2 0.6 

H15.10.10 3 20:00 58 68 16.5 0.7 

成子大慢上海(様) 3.o-4.0m H15.10.10 3 22:00 48 34 16.1 0.5 

H15.10.27 1 18:00 2，753 105 14.8 0.9 

6 成子大橋付近(雄) 2.o-3.0m H15.10.271 20:00 1，908 64 13.9 0.8 

7 鰍大信市(様) Z.o-Z.5m 
H15.10.27 1 22:00 988 168 13.4 1.0 

H15.10.27 2 18:00 59 659 14.8 0.7 

8 局中公目横(雄) 3.o-3.5m 
H15.10.27 2 20:00 296 738 13.9 0.8 

H15.10.27 2 22:00 148 509 13.4 0.7 

島中鳩上下沈(排) JMR~ 2.o-Z.5m H15.10.27 3 18:00 17 18 14.8 0.6 

H15.10.27 3 20:00 129 61 14.0 0.8 

10 有沢宿直下(緋) J阻 2.o-3.5m H15.10.273 22:00 57 74 13.5 0.6 

H15.11.05 1 18:00 1，360 257 14.8 22.0 7.2 
11 械情下流(雄) MI 2.~3.5m H15.11.05 1 20:00 895 149 14.5 5.0 7.1 

12 有沢橋市(様) JR型 3.o-S.0m 大
H15.11.05 1 22:00 612 105' 14.4 1.6 7.1 

H15.11.05 2 18:00 150 300 14.8 13.0 7.2 

13 副大極上下沈(左岸) 3.0-4.5m 大
H15.11.05 2 20:00 307 314 14.5 4.5 7.2 

H15.11.05 2 22:00 212 71 14.3 1.7 7.1 -・H四四回一......四・
H15.11.05 3 18:00 16 15 14.8 9.0 7.2 

H15.11.05 3 20:00 85 23 14.5 3.0 7.2 

義国3ItJIIで駄1燥2mt越える主要な調(Z003.6.8) H15.11.05 3 22:00 42 18 14.3 1.9 7.1 

H15.11.27 1 18:00 66 119 10.8 1.2 7.1 

番号 調の所在地 調のタイプ 自の深さ 調の長さ H15.11.27 1 20:00 48 78 10.6 1.3 7.2 

H15.11.27 1 22:00 38 47 10.3 1.7 7.1 

中野政水路下波(中央) JI 2.0-2.5m H15.11.27 2 18:00 19 4 10.8 1.3 7.8 
H15.11.27 2 20:00 21 9 10.6 1.8 7.2 

閥大信下流(雄) JR' 2.o-Z.5m H15.11.27 2 22:00 12 18 10.7 1.8 7.2 

大門大信上流(緋)
H15.~ 1.27 3 18:00 8 18 10.8 1.4 7.2 

R型 2.o-3.0m H15.11.27 3 20:00 5 5 10.6 1.4 7.2 
H15.11.27 3 22:00 3 5 10.3 0.9 7.2 
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水の侵入が阻まれたか，流速の影響で転倒式の採水器ではう

まく採水できなかったためと考えられた.

調査日の河川流量も考慮に入れる必要があるが，大潮で河

川流量が少なくなる夏~秋に，海水は最も奥深く侵入する傾

向が認められた.海水は月令などの月日，干満などの時刻，河

川の流量などの影響により，神通川下流域を大きく，満ち引

きしているものと考えられた。

(2)有用魚類の生息環境(河川形状)嗣査

神通川と庄川の河川構造の調査結果をそれぞれ図-3， 4，表

-2， 3に示した。調査距離は神通川では 18km，庄川では

20kmで，両河川とも調査日の流量はほぼ平水に近かった。

最大水深が2m以上の淵は神通川では13箇所，庄111ではわず

か3箇所であった.最も水深が深く，かつ規模の大きかった

淵民神通川のNo.lで，水衝部が岩盤に当たっている淵であ

った.庄川は神通川に比べて淵の数も少なく，規模も小さか

ったが，これは主に平水時・増水時の流量差およZ綱川改修

の進捗度，砂利採取の有無によると考えられた.両川併せる

と，淵のタイプはR型(複合型を含む:以下同じ)が12と最

も多く，次いでJ型が7，M型が3であった。

平成15年の最大水深2mを越える淵の数は神通川も庄川も

昨年と同じ数であった.現在のように低水位護岸の建設など

で流路が河川中央寄りに限定され砂利採集などにより河川

の平坦化が進んだ現在の河川形状(構造〉では，今後とも出

水によるこれ以上の数の大きな淵の形成は期待できないもの

と考えられた.

(3)アユの資源管理に関する鼠験

①異なる網目でのアユの採捕試験 7月2日に13節と12節

で漁獲したアユの体重の頻度分布を図・5に示した。12節で滅

獲されたアユの体重は 13節のそれに比べ，有意に重い側に

分布した OKohnogorovsDrir.nov検定，p<O.∞1)013節での
最小値は8.1g，12節のそれは10.5gであったo 13節では12

節の6倍の数のアユが糠獲された。なお，同時に行った11節

では15.6gのアユが1尾漁獲されただけだった。

8月18日に 12節と 11節で漁獲したアユの体重の頻度分

布を図-6に示した011節で漁獲されたアユの体重は12節の

それに比べ有意に重い側に分布した<Kohnonorvsmirnov 

検定， p<O.∞I)o 12節での最小値は 16.2g，11節のそれは

19.3gであった012節では11節の1.6倍の数のアユが漁獲さ

れた。なお，同時に行った10節では32.7gと33.4gのアユが

2尾漁獲されただけだった。

10月2日に 10節で漁獲したアユの体重の頻度分布を図・7

に示した。 10節での最小値は23.3gであったが，その後に不

連続の階級が続くことから，約27.5gと考えられた。

これらの結果から， 12節の下限は約11g，11節の下限は約

199と推定されたo 13節と 10節の下限については，それぞ

れ14節と 11節の網を同時に使用して下限を明らかにする必

要があると考えられた。

②プロックの有無別のアユ育成試験 9月 19日の各池にお

けるアユの平均体重と標準偏差を表-1に示した.プロックの

有無別に飼育した各池ごとの体重の平均値には有意な差が認

められた(分散分析，Fi日15=5.98， P < o_ooI> 0しかし，プロ
ックの有無別には各池ごとに体重の大小の差があるという傾

向は認められず，全体の平均値もプロック有りが 16.7土3.0，

プロック無しが 16.3土3.7で両差に有意な差は認められな

かった (t-検定，p =0.283)。

このことは，少なくとも水深 30cmでは，常に遊泳してい

るアユではプロックに一時的に逃げ込めることがストレスの

減少とならないこと，またはプロックを入れたことにより一

時的に餌場の面積が減少することなどにより，ブロックの有

無でアユの体重に差が生じなかったものと考えられた。

(4)上市川におけるアユの降下仔魚調査

上市川下流域におけるSt.lの横断面を図・8に，降下仔魚の

採集結果および水質調査結果を表-4に示した。上市川では仔

魚は10月10日から多数採集された。各調査地点ともに採集

尾数のピークは18:00または20:00にあった。 St.lでの川幅

は16mあり， 1mごとに測定した水深の平均値は， 10月10

日では50cm，.10月27日では49cm， 11月5日では43cmで

あった。なお， 11月27日は増水のため横断面の測定が不可能

であったが，降下量の算出に当たっては平均水深を 60α1と

仮定した。仔魚の時間的な尾数の変化が直線的に変化するお

よび 18:00--22:00に降下する尾数の割合が庄川と閉じであ

ると仮定して算出した上市川匂t.l)の1日の降下尾数は， 10

月10日では4，659千尾， 10月27日では7，189千尾11月5

日では3，506千尾および11月27日では577千尾であった。

濁度は10月10日と27日では1.0以内であったが， 11月5
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（５）有用魚種の生息調査

平成１５年度に各調査で混獲されたカジカおよびアユカケの

時期,場所および魚体の大きさを付表－３に示した｡採集され

た両種の全長と体重範囲はそれぞれ2.8～12.0ｃｍと0.3～

17.49および3.4～23.7ｃｍと0.5～308.49で,カジカでは６

～１０月に,アユカケでは５～３月に,稚魚から成魚までの個

体が採集された。

【調査結果登載印刷物等】

なし

水深

日では18:００に強い濁りが入った。時間の経過とともに急速

に濁りが薄くなったので，この原因は工事などの人為的な要

因によるものと考えられた。１１月２７日は増水の影響により，

少し濁っていた。水温は１０月１０日には１７℃代であったが

徐々 に低下し,１１月２７日には10℃になっていた。

１０月１０日から多くの仔魚が採集されたことから,上市川

では９月中には産卵が行われていたと考えられた。仔魚の降

下のピークは１０月下旬で,これは庄川や小川と同じ傾向を

示した。採集地点別の仔魚の採集尾数からみて,Ｓｔ､３より上

流でもわずかではあるが産卵は行われるものの,上市川での

主な産卵場はSt.'～Ｓｔ,２の間にあると考えられた。

０
０
０
３
６
一
一

上市川下流域Stlにおける河川横断図（１０月１０日）－８
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3.2魚病対策

（１）魚病対策

【目的】

本県の増養殖対象種の伝染性疾病による被害を軽減

させるため，魚病被害等調査，養殖場巡回指導，魚病

検査依頼対応および保菌種苗搬入防止対策を行う。ま

た，食品として安全な養殖魚を生産するため，医薬品

適正使用指導と医薬品残留検査を実施する。

【方法】

(1)魚病被害等調査

県内の増養殖場を対象に，魚病被害の実態および水

産用医薬品等の使用実態についてアンケートによる調

査を実施した。

実施期間平成１５年４月-16年３月

実施地域朝日町，入善町,黒部市,魚津市，滑川市，

立山町，上市町，富山市，八尾町,婦中町，

新湊市，平村，上平村，利賀村，福岡町，

城端町，福光町，氷見市，小矢部市

経営体数５２増養殖場

(2)養殖場巡回指導

八尾町、利賀村、平村、上平村、城端町、福光町の

サケ科魚類養殖場を年２回(６月、１１月)巡回し，飼育技

術指導、防疫対策指導および魚病発生状況等の聞き取

り調査を行った。

(3)魚病検査依頼対応

増養殖業者等からの魚病検査依頼に対応した。

(4)保菌種苗搬入防止対策

①富山県栽培漁業センターのクルマエビ種苗生産用

親エビを検査対象として、ＰAＶ（急性ウイルス血症）ウ

イルス保有検査を行った｡i検査方法はPCR法を用いた。

②富山県水産試験場にて養成したサクラマス採卵親

魚について、細菌性腎臓病の保菌検査を行った。検査

村木賊一

方法はPCR法を用いた。

③県内放流用ヤマメ種苗60尾について、寄生虫検

査、細菌検査（せつそう病、ビプリオ病、細菌性腎臓

病）を行った。寄生虫検査は体表、ヒレ、鋸の顕微鏡

観察により行った。細菌検査は、せつそう病およびビ

プリオ病についてはTSA培地を用いた培養法で、細菌性

腎臓病についてはPCR法で行った。

(5)医薬品適正使用指導

講習会開催、養殖場巡回指導および魚病検査対応時

に，医薬品の使用状況と魚病に対する効果の聞き取り

調査および医薬品適正使用の指導を行った。

(6)医薬品残留検査

せつそう病の治療に用いられるフロルフェニコール

を対象に残留検査を実施した。イワナ養殖場1業者から

出荷前のイワナ5尾を採集し，簡易法（バイオアッセイ

法）にて検査を行った。

【結果の概要】

(1)魚病被害等調査

５２増養殖場のうち26増養殖場から回答があり（回収

率:49.1％)，魚病による被害額は2,806千円(対前年比

113.2%)で生産額の1.3％であった。報告のあった被害

額は「その他のさけ。ます類」が最も多く、次いでコ

イであった。

調査結果を取りまとめ，水産庁へ報告した。

(2)養殖場巡回指導

県内サケ科魚類養殖場を巡回し、魚病発生状況の聞

き取り調査を行うとともに、飼育技術および防疫対策

と治療の指導を行った。魚病の発生は、イワナのせつ

そう病および細菌性鰐病が多く、新しい疾病はなかっ

た。いずれも条件性疾病であるため、飼育環境の改善

や飼育技術の指導を行った。今年度から未承認医薬品
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が使用禁止となり、卵の水カピ病が問題となっていた 果、寄生虫は認められなかった。また、細菌検査につ

ため、対処法および代替方法について指導を行った。 いても全て陰性であった。

(3)魚病検査依願対応 (5)医薬品適正使用指導

魚病検査結果を表1に示した。平成15年度の魚病検査 薬事法一部改正に係る説明会を開催し、改正内容に

依頼は23件で、イワナおよびアユについての依頼が多 ついて説明するとともに、県内の増養殖場を巡回し、

くあった。 医薬品の保管状況、使用状況を調査した結果、特に薬

事法に違反する行為はなかった。また、魚病講習会の

(4)保菌種首級入防止対策 開催時に医薬品の適正使用を指導するとともに、代替

①種首生産用親クルマエピ49個体を検査した結果、 方法等についても指導を行った。

全て陰性であった。

②サクラマス採卵雌親魚413尾を検査し、陽性個体は (6)医薬品残留検査

15尾であった。陽性個体から採取した卵は廃棄処分と 検査の結果，医薬品の残留は認められなかった。

した。

③県内放流用ヤマメ種苗60尾について検査した結 【調査結果登載印刷物等】

なし

表1平成15年度魚病診断状況

強査R 魚種 病名 主な症状 備考
6月 イワナ せっそう病 体表スレ、筋肉肉の出血、肝臓退色

6月 イワナ稚魚 せっそう病、細菌性飽病 飽弁癒合、箇のスレ

6月 イワナ せっそう病 体表スレ、筋肉肉の出血、肝臓退色

6月 コイ 不明 腐敗進行のため不明

6月 ヒラメ仔魚 ウイルス疾病の疑い 牌臓の穆血、標餌不良

6月 アユ 冷水病 体衰の穴あき、肝臓退色、下顎出血

6月 ヤマメ稚魚 保菌検査

7月 マス稚魚 せっそう病 舗のスレ、腸管内の出血、腹水、
肝臓退色

7月 ヒヲメ イクチオポド症 体表スレ、粘液過剰分泌

7月 クルマエビ ウイルス保有検査

9月 アユ |冷水病、エロモナス症 腹水、腸管内出血、体表潰渇

9月 マス稚魚 水の事故、酸欠

9月 イワナ 細菌性偲病 偲弁癒合、

10月 ヒラメ 不明 腹部膨満、肝臓欝血

12月 コイ 不明 腐敗進行のため不明 KHV検査(陰性)

1月 アユ |錦病 飽蓋膨張、飽弁癒合

1月 アユ 冷水病 保菌検査

1月 マス稚魚 IPN 眼球突出、腹部膨満、肝臓退色、

1月 イワナ 銀病、水カピ病 偲弁癒合、体表に水カピ

1月 サケ稚魚 不明 体側に水カピ ふ化時の水不足、急激な水
混変化が影響したと推定

2月 アワビ 飼育水の細菌数測定

3月 アユ 亙硝E豊中毒
3月 コイ 不明 腐敗進行のため不明 KHV検査(陰性)
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(2)アユ冷水病調査研究

【目的】

近年，全国でアユに冷水病が蔓延しており，県内の

アユ資源にも重大な被害が発生している。このことか

ら、アユの冷水病菌保菌状況，宿主範囲を調査し、冷水

病菌の感染経路の解明、予防方法を検討し、冷水病に対

する防疫対策の確立に資する。

【方法】

(1)冷水病菌保菌調査

庄川にて、平成15年４月14日から10月２１日にかけて採

捕したアユおよびアユ以外の魚種（以下他魚種とす

る）を対象として、冷水病原因菌〃aI,o6acZeri”

psy℃紘叩ﾉｗ”（以下冷水病菌)保菌検査を行った。検

出部位は主として腎臓および鯛としたが、仔魚につい

ては魚体が小さいため、仔魚全体を用いた。

冷水病菌の検出方法としては，改変サイトファーガ

培地を用いた培養法、またはnestedPCR法を用いた。な

お、培養法にて分離した菌については凝集法またはPCR

法にて冷水病菌と判定した。

(2)冷水病菌の遺伝子型判別

アユおよび他魚種から今年度分離された冷水病菌お

よび過去に分離された冷水病菌（凍結保存）について、

PCR-RFLP法を用いて遺伝子型判別を行った。

(3)生体防御能試験

アユ人工種苗を用いて、飼育密度が生体防御能に与え

る影響を調べた。

供試魚は、富山漁協産人工種苗（平均体重1.59）を用

い、屋外コンクリート池（地下水使用、水量２ｔ）にて

高密度区（2.5kg／ｔ）と低密度区（2509／ｔ）で3ヶ月

間飼育した。飼育終了後に生体防御能の指標として、胸

腺の体積、血中リンパ球数、抗体産生能、水温低下によ

る生残率、冷水病病魚投入による生残率を比較し、両区

の差の有無を調べた。

なお、胸腺の体積推定、血中リンパ球の測定およびそ

れらの両区の比較は独立行政法人水産総合研究センタ

ー養殖研究所病害防除部にて行った。
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【結果の概要】

(1)冷水病菌保菌鯛査

平成15年度の冷水病菌保菌調査の結果を表lに示し

た。

アユ降下仔魚、アユ海産遡上稚魚からは冷水病菌は

検出されなかった。また、１０月に採捕したアユ産卵親魚

からは、鋸および腎臓から30％の割合で冷水病菌が検出

された。産卵親魚から冷水病菌が検出されたのに対

し、降下仔魚および海産遡上稚魚からは冷水病菌が検

出されなかったことから、冷水病は親から卵内への垂

直感染の可能性は低いと考えられた。

６月および７月に河川で採捕したアユからは鯉で16.6

-43.3％、腎臓では3.3％の割合で検出されたが、８月

は検出されず、９月頃から検出されるようになった。こ

れは、夏季は河川水温が20℃以上となったため冷水病

菌の増殖が抑えられ、９月頃からは水温低下とともに、

アユ親魚が産卵によるストレスや体力低下により冷水

病に感染、発病しやすくなったと考えられた。

他魚種については、オイカワ、ウグイおよびサケ稚魚

から冷水病菌が検出された。

(2)冷水病菌の遺伝子型判別

アユ、オイカワ、ウグイ、カジカ、ヌマチチブおよび

サケ稚魚から分離された冷水病菌について遺伝子型判

別を行った結果を表2に示した。

冷水病菌の遺伝子型はAR，ＡＳ、ＢＳおよびBR型に分けら

れる（若林、泉2000,IzumiandWakabayashi2000）。

今回の結果では、アユから分離された冷水病菌はAS型も

しくはAR型であり、他魚種から分離された冷水病菌はほ

とんどがBR型もしくはBS型であった。これらのことか

ら、アユから分離される冷水病菌と、他魚種から分離さ

れる冷水病菌は異なり、相互の水平感染の可能性は低い

のではないかと考えられた。一部、ウグイの鯛およびヌ

マチチブの鯉から分離された冷水病菌がアユと同じＡＲ

型であったが、採捕時期がアユ産卵期であり、多くの冷

水病発病アユから排出された冷水病菌が鯉に付着して

いたものと考えられた。



(3)生体防御能試験

飼育期間中の水温は9.8～15.9℃であった。飼育期間

中の生残率は高密度区90％、低密度区99.6％と顕著な差

は認められなかった。胸腺の体積、血中リンパ球数およ

び抗体産生能に両区で顕著な差は認められなかった。飼

育水温の低下による生残率は98％、100％、冷水病病魚

の投入による生残率についても95％(高密度区)92％(低

密度区）と顕著な差は認められなかった。

・種苗生産の高密度飼育が胸腺体積、生体防御能に及ぼ

す影響を明らかにすることはできなかった。

今回の結果から、冷水病は垂直感染の可能性が低く、

アユは河川遡上後に冷水病に感染し、保菌すると考えら

れた。その感染源となるのは、冷水病菌を保菌している

アユ放流種苗であり、他魚種が保菌していて河川に遡上

表1.平成15年度冷水病菌保菌調査結果

検出１ﾖ体数

採集年月日 魚種 個体数 鯉 腎臓

2003.4.14 アユ 1５ ０ ０

オイカワ ２ ２ ０

サケ稚魚 1０ ０ 0

2003.5.15 アユ 3０ ０ ０

2003.6.3 アユ 3０ 1３ ０

ウグイ ２ ２ ０

2003.7.17 アユ 3０ ５ １

オイカワ ２ １ １

2003.8.13 アユ 3０ ０ ０

2003.9.10 アユ 1６ ４ ０

2003.10.21 アユ 3０ ９ ９

2003.10.20 アユ 1００ ０

したアユに感染する可能性は低いと考えられる。他魚種

の冷水病菌については、データが少ないので、今後より

多く個体を調査し、遺伝子型を調べ、アユと他魚種間の

水平感染について明らかにする必要がある。

文献

若林久罰・泉庄太郎2000．いろいろな魚類および地域

から分離された冷水病原因菌Fﾉa”6ac/eWm

psycｶｍｐｶﾉﾉ”の型別と分布.アユの冷水病研究，

全国湖沼河川養殖研究会,pp7-l3

S・Izumi,Ｈ・Wakabayashi2000,ＳｅｑｕｅｎｃｉｎｇｏｆｇｙｒＢａｎｄ

ｔｈｅｉｒａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｉｎｔｈｅｌｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎｏｆ

Ｆﾉav06acfer/”psyc"、pｶﾉﾉ”ｂｙPCR・Ｆｉｓｈ

Pathology，３５(2),93-94

【調査結果登載印刷物等】

富山県水産試験場研究報告第15号

検出率（％） 河川水温

鯉 腎臓 (℃） 備考

０ ０ 8.6 遡上稚魚

100 ０ 8.6

０ ０ 8.6

０ 0 1２．０ 遡上稚魚
43.3 ０ 1８ ３

1００ ０ 1８ ３

16.6 3.3 1８ ５

5０ 5０ 1８ ５

０ 0 2４ ５

2５ 0 1８ ５

3０ 3０ 1６ ０ 産§I親魚

０ ーｂ 降下仔魚
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表2.PCR-RFLPによる冷水病菌の遺伝子型判別結果

分離部位 分離部 RFLP結果

魚種 採捕年月日 検体数 鯉 腎臓 位 Ａ Ｂ Ｒ Ｓ 遺伝子型
オイカワ 2003.3.27 １ １ 腎臓 １ １ BＳｌ

20034．１４ ２ ２ 鯉 ２ ２ BＳ２

2003 7．１７ 1 １ 腎臓 １ １ BＳｌ

ウグイ 2002 1１．２８ ２ ２ 鯉 ２ ２ AＲ２

2003 6.3 ２ ２ 鯉 ２ ２ BＳ２

カジカ 2002 1１．２８ １ １ 腎臓 １ １ BＳｌ

ヌマチチブ 2002 1１．２８ 1 １ 鯉 １ 1 AＲｌ

サケ稚魚 20032．１２ ８ ８ 鯉 ８ ８ BＲ８

アユ 2003 6.3 1３ 1３ 鯉 1３ 1３ AＲｌ３

５ 鯉 ５ ５ AＲ５

2003.7.17 ６ １ 腎臓 １ １ AＲ１

９ 鯉 ９ ８ １ ＡＲ８，ＡＳｌ

2003.10.21 1８ －● ９ 腎臓 ９ ９ AＲ９
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3.3外来魚緊急総合対策事業

【目的】ブラックバス（オオクチパス，コクチバス），

ブルーギルなどの外来魚は，密放流等により富山県内でも

急速にその分布域を広げている。

パス類はいずれも圧倒的な強肉食性で他の魚を捕食しな

がら成長する。オオクチバスが止水・暖水域（ため池やダム

湖または河川下流域の淀み）に多く生息するのに対して，コ

クチパスは流水域・冷水域（上中流域の渓流や清流）に生息

が可能である｡本県の重要な内水面漁場が存在する庄川や神

通川の上流に位置する桂湖(境川ダム湖)と熊野川ダム湖(図

－１)ではブラックバスの生存が確認され,下流域への生息範

囲への拡大による，ヤマメやアユ資源に対する影響が強く

懸念されている。

このため,両水系の生態系の保全を図るとともに，サクラ

マスやアユ資源への悪影響を未然に防ぐために，庄川水系

桂湖および神通川水系熊野川ダムにおいて，ブラックバス

の生態（分布）を調べると同時にその駆除を図る。また,両

ダム湖の下流に位置する庄川と神通川のアユ漁場において

は,アユ漁などによるパス類の混獲（分布）状況を調べる。

【溺査方法】

（１）桂湖

調査は平成15年６月24-25日および10月14-15日の２回行っ

た。採集に用いた漁法は底刺網（長さ38m,高さ2.6m，目合

い片目1.4cmの3枚網）１０反（10地点），小型三枚網（幅1.0m，

高さ0.8m,外網目合30cm,内網目合４cm）２０枚（20地点），

投網（12節および28節；１～2地点）および釣り（竿釣り：

餌はミミズを使用；１～2地点）で,主として湖の地形が穏や

かな富山県側の水域で採集を行った（図-2,3）。漁具の設

置および場所の移動には調査船「あゆかぜ」および「かわせ

み」（上平村所有の船外機船を用船）を用いた。

底刺網は調査初日の午後に投網し，翌日の午前中に揚網

した。釣りおよび投網は調査初日に行った。６月24-25日には

タモ網(直径30cm,柄の長さ1～1.7m）を用いてSt､4の岸辺付

近でのパスの稚魚の採集を試みた。併せて，水温,透明度，

濁度およびpHを測定した。

田子秦彦

また,庄川沿岸漁連(大門漁協,上平漁協）が６月29日から

10月４日にかけて桂湖で行った駆除個体のうち，庄川沿岸漁

連の冷凍庫で保存されていた個体を水産試験場へ搬入して，

魚体測定を行った。

（２）熊野川ダム湖

調査は平成15年５月12-13日および11月19-20日の２回行っ

た。採集に用いた漁法は底刺網で，漁具の設置には調査船

「あゆかぜ」を用いた。用いた底刺網は５月12-13日にはエビ

網（長さ36m,高さ1.5ｍ，目合い片目2.5ｃｍの3枚網:赤色）３

反とナイロン糸の底刺網7反（計10地点），１０月28-29日には

ナイロン底刺網10反（10地点）と小型三枚網19枚（19地点）

を用いた。刺網は調査初日の午前に投網し，翌日の午前中に

揚網した。熊野川ダム湖では「あゆかぜ」しか使用できなか

ったため，刺網設置点別のバスの採集尾数は計数しなかっ

た。

各調査日において，湖面の5地点において水温，透明度，

濁度およびpHを測定した。

（３）アユ漁場におけるバスの混獲

アユ漁場におけるバス類の混獲状況を明らかにするため

に，神通川と庄川の主なアユ漁場において,４～10月の間に，

投網，テンカラ網，友釣りおよび毛鈎釣りによってバス類

の捕獲調査を行った。また，神通川と庄川の漁業者からはア

ユ漁の際に混獲されたバス類の提供を依頼した。

採集したバス類については，種類，全長，体重，性別，生

殖腺重量,胃内容重量および胃内容物を調べた。また，肥満

度（1000×体重／全長3），胃内容指数（100×胃内容重量／

体重）および成熟度（100×性殖腺重量／体重）を求めた。

【調査結果の概要】

（１）桂湖

桂湖におけるバス類の採集結果および水質調査結果を図-

2,3,および表-1に示した。６月24-25日では湖面の水位はほ

ぼ満水に近かった。採集されたバスはオオクチバスが1尾，
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表－１桂湖で刺網、投網および釣りにより採捕されたブラックバスの大きさ、雌雄および主な胃内容物（平成１５年度）

調査日漁法魚種全長(c、）体重(9)肥満度胃内容胃内容主な胃内容物雌雄性殖線成熟度

重量(9)指数 重量(9)

１６月24日釣りコクチ１１．２１６．３１１．６０．２１．２３陸生昆虫(ﾕｽﾘｶ）ｃ７０．１０．６１

２６月２４日釣りコクチ１２．５２２．０１１．３０．３１．３６睦牛昆虫ケ０．１０．４５

３６月２４日釣りコクチ１２．５２５．６１３．１０．４１．５６陸牛昆虫３０．１０．３９

４６月２４日釣りコクチ１３．６３０．４１２．１０．５１．６４陸牛昆虫ｃ７０．１０．３３

５６月２４日釣りコクチ１１．３１７．３１２．００．２１．１６消化物早０．１０．５８

６６月２４日釣りオオクチ２０．０１０５．８１３．２１．５１．４２ミミズ早３．５３．３１

７６月２４日投網コクチ１０．２１２．６１１．９０．４３．１７睦牛昆虫ｃＦ０．１０．７９

８６月２４日投網コクチ１０．２１３．３１２．５０．１０．７５消化物３０．１０．７５

９６月２４日投網コクチ１０．９１４．０１０．８０．１０．７１消化物早０．１０．７１

１０６月２４日投網コクチ１２．７２２．５１１．００．１０．４４消化物早０．１０．４４

１１６月２５日刺網コクチ１２．５２２．２１１．４０．２０．９０消化物３０．１０．４５

１２６月２５日刺網コクチ１７．０６７．２１３．７１．２１．７９カニ1匹ｶﾜｹﾞﾗ1匹ｃ７０．１０．１５

１３６月２５日刺網コクチ１８．７９１．０１３．９０．６０．６６消化物ザ０．４０．４４

１４６月２５日刺網コクチ１１．３１６．５１１．４００空胃早０．１０．６１

１５６月２５日刺網コクチ２５．０１６９．８１０．９１．９１．１２ｶﾜｹﾞﾗ2匹早１１．５６．７７

１６６月２５日刺網コクチ９．１
G●●■●●●●●●●●●●●●●●合色●｡●■申●●●●●●●●●●●●●●●●●｡Ｃ●甲●●｡●●｡●●●●●●●●●●■●●●●●●●色白●●●●●●●●由●､申●●｡●。■●。■●●句●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●■●●●●●●●●●●●●由●●甲印●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●■●●｡●●●●●■●●●●●●●●●●＄●●＄●●印●●Ｃ●●●●●●●●●●●由●●■●●●●｡●■●、●●■●。●●●◆●●●●●●●●●●■●申●●車●ｐｃ●ｃ●●●●●●●●●●

１１０月１５日刺網コクチ２５．６２００．７１２．００．８０．４０卵･昆虫消化物ザ１．５０．７５

２１０月１５日刺網コクチ８．０８．５ｃ７

３１０月１５日刺網コクチ９．７１１．３３

４１０月１５日刺網コクチ９．０１１．５早

５１０月１５日刺網コクチ１０．２１４．７早

表－２熊野川ダム湖で刺網により採捕されたブラックパスの大きさ、雌雄および主な胃内容物（平成１５年度）

調査日漁法魚種全長(c、）体重(9)肥満度胃内容胃内容主な胃内容物雌雄性殖線成熟度

重量(9)指数 重量(9)

１５月１３日刺網オオクチ３０．０４１４．２１５．３０．１０．０３木くず早２１．６5.21
0●●●●●●●●●●●●●申⑤●ゅ｡●p■●p■●p■●●●●■●●■●●■●●●●●｡●●●●■●●申●甲■●■■●■●●■●●●●●由●の●●●申●●O●●●｡●p■●●●●■●●■■●｡●●●●●●ﾛ●●●●●の●■｡●●●■｡●●｡③●■■●ｅ●●●●●●｡●●●●●●車■｡●＄■●●｡｡●po●●■■●●■●●●●●●｡●●●●●■●●印●●■①■■①■●●●●｡●●｡●●■●①③●｡●●●●■●●●●■●●■凸申●●中●■●●■●■●■●●■●●●●●●｡｡●●●■●●●●由●●中●＄●①｡｡■●

１１１月２０日刺網オオクチ２７．２２７６．３１３．７１．２０．４３魚消化物ｃＦ１．２０．４３

２１１月２０日刺網オオクチ１７．６７５．１１３．８００空胃ｃ７００
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コクチバスが15尾の計16尾であった｡バスが採集された湖面

の多くは流入河川のバックウオーター付近と左岸側の傾斜

が緩やかな斜面であった。採集されたバスの全長範囲は9.1

～25.0cmで，成熟度（100×性殖腺重量／体重）の高い雌個

体2尾が含まれていた。主な胃内容物は水生・陸生昆虫であ

った。

また，昨年と同様に桂湖堰堤右岸側から流入する河川の

バックウオーター付近で，タモ網によりコクチバス稚魚の

採集を行ったが,稚魚は全く採集できなかった。調査日は昨

年と同じであったが，本年度は県内河川の水温の上昇が遅

かったことから，バスの産卵・騨化が遅れていたものと推測

される。

湖面の水温は19.8～20.3℃の範囲に,透明度は4.5～8.0ｍの

範囲に，濁度は0.4～0.7mg/ｌの範囲に,ｐＨは7.4～7.6の範囲

にあった｡水温と濁度は堰堤に近づくほど高くなる傾向がみ

られた。バックウオーター付近は水深が浅く，底まで見えて

いた。

１０月14-15日では湖面の水位は６月24-25日に比べかなり低

下していた。採集されたバスは雄3尾,雌2尾の計5尾のコク

チバスであった｡バスが採集された湖面の多くは流入河川の

バックウォーター付近および小さな沢が流入する緩やかな

斜面の水域であった。採集されたバスの全長範囲は8.0～25.

6cmで,成熟度の高い個体は採集されなかった。主な胃内容

物は陸生昆虫であった。

湖面の水温は18.1～18.3℃の範囲に,透明度は2.8～4.5ｍの

範囲に,濁度は0.6～1.1mg/ｌの範囲にあった。水温と透明度

は調査地点による差はほとんどみられなかった｡濁度はバッ

クウォーター付近ほど低く，堰堤に近づくにつれ高くなる

傾向がみられた。

庄川沿岸漁連では6～10月に，延縄で78尾,釣り（ルアー）

で188尾,計266尾のコクチバスを駆除した。そのうち，冷凍

保存してあった202個体につき，水試で魚体測定を行った

（付表１）。全長の範囲は10.5～30.4cｍ（平均19.0cm）に，

体重の範囲は14.0～358.19(平均99.39)に，肥満度の範囲は5.

6～15.1（平均12.3）に，胃内容指数の範囲は0～6.5（平均１．

１）に，成熟度の範囲は0～3.9（平均0.6）にあった。主な胃

内容物は陸生昆虫であった。水試の調査では６月に比べ10月

の採集個体が減少しているが，これは8～10月に行われた庄

川沿岸漁連の延縄や釣りによる駆除の効果が現れたためと

考えられた。

本年度はコクチバスの稚魚が採集できなかったが，成熟

個体が採集されたこと，および10ｃｍ前後の小型個体が採集

されたことからコクチパスは桂湖で繁殖(再生産）をしてい

ると推測される。また,全長範囲が10～30ｃｍと広かったこと

から，複数の年級群の個体が生息していること，および'尾

ではあるがオオクチバスが採集されたことから，桂湖には

オオクチバスも生息可能なことが明らかになった。

バスは川や沢の流入湖面および傾斜の緩やかな船着き場

や倒木のある箇所など,近くにカバー（隠れ場所）があると

ころを好むこと，陸から肉眼で小型のバスが多数確認され

たことから，パスは陸に近い傾斜の緩やかな水深の比較的

浅い所に生息しているものと考えられた。

各調査でバス類の他に刺網で採集された魚類は,６月24-25

日ではコイ110尾，ニッコウイワナ11尾，１０月14-15日ではコ

イ13尾，ニッコウイワナ1尾で，昨年多く採集されたニジマ

スは全く採集されなかった。これは本年度では釣り大会（６

月）の際にニジマスの放流がなかったためと考えられる。コ

イ（全長25～40cm）は揚網時において，ほとんどの個体が生

存していたため，すべて再放流した。ニッコウイワナは揚網

時において，全ての個体がへい死または放流しても生存が

不可能と考えられたため，水試に持ち帰り尾叉長と体重を

測定した。ニツコウイワナの尾叉長範囲は11.5～33.3ｃｍにあ

った（表-3）。

桂湖には漁業権が設定されていないので，本調査で混獲

されたコイは毎年桂湖で行われる釣り大会のために放流さ

れた個体，ニッコウイワナは天然魚に由来すると考えられ

る。また，コイもニジマスもバスのような小型個体が,昨年

度も含めて全く採集されなかったことから，桂湖ではコイ

やニジマスは再生産していないものと考えられた。

（２）熊野川ダム湖

熊野川ダム湖におけるバス類の採集結果および水質調査

結果を図-4,5および表-2に示した。５月12-13日では全長30.0

cmの成熟度の高い雌個体1尾のみが採集された。胃内容物は

空胃に近かった。

湖面の水温は11.2～14.7℃の範囲に，濁度は1.1～5.0ml/1の
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表-3 桂湖で採集された水産重要積 表-4 熊野川ダム湖で採集された水産重要種

調査日 尾又長 (cm)体重 (g) 魚種 調査日 尾又長 (cm) 体重 (g) 魚種

H15.06.25 29.3 243.0 ニッコウイワナ H15.05.13 11.9 13.6 ニッコウイワナ
H15.06.25 30.5 273.0 二ッコウイワナ H15.05.13 13.2 22.2 ニッコウイワナ
H15.06.25 28.7 249.0 ニッコウイワナ

H15.05.13 12.9 18.5 ニッコウイワナ
H15.06.25 33.3 399.5 ニッコウイワナ

H15.05.13 32.7 358.2 ニッコウイワナ
H15.06.25 25.9 190.1 ニッコウイワナ

H15.06.25 31.0 302.9 ニッコウイワナ
H15.05.13 41.6 880.0 ニッコウイワナ

H15.06.25 30.0 298.3 ニッコウイワナ H15.11.20 24.1 124.1 ニッコウイワナ

H15.06.25 26.3 222.2 ニッコウイワナ H15.11.20 29.0 194.2 ニッコウイワナ

H15.06.25 29.7 268.2 ニッコウイワナ H15.11.20 29.5 295.7 ニッコウイワナ

H15.06.25 29.2 271.0 ニッコウイワナ H15.11.20 34.0 489.6 ニッコウイワナ
H15.06.25 11.5 17.6 ニッコウイワナ H15.11.20 28.5 206.0 ニッコウイワナ
H15.10.15 12.0 16.7 こッコウイワナ

H15.11.20 29.8 268.5 ニッコウイワナ

ダム堰堤 ダム堰堤

13.2t 11.0t 
O.8m 2.5m 
O.4mg/l 1407t 708 
7.9 O.9m 

5.0mg/1 
7.9 

恥し
VB
m
 

U
5
Q
M
 

十
U
V
内

〆

』

守

，

E

11.0t 
St.2 200m 
708 

12.9t 
St.20.9m 
402mg/1 
7.8 

11.2t 
106m 
1.1 mg/I 
7.7 

10.4t 
St.l 3.2m 
7.5 

図-4熊野川ダム湖における水温、透明

度、湯度およびpH(平成15年5月12日)
図-5熊野川ダム湖における水温、透明

度およびpH(平成15年11月19日)
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範囲にあり，バックウォーター付近ほど低く，堰堤に近づく

につれ高くなる傾向がみられたが,ダムの堰堤に近いs1.5で

は逆に低くなった。これは調査時にダムからの放水が行われ

ており，堰堤近くの水が動いていたためと考えられる。透明

度は0.8～1.6ｍの範囲にあり，バックウオーター付近ほど高

く，堰堤に近づくにつれ低くなる傾向がみられた。ＰＨは7.7

～7.9で湖面の色は茶緑色であった。

１１月19-20日では2尾の雄のオクチバスが採集された。採集

個体の全長範囲は17.6～27.2ｃｍにあり，各個体の成熟度は低

かった。胃内容物には消化物しか認められなかった。

湖面の水温は10.4～11.0℃の範囲に,透明度は2.0～3.2ｍの

範囲にあり，水温はバックウオーター付近では低く，それ以

外の地点では高くなった｡透明度は水温とは逆の傾向を示し

た。

２回の調査とも採集された個体はすべてオオクチバスであ

り，熊野川ダム湖にはまだコクチバスは侵入していないも

のと考えられた。５月中旬には成熟度の高い個体が採集され

たことから，５月中旬はオオクチバスの産卵期に該当すると

考えられた。なお,５月中旬の熊野川ダム湖での採集尾数が１

尾と少なかったのは,水温が約１０℃と低く，バスの活動がま

だ不活発なためと考えられた｡この時期はギンブナの産卵期

にも当たり，多くのギンブナが刺網に掛かったことから，次

年度以降は水温がさらに高く上昇し，ギンブナの産卵期が

終わる６月以降に実施すべきだと考えられた。

各調査でバス類の他に刺網で採集された魚類は,５月12-13

日ではギンブナ343尾，コイ4尾，ニツコウイワナ5尾，１１月1

9-20日ではギンブナ220尾，コイ4尾，ニツコウイワナ7尾で

あった。ギンブナとコイについては，可能な限り再放流した。

ニツコウイワナの尾叉長範囲は11.9～41.6ｃｍにあった（表

-4）。熊野川ダム湖には漁業権が設定されていないので,ニ

ッコウイワナは天然魚と考えられた。

（３）アユ漁場におけるバスの混獲

神通川と庄川のアユ漁場におけるバス類の採集結果を表－

５，６に示した。神通川では計27回のアユの漁獲調査を行い，

2,189尾のアユを漁獲した際に，８月20日にはブルーギル1尾

（全長9.3cm，18.09）とオオクチバス1尾（全長13.0cm,体重

30.89,）を，９月１日にはオオクチバス1尾（全長10.0ｃｍ，体重

13.49,）を混獲した。庄川では計38回のアユの漁獲調査を行

い780尾のアユを採捕したが，バスは1尾も混獲できなかっ

た。

なお，本年度は漁業者からのバスの提供は1尾もなかった。

以上のことから，昨年度の庄川大門大橋付近にあるワン

ドのような水の流れの緩やかなところでは比較的高い密度

でオオクチバスの生息がみられる箇所はあるものの，神通

川や庄川のアユ漁場におけるバスの生息密度は，今のとこ

ろ極めて低いものと考えられた。しかし，神通川では昨年度

に続き本年度もブルーギルとオオクチバスの混獲が認めら

れたことから，神通川では上中流域にあるワンド的な水の

緩みにバスが生息している可能性が考えられ，そのような

箇所での駆除を重点的に行うべきだと考えられた。

【鯛査結果登載印刷物等】

なし
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表－５神通川におけるブラックバス混獲調査結果表一６庄川におけるブラックバス混獲調査結果
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調査日場所漁法アユ尾数バス尾数調査日場所漁法アユ尾数バス尾数

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２１８９３

投網

投網

投網

投網

友釣り

毛針

友釣り

友釣り

友釣り

投網

毛針

投網

投網

投網

投網

投網

投網

Ｈ１５．５．６

Ｈ１５．５．２０

Ｈ１５．５．２９

Ｈ１５．６．１１

Ｈ１５．６．２１

Ｈ１５．６．２１

Ｈ１５．６．２２

Ｈ１５．６．２３

Ｈ15.6.24

Ｈ１５．６．２７

Ｈ１５．６．２９

Ｈ１５．７．１１

Ｈ１５．７．２２

Ｈ１５．７．２４

Ｈ１５．８．５

Ｈ１５．８．１５

Ｈ１５．８．２０

5.5-6.0

６．０

６．０

６．０

１５

１１．５

１４．０

２０６０

17

6.0-7.0

11.5

6.0-7.0

6.0-7.0

６．０

6.0-7.0

１３．０
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(1)日本海スルメイカ漁場調査

付表１日本海スルメイカ漁場漁期前調査試験操業結果(2003年４月16-25日)＜その1＞

~Ｉ）＜イーＣ

1．２沖合漁場開発調査
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付表１日本海スルメイカ漁場漁期前調査試験操業結果(2003年４月16-25日）＜その2＞

鯛査定点番号 1１ 1２ 1３ 1４ 1５ 1６ 1７ 1８ 1９ 2０

月日 4/1９ 4/1９ 4/1９ 4／1９ 4/1９ 4/１９～2０ 4/2０ 4/2０ 4/20～２ 4/2１

位
置

開始北緯

東経

終了北緯

東経

３６．４０

１３３．２８

36.42

33.22

36.20

1３３．５９

36.20

34.00１

時
間

開始

終了

操粟時間数

１９:3０

4:0０

8.5

20:００

４，０

８

釣獲個体数 278 1３

樋械台数 1０ 8.125

個体/台･時間 3.27 0.2

外套背長範囲 12.8-22.8 1１．３－１９．４

外套背長ﾓｰﾄ 1８．５ 1６．５

水
深
別
水
温

０ｍ

１０ｍ

20ｍ

30ｍ

50ｍ

75ｍ

１００ｍ

150ｍ

200ｍ

300ｍ

1４．２

14.05

13.55

3.38

3.12

3.15

2.84

０．８９

1４．４

14.36

13.75

13.39

13.15

1３．９

1３８８

13.23

12.88

1２．８

1３．５

13.36

1２９６

12.88

1２７４

12.46

12.14

9.81

1３．５

3.56

3.47

3.26

2.87

2.71

２１５

12.5

1２５４

12.29

11.04

10.57

10.45

9.97

8.42

5.96

1.4

1２

11.86

１１．８６

11.85

1０８７

10.57

10.34

9.83

8.15

1.58

1２

11.66

11.66

10.54

９．９

9．０６

7.94

4.99

2.42

0.82

1２．４

12.33

12.22

12.14

1１．７

10.91

9.73

7.95

4.26

1.18

13.4

3.26

2.39

2.09

1.47

０．７１

9.72

5.78

2.62

備考

釣護点を
St､15から

SU6に変更

イルカ視浬

鯛査定点番号 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

月日 4/1７ 4/1７ 4/1７ 4/1７ 4/１７～1８ 4/1８ 4/1８ 4/1８ 4/1８ 4/１８～1９

位
置

開始北緯

東経

終了北緯

東経

36.00

132.31

36.02

132.36

36.41

33.01

36.44

32.58

時
間

開始

終了

操菓時間数

19:2０

4:0０

8.67

19:3０

4:００

8.5

釣獲個体数 837 ６１５

機械台数 1０ 1０

個体/台･時間 9.65 7２４

外套背長範囲 12.6-23.0 10.1-22.9

外套背長ﾓｰﾄ 14.5 125/19.5

水
深
別
水
温

０ｍ

１０ｍ

20ｍ

30ｍ

50ｍ

75ｍ

１００ｍ

150ｍ

200ｍ

300ｍ

13.8

13.55

13.25

12.98

12.88

12.51

11.88

8.82

3.8

０．９３

13.9

13.74

13.03

12.85

12.78

12.64

12.22

7.36

1.12

1４．４

14.17

13.75

13,43

1３３７

1３３４

13.29

9.54

1３．９

14.38

13.93

13.6

13.38

13.12

1２８

9.48

1４．１

13.89

1３．７１

1３．１

13.03

1３

12.82

1０．２１

３９４

1３．６

3.39

3.39

3.33

2.82

2.62

2.39

８．０１

234

０．９１

1３．５

1３．４

3.39

2.96

2.63

2.54

2．０１

9.75

3．９１

1．０６

12.8

12.63

12.56

12.14

11.25

９4２

６2８

9７

０７

０7６

1３．５

13.15

13.05

12.77

12.39

11.84

９．６

4.21

1.39

0.71

1３．９

13.59

13.37

13.06

13.04

12.76

11.72

8.7

備考



付表１日本海スルメイカ漁場漁期前調査試験操業結果(2003年４月16-25日)＜その3＞

付表１日本海スルメイカ漁場漁期前調査試験操業結果(2003年４月16-25日)＜その4＞
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鯛査定点番号 2１ 2２ 2３ 2４ 2５ 2６ ２７ 2８ 2９ 3０

月日 4/2１ 4/2１ 4/2１ 欠測 4/2１ 4/21～2２ 欠測 4/2２ 4/2２ 4/2２

位
瞳

開始北緯

東経

終了北緯

東経

ノ
／

３６．００

135.01

36.08

135.06

ノ
ノ

時
間

開始

終了

擬業時間数

ノ

ノ
ノ

19:3０

4:００

8.5

ノ
ノ
ノ

釣獲個体数 ノ 398 ノ
樋械台数 ノ 7.61 ノ
［1体/台･時間 ノ 6.15 Ｉ
タ･套背長鐘囲 ノ 13.1-21.3 ノ
タ､套背長ﾓー ﾄ ノ 17.5 ノ

水
深
別
水
温

０ｍ

１０ｍ

20ｍ

30ｍ

50ｍ

75ｍ

lOOm

150ｍ

200ｍ

300ｍ

1３

2.98

3.12

2.66

2.34

０８４

10.41

8.99

2.23

12.9

3０７

3．０４

2.18

2.01

1.89

1.18

8.79

4.75

1．０２

1２．１

12.04

12.01

1０．２

9.65

８6３

７5１

４5２

7１

０．８４

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

ノ

Ｉ

ノ

ノ

1２．６

12.63

12.59

12.54

10.65

9.84

9.18

4.7

1.75

0.76

1２７

12.77

12.77

12.81

1２５３

1２．３

11.82

1０．５

4.82

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

12.4

２１９

２１１

1.96

1.56

0.87

0.22

9.15

4.7

1.1

1１．９

11.59

11.29

10.26

９０５

７6３

６7４

３9４

１8９

０7２

12.4

12.3

1２．０１

､９

､７

1１ 1３

1０ ｉ５

9.1

5.74

1.17

備考

Ｉ Ｉ

鯛査定点番号 3１ 3２ 3３ 3４ 3５ 3６ 3７ 3８

月日 4/22～2３ 4/2３ 4/23～2４ 4/2３ 4/2４ 4/2４ 4/2４ 4/24～2５

位
湿

開始北緯

東経

終了北緯

東経

36.30,

136.00’

36.32

36.02

３７．０１

１３６．１９

37.05

36.20

38.00,

136.40.

38.03

136.38

時
間

開始

終了

操業時間数

１９:3０

4:００

8.5

19:3０

4:0０

8.5

19:2０

２4０

７3３

釣獲個体数 ９ 1３ 660

機械台数 1０ 1０ 1０

個体/台･時間 0.11 0.15 ９

外套背畏麓囲 8.7-20.4 ８３－ 0.8 12.1-16.8

外套背長←卜 9.5 0.5 1４．５

水
深
別
水
温

０ｍ

10ｍ

20ｍ

30ｍ

50ｍ

75ｍ

１００ｍ

150ｍ

200ｍ

300ｍ

12.5

12.34

11.95

11.24

11.03

1１

10.73

9.99

7.42

12.3

2．０７

2.01

1.78

１．０１

0.93

0.82

1.9

､8３

､8２

1.7

11.03

10.98

10.94

10.55

5.44

1２．１

12.11

12.11

12.09

10.95

1０

8.97

5.99

2.1

1．０５

1２．２

1１９７

11.88

11.69

11.34

10.71

10.48

1２．６

12.26

11.31

11.31

10.58

10.25

9.64

7４８

3.52

０．９９

1１．７

11.51

11.35

11.39

10.85

10.52

10.26

9．０１

5.38

１１．９

11.46

1１．４

11.33

10.81

10.56

10.19

8.72

4.18

１

備考

4/23観測



付表２日本海スルメイカ漁場盛漁期調査（１）試験操業結果(2003年８月18-24日)＜その1＞

付表２日本海スルメイカ漁場盛漁期調査（１）試験操業結果(2003年８月18-24日)＜その2＞

－１５１－

鯛査定点番号 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０

月日 8/1８ 8/1９ 8/1９ 8/1９ 8/1９ 8/1９ 8/１９～2０ 8/2０ 8/2０ 8/2０

位
浬

開始北緯

東経

終了北緯

東経

39.58

37.32

39.53

37.33１

時
間

月始

終了

操粟時間数

20幻０

4ＤＯ

８

釣獲個体数 1.049

機械台数 9.63

個体/台･時間 13.62

外套背長範囲 15.0-26.9

外套背長←卜 22.5

水
深
別
水
温

０ｍ

１０ｍ

20ｍ

30ｍ

50ｍ

75ｍ

100ｍ

150ｍ

200ｍ

300ｍ

23.9

23.99

23.04

16.79

12.93

10.28

7.99

4.17

1.93

０．８１

23.3

23.29

2３ 1７

1９ 6４

1４ 8５

1１ 4８

9.7

6.74

4.54

1.5

23.2

23.2

21.18

18.58

1３．６１

1０．５

8.76

6.14

2.98

1.21

22.9

22.85

21.84

1７ 8３

1３ ５１

101１

７2３

３4５

7２

０９１

22.4

22.27

19.32

11.22

7.1

4.92

3.54

1.91

1.28

０．８１

23.2

22.78

2２ 5７

1２ 6１

７7５

４6８

3.33

1.58

1.17

０．７６

23.9

23.39

2２ 5３

1９ 4１

1２ 4８

８9６

６4９

３2８

１7６

０9８

22.8

22.65

22.31

9.73

４．９６

3.23

2.39

1.4

1.05

0.81

22.4

22.2

10.23

7.26

４7６

２3６

２3９

､８

１5２

０D８

22.2

21.36

12.79

6.72

2.68

1.58

1.16

0.96

0.93

0.77

備考

調査定点番号 1１ 1２ 1３ 1４ 1５ 1６ 1７ 1８ 2１ 2２

月日 8/20～２ 8/2１ 8/2１ 8/21～2２ 8/2２ 8/2２ 8/2２ 8/22～2３ 8/23～2４ 8/2３

位
置

開始北緯

東経

終了北緯

東経

40.30

1３７．３１

40.30

137.38

40.30

137.00,

40~３０

３７．０５

40.010

136.31,

40.03,

1３６．４１

39.00,

1３６．３２

３９．０１

３６．３３１

時
間

Ｗ始

終了

操菓時間数

20:００

4:0０

８

20:0０

4:0０

８

20CＯ

4ＤＯ

８

2０，０

0，０

４

釣獲個体数 1.646 720 ８１２ 208

機械台数 ７．8８ 7.19 １０ 1０

個体/台･時間 26.13 12.52 10.15 5.2

外套背長範囲 18.3-27.2 18.8-27.7 16.3-26.3 11.6-27.0

外套背長ﾓｰﾄﾞ ２１ 23.5 23.5 16.5.23.5

水
深
別
水
温

０ｍ

１０ｍ

20ｍ

30ｍ

50ｍ

75ｍ

100ｍ

150ｍ

200ｍ

300ｍ

23.3

22.24

19.29

8.55

3.9

1.9

1.36

1.03

0.92

０．７６

22.4

22.15

９6４

６2９

３4２

２0６

1.47

０．９８

0.93

0.79

23.1

22.65

13.17

６．３９

4.02

2.72

1.96

1.29

０．９７

0.89

24.2

23‘1３

19.14

9.98

5.73

3.91

2.75

1.73

1.2

0.73

23.4

23.04

14.95

9.47

7.15

４．３

3.15

1.83

1.32

０．８２

23.6

23.47

1７ 1５

７9５

５0５

３1１

8９

1.41

0.98

0.9

24.2

23.93

21.85

14.49

9.34

6.16

4.17

2.06

1.31

０．８６

24.1

23.96

21.74

16.12

12.58

10.26

8.44

5.17

2.85

1.11

2４

23.99

23.31

16.52

11.45

7.04

5.11

2.53

1.6

0.87

23.3

24.18

23.14

18.38

1４２２

11.13

8.79

4.74

2２５

0.97

、傭考

荒天のため
定点19及び
20の観測を
欠測した
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付表３日本海スルメイカ漁場盛漁期調査(Ⅱ)試験操業結果(2003年９月15-19日)＜その2＞

付表３日本海スルメイカ漁場盛漁期調査(Ⅱ)試験操業結果(2003年９月15-19日)＜その1＞

鯛査定点番号 Ｔ－５ Ｔ－４ 1－１４

月日 9/1８ 9/1８ 9/18～1９

位
置

開始北緯

東経

終了北緯

東経

38.29,

1３７．０００

38.32

36.56１

時
間

開始

終了

操菜時間数

20:3０

3ＤＯ

４

釣理個体数 213

機械台数 9.46

価1体/台･時間 3.46

･毒背長瞳囲 11.8-28.1

ク･套背長ﾓー ﾄ 18.5

水
深
別
水
温

０ｍ

１０ｍ

20ｍ

30ｍ

50ｍ

75ｍ

100ｍ

150ｍ

200ｍ

300ｍ

２１．２

20.24

19.48

18.46

13.45

9.7

8.02

6.74

5.59

2.71

２

2１

2０

1９

1６

１０

６

３

１

０

９
－
狛
一
訓
一
妃
一
万
一
曜
一
陥
一
銅
一
弼
一
抑

23.9

23.95

2３ 7８

2１ 5６

1７ 1４

1４ 4４

９8１

5.51

2.4

1.02

備考

鯛査定点番号 Ｔ-11 1-2 Ｔ－１４ 1－３ 1－５ 1-6 1-7 1－９ 1－１１ 1－１３

月日 9/1５ 9/１５～1６ 9/1６ 9/１６～1７ 9/1７ 9/1７ 9/1フ 9/1７ 9パフ～1８ 9/1８

位
画

開始北緯

東経

終了北緯

東経

39.59

37.29１

40.03

37.36１

40.31

137.34,

40.250

137.32,

39.54

36.31１

39.45

36.21１

時
間

開始

終了

操菓時間数

20:1５

4:0０

6.25

20幻０

4，０

7.5

21ｐＯ

4，０

フ

釣型個体数 954 4.184 340

樋械台数 7．７６ 6.73 ４

個体/台． 蒲間 19.67 82.89 12.14

外套背長随囲 17.6-27.1 19.7-27.4 16.1-28.7

乳＝理せ■寺Ｌ・
19.5 21.5 2０

水
深
別
水
温

0ｍ

１０ｍ

20ｍ

30ｍ

50ｍ

75ｍ

100ｍ

１５０ｍ

200ｍ

300ｍ

19.6

19.29

19.19

17.91

9.7

5.18

3.36

1.92

1.22

０．８８

18.5

18.53

16.94

13.55

7.2

4.25

2.45

1.44

1.15

0.74

17.3

15.48

1４．０１

1３６１

9.81

2.26

1.43

1.07

0.92

０．７７

18.3

17.82

15.64

10.31

3.48

2.12

1.53

1．０９

０．９５

0.81

1７．９

17.45

15.17

11.37

3.75

２〕９

.４

１)５

０ﾖ５

０帥

1９．３

19.23

17.21

10.16

３7６

２3１

１7６

1８

０9６

０8６

20.6

19.36

18.11

13.69

5.33

3.68

２6１

5６

０９

０7７

20.7

19.68

1８ 9７

1８ 1２

７9１

４7２

３０３

8５

１３１

０8６

２ ､４

1９ う２

1９ 3１

1９ 3２

1８ 7６

1２ 5５

８

4.56

2.09

1.05

21.9

20.66

19.29

18.12

12.23

6.23

4.05

1.97

1.42

0.85

備考

9/13～14台

風のため避
難



Ⅱ１．３資源評価調査委託事業
（１）資源評価調査委託事業

塞包一角平虚１５年麻に沼I壷ＬかサバのＦ１､銅虚２寒中の鋤牢は当諺醗鰯値（《、）以卜次の６皆&乃傭夫潜の砲#鋤

欠の階級未満の度昂該階級

ｌ
」
圏
１

奔負一ワ平而１貝年庵lァ澄1壷Ｉ夫マァジの、_趨歳９寿中の鋤室吐当塗陛“ｲ商ｒ『､ｍｌｌ２ｌｌ‐〕唯の睦8路崎圭轄、嘩参け

へロロ

９

2003 ４ 10
、

ﾌＩ〈貝前網 1４ 4２ 4０ ４ 100

2003 ４ 2４ う<見茂淵三番 1３ 5６ 2６ ５ 100

2003 ６ 2７ ガ〈見茂淵三番 ３ ３ 2６ 2９ ９ ７ 1５ ８ 100

2003 ７ 2５
、

Ｚ<見茂淵二番 3３ 6５ ２ 100

2003 ８ １９
、

フ<見青塚三番 ８ 7９ 1２ １ 100

2003 ９ ４
、

ﾌ！〈見茂淵一番 1８ 7６ ６ 100

2003 ９ 1８
、

。〈見茂淵三番 1３ 5４ 2７ ５ １ 100

2003 10 1６
、

ﾌ！ 〈貝差淵二番 2４ 5３ 2３ 100

2003 10 3１
、

フ〈見前網 １ ５ ３ I 1４ 2３ 3３ 1９ １ 100

2003 1１ 1４
、

。〈見青塚三番 2０ 3０ 1１ 1５ ６ ７ ７ ２ ２ 100

2003 1２ ４
、

フ〈見青塚三番 １ ２ 1７ 3０ 2０ ８ ５ 1１ ４ １ １ 100

2004 １ ９
、

フ〈見茂洲二番 ７ 2８ 3２ 1１ 1０ ７ ４ １ 100

2004 ２ ４ブ〈見茂洲 二番 １ 3２ ５９ ８ 100

2004 ３ ４う〈見茂洲一番 ２ 2２ 4０ 3３ ３ 100

2004 ３ 2５
、

フ〈見前綿 ３ 2８ 3６ 2１ ５ ５ ２ 1００

年 月 日 漁 陽／階級 1 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 11 1２ １３ 1４ 1５ １６ 1７ 1８ 1９ ２ 2１ 2２ 2３ ’４ 2５ ２６ 2７ 2８ 2９ 3０ ３１ ３２ 3３ 3４ 3５ 3６ 3７ ３８ 3９ 4０ 4１ 合計
，)０３ ５ 2９ 氷貝側3沖 ３ ２ １口 3６ １

・
刀 １ １ 7９

２)０３ ８ 1９ 氷貝テ f鰯団＝番 ２ ５ 3６ ４５ 1１ 1)０

２)0３ ９ ４ 氷貝描E淵一番 １ ３ ３ ６ ８ ３ １ １ ２６

2003 1０ ３１ 氷見ロ I網 ３ ２ ３ １ ２ 2６ ２９ １ ６７

2003 1２ １９ 岩瀬深曳 ５ 1７ 副１ 2５ 1６ ５ Ｉ 1００

2004 ２ ４氷目前網 １ ８ 2０ 2２ ７ ８ ２ ６８

年 月 日 漁場／階級 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 1１ 1２ 1３ 1４ １５ 1６ 1７ 1８ 1９ 2０ 2１ 2２ 2３ 2４ 2５ 2６ 2７ 2８ 2９ 3０ ３１ 3２ 3３ 3４ 3５ 3６ 3７ ３８ 3９ 4０ 4１ 会､計

2003 1２ 1５ 岩瀬深曳 １ Ｉ ２ ８ ８ 1２ ４ １ 3７

2004 １ 1５ 魚津沖乃網 1 ２ ６ ８ ４ ２ ２ ３ ２ １ ３ ５ ６ ６ ３ １ 5５
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年 ノ 日 漁場／階級 10 1１ １１ 1２ 1４ 1５ 1６ 1７ 1８ 1９ 2０ 2１ 2２ 2３ 2４ 2５ ２６ 2７ ２８ ２９ 3０ 3１ 3２ 3３ 乳４ 3５ 3６ R７ RＲ 3９ ４０ ４１ ４２ 4３ 4４ ４局 4６ 4７ 4８ ４９ 5０ 合計

⑨、ｎ回 ５ 1３ 石川白鳥 ３ ２ ３ ８ ８ ６ 1 且
ロ色ＵＵＪ１

2003
qｑＪｌ

６
ＩＬＪ！

５

ロバ」〃ロﾛ１－】孟甜団

石川門前
ー
'犬倣

戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 門 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 局 戸 門 戸 局 局 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸詞
１
戸荊
４
戸詞
４
丙
。
丙 丙

乙
門 戸 戸 戸 戸 門

１
ロ
，

2003 ７ 2５ う<貝宮満 ３ ６ ５ １ ；

2003 ７ 2５ ゴ〈貝前線 ３ １０ ８ ５ 1７ 10 1４ ７ ６ ２ ２ ６ ３ ２ 1 9６

２)0３ ８ 1９ う〈貝前線 １ ２ ２ ６ ３ ３ ４ ２ ４ｌ；Ｉ 3０

２)0３ ８ 1９ う<貝茂沸 三番 ２ ２ ５ １ ６ ３ ２ ７ 1３ 2Ｒ ８ Ｉ ６ ５ ４ 8９

2003 ９ ４
、
「
次 <見篭洲 一番 ２ ９ 2１ 2０ 2０ ８ 1３ １ 9６

２)0３ ９ ４）〈見 i倖 I 1 ２ １ ２ ６ １４ １０ ３ ４１

フ)０３１９ 1８ 石川 ﾖ日I前犬軸 ３ ４ ９ 1３ ５ ２ I 3８

200319 1Ｒ 氷貝言Fji臣二番 １ １ ２ ３ ３ ４ １ ４ ２ １ 2３

200319 1８ ぅｋ目詫FＭ ヨー番 １ ２ ３
』
３ 1 ２ 2１

200319 2６ 氷貝山一-頬 ３ ３ ９ １０ 3６

20031 ０ ２吉原 ７ 1３ ４ ４ １ ４１

20031 0 1６ ぅｋ目前2掴 ３ ７ 1７ ２３ ６ ４ ２ 6７

2003110 1６ ぅｋ目右穏$鯛 ２ ５ 2４ 3９ 1０ ５ １ 8６

2003111 1側 うｋ目青塚＝番 ２ ７ 2２ 1７ １） ２ 6０

2003Ｉ １ 2０ 魚津沖乃網 ２ ２ 2１ ６ ２ ４ １ 4８

2003 ２ 1１ 氷貝茂淵三番 ３ 2１ ５
Ｐ
３ ４ 5３

2003 ２ 1０ 氷見鳥 ２
ニ
フ 2０ １１ 1３ ３ 7４

2003Ｉ ２ 1１ 氷見前網 Ｉ １ ３ ７ ６ ３ １ 2２

2003１１２ ９弟+溝深頃． ５ ４ 2１ 1５ ３ １ 4９

2004’ ５吉原 ２ ５ 1２ 1９ 1６ 1３ １ 6８

2004 １５ 鐸用j雛古； ３ ６ ８ ９ ７ ３ 3６

20041；Ｉ ４ ぅIで目詫F鍵l一刻琴 ３ 1３ 2８ 3５ ８ 8７

200411 ４米目前銅娯 １ １ ３ １０ 2０ ８ ２ 1 4６

200413 2５ 石川輪島刺網 ２ ４ 2３ 1９ ９ ４ ２ 6３

200413 2０ 氷貝誇淵＝番 ２ ６
幸
３ 1０ ９ ６ ２ 4０
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年 月 日 漁場／賭級 4９ 5０ 良１ 角ワ 冨旬 貝』 目見 5６ 匡了 咽 5９ 6， 6１ 6夕 ６３ 色Ａ

一
缶
』
齢 ６７ 、 EＱ 7面 ７１ 7フ アヨ 7Uｌ 表 7慣 ｱア 7画 ﾌ゚ロ 、 、 角ウ ロａ ｡△ ■区 回負 1W７ Ｒｎ 蘭９ 9０ ｑｌ ｑク Ｑ２ q４ “ 酷 Ｑ了 q、 qｑ lfm 1，０ Ｑ升ワ 、、ａ 、ｎＡ 1０５ 会計

ｸﾏ、旬 ４ 1，１氷見茂淵二番 ２ ４ ６ 1６

穴Ｙ]罰 ４ lｎｌｊ石川門町大破 ２ フ 1０

ﾂrX】訂 。 っ句１J石川輸島釣り ３ ６ 1１ ワク 1１ ４ ２ ４ ３ ２ 7？

?⑪０３ ４ ｍＩｊ石川門前大政 ク ５

'｡０３ ａ 麺１J石川輪島沖 分 ４ ３ ， 1３

欠X1匁 ５ 1フ１J石川斡島釣り ５ 1３ ７ ﾂ喝

?Ｕ⑪２ 島 l３１ｊ石川 白島 1１ ９ ４ ， 竃１

天X1３ ５ う回１J石ｊＩ 白島 急 ３ ４ ２ 1８

ﾌ⑪０３ ５ 掴Ｉ氷信茂淵一癖 フ ３ フ ８ ２ ７ ５ 日 4０

詞００３ ５ 掴Ｉ 石〃 白鳥 ２ ３ ３ ３ 1７

?⑪0３ ５ 画’ 石ハ門前大敷 ３ ２ ５ ， ２ ４ ｱｮ

ﾌrX1角 ５ ｸロ 石川 門前大政 ２ ４ １１ うり 1５ ２ 白馬

ﾌ⑪fX3 ５ ﾌ゚ロ 石Ⅱ 白‘島 分 ５ ２ 1２

?Y砲３ ６ ５１石Ⅱ 百浦 ５ 1３ 1１ ５ 訂

?⑪nコ ６ ４１塊、 撮 ４ ５ ２ ２ ６ ２ ３ ２ ５ ７ ２ 4５

2⑪0３ ６ ５１氷員,千ヶ淵 フ ３ ９ ３ ２ アシ

ﾂYY1罰 ６ Ｓ１ｊ石Ⅱ 佐々波 ４ ２ ５ ４ 2１

天X}角 ６ ５１J石Ⅱ 門前大破 ， ５ ， ， ３ ４ ４ フク １０ ク ５ ’ ２ Rｎ

寅X1角 ６ ５１石川西海定侭 ３ ５ ？ ア 3４ 1§ ８ ３ q訂

?⑪０３ ｑ ｌＲ 石ﾉＩ 西海定侭 ， ６ ３ ４ 1６

，｡0３ ９ 1目 石Ⅱ 丙海まきＩ ヨ ４ ３ ６ ６ ４ ５ フ ２ 3フ

ｚＵ０３ 1０ 旬１１石Ⅱ 白鳥 ２ ４

gYXXq １１ 1分ｌｊ石川 白鳥 診 ５

?Ｕ、３ １１ lａＩｊ石川佐々波 ８ １４ 1Ｑ ５ 4９

?⑪⑪３ １１ ＭＩｊ石ﾉＩ 白鳥 ５ ３ ２ フ Ｍ

釦1⑥2８ １１ 1７ 石１１ 佐々波 ８ ９ ７ ４ ？ ３ 3６

ｇＯＯ３ １１ ﾌ４１ 氷員,茂朋 三番 ク ３ ' ３ ６ ３ ２ ﾌも

ﾂ⑪⑥ａ １１ ｸa 氷員脇洞 ６ １ク ク句 夕巳 1１ ６ ２ ３ 盆 ３ ２ qｑ

？Ｕ⑥３ １１ ﾌ４ 氷陶,島 ' フ ６ １１ Ⅷ 1Ｑ １０ ９ ブ 8１

うY、盆 １１ ｸdｑ 石Ⅱ 日の出 ４ ６ ５ １７ Zn ４１ クァ ファ 、 ６ ﾌＩ 1ク 1０ ６ ｸ3４

９℃⑪２ １１ う頃 氷院脇沖 ４ 1３ ８ ７ ２ ' 4８

2⑪⑥３ １１ ﾌ員 氷院,島岸 ３ a 急 分 剰１

穴、訂 １１ ク亀 石ｊＩ ｣串鏑 ２ ２ ５ ３ Ｚ ５ ２ ﾖフ

？r耐包 ファ 石川 佐々波 Ｚ ５ ４ ３ ３ ２ ク ３１

？⑪⑥３ ﾌ負 石Ⅱ 岸鍋 ク ？ ４ ２ ４ ７ 句分

訂Ｘ１茸 ｸ負 石ｊｌ 佐々波 ３ ５ ａ ２ ２ ３ ２ ２ ７ ８ ４ ５ 通

黄XT宝 アロ 氷院厩沖 ３ 1１ ０３ ａＱ ﾌａ 1１ ２ 油

うむ０３ １１ 麺 氷慌,島岸 ４ １１ 1４ ６ ３ ク 4３

ﾌ⑪０３ １１ 麺’石ｊＩ 岸端 ５ ク ３ ５ ３ ３ ７ 1， １フ １０ ８ 1句 1フ 口 ４ ８ ４ ク ｌク、

欠X〕角 １１ っｑｌｊ石jＩ 佐々波 ６ １１ ２４ 3９ ７ ７ ２ ２ ７ 1屑 ２４ 4ア 3s 3０ 1８ ５ ２ ３ ２ 回１

うむ｡③ １つ フＩ石Ⅱ 日の出 ６ 1３ 1回 3３ を３ 1回 ９ 1０ ３ 3６

９⑪唖８ １ク っＩ石Ⅱ佐々波 ５ ５ 、 詞８ う回 ｎ句 1７ ７ ２ ２ ３ ９ ６ ﾌワ ブヨ 17 ケヨ 姪 昼巨 4７ ｸア ３ｑ テ、 ８ ４ ８ 旧８

うむO③ フ クＩ氷院,島 フ ３ ク ６ ３ 麺

刃⑪O③ つ フＩ氷院,前嗣岸 ? ６ ５ ３ 3ク

'Ｍｎ寛 ク 壷’石ｊＩ 岸端 ２ Ｚ ２ ２ ４ 、

g⑪､３ ク つ 氷陽脇沖 ２ ８ 1４ 1０ Ｚ ２ ２ ３ ２ ５ gｏ

つむ⑪３ フ ４ 氷院Ｉ島岸 ７ クワ 1４ 5３

穴、３ ク ４１氷院茂淵二番 ２ ８ 1３ ５ 誼

９℃⑥３ ク ４１‘石Ⅱ佐々波 ２ 1０ 0つ 1０ ９蘭 アョ nＱ １， ２ ２ ３ １３s

?ＵO念 つ Ａｌ氷院前嗣犀 1７ 垂 5９ 1ア ５ ， Ｍ、

?⑪⑥き １つ ４１J石Ⅱ えのめ Ｚ ２ ２Ｓ ２４ 1０ 1ク a ２ １p９

ｇＶｍ３ １ク ５１氷院‘島岸 Ｚ ９ 1偶 ４１ １偶 ２ ＲＱ

つr、。 １つ ５ 四方大門 ９ ﾌ１ ６ ３ 4２

うり０３ １つ ６ 石川佐々波 ７ 0２ ６７ ９６ ９｡ ３』 刺 6５ ｄｏ 1９ ６ ク β3１

2℃○忽 １つ ６ 氷見前原 ２ ３ 1０ 0１ 4１ 5８ ６８ 4３ クヲ 3Ｒ ２， １１ ６ Ｚ ３４８

2U⑪ａ １ク ６ 氷見茂制 三番 ２ ア ５ ６ 1８ 1４ 1１ ８ ４ ７ ７ Ｚ ２ 、

う極狸、 １ク Ｂ 氷見茂禰 二番 ２ 分 ４ ３ 2盆 pH 1１ クラ 1７ ７ ３ 152

プロ｡③ つ Ｒ 石川岸1５ ２ ２ ク 盆 ０ 1民 ５ フ Ｂ “ ５ 7５

ｸ⑪Ｇ３ ク 且 石川佐々波 ２ ２ ４ ４ ５ ６ ２ ７ ４ ３ ４ ６ ７ １０ ５ ２ Ｚ ８３

2003 １つ 1０ 氷見前網 ２ ７ 、 1８ 汀 4７ 閲 卸噌 lＲ 夕３ ク１ 1１ ３

？、T３ フ 氷見島 分 ３ ４ ２ ４ ３ ３ ７ ２日 脇 4３ 国 1ク １０ 1４ ク Ｚ兜ﾛ

?Ｕ０３ ク フ 四方大門 ４ 1４ ３ ５ ３ 1３ ２ ４

ｸＴｍ。 １つ 面’ 氷見前網 ３ ６ 1１ 1３ 1侭 匡 1尾 ７ ４ ５ ４ 少 通

?、０忽 １つ 掴Ｉ氷見千ヶ淵 ’ ５ ク 0ク ６ ５ ７ ７ ５ 盆 党 強

うrXYn １フ 1Ｒｌｊ石川大泊 ４ ３ ヨ ３ ６ 1３ 天、 1３ 0ク ９ ３ 誼

刃ＵＯａ １つ lＲｌ石川岸蝋 ４ ２ ６ 、 1フ 1つ ４ ４ ３ ３ 甥

謝耐③ １つ 1ｓ’石川佐々波 ３ ６ ５ 1７ 雷 知 1食 1１ 1ク ９ 色 1０ ７ 6，

ﾌ⑪０３ １フ 1s 氷見前卸 ３ ２ ３ ２ ５ 1３ 1１ Ⅷ n口 1７ 1３ 1０ 1ク １１ ７ ３ ３ ５２

つＹＨ冠 １ク ﾜの 氷見茂澗 ＝審 ５ ５ ９ ６ 、 夕 ７ 1９ ､負 ７ ６ ４ 6０

９℃0盆 つ う、 氷見則豚 ２ ' Ｚ ３ ２ ７ 1ク 1６ 4１ ３４ 2４ 1７ 』 ３ ４ 分 8｡

うYｍ３ ク ク句 氷算.茂溺 三番 分 ９ ｚＢ 3５ 垂 鬼９ 1ク 1ク 1２ ａ ７ 1４ l⑪ 2４ ７ ９ ６ ２ Ｚ ６ ６ 7m

うYDna ク つ罰 米国_茂洛 二帯 ２ ２ Ｚ ７ ９ 1フ １１ ク ５ 1日 ９ 、 1３ 1５ 1９ 昼 夕 4０

う⑪０且 つ 分② 氷見１１１脚 ク ２ 1６ ５１ 6４ 国ａ ３叫 ｸヨ 強 1３ １０ 1ア 別 ３２ 1２ ２

究面且 ク ク負 戸川倖だ 波 Ｑ 日 ７ ３ ， 3８

ク ワ馬 石川f曾端 ク 分 1０ ク１ 2つ ，、 ９ ４ ２ ２ ３ ４ 1霊
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番 号藻類分類量
Ｃ

Ｒ
》
Ｒ

2:(ﾉﾘbtｶﾉﾊｒｚｏ"a歯
■

●◆◆◆◆●◆●◆●●●●●●●●●ｇ●gee●●●●①◆◆◆●●◆◆●◆●｡●b●●｡●●■■色■■■■■■■●■

ａ ；輔
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Ｒ

1:〃ｂｍｏｅｏ鋤次”砲"ｓ ：藍；
。。◇◇◇･ooooooo｡。……･…｡｡･･･｡。。。..。.…･………･･･………･……･………■‐…･……･膏････､
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3撫伽顛並窒詞媒靭W照…………………….:…蕪…:…
4;Qym6eJMa唖哩一 ：珪：

Ｒ珪Mfzsc/7店歳Jsfz"t"7７
：
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》

◆
◇
◇
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＄
◇
。
。
。
。
．
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：
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５
６

：
o◆◆･････◆･････CoCo･■函･･･････｡････ooooboooooDooo････････。｡･･･｡････ﾛ･pppppoo･････みｐＤａｏ････｡･･･
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庄川ＳＴ１

神通川ＳＴ３

庄川ＳＴ１

８月２１日

神通川ＳＴ２

庄川ＳT２

庄川ＳT２

神通川ＳＴ２

庄川ＳＴ３

Ｃ:多い＋:ふつうＲ:少ない

10月６日

神通川ＳＴ１

神通川ＳＴ３ 庄川ＳＴ３

－１５９－

神通川ＳＴ１

番号藻類分類量
Ｃ藍〃Ｓtん1ｊｒＩだ"わｏｅＯﾉﾌﾌＷｂ１

2:gym６兆ｍ”麺一一一一一－;_珪…;…－＋－
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か｡｡････････■ﾛ■･･ﾛ････････垂｡Ｃ･由･････■■白････Q････････････如包｡｡■､｡････ロロ････････口････9･■･ﾛロ･････ﾛ･do･････●●●｡｡●･●｡｡●｡｡｡●･●…●

5;Ｍ埴zsc紬ｿﾃzjstz"hjm；珪；R

6iE鷺91贈'うむ”ucha唾坦_…......…….….…...』_珪…;........….R・….….．．…~一……－－.…………….………………:…藍…!………肯…….…
：珪；R7i蛸１２狸塑型廻唾.…………………………:=蕊:…………R….……
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番 号藻類分類量

1;〃ｂｍｏｅｏ的nhrﾚ魁、”ｓ ；藍：

2;Cladophoracrispata~………….….…………………………….………………;…藍…；
３Synedraulnavar． rａｍｅｓｉ

＋
》
＋
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・
・
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一
・
・
・
・
・
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一
一
一
一

》
》
一
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一
》
》

》
『
》
『
一
一

番 号藻類分類量
１Wbmoeotﾙﾉﾌihr”ﾉヵ7ｓ

2測窯fz熱２２“２.…...…….….....…….......、
3烈鯨照伽薫熱烈燦…_………………
4;A雄写酌陶ｐａﾙeａ

５ ＵＩＣ坊同ｈｒｚｏ”“

6ＷｂﾉbS"君”'別a'7ｓ
7；
疹・……告……･………･………･…･……………………………………！

8；

藍 Ｃ
藍
》
珪
一
珪

Ｒ
》
Ｒ
州
Ｒ

緑 Ｒ

珪 Ｒ

番 号藻類分類量
１ﾉ９bﾉ77.e◎幼ﾉﾌｳrし臼砲"ｓ

2認G/w，a"噸§錬飯
3澱螺j9RhQ隠騨昌照
4if靭礁螺.Y烈層無ｗ
５;肋瞳zscﾉｳ心旋心ｵzルリ
ォ◇◇。◇･◇･“も←…や。Coo･･･…･……･･･｡･････････
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一
》
一
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》
ａ
》
”
》

一
一
》

７
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藍 Ｃ

珪；＋
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： ＋

….藍...『……...肩…..…
：
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番 号藻類分類量
1;Cladophoracrispata ；藍
２

3；
■

４
５

＋
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の
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6;ﾊｲbﾉbs”し召ﾉ7目"ｓ
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7;Ｍ牡z宮cﾉWｂがzﾉstz血ｍ

８;Cymbe脂、"7uta

珪；Ｒ
戸蓮…:....…….肯.……
珪；Ｒ

番号藻類分類 量
１

２

ノリｂｍｏｅｏ２力ｎｉｘ”"a"ｓ
●

CIadophoracrispata
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5浬c"増勉。s坪螺嬢一一……….….、
6；

7；
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藍
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藍 ＩＣ
珪
》
珪

Ｒ
》
Ｒ

珪 Ｒ

｡･･･…･･…･8･｡｡｡｡･･･｡｡…･･･………ロ

番 号藻類分類量
1:ノリbﾉ77．ｅｏ妨砥1,ａｎ卸7ｓ
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番 号藻類分類量

1;ノリbmoeo幼ﾉ'iﾊrMa砲"ｓ ；藍；

2識馳Q銀翰鮪“２２煙….….….………；珪：
3繊煙照.M撫螺…………………………….;….麓…;.、
4:肋世zsc姑加s2z"t”
,－…………………………!…鱗
5熱嬢g然xw”…………･………･……………；･…蓮…『
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6i,Ｑ唾?旦堕.鯉血塑一.……－－－==;=言珪…：.、
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４

5：
Ｃ●色●■■■■■■■■■■■●■■＆｡●●●●●●■●■■●■■■■■■■■●｡●４●■■●ｅ４●●●◆Ｃｅ◆●●●●●●Ｃ●●■◆●◆◆◆●◆◆･◆●

。
●
》
》
》
》
唖
唖

三
一

》
》
》
》
》
》
》
》
皿
郡
□
●
》
》

■
■
■
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
白
●
■

《
障
叩
》
『
ロ
ロ
ロ
ワ
《
》
一
垂
亜
》

■
の
●
●
●
●
●へ

＋

Ｒ
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珪
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均±Ｓ､， 尾数（

平成15年度神通川下流 謂類調査結果

全長(c､）
平均
１１３．１

９９．８

１５．９

１０５．７

１４．１

４５．０

１１５．１

１５．１

１２６．５

１２１．５

１４３．２

１５２．０

１１１．５

２７．８

１９７．７

２１．６

374.8

３８．０

１０３．５

８１．２

３１．５

２１．３

１４．１

９２．２

１７８．１

８８．６

６０．９

９．１

１１７．４

４７．２

７９．１

１０２．５

１８８．１

１２０．７

３０．３

３４．４

52.8

1280.0

１９４．９

２２８．３

２３．７

１０９．８

４２．４

202.7

７３．３

１５９．５

１９８．１

１３．９

４９．４

３．５

４３．７

２９．５

３８．９

３６．０

２１．７

７１．２

２１．６

１３２．１

１１９．９

１９．８

本重(9)
平 囲）

１６２．５

１３３．７

１５．９

１６３．７

１５．５

５５．９

１８３．７

１５．１

１２６．５

272.8

１８３．８

１５２．０

１１１．５

４６．８

209.8

４８．９

374.8

３８．０

１９０．７

１０５．１

３４．６

２１．３

１４．１

１１９．９

１７８．１

８８．６

７１．８

１５．０

１１７．４

７４．９

８０．９

１３４．７

１８８．１

１２０．７

３８．４

４４．３

５９．８

2650.0

336.9

235.9

３３．０

１０９．８

５２．３

202.7

７３．３

282.7

１９８．１

４３．７

５９．５

３．５

７０．８

２９．５

３８．９

３６．０

３３．４

７１．２

２１．６

１３２．１

１２５．４

２９．０

尾劉 （ ）

160

２７４５．０～７０．０５９．２±６．０

２８４６．０～６５．９５８．８±４．４

１１２．８～１２．８１２．８±０．０

３５０．２～６８．８５８．４±７．８

３１２．６～１３．７１３．３±０．５

５４０．２～６２．１５０．９±７．９

１５４１．２～６６．８５８．２±７．１

１１２．８～１２．８１２．８±０．０

２６４．３～７５．５６９．９±５．６

１５４．５～５４．５５４．５±０．０

１３．０～３．０３．０±０．０

１１８．０～１８．０１８．０±０．０

２１１．２～１５．５１３．４±２．２

６５３６．２～８１．６５９．２±９．１

１０４８．１～７０．４６１．４±６．０

１２５．８～２５．８２５．８±０．０

１１８．６～１８．６１８．６±０．０

１１６．２～１４．６１２．４±２．２

０－～一一±－

０－～一一±－

２２８．６～２８．７２８．７±０．１

１０６．３～１５．４１０．７±３．６

２５７．８～７１．９６４．９±７．１

１３５．９～３５．９３５．９±０．０

１１３．０～１３．０１３．０±０．０

６５４３．８～７３．１５６．７±６．５

４４９．８～５８．０５４．５±３．３

０－～一－±－

２１２．６～１４．０１３．３±０．７

１１３．７～１３．７１３．７±０．０

１１４．６～１４．６１４．６±０．０

３４６．８～６１．２５２．４±６．３

１２９．０～２９．０２９．０±０．０

１５６．０～56.0５６．０±０．０

５４２．２～５５．９５１．０±４．９

７６．８～１０．９８．６±１．４

１５８．８～５８．８５８．８±０．０

２５４．０～７１．４６２．７±８．７

６１２．４～１６．７１４．４±１．８

１４７．５～４７．５４７．５±0.0

1236.6～６２．１５２．４±６．７

２１９．８～２４．７２２．３±２．４

１２８．５～２８．５２８．５±０．０

１２０．７～２０．７２０．７±０．０

２１４．１～１６．６１５．４±１．３

２１２．２～１３．５１２．９±０．６

３１５．６～１８．２１７．１±１．１

４４２．４～７９．５５８．４±１３．６

４２３．３～３１．２２６．６±２．９

０－～一一±－

３２４．８～２５．４２５．２±０．３

３９．２～１３．４１１．９±１．９

１２４．０～２４．０２４．０±0.0

４１４．２～１６．７１５．７±０．９

１３２．４～３２．４３２．４±０．０

１５５．０～５５．０５５．０±０．０

４２０．９～３０．３２４．５±３．６

１２９．５～２９．５２９．５±０．０

６７．１～１３．９９．０±２．３

１０１４．５～１８．１１７．０±０．９

１７．４～７．４７．４±０．０

１４８．６～１６．８１３．６±２．３

０－～一一士－

１１５．６～１５．６１５．６±０．０

２４５．１～４９．０４７．１±２．０

１４５．４～４５．４４５．４±０．０

３９．５～１３．６１１．１±１．８

１１６．０～１６．０１６．０±０．０

１１０．９～１０．９１０．９±０．０

１１２０．０～１２０．０１２０．０±０．０

３１０９．８～１２４．２１１６．６±５．９

２１１．１～１４．６１２．９±１．８

７
８
１
３
５
５
５
１
２
１
１
１
２
５
０
１
１
１
１
１
２
０
２
１
１
５
４
１
２
１
１
３
１
１
５
７
１
２
６
１
２
２
１
１
３
２
３
４
５
１
３
３
１
５
１
１
４
１
６
０
１
４
２
１
２
１
３
１
１
１
３
２

２
２

１

６
１

１

１

６

１

１
１

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
・
一
一
一
一
へ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

８
０
９
７
２
０
１
１
５
６
８
０
９
３
３
３
１
４
１
６
２
５
４
８
３
３
１
７
２
５
６
０
５
３
５
８
２
７
３
０
１
８
９
５
７
５
９
０
９
２
６
１
３
５

７
５
０
５．、
５

．
８
．

．
・
・
・
・
・
・
・
６
一
一
一
一
１
９
兜
Ⅲ
２
一
一
鯛
２
－
畑
犯
犯
、
一
迅
飢
叫
叫
祁
皿
“
＆
、
一
凪
一
江
ｍ
叩
加
浬
叫
札
祁
叩
一
加
皿
畑
狐
狸
、
叫
畑
４
配
３
浬
一
四
皿
躯
叫
孔
飢
唖
Ｍ
０

妬
馴
幅
卵
皿
狐
卵
幅
胞
４
８
１
１
１

７
９
１
３
３
２
８
１
１
０
０
０
０
２
５
１
１
１
０
０
２
０
０
１
１
５
３
０
２
１
１
２
１
１
３
７
１
０
６
０
２
２
１
１
２
２
３
４
４
０
３
３
１
４
１
１
４
１
６
０
１
４
０
１
１
１
３
１
１
１
２
２

１
１

４
１
１
４
１
１

４
８
９
６
０
１
０
０
７
０
８
０
０
３
０
０
０
３
０
０
０
６
３

Ｍ
皿
０
棚
１
Ⅱ
躯
０
０
一
一
一
一
”
犯
０
０
肌
一
一
２
６
－
．
．
８
８
－
３
０
０
画
０
０
皿
４
０
－
旧
－
１
皿
０
０
８
９
８
ｍ
“
－
９
９
０
９
０
０
刺
０
個
８
０
ｍ
－
０
０
０
８
０
０
０
５
９

士
士
士
士
士
士
十
一
士
十
一
土
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
士
士
十
一
士
士
十
一
十
一
十
一
士
士
十
一
士
士
士
十
一
士
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
士
士
十
一
士
士
士
士
十
一
十
一
士
士
十
一
十
一
十
一
士
十
一
士
士
十
一
十
一
士
士
士
土
十
一
士
士
十
一
土
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一

４月１８日Ｓｔ､１カゴモクズガニｃＦ

Ｓｔ､１ｶｺ゙ ﾓｸｽ゙ ｶ゙ ﾆ早
Ｓｔ､1西刺網ﾏﾊｾ゙
Ｓｔ､1西刺網ﾓｸｽ゙ ｶ゙ ﾆ早
Ｓｔ､1東刺網ﾏﾊｾ゙
Ｓｔ､1東刺網モクズガニゲ
Ｓｔ､1東刺網ﾓｸｽ゙ ｶ゙ ﾆ早
Ｓｔ､２刺網ﾏﾊｾﾞ
Ｓｔ､４カゴモクズガニｃ７

Ｓｔ､４ｶｺ゙ ﾓｸｽ゙ ｶ゙ ﾆ早
５月27日Ｓｔ､１カゴウグイ

Ｓｔ､１ｶｺﾞギﾝﾎﾞ
Ｓｔ､１ｶｺ゙ ｸｻﾌｸ゙

Ｓｔ､１カゴモクズガニｃ７

Ｓｔ､１ｶｺ゙ ﾓｸｽ゙ ｶ゙ ﾆ早
Ｓｔ､1西刺網ウグイ
Ｓｔ､1西刺網ｼｮｳｻｲﾌｸ゙
Ｓｔ､1西刺網ﾋｲﾗｷ゙
Ｓｔ､1西刺網ﾏﾊｾ゙
Ｓｔ､1東刺網シロギス
Ｓｔ,1東刺網コノシロ
Ｓｔ､1東刺網ﾋｲﾗｷ゙
Ｓｔ､1東刺網ﾓｸｽ゙ ｶ゙ ﾆｃＦ
Ｓｔ､２カゴウグイ
Ｓｔ､２ｶｺ゙ ｸｻﾌｸ゙

Ｓｔ､２カｺモクズガニケ

Ｓｔ､２ｶｺ゙ ﾓｸｽ゙ ｶ゙ ﾆ早
Ｓｔ､２刺網シロギス
Ｓｔ,２刺網ﾋｲﾗｷ゙
Ｓｔ,２刺網ﾏｱｼﾞ
Ｓｔ､２刺網ﾏﾊｾﾞ
Ｓｔ､２刺網モクズガニゲ
Ｓｔ､３カゴウグイ
Ｓｔ､３カゴモクズガニｃ７，

Ｓｔ､３カゴモクズガニ早
Ｓｔ,４ｶｺ゙ ﾇﾏﾁﾁﾌ゙

Ｓｔ､４カゴモクズガニｄ１

Ｓｔ､４ｶｺ゙ ﾓｸｽ゙ ｶ゙ ﾆ早
７月29日Ｓｔ,１ｶｺ゙ ｸｻﾌｸ゙

Ｓｔ,１カゴモクズガニ３

ｓt,１ｶｺ゙ ﾓｸｽ゙ ｶ゙ ﾆ早
Ｓｔ,1西刺網ウグイ
Ｓｔ､1西刺網コノシロ
Ｓｔ､1西刺網ｼﾏｲｻｷ
Ｓｔ､1西刺網シロギス
Ｓｔ､1西刺網ﾋｲﾗｷ゙
Ｓｔ､1西刺網ﾏｱｼ゙
Ｓｔ､1東刺網アカエイ
Ｓｔ､1東刺網ウグイ
Ｓｔ､1東刺網シロギス
Ｓｔ､1東刺網ｼﾏｲｻｷ
Ｓｔ､1東刺網ﾋｲﾗｷ゙
Ｓｔ､1東刺網ポラ
Ｓｔ､1東刺網ﾏｱｼ゙
Ｓｔ､1東刺網マゴチ
Ｓｔ､1東刺網ﾓｸｽ゙ ｶ゙ ﾆ早
Ｓｔ､２刺網ウグイ
Ｓｔ､２刺網コノシロ
Ｓｔ､２刺網ﾋｲﾗｷ゙
Ｓｔ､２刺網ﾏｱｼﾞ
Ｓｔ､２刺網ﾏﾊｾﾞ
Ｓｔ､２ｶｺ゙ ｸｻﾌｸ゙

Ｓｔ､２カｺﾀｲﾜﾝ〃ｻﾞﾐ
Ｓｔ､２カコマﾊｾﾞ

Ｓｔ､４カゴモクズガニｃ７

Ｓｔ,４ｶｺ゙ ﾓｸｽ゙ ｶ゙ ﾆ早
９月１８日Ｓｔ､１ｶｺ゙ ｸｻﾌｸ゙

Ｓｔ､１ｶｺ゙ ｼﾏｲｻｷ
Ｓｔ､１カｺｼｭｳｻｲﾌｸ゙
Ｓｔ､１カｺﾀｲﾜﾝｶ゙ ｻ・ず

Ｓｔ,１カｺﾀｲﾜﾝｶ゙ ｻ゙ 早
Ｓｔ､１カコマﾊｾﾞ



調査日場所漁法 魚種 採補
尾数

全長(c､） 体重(9)
園）（ 平均±Ｓ､，

1６１

翌） 均±Ｓ､， 尾

３
８
３
２
１
１
７
３
１
２
１
３
３
８
６
１
２
１
９
１
６
２
３

５
１
０
４
６
１
１
７

１

２

７４．２５６．８±７．７

４１．５４１．３±０．３

１２．３１２．２±０．１

２３．０２３．０±０．０

８．２６．５±１．０

１３．０１３．０±０．０

２７．６２５．３±２．９

２４．２１８．７±２．５

２０．９２０．９±0.0

132.3132.3±０．０

１４．４１２．１±１．０

１２．３１１．１±１．０

１５．１１２．５±１．０

７．５７．５±０．０

８．５８．５±０．０

１８．５１８．４±０．１

１４．５１２．４±１．５

２０．０１１．０±１．９

２４．２２４．２±０．０

１３．１１２．４±０．６

１６．２１２．２±２．５

36.0３５．３±０．８

６．７５．７±０．５

２８．７３５．３±０．５

１４．２１２．１±１．２

３２．７３２．７±０．０

１２．３１０．７±１．０

１９．４１２．３±１．４

１３．５１２．５±０．８

６１．４６１．４±０．０

６２．０６２．０±０．０

７．６７．６±０．０

６３．３６３．３±０．０

１５０．４１５０．４±０．０

１５．９１４．７±１．４

７１．６５９．３±６．８

６７．５６５．７±１．８

１４．２１４．２±０．０

２７．４２６．９±０．３

１３．４１２．３±0.8

１７．０１４．３±１．２

１３０．９１３０．９±０．０

－±一

２９．６２７．４±１．０

１３．５１２．２±１．０

１７．２１４．８±１．５

１６．０９．９±３．３

２１．０１８．４±２．７

２８．４２３．６±７．９

１２．９１２．４±０．５

２７．９２６．８±０．８

１５．８１２．０±１．３

１５．４１２．８±１．６

１６．４１３．５±１．１

６１．０６１．０±０．０

５９．５５９．５±０．０

７７．８６３．７±７．２

６２．８５９．５±４．２

２６．２２６．２±０．０

２１．４２０．２±１．２

２２５．９７１．９±43.6

154.162.9±２１．８

５４．１７１．９±３．２

６１．３５２．８±６．２

６３．８５７．１±３．５

５７．１５７．１±０．０

２８．６２７．５±１．１

１８．３１８．３±０．０

１８．１１４．１±１．３

３８．５３８．５±０．０

１３．５１０．３±３．２

４２．５４０．２±２．４

１３．１１２．３±０．８
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１３４８．２～２４４．９１０３．６±５４．０

２３４９．３～357.3353.3±４．０

２１８．８～２０．２１９．５±０．７

１１１４．２～１１４．２１１４．２±０．０

５０．６～３．８１．７±１．１

１２５．２～２５．２２５．２±０．０

５７９．６～１７３．３１３９．４±３５．０

６７８．０～２３７．９１１０．５±５７．２

１８５．７～８５．７８５．７±０．０

０－～一一±－

１１１５．５～３６．４２６．２±５．８

４７．６～１６．９１２．１±３．４

９６１０．２～４５．７１７．６±５．７

１１．８～１．８１．８±０．０

１４．８～４．８４．８±０．０

２９１．８～１００．４９６．１±４．３

５１４．４～４３．５２９．９±１０．７

３６５．５～７２．７１３．６±１１．０

１７７．４～７７．４７７．４±０．０

８１１．１～１８．２１５．８±２．２

４１０．４～５４．０２５．４±１６．９

２３７６．３～４６９．７４２３．０±４６．７

１９０．４～２．０１．０±０．３

４１７１．６～１９４．９１８７．３±９．３

１０１６．５～３７．７２６．３±６．８

１３５６．３～356.3356.3±０．０

１９６．５～１９．７１１．５±３．７

５３６．８～６３．６１６．６±７．７

３１０．５～２１．０１５．５±４．３

１１３３．１～１３３．１１３３．１±０．０

１０．０～０．００．０±０．０

１５．７～５．７５．７±０．０

１１１６．９～１１６．９１１６．９±０．０

１２９５．０～295.0295.0±０．０

５１１．９～３１．０２５．５±７．２

６８１．７～１５５．４１０９．３±２８．４

２１２６．６～１４７．３１３７．０±１０．４

１１６．８～１６．８１６．８±０．０

３１１４．８～１４０．９１３１．６±１１．９

３２３．５～３１．０２６．５±３．２

３７１２．９～４１．５２３．３±６．５

１２５０．０～250.0250.0±０．０

０－～一一±一

７１３５．７～２２７．６１５９．２±２９．３

１０７．９～３１．４１８．３±7.0

２４１４．７～４０．６２６．０±８．１

０－～一一±－

２２１．８～５７．４３９．６±１７．８

４６．７～２１１．８１３８．０±７８．３

９８．５～２２．３１３．４±３．６

３１６６．３～１８９．９１７８．８±９．７

５８１２．１～６７．３２７．０±９．９

１３１０．１～３５．１１９．５±８．７

１００９．９～３４．３１８．７±４．９

１１４５．０～１４５．０１４５．０±０．０

１１０２．８～１０２．８１０２．８±０．０

４７０．６～２８２．９１６９．９±７６．０

２７０．６～１１３．５９２．１±２１．５

１２７０．０～270.0270.0±0.0

２５９．７～９３．７７６．７±１７．０

３５３８．８～１６４．１７９．０±２８．７

５４３７．７～１４０．０７３．４±２３．３

３４１．８～５２．５４８．３±４．６

９４３．９～１２９．５８４．９±２２．７

１３５７．１～１１８．７８８．８±１４．７

１８５．３～８５．３８５．３±０．０

２２６３．２～426.6344.9±８１．７

１５６．２～５６．２５６．２±０．０

２５３１１．２～４８．７２１．５±６．９

１５３０．０～５３０．０５３０．０±０．０

２２．０～１６．８９．４±７．４

２５４０．０～６８０．０６１０．０±７０．０

２１２．８～２２．８１７．８±５．０
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１６４５．２～

２４１．０～

２１２．１～

１２３．０～

５５．３～

１１３．０～

５１９．８～

６１６．９～

１２０．９～

１１３２．３～

１１１０．３～

４９．６～

９６１０．２～

１７．５～

１８．５～

２１８．２～

５１０．０～

３６８．７～

１２４．２～

８１１．１～

４９．７～

２３４．５～

１９４．４～

４２７．３～

１０１０．２～

１３２．７～

１９８．９～

５４９．８～

３１１．５～

１６１．４～

１６２．０～

１７．６～

１６３．３～

１１５０．４～

５１２．０～

１６４６．１～

２６３．９～

１１４．２～

３２６．７～

３１１．５～

３７１１．８～

１１３０．９～

０－～

７２６．２～

１０１０．２～

２４１２．５～

１６６．３～

２１５．７～

４９．９～

９１１．４～

３２６．３～

５８９．７～

１３１０．５～

１０１１１．０～

１６１．０～

１５９．５～

７５３．４～

３５３．６～

１２６．２～

２１９．０～

３９４１．３～

６０４３．５～

３４６．７～

１８３９．６～

１６５０．１～

１５７．１～

２２６．３～

１１８．３～

２６５１１．７～

１３８．５～

２７．１～

２３７．８～

２１１．５～
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日
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５
６
４

２

２

２

月
月
月

２

２

３

０－～一－±－

０－～一一±一

５１０２．２～２０４．０１５１．０±３９．９

３１０２．５～２０２．９１４４．８±４２．５

０－～一－±－

２３４５．０～1040.0692.5±347.5

2435.4～４７．７２０．０±５．８

１２３２．３～２３２．３２３２．３±0.0

２９０．３～１０７．３９８．８±８．５

０－～一一士－

２４４８．４～３２４．９１３３．７±７１．７

４４５０．７～１８２．０９８．３±２９．６

１８０．０～８０．０８０．０±０．０

９４７．０～１３２．８８６．０±３０．８

３５４４．７～２１３．６９１．８±３４．６

１１６．７～１６．７１６．７±０．０

１２８．８～２８．８２８．８±０．０

２３５１．６～２８７．４１１５．６±４４．３

１２６７．２～２６７．２２６７．２±0.0

３１０．６～４１．８２１．１±１４．６

５７１２．０～４１．１２０．６±６．５

２１７８．５～２０２．９１９０．７±１２．２

１２７８．６～278.6278.6±０．０

１２３３０．０～840.0522.5±１２７．１

１１５．２～１５．２１５．２±０．０

１１５２．０～１５２．０１５２．０±０．０

５１８．７～２７．５２２．０±３．２

９４９．７～６８．８１８．１±７．９

３１６４．８～１８３．０１７６．７±８．４

１５３．９～５３．９５３．９±０．０

１３１．７～３１．７３１．７±０．０

１２３．９～２３．９２３．９±０．０

３２５０．７～１６１．４１０１．５±２７．７

０－～一一±－

７５６０．０～900.0698.6±１０３．０

３７１１．０～８１．４２２．４±１３．２

５９５．２～１９６．７１３０．９±３５．９

６３２．８～１７５．４８２．１±４６．２

１４４０．０～１１２．１７６．８±１９．８

２５４．４～７８．９６６．７±１２．３

１７１．９～７１．９７１．９±０．０

３２４．７～４０．２３４．１±６．８

２３２７．８～２０１．８１１９．０±４４．９

１０６４．３～１５８．９１１７．９±２６．０

１９１０．０～９１０．０９１０．０±０．０

１６．６～６．６６．６±0.0

５１６．８～４０．０２３．６±９．２

１２６．２～２６．２２６．２±０．０

１５２．１～５２．１５２．１±0.0

３４２９．９～720.0586.6±１１９．６

２２２６．６～248.5237.6±１０．９

２２５．４～２６．９２６．２±０．８

１３．８～３．８３．８±0.0

１７５０．０～750.0750.0±０．０

９１２．９～３３．２２３．９±６．２

２０５２．６～３９３．３１９４．９±９１．６

８４７．３～１４１．８８８．９±２８．２

１０２７．５～２１７．０１１４．１±５４．１

２８７．０～１５９．１１２３．１±３６．１

１１７．６～１７．６１７．６±０．０

５６４．７～２４８．１１３９．２±７５．７

１２４９．３～１２２．２９０．０±２０．５

１６９．９～６９．９６９．９±０．０

０－～一一±－

１６２．３～６２．３６２．３±0.0

１２．１～２．１２．１±０．０

０－～一－±－

１３７．７～３７．７３７．７±０．０

４８３７．３～３２４．５１０９．０±６０．６

８７０．３～１８４．５１１０．５±３７．８

６７５．５～１０．４８．３±１．２

０－～一一±一
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０－～一一±－

０－～－－±一

７４３．４～７０．７６１．０±８．５

６５０．７～７４．０６２．３±７．０

１５７．８～５７．８５７．８±０．０

２３１．４～４３．０３７．２±５．８

２４６９．２～１８．４１３．７±１．２

２５０．７～７２．０６１．４±１０．７

２５８．８～６１．７６０．３±１．４

１６４．９～６４．９６４．９±0.0

３１４６．６～８４．６６１．０±９．５

５５４８．４～７２．０５８．９±５．８

１６０．２～６０．２６０．２±０．０

１１４４．２～６３．９５４．０±６．２

４０４３．６～６７．８５５．９±５．９

１１０．７～１０．７１０．７±０．０

１１６．８～１６．８１６．８±０．０

３１４６．８～８４．０５９．７．±６．３

１２９．５～２９．５２９．５±０．０

３１１．０～１５．８１２．７±２．２

５９１２．０～１９．５１４．１±１．５

０－～一－±－

０－～－－±一

１２３１．４～４５．７３８．６±３．８

１１４．０～１４．０１４．０±０．０

１２８．４～２８．４２８．４±０．０

５１２．７～１４．５１３．４±０．６

９４１１．０～２２．５１３．８±１．６

３６１．２～６７．８６４．３±２．７

１４８．０～48.0４８．０±０．０

１１３．２～１３．２１３．２±0.0

１１５．６～１５．６１５．６±０．０

３６４６．１～６４．４５６．６±４．５

１６５．０～６５．０６５．０±０．０

７３９．２～４４．０４１．６±１．７

３７１１．７～２２．３１４．３±２．２

５５５．５～７３．０６２．０±６．４

６４０．０～６６．８５１．８±８．５

１４４６．６～６４．４５６．２±5.0

２４８．８～５４．６５１．７±２．９

１６３．５～６３．５６３．５±０．０

３１７．６～１９．６１８．９±０．９

２８３８．０～７０．９５９．７±７．２

１４５０．３～６８．８６０．２±４．５

１４５．０～４５．０４５．０±０．０

０－～一－±－

５１３．５～１９．４１５．５±２．５

２３８．０～５９．０４８．５±１０．５

２４６．７～５０．０４８．４±１．６

３３４．７～４０．３３７．４±２．３

２２４．６～２６．２２５．４±０．８

２１６．７～１７．５１７．１±０．４

１６．９～６．９６．９±０．０

１４５．０～４５．０４５．０±０．０

９１２．６～１９．２１６．９±１．８

３２４７．０～90.0６６．６±１０．７

１０４６．０～６４．８５４．９±５．６

１３３８．０～７３．３５８．０±１０．７

２５３．９～６５．０５９．５±５．５

１１３．７～１３．７１３．７±0.0

５４９．９～７２．３６１．１±９．３

１５４５．０～６５．３５６．６±５．７

３５２．０～７３．０６１．３±８．７

１５９．９～５９．９５９．９±０．０

１５３．４～５３．４５３．４±０．０

１５．５～５．５５．５±０．０

１５３．９～５３．９５３．９±0.0

１４５．０～４５．０４５．０±０．０

６１４１．５～８１．５５６．７±９．１

８５０．０～７０．３５８．７±６．５

６８４．６～５．９５．３±0.3

１１３．５～１３．５１３．５±０．０
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鰐型採補
尾数-頁野

調査日場所漁法魚種
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７
９
２
０
２
９
４

２
１
６
９
３
５
１
２

０
１
０
７
８
７
９
２
０
２
９
４

２
１
６
９
３
５
１
２

ザ
早
ず
早

ツ

ゲ
早
ず
早
”
研
早

０

90.0９０．０ ０．０90.0２２

０は河口からの距離（k､）

１．３

０．５

0.5

35.5

河川内有用魚介麺生態廻査研究付表－２平成15年度神通川下流域水質調査結果
Stn､６ Ｓｔｎ､７Ｓｔｎ､５Ｓｔｎ､４調査日項目Stn､１ Ｓｔｎ､２ Stn､３

４．５

３．４

３．６

１３．２

５月６日

５月６日

５月６日

７月１７日

的
妨
的
的

１
ユ
ユ
１

７
７
７
７

網
網
網
網

投
投
投
投

(5.5）

(5.5）

(5.5）

(7.0）

神通川

神通川

神通川

庄川

２．８

２．７

２．９

２．９

１１．７

１２．０

９．５

６月１１日

６月１１日

６月１１日

６月１１日

６月26日

10月20日

10月20日

０．３

０．２

２．０

０．３

１６．４

１７．４

９．１

表層凪E層表層底層一一褒屑底胴表層底屈表層底層表層底層表層
0.0４．８０．０３．７０．０３．７０．０

７%６７．６７．５７．６７．５７．５７．６

４．５４．２4.0３．０４．７４．９４．２

０．０４０．０３０．０４０．０４０．０４０．０４０．０３

１１．６１１．７１１．８１１．８

０．０

７．５

４．５

０．０４

１１．５

２．５

７．５

３．０

０．０４

２．０

７．５

４．５

０．０４

２．２

７．５

４．９

０．０４

0.0

７．５

３．２

０．０４

１１．６

０．０

７．５

３．０

０．０４

１１．７

４月１７日水深(､）

ｐＨ

濁度(mg/l）

塩分(psu）

水温〈℃）

２．５

７．６

4.7

0.03

神通川（7.0）

神通川（7.0）

神通川（7.0）

神通川（7.0）

庄川（19.0）

庄川（6.5）

庄川（6.5）

８月２６日

９月２５日

９月２５日

９月25日

９月２５日

９月25日

12月２５日

12月２５日

12月25日

３月24日

２．０

７．９

１．３

０．０５

０．０

８．４

１．２

０．０５

１５．１

２．８

８．４

１．３

０．０５

０．０

７．９

１．０

０．０５

１５．０

0.0

７．７

１．１

０．０５

１４．９

２．６

７．８

１．２

０．０６

５月26日水深(回）

ｐＨ

濁度(回g/I）

塩分(psu）
水温(℃）

０．０

７．９

１．３

０．０５

１５．１

１．８

７．９

１．３

０．０９

０．０

７．７

１．１

０．０６

１４．９

４．２

８．３

１．７

２８．６３

0.0

７．６

０．９

０．０８

１５．０

４．３

８．５

３．２

２７．８２

０．０

７．４

１．０

０．４７

１５．１

５．０

８．４

２．４

３０．４０

投網カジカ

投網カジカ

投網カジカ

投網カジカ

投網カジカ

投網カジカ

投網カジカ

7.5

24.0

26.0

21.5

17.0

19.3

23.7

22.7

２１．８

１８．０

6.1

250.7

308.4

182.7

97.4

122.5

278.6

202.9

178.5

５５．６

0.0

７．７

１．３

０．０４

１８．８

２．５

７．８

１．３

０．０４

２．０

７．６

２．１

０．０５

０．０

７．６

１．５

０．０４

１８．７

１．８

７．７

１．５

０．０４

７月28日水深く､）

ｐＨ

濁度(mg/I）

塩分(psu）

水温(℃）

0.0

７．６

１．６

０．０４

１８．７

2.0

７．７

２．２

０．４４

0.0

７．６

２．４

０．０４

１８．５

0.0

７．４

１．６

０．０５

８．０

３．９

８．１

２．３

２８．５４

０．０

７．５

１．１

０．０５

１８．５

４．１

８．２

２．７

３３．１７

0.0

７．５

１．３

０．１４

１８．６

４．５

８．１

４．０

３２．９４

網
網
網
網
網
網
網
網
網
網

投
投
投
投
投
投
刺
刺
刺
刺

(8.0）

(10.0）

(10.0）

(10.0）

(10.0）

(10.0）

(0.5）

(0.5）

(0.5）

(0.5）

１．７

７．５

１．６

０．０５

０．０

７．８

１．９

０．０５

２０．５

２．５

７．７

１．２

０．０５

０．０

７．５

１．２

０．０５

２０．２

0.0

７．４

１．４

０．０６

２０．０

２．２

７．５

１．８

０．０６

９月１７日水深(回）

ｐＨ

濁度(国g/l）

埋分(psu）

水温(℃）

１０月30日水深(､）

ｐＨ

濁度(､g/I）

塩分〈p3u）
水温(℃）

１．９

７．６

２．２

０．４４

３．９

８．１

２．８

３１．９８

０．０

７．４

１．１

０．０８

２０．０

３．８

８．０

２．２

３１．４９

０．０

７．４

１．３

０．０５

２０．５

-163-

0.0

７．３

１．４

０．２１

２０．４

４．５

８．２

２．２

３２．００

神通川

神通川

神通川

神通川

神通川

神通川

神通川

神通川

神通川

神通川

ケ
ケ
ケ
ケ
ケ
ヶ
ヶ
ヶ
ヶ
ヶ

伽
カ
カ
３
カ
ｈ
カ
カ
ヵ
カ

ｍ
ｍ
ね
れ
れ
ね
、
刀
ね
ね

調査日

０．０

７．７

０．５

０．０６

１３．２

２．１

７．６

１．０

０．０７

0.0

７．４

０．６

０．１９

１３．３

１．７

７．５

０．９

０．３９

１．８

７．５

１．５

０．５６

０．０

７．３

０．４

０．２６

１３．３

２．１

７．４

３．４

５．４７

０．０

７．２

０．４

０．２３

１３．８

４．０

８．１

４．０

３２．４９

0.0

７．２

０．４

０．３１

１３．４

４．０

８．１

３．２

３２．０７

０．０

７．２

０．６

０．４７

１３．４

４．５

８．２

３．１

３２．４０

鳩所漁法魚穏全長(c､）体重(9)調査日 場所漁具魚法全長(c風）体重(9)

0.0

７．４

１．５

０．０４

１０．４

２．３

７．４

１．７

０．０４

11月１４日水深(､）

ｐＨ

濁度(繭g/I）

塩分(psu）

水温(℃）

０．０

７．３

１．７

０．０５

１０．３

２．２

７．２

２．０

０．０５

０．０

７．４

１．７

０．０４

１０．３

１．５

７．３

２．３

０．０４

１．４

７．２

5.0

0.05

３．８

８．１

８．０

２６．３５

0.0

７．２

１．２

０．０５

１０．４

３．７

７‘１

１．９

０．３５

０．０

７．３

１．６

０．０４

１０．５

３．９

８．２

２５．０

３０．８７

0.0

７．２

０．７

０．０９

１０．４

０．０

７．１

１．２

０．０８

１０．４

｜内有用魚介顕生態圏査研究付表-３の鯛査・魚硬で昆硬されたカジカアユカケ

３．９

８．０

２．３

２７．４３

０．０

７．４

０．６

０．０５

６．８

２．５

７．６

0.4

0.07

０．０

７．４

０．５

０．０５

６．６

１．５

７．６

１．０

０．０５

12月25日水深(､）

ｐＨ

濁度(田g/I）

塩分〈psu）

水温(℃）

０．０

７．３

０．５

０．０５

６．８

１．７

７．８

０．９

０．０５

０．０

７．３

０．４

０．０５

６．８

１．７

７．６

０．７

０．０５

３．９

８．０

３．５

０．３０

0.0

７．２

０．２

０．０９

６．５

４．２

８．１

６．０

３２．９４

０．０

７．３

０．２

０．０６

６．６

０．０

７．１

０．６

０．３３

６．７

０．０

７．２

４．４

０．０４

６．０

０．０

７．２

１．５

０．０６

７．６

４．１

８．２

２．２

３２．８９

３．８

７．４

２．０

０．１４

０．０

７．２

１．７

０．０５

７．８

１．８

７．５

１．５

０．０４

０．０

７．２

３．９

０．０４

６．４

２．６

７．３

３．９

０．０４

１．３

７．３

４．５

０．０４

２月26日水深(､）

ｐＨ

濁度(“/I）

塩分(psu）

水温(℃）

０．０

７．２

4.3

0.04

６．２

２．１

７．３

４．７

０．０４

0.0

７．１

４．５

０．０４

６．４

０．０

７．１

４．１

０．０４

６．３

１．７

７．３

４．３

０．０４

４．３

７．２

３．４

０．１４

０．０

７．２

３．５

０．０４

６．１

３．９

７．１

４．０

０．０５

0.0

７．１

４．６

０．０４

6.0

３．８

７．３

４．５

０．０４

0.0

７．３

１．４

０．０４

８．３

３．５

７．４

１．６

０．０５

０．０

７．３

１．４

０．０４

７．８

2.0

７．４

１．７

０．０４

０．０

７．４

１．６

０．０５

８．２

２．３

７．４

１．９

０．０４

３月23日水深(､）

ｐＨ

濁度(､g/l）

塩分(psu）

水温(℃）

0.0

７．４

１．６

０．０５

8.0

１．４

７．４

１．９

０．０４
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１

外来魚対策付表－１桂湖において大門漁協（延縄）および上平漁協（釣り）により駆除されたブラックバスの大きさ、雌雄

および主な胃内容物（平成１５年度）

８
８
７
１
８
０
０
２
４
１
９
５
４
６
９
９
７
６
７
８
２
３
９
５
０
１
６
６
５
１
２
３
１
４
７
５

０
０
率
０
０
０
０
０
ｗ
０
０
０
０
０
９
ｐ
３
６
２
２
６
２
２
９
４
４
１
Ｊ
６
Ｊ
９
５
９
４
８
２
０
７
３
３
７
１
６
３
６
ｐ
２
６
５
Ｂ

Ｏ
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
２
１
１
０
０
０
０
０
１
０
０
１
１
０
１
２
５
０
１
０
２
０
２
０
０

調査日漁法魚種全長(c、）体重(9)肥満度胃内容胃内容主な胃内容物雌雄性殖線成熟度

重量(9)指数 重量(9)

４
０
５
０
８

１
１
２
１
２

●
●
●
●
●

０
０
０
０
０

延縄コクチ

延縄コクチ

延縄コクチ

延縄コクチ

延縄コクチ

延縄コクチ

延縄コクチ

延縄コクチ

延縄コクチ

延縄コクチ

延縄コクチ

延縄コクチ

延縄コクチ

延縄コクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

釣りコクチ

１Ｈ１５．０６．２９

２Ｈ１５．０６．２９

３Ｈ１５．０６．２９

４Ｈ15.06.29

５Ｈ１５．０６．２９

６Ｈ１５．０６．２９

７Ｈ１５．０６．２９

８Ｈ１５．０６．２９

９Ｈ１５．０６．２９

１０Ｈ１５．０６．２９

１１Ｈ１５．０６．２９

１２Ｈ１５．０６．２９

１３Ｈ１５．０６．２９

１４Ｈ１５．０６．２９

１５Ｈ１５．０８．０３

１６Ｈ１５．０８．０３

１７Ｈ１５．０８．０３

１８Ｈ１５．０８．０３

１９Ｈ１５．０８．０３

２０Ｈ１５．０８．０３

２１Ｈ１５．０８．０３

２２Ｈ１５．０８．０３

２３Ｈ１５．０８．０３

２４Ｈ１５．０８．０３

２５Ｈ１５．０８．０３

２６Ｈ１５．０８．０３

２７Ｈ１５．０８．０３

２８Ｈ１５．０８．０３

２９Ｈ１５．０８．０３

３０Ｈ１５．０８．０３

３１Ｈ１５．０８．０３

３２Ｈ１５．０８．０３

３３Ｈ１５．０８．０３

３４Ｈ１５．０８．０３

３５Ｈ１５．０８．０３

３６Ｈ１５．０８．０３

３７Ｈ１５．０８．０３

３８Ｈ１５．０８．０３

３９Ｈ１５．０８．０３

４０Ｈ１５．０８．０３

４１Ｈ１５．０８．０３

４２Ｈ１５．０８．０３

４３Ｈ１５．０８．０３

４４Ｈ１５．０８．０３

４５Ｈ１５．０８．０３

４６Ｈ１５．０８．０３

４７Ｈ１５．０８．０３

４８Ｈ１５．０８．０３

４９Ｈ１５．０８．０３

５０Ｈ１５．０８．０３

２
２
５
０
０
５
７
５
８
３
９
２
２
２
３
４
４
６
４
３
６
３
２
０
２
２
８
８
７
６
６
５
１
９
０
１
６
２
６
４
４
２
８
５
６
４
０
４
９
２

●
。
●
Ｄ
Ｃ
●
●
●
●
●
●
。
■
ｐ
Ｄ
■
ｐ
●
ゆ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
曲
●
●
●
●
●
■
●
■
●
●
●
●

６
５
０
５
９
２
７
５
６
５
５
３
８
２
１
６
７
２
２
８
２
６
６
６
４
１
９
０
９
３
２
６
７
９
７
７
６
０
９
６
５
６
８
９
２
４
４
０
４
５

１
１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
１
２
１
１
２
１
１
２
１
１
１
２
１
２
２
２
１
１
１
２
１
３
１
２

５１．２

４６．４

１１１．７

４１．２

８４．８

２４．６

３１．０

４８．２

５８．１

４１．８

４３．２

１４１．４

７３．９

２２．３

１３０．９

２５２．３

６２．７

２８．３

２２．５

７２．８

２６．１

５１．９

５１．５

５３．０

１９８．０

１１４．６

８８．９

１１０．３

９７．４

２８．５

１５０．５

６０．１

７２．９

３５８．１

５９．７

５８．２

５５．５

１０５．６

９３．０

２２８．８

１８３．０

２４５．１

８１．１

１０１．０

２６．３

１８５．０

２９．７

３２９．８

４３．９

１８３．８

1２．０

１３．２

１３．０

１２．２

１２．４

１２．６

５．６

１２．９

１２．３

１１．７

１０．７

１１．３

１２．３

１２.３

１３．５

１３．７

１１．９

１４．１

１１．８

１１．９

１３.０

１２．０

１２．１

１２．９

１４．０

１２．０

１１．５

１２．３

１２．７

１１．３

１３．０

１３．４

１４．６

１３．４

１２．２

１１．６

１２.１

１２．８

１２．４

１２．４

１１．２

１３．６

１２．２

１３.６

１３．１

１２．７

１０．８

１１．７

１３．３

１１．５

８
２
８
３
８
３
２
３
６
１

２
２
２
５
３
０
１
５
０
０

●
●
ロ
。
●
●
●
●
。
●

０
０
０
５
０
０
０
０
０
０

７
２
２
４
３

２
２
２
２
３

■
●
ロ
●
■

０
０
０
０
０

空胃

空胃

ﾑｶﾃ゙３．ｹﾑｼ１

空胃

空胃

空胃

空胃

空胃

消化物（昆虫）

空胃

空胃

空胃

空胃

空胃

ﾊｱﾘ･ｲﾓﾑｼ

消化物（昆虫）

ﾊｱﾘ多数

ﾊｱﾘ多数

ｶﾄﾝﾎ゙１.カワゲラ１

ハ7ﾘ多数

カ．２･ﾊ7ﾘ多数

ﾊｱﾘ多数･ﾊﾁ１

消化物･7ﾘ２

ﾄﾝﾎ゙１．ｵﾛﾛ１.ﾊｱﾘ多数

消化物

ｷﾘｷ゙ﾘｽ１

ｲﾄﾐﾐｽ゙１･ｲﾄﾄﾝﾎ゙１

消化物(ｾﾐ･ｸﾓ･ｱﾘ他）

消化物（昆虫）

ハ・ツタ足･カワゲラ１

消化物

ﾊｱﾘ多数

ｶﾏﾄ゙ｳﾏ1匹･ﾊｱﾘ多数

カゲロウ３

ﾊｱﾘ多数

カ．１匹

ﾊｱﾘ多数

ﾊｱﾘ多数

消化物(ﾄﾝﾎ゙１）

ｺｶ゙ﾈﾑｼ1ｺ゙ｷﾌ゙ﾘ1ﾊｱﾘ多数

セミ１．ｶ゙２･ﾊｱﾘ多数

ｺｶ゙ﾈﾑｼ1．ｷﾘｷ゙ﾘｽ２．ﾊｱﾘ

ﾊｱﾘ多数

ｶﾒﾑｼ1･ﾊｱﾘ多数

ハ7ﾘ多数

ｶﾐｷﾘﾑｼ１･ｲﾄﾄﾝﾎ゙１．ｿ゙ｳﾑｼ１

ﾊｱﾘ･力多数

ﾋｸ゙ﾗｼ1ﾄﾝﾎ゙１ｺｶ゙ﾈﾑｼ１

ｵﾛﾛ1．ﾊｱﾘ多数

消化物（昆虫）

印
ゲ
ゲ
ゲ
ゲ
ゲ
ゲ
ゲ
早
早
早
早
早
早
ず
ず
ず
ず
ダ
ゲ
ゲ
ゲ
ゲ
ダ
ゲ
ゲ
ゲ
ゲ
ゲ
ゲ
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早

６
８
９
２
６
６
７
４
１
０
０
８
１
２
３
７
３
２
８
１
８
４
６
９
１
０
０
７
１

０
０
０
２
１
１
０
１
１
０
５
４
８
６
５
４
６
６
１
１
１
６
５
４
８
３
９
５
１

●
●
ロ
●
●
●
●
ｅ
■
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
缶
■
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
０
０
０
０
０
０
０
２
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８
３
５
１
１
３
９
１
０
４

４
５
６
９
５
１
０
２
１
０

●
●
●
●
●
●
●
●
□
●

０
０
０
３
０
０
０
０
０
０

０．１００．１４

３
４
５
４
８
４
８
４
３
１
０
５
９
７
１
６
７
８
０
３
９
２
７
３
０
９
８
５
７

０
０
０
４
１
１
０
１
０
５
３
３
８
３
３
２
６
５
７
０
８
５
５
１
５
０
９
２
８

，
●
■
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
、
●
■
■
●
●
■
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
２
０
０
０
０
０
２
２
２
０
０
０
１
０
２
０
３



消化物

ﾊｱﾘ多数

ﾊﾁ1．ﾊ7ﾘ多数

ﾊｱﾘ多数

ﾊｱﾘ多数

消化物

消化物

消化物

ハ7ﾘ･ｿﾌﾄﾙｱー

ﾊｱﾘ多数

消化物（ﾊｱﾘ）

ﾊｱﾘ多数

サワガニ1匹･ﾊｱﾘ

ﾊｱﾘ多数

ﾊｱﾘ･ﾍｺｷﾑｼ1匹

ハ7ﾘ多数

消化物

ﾊｱﾘ多数

消化物

消化物

消化物（昆虫）

ハ7ﾘ･ﾁｮｳ１匹

消化物

ｿﾌﾄﾙｱー

消化物

調査日漁法魚種全長(c、）体重(9)肥満度胃内容胃内容主な胃内容物雌雄性殖線成熟度

重量(9)指数 重量(9)

３１．６

８２．３

１０７．８

１１１．７

９３．０

８４．１

９９．６

４５．５

３６．５

６１．６

３０．３

４２．５

３７．７

１４８．１

２６．４

６３．６

１０２．５

１０３．３

３７．０

１５１．３

２１３．９

１３７．２

６４．５

１５５．６

１３７．２

２９．６

１４．０

２３２．４

５３．３

１６０．５

４９．８

８２．２

５１．５

１９．５

２０７．４

２２２．８

６４．７

１２５．６

２１３．０

２０２．９

３０．１

アブ１.ﾊ7ﾘ少数

ﾊｱﾘ多数･ｱﾌ゙ １匹

消化物

ﾊｱﾘ多数

ﾊｱﾘ多数

ｵﾛﾛ１･ﾊ゙ ｯﾀ足･寄生虫･ﾊｱﾘ

早
早
早
早
早
早
早
早
早

５
９
９
８
２
３
６
４
１

３
５
２
１
１
１
３
２
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
１
２
０
０

０
８
７
９
４
７
４
６
８

６
４
５
６
６
６
０
４
５

●
●
●
●
●
ｅ
●
●
●

０
０
０
０
０
０
１
０
０

１１．９

１２．１

１１．５

１０．６

１１．２

１３．１

１３．６

１２.１

１２．１

０
８
１
３
０
３
３
７
８
０
８
６
３
７
７
１
０
７
３
０
０
６
７
３
７
６
６
８
６
８
５
１
９
７
０
３
４
８
１
３
０
０
１
８
７
１
４
８
４
０
８

６
２
２
５
４
９
４
０
３
０
３
９
８
２
１
０
４
３
２
７
３
６
３
１
２
４
２
３
５
６
０
９
８
１
２
４
１
２
６
２
４
８
５
６
９
６
４
０
５
４
２

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
■
●
■
■
■
●
●
●
●
■
ｐ
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●

０
１
０
０
０
１
０
１
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
１
０
０
１
３
０
０
１
０
３
０
０
０
０
０
２
０
１
０
１
０

０
１
４
０
１
１
２
０
０

■
●
●
●
●
■
●
●
●

１
１
０
２
２
１
０
２
２

り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り

釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣
釣

０
６
４
５
９
４
５
３
６
５
６
８
０
６
１
２
８
３
６
２
８
１
３
２
２
８
８
４
１
２
７
２
０
６
２
５
５
７
５
６
０
８
６
０
２
１
２
５
２
５
６

●
■
●
●
●
■
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
■
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｅ
●
●
●

７
１
６
３
１
３
５
６
１
２
３
８
１
０
０
９
９
６
４
７
３
５
４
３
３
７
０
０
５
３
４
３
８
３
３
３
０
６
６
３
６
８
７
２
５
５
８
１
５
５
３

１
２
１
１
１
２
２
１
１
１
１
１
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１
２
２
１
２
２
２
１
２
２
１
１
２
１
２
１
１
１
１
２
２
１
２
２
２
１

５８．４

１２１．７

５０．７

２６．０

１８．８

１６７．９

２２６．１

５２．２

１８．９

チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ

ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク

コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ

Ｈ１５．０８．０３

Ｈ１５．０８．０３

Ｈ１５．０８．０３

Ｈ１５．０８．０３

Ｈ１５．０８．０３

Ｈ１５．０８．０３

Ｈ１５．０８．０３

Ｈ１５．０８．０３

Ｈ１５．０８．０３

Ｈ１５．０８．０３

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０

Ｈ１５．０８．１０
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空胃

ハチ大小1匹･アリ

ｲﾅｺ゙１匹･ｶﾏﾄ゙ｳﾏ1匹

ｵﾛﾛ2匹･ﾊ7ﾘ多数

ﾊｱﾘ･ﾐﾐｽ゙・ｲﾓﾑｼ1匹

消化物･寄生虫1匹

４
１
９
４
３
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①
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■
□
①
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２
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１
１
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調査日漁法魚種全長(c､）体重(9)肥満度胃内容胃内容主な胃内容物雌雄性殖線成熟度

重量（）指数 重量(9)
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ｷﾘｷ゙ ﾘｽ1匹･寄生虫3匹
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Ⅲ技術指導
１．技術指導･依頼相談

内 容

漁業資源の生態等情報の提供依頼

魚病検査依頼

漁業資源課

７１件

栽培･深層水課 内水面課

２４件 ２７件

２３件

調査協力・技術指導依頼 ２

Iまやつき乗船調査依頼１１回

アワビ養殖技術指導依頼６回

イワガキ調査協力依頼７回

放流種苗の鑑定

1件

2．研修生の受入

（１）科学技術特別研究員

受入機関 氏名 研究課題

科学技術振興事業団 松村航
深層水を利用した有用海藻の細胞

培養による育成研究

（２）水産実習研修生

受入期間 研修内容

平成１５年７月２８日

～８月８日(１０日間）

漁業資源・水産増養殖全般に

わたる研修

（３）インターンシップ実習生

受入時期 就業体験内容

平成１５年８月４日 漁業資源・水産増養殖全般に

～８月８日（５日間） わたる実習

（４）海洋高校「栽培漁業実習」

受入時期

平成１５年４月３０日

６月１１日

６月１８日

９月３日

９月１０日

９月１７日

実習内容

講義「水産試験場の概要」

水質検査実習

マダラ魚体計測

スルメイカの生態と解剖

カガバイの外部計測

ヤマメの解剖

（５）中堅致昌水産体験研修会中堅致邑水産は験研

受入時期 研修内容

立山丸体験乗船研修

海洋観測実習

平成１５年１１月２０日 ＣＴＤ プランクトン採集

定置網見学

-168-

担当課

漁業資源課

栽培・深層水課

内水面課

担当課

漁業資源課

栽培・深層水課

内水面課

指導研究員

宮崎栽培･深層水課長

南篠研究員

堀田副主幹研究員

若林副主幹研究員

渡辺副主幹研究員

村木研究員

指導職員

林漁業資源課長

立山丸

石浦副主幹

日又主任

山本主任

受入期間

平成１３年１月から

平成１５年１２月まで

研修生所属機関

東京大学農学部

応用生命科学課程

水圏生命科学専攻

3年生１名

実習生所属機関

富山大学理学部

生物学科生１名

実習生と人員

海洋高校

海洋技術スポーツ科

生産バイオコース

２年生１３名

受講教員数

１３年次教員

４名



(6) r社会に学ぶ 14歳の挑戦J事業
該当なし

N 研究成果の発表・投稿蹟文等
1 . 研究発表会

年月日 場 所 発 表 課 題 発表者

1 .プリの回遊状況と漁況予報 主任研究員

井野慎吾

平成16年 富山市 2.海洋深層水を多段的に利用したエゾアワビとヒラ 主任研究員

2月20日 メの養殖方法 渡辺健

富山県民会館 3.富山湾におけるイワガキの漁獲実態とその生態に 研究員

ついて 浦温清治

4.海洋深層水を利用したサクラマス親魚養成の現状 副主幹研究員
武野泰之

5.神通川で漁獲されたサクラマスの魚体の小型化は 主任研究員

なぜ起こったのか?

6.最近のサケ・マス流通事情 場長

2.学会・講演会発表
(学会等)

学会等名 年月日

日本水産学会 平成 15年4月2日

日本水産学会
平成 15年 7月 11日

中部支部大会

イカ資源研究会 平成 15年 7月28日

魚病症例研究会 平成15年 10月29日

日本珪藻学会 平成 15年 11月8日

日本水産学会水産

環境保全委員会 平成 15年 12月5日
平成15年度研究会

日本藻類学会 平成 16年 3月29日

(講演会)
l 依頼先 年月日

富山みらい

ロータリークラブ
平成 15年4月 15日

会場 発表課題

東京水産大学
深層水を用いた飼育下で観察され

たベーズワイ未成体の脱皮と成長

新潟市 アーカイバルタグを使用したブリ

ガレッソホール の回遊生態調査

メJレJ"¥Jレク スルメイカにおけるーペリン条虫

新潟 幼虫の寄生部位と移動

伊勢市 公社栽培漁業センターで発生した

汚ィ-tうザ ヒラメ仔魚の大量鍵死について

東京海洋大学
富山湾深層水を利用した付着珪藻

の連続培養

東京大学

教養学部
河川漁業の名川、神通川と庄川はダ

学際交流ホール
ムの構築でいかに変貌したか

北海道大学 海洋深層水で培養したマクサの

学術交流会館 成長特性

演 題

神通川のサクラマスは今

-169-

因子泰彦

鈴木満平

発表者

前回経雄

井野慎吾

若林信一

村木誠一

小善圭一
(現在食研)

因子泰彦

松村航

講演者

因子泰彦



滑川市長

黒部市吉田科学館

庄川沿岸漁連

豊田市矢作川研究所

富山漁業協同組合

富山県立盲学校

会津方部漁協協議会

富山県いきいき長寿

財団

富山県いきいき長寿

財団

社団法人

富山青年会議所

石川県内水面漁連

独立行政法人

水産総合研究センター

養殖研究所

富山漁業協同組合

富山県内水面漁場

管理委員会

富山河川国道事務所

庄川沿岸漁連

富山地方裁判所

独立行政法人

水産総合研究センター

日本海区水産研究所

平成１５年７月３１日

平成１５年８月１０日

平成１５年８月１９日

平成１５年８月２０日

平成１５年９月２９日

平成１５年９月３０日

平成１５年１０月２８日

平成１５年１１月７日

平成１５年１１月１１日

平成１５年１１月２３日

平成１５年１２月４日

平成１５年１２月９日

平成１５年１２月２２日

平成１６年１月２１日

平成１６年１月２１日

平成１６年２月１３日

平成１６年２月１８日

平成１６年３月３日

滑川市

産業研修

センター

黒部市

吉田科学館

水産試験場

水産試験場

富山観光

ホテル

水産試験場

水産試験場

サンシップ

富山

高岡文化

ホール

富山県総合

運動公園

会議室

水産試験場

伊勢市

ｼﾃｨーﾌ゙ﾗｻ
の

富山県民

会館

富山県森林

水産会館

富山防災

センター

庄川町

富山地方

裁判所

新潟市

ガレッソ

ホール

第３回あいの風海域沿岸首長会議

基調講演

富山県漁業をめぐる最近の情勢に
ついて

黒部川の清流を遡る魚たち

庄川のアユの現状と課題

富山県水産試験場におけるアユ生

態調査について

サクラマスの交雑と小型化につい

て

盲学校普通科校外学習

河川環境とサクラマス

河川環境とカワウ、冷水病対策につ

いて

富山湾の深海に住む生物たち

富山湾の深海に住む生物たち

サクラマスの生態

アユの生態とカワウ、冷水病対策に

ついて

マダラの親魚養成のための

改善と問題点

サクラマス資源増大計画の現状と

課題

神通川で捕獲されるサクラマスの

小型化について

コイヘルペスウイルス病について

庄川のアユを取り巻く現状

富山湾の漁業資源

海洋深層水を利用した深海性パイ

類の飼育試験
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鈴木満平

田子泰彦

田子泰彦

村木誠一

田子泰彦

田子泰彦

田子泰彦

田子泰彦

村木誠一

前田経雄

前田経雄

田子泰彦

田子泰彦

堀田和夫

高松賢二郎

田子泰彦

村木誠一

田子泰彦

林清志

渡辺孝之



平成 16年3月20日

日本機械学会

鴨川にもサケ

を呼ぶ会

究研用

語
一
利

ま
一
産

や
一
水

も
一
の

よ
一
水

力
一
層

イ
一
深

ル
一
湾
状

タ
一
山
現

ホ
一
富
の

高松賢二郎

平成 16年3月 16日 内山勇

3.科学技術会議研究発表
該当なし

4.投稿論文
著者名 論文名 . 報告書名等
因子泰彦

降海期サクフマス幼魚によるサケ稚魚の捕食試験.富山県水産鼠験場研究報

告，1-10.2004.

村木誠一・ 富山湾の河川で採捕されたアユにおける冷水病原因菌検出頻度の季節変化.富山県水産鼠

因子泰彦 験場研究報告，11・18.2004.

渡辺健・ 海洋深層水(低水温)を利用したクロダイ稚魚の耳石バーコード標識.富山県水産試験場

堀田和夫 研究報告，19-26.2004.

因子泰彦
調査船の船首部側方曳と船尾部後方曳で採集されたアユ仔魚の尾数と大きさの違い(短

報).日本水産増殖学会誌，52(1)，103-104，2004.

因子泰彦
飼育池での投網とテンカラ網による水深別のアユ漁強効率試験.日本水産増殖学会

誌，51(2)，225・226，2003.

伊村一雄・高津

哲也・南僚暢 陸奥湾におけるマガレイ卵・仔魚の空間分布.日本水産学会誌，70(1)39・47，2004.
聡・木村修・高

橋豊美

因子泰彦
サツキマス(アマゴ)の出現で神通川からサクフマスが消える!?，ギジー，平成のサツキ

マス特集，16-17，2003.

因子泰彦 サクラマスの小型化は神通川だけの現象(問題)なのか?，ギジー，7月号，122-123，2003.1

田子泰彦
愛しき神通川へー神通川はかつて本当に『死の川』だったのか?ー富山漁協組合会|

報，2003.

因子泰彦
相次ぐ河川環境の激変で神通川のサタフマス漁業は満身創療!?，海洋と生

物，149，460・466，2003.

因子泰彦 山女魚から桜鱒へ サクラマスの生活史.ギジー，サクラマス特集，98・101，2004.

因子泰彦
サクフマス生態 Q&A 水産学者に聞く 7つの質問.ギジーサクフマス特
集，102-105，2004.

因子泰彦 神通川一日本屈指の河川漁場一.越中山河覚書11，桂書房，110・112，2003.

因子泰彦 熊野川一忘れられた清流一.越中山河覚書11，桂書房，104，2003.

因子泰彦 川の王者が幻の魚にーサクフマスー.富山の自然再発見，北日本新聞社，40・41，2004.

内山 勇 富山湾のオンリーワンーシラエピー.富山の自然再発見，北日本新聞社，44・45，2004.

角 祐一 用心深く定置網回避?ーサケのはなしー.富山の自然再発見，北日本新聞社，52・53，2004.

井野慎吾
日本海の大回遊を実証一富山湾の「王者Jプリー.富山の自然再発見，北日本新聞
社，52-53，2004.

-111-



田子泰彦 冬の富山湾がゆりかご－アユは海で育つ－.富山の自然再発見,北日本新聞社,62-63,2004.

林清志 栄養に富み清浄な資源一海洋深層水－．富山の自然再発見,北日本新聞社,88-89,2004.

田子泰彦 愛しきアユサクラマスそして、川へ.美巧社,1.293,2003.

井野慎吾
ブリ資源の管理に向けて一アーカイバルタグを使用した回遊生態調査－，農林水産技術研

究ジャーナル,Vbl26,No.8,40-43,2004.

５．特許

発明の名称

養殖魚の生体防御促進物質

深層水を用いた活魚輸送方法

コンブ目の大型海藻の培養方

法とその培養装置及びアワビ、

ウニ又はサザエの養殖方法と

その養殖装置

６．受賞等
(尋営）

職・氏名

出願番号

特願平7-209178

(特開平9-28229）

特願2001-31142

特願2002-302531

賞名

出願人 発明者(富山県）

富山県 宮崎統五

富山県 中村弘二・小善圭一・渡辺健

富山県
マリノフォーラム２１

松村航・藤田大介

受賞内容

内水面課

主任研究員

田子泰彦

財団法人富山・水文化の財団 神通川の環境調査とサクラマスの研究活動に

(学位授与）

該当なし

とやま環境賞

７百抹裂ヱ世理堂研空室の閏催需胃厚＝の閏偲

年月日 場所

平成１５年８月８日
水産試験場研修室

及び屋外飼育池

只圭j二､納去Ｔ､グジニア窒茎の圭怖

年月日 場所

対して優秀活動賞

対象者・人数

小学５．６年生

と父兄計２０名

内容

天然アユと養殖アユの生態・味をくらべよう
(担当：内水面課）

アユの寿命、食性、生活史など生態の講義
飼育池でアユの捕獲と形態的観察、塩焼きア
ユの食味による天然アユと養殖アユの比較

対象者・人数 内容

平成１５年７月１１日 富山市立蟻川小学校 ５年生１２８名 富山県の水産業について

栽培・深層水課渡辺主任研究員

－１７２－



V 広報等啓発
1 .出版物

1 5可

2.新聞掲載・報道
(新聞)
(富山県水産試験湯の試験研究業務の成果等が掲載された記事の見出し)

見出 し 説 明 l年月 日

富山湾を科学する ヘなニぞスにロ満ちた一生

県水産試験場からの報告 21
ワイカ.ニ(下)脱皮成長 H15.4.3 

3年間で30ミリ大きく
栄養に富み清浄な資源

富山面白学自然科学編 海洋深層水 H15.4.7 
ビジネスに利用拡大

富山湾を科学する 大きな個体は減少

県水産試験場からの報告 22
パイ(上) H15.4.10 
4種類が湾内で漁獲

富山湾を科学する 産卵生態明らかに

県水産試験場からの報告 23 パイ(下) H15.4.17 
深層水で飼育実験

富山湾を科学する 体長制限を25センチに

県水産試験場からの報告 24 ヒラメ H15.4.24 
資源管理で漁獲拡大へ

富山湾を科学する 資源管理に役立つ

県水産誌験場からの報告 25 魚の耳 H15.5.22 
日周輸を魚の標識に

対馬海流に乗って縦断400キロ 主産卵場は山陰沖
ホタルイカ日本海回遊 南下途中一部富山湾へ H15.5.25 
県水試・内山研究員が新説
富山湾を科学する 遡上まで海で成長

県水産試験場からの報告 26 アユ① H15.5.29 
体が大きい「一番上りj

富山湾を科学する 水温で違う鱗の数

県水産試験場からの報告 27 アユ② H15.5.29 
夏を彩る清流の女王

富山湾を科学する 海で半年間生活

県水産試験場からの報告 28 アユ③ H15.6.12 
仔魚数十億川下る

富山湾を科学する 表層ーなぎさに表現

県水産試験場からの報告 29 アユ④ H15.6.19 
仔魚の生息場所を解明

富山湾を科学する 放流稚魚を地場産に

県水産試験場からの報告 30 アユ⑤ H15.7.3 
欠かせぬ冷水病対策

富山湾の幸より豊かに H15.7.10 
県水産試験場
県内漁業者自主規制 3;~未満入っても逃がす
網目広げ小型パイ守る かご数は規制緩和 H15.7.13 

県、沖合2倍超の900個へ
ど~んと滑川 『育てる漁業J発展ヘ技術開発
滑川沖の宝物 県水試 H15.7.14 
深層水を生かす 『魔法の水Jどう活用
富山湾を科学する 92万個の卵を採取

県水産試験場からの報告 32 サクラマス(下) H15.7.24 
海洋深層水で親魚養成
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新聞名

北日本

北日本

北日本

北日本

北日本

北日本

北日本

北日本

北日本

北日本

北日本

北日本

北日本

北日本

北日本夕刊

北日本



冨山湾を科学する

県水産試験場からの報告３３

富山いきもの紀行８５

天然と養殖の違い分かった

県水産試験場

冨山湾を科学する

県水産試験場からの報告３４

あふれる川への愛情

漁業保護へ資源量糎握

富山湾を科学する

県水産試験場からの報告３５

富山湾を科学する

県水産試験場からの報告３６

川漁師との交流本に

富山湾を科学する

県水産試験場からの報告３７

養殖マダラ2世誕生

富山湾を科学する

県水産試験場からの報告３８

富山いきもの紀行９１

富山湾アオリイカ､カマス不漁

水温低下で回遊遅れる？

富山いきもの紀行＝９４＝
モクズガニ

地域いきいきひがし

サクラマスの生態勉強

深層水活用し海藻生産
県水産試験場来年度から技術研究

富山湾のブリ漁今季を占う

深層水で同時に養殖
アワビ､コンブ､マツカワ･・・

今季は小ブリ
氷見魚市場で年齢構成調査

深層水リサイクル

イワガキ資源守れ

海洋観測データも蓄積
調査船｢立山丸」
資源調査に数々の成果
アユカケ

数少ないアユの天敵
ユーモラスな顔に鋭い刺

親子でアユの生態学ぶ

夏休み子供科学教室
意外に早い出世

ブリ(上）

生後3年で10ｷﾛ級に
県水試･田子さん

担当の内水面漁業を題材
エッセー集を刊行
新湊漁協初の岩ガキ調査

実務者協議今後の取り組み検討
不漁の原因探る
ブリ(中）
｢幻｣となった時代も

大回遊を実証
ブリ(下）
北海道と東シナ海往復
県水産試験場の田子さん出版
環境の大切さ呼びかけ
深層水も詳しく

調査船｢はやつき」
沿岸域の生物･環境調査
深層水使い水温調整
苦難の8年飼育法確立
県水試大量放流の道開く
栽培漁業の基盤

藻場
守り続けたい豊かな海
サケ

喚覚頼りに故郷目指す
稚魚同士､アユと川を棲み分け

石川側大打撃9割減
富山でも半分に

川を澄ませる，，名脇役”
今から旬小さいが味は絶品

富山ＪＣ初企画富山などの児童招く
神通川本支流最後に稚魚放流

県議会予算特別委員会

１１月低調今月持ち直す
大きさ､量ともに良好

県水産試験場効率的システム研究
温水を3段階利用

県水産試験場の井野研究員
水揚げ重量は最高も･･･
地域に漁獲差

県水産試験場
3段活用で養殖
排水､魚種別に温度差

県水産試験場が調査
漁獲増続き枯渇のおそれ
増殖方法提案へ
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Ｈ15.7.31 北日本

Ｈ15.8.7 北陸中日

Ｈ15.8.9 北日本

Ｈ15.8.14 北日本

Ｈ15.8.19 北日本

Ｈ15.8.19 北日本

Ｈ15.8.21 北日本

Ｈ15.8.28 北日本

Ｈ15.8.30 読売

Ｈ15.9.18 北日本

Ｈ15.9.20 富山

Ｈ15.9.25 北日本

Ｈ15.10.2 北陸中日

Ｈ15.11.19 富山

Ｈ15.11.20 北陸中日

Ｈ15.11.24 北日本

Ｈ15.12.16 北日本

Ｈ15.12.21 北日本

Ｈ15.12.27 北日本

Ｈ15.1.23 富山

Ｈ16.1.28 富山

Ｈ16.1.29 北日本



深層水の排水利用

深層水温度差で飼育

ブリ漁況予報など研究成果を報告

サクフマスの交異雑形も原・小因型に化
アマゴとの

ホタルイカ総漁獲量平年並み

カタクチイワシ前年比7倍の豊漁

入善漁協・深層水アワビが成育不良

深層水アワビピンチ
入善漁協 3割が死滅か

(テレビ・ラジオ)
| 番組名・タイトル

該当なし

5宝1、
への取り組み上
富山県のサクラマス
深層水使い川と海の飼育環境つく

研県水究産員試ら成験果場発表

県1年水の産研試究験成場果を発表

県水試が発表会

県水産諒験場が研究発表会

県水産試験場予測

1月の富山湾漁況

県と町技術支援へ

原因不明養の成殖長不全
圏内初の
町も技術確立支援

取材・放送年月日

平成16年3月29日
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H16.2.21 北陸中日

H16.2.21 富山

H16.2.22 北日本

H16.2.24 市町村

H16.3.2 読売

H16.3.2 富山

H16.3.18 北日本

H16.3.18 富山

報道機関

農林経済
(時事通信社)



3.主な来場見学者

年月日 見学団‘本等

都道府県名 団体名
人数（名）

平成15年４月２日 富山県 富山県商工企画課新産業科学技術班 ６

４月２日 富山県 富山市科学文化センター他 ２

４月２１日 大阪府 (株）関西総合環境センター ４

４月22日 東京都 (財）電力中央研究所 ３

５月１３日 富山県 富山魚商業協同組合 1５

５月１５日 韓国 慶尚北道盈徳郡庁他 ４

５月２３日 韓国 韓国国立水産振興院 １

５月30日 富山県 富山県人事課・県行政改革委員他 ４

６月５日 東京都 (株）シュウウエムラ化粧品他３名 ４

６月６日 富山県 北陸地区都市監査委員会（滑川市） 9０

６月１６日 北海道 八雲町漁業協同組合 ７

６月26日 富山県 富山市立桜谷小学校５年生 2９

６月30日 北海道 羅臼漁業協同組合 1４

７月１日 富山県 滑川市北加積小学校４年生 2５

７月３日 富山県 県政バス特産キトキトコース 4０

７月１７日 沖縄県 富山潜水サービスの紹介 ２

７月29日 山口県 ジャーナリスト吉田 １

７月３１日 富山県 あいの風海域沿岸首長会議（滑川市） 4０

８月１日 富山県 中新川郡中学校教育研究会社会科部会 ８

８月４日 富山県 福岡高校第１学年職業探検学習 ２

８月４日 台湾 台湾大学医学院 ６

８月１１日 千葉県 千葉県議会議員 １

８月１９日 富山県 庄川沿岸漁業協同組合連合会 1５

８月１９日 石川県 一市民 １

８月20日 愛知県 豊田市矢作川研究所 10

８月27日 富山県 水産漁港課 ２

９月９日 三重県 三重県地域振興課 ２

９月１０日 東京都 国際協力事業団零細漁業振興コース １０

９月26日 富山県 県農林水産部耕地課農地林務新採職員 ５

９月30日 富山県 富山県立盲学校普通科 1２

９月30日 東京都 内閣府職員安全委員会委員 ２

10月８日 富山県 滑川市教育センター 1８

10月９日 富山県 県商工企画課新産業科学技術班 ３

10月２１日 石川県 羽咋漁業協同組合 2５

10月24日 大阪府 大阪市立大学理学研究科教授 １

10月28日 福島県 会津方郡漁業協同組合協議会 2０

11月７日 韓国 韓国海洋水産省海洋開発課他 ８

11月１９日 新潟県 新 鳥県西頚城郡町村議会長会 5５

11月２５日 青森県 三 尺市市議会議員 ２

12月１日 富山県 国土交通省北陸地方整備局黒部河川事務所 1１

12月４日 石川県 石川県内水面漁業協同組合連合会 3５

12月１０日 沖縄県 (財）海洋博覧会記念公園管理財団 ２

平成16年１月21日 富山県 新湊漁業協同組合青年部 3０

１月27日 新潟県 佐渡地域振興局 ８

２月１７日 東京都 (社）海と渚環境美化推進機構 ２

２月１８日 沖縄県 沖縄県海洋深層水研究所 ２

２月１９日 沖縄県 沖縄県漁協参事会 1６

２月23日 新潟県 新潟大学大学院自然科学研究科他 ４

２月26日 東京都 (社）海洋産業研究会 ４

３月１日 富山県 立山町立利田小学校４年生 3２

合計 50件 645
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Ⅵ

１

２

技術研修、会蹟出席
技術研修

（１）職員の技術派遣研修

職・氏名

研究員
浦過清治

(2)客員研究員の招聴

該当なし。

職員研修

職名氏名

係長西浦富幸

主任研究員井野慎吾

技師水林伸夫

次長高松賢二郎

主任研究員田子泰彦

漁業資源課長林清志

研究員前田経雄

副主幹研究員内山勇

主事吉森尚美

係長幅寿悦

係長森田満

主任関口裕市

副主幹研究員武野泰之

副主幹石浦光英

主任日又伸夫

主任山本三千男

主任西島直樹

主任研究員渡辺健

技師金谷文樹

技師谷内正尚

研究員村木誠一

研究員浦遥清治

３ 主な出席会議
月日

4/１～４/４

4/３～ 4/５

4/1４～
4/1５

4/2４～
4/2５

4/2４～ 4/2５

4/2５～ 4/2６

5/1９～
5/2２

6/４

6/2４

6/2６～６/2７

6/2６～６/2７

6/2７

7/1０～７/1１

7/1０～７/1２

派遣先

独立行政法人

水産大学校

研修期間

5/1６

6/1０ 6/2０

8/８

8/19～8/2０

8/2７

10/9～10/1０

10/20～10/2１

10/28～10/2９

10/3１

11/27～11/2８

11/27～11/2８

11/27～11/2８

12/15～12/1６

12/1８

12/1８

12/1８

12/1８

12/1８

2/３

2/３

2/３

2/４

氏名

前田経雄

田子泰彦

松村航

林清志

村木誠一

鈴木満平

林清志・井野慎吾
谷内正尚

松村航

前田経雄

鈴木満平

武野泰之

宮崎統五・渡辺健

高松賢二郎・村木誠一

井野慎吾

派遣期間 研修目的

平成15年11月１６日～22日
藻場の造成、保全、管理に関する

基礎技術研修

研修の内容

ＪＳＴ入門（リーダー養成）研修

政策評価能力開発（応用）研修

提案・改善型の仕事の進め方研修

組織運営と部下統率等事例研修

ＪＳＴ入門（リーダー養成）研修

リーダーシップ研修

プレゼンテーション研修

交渉力・説得力研修

コミュニケーション研修

交渉力・説得力研修

交渉力・説得力研修

交渉力・説得力研修

交渉力・説得力研修

ＪＳＴ入門（ ノーダー養成）研修

ＪＳＴ入門（ ノーダー養成）研修

ＪＳＴ入門（ ノーダー養成）研修

ＪＳＴ入門（ ノーダー養成）研修

ＪＳＴ入門（ ノーダー養成）研修

心と体の健康研修

心と体の健康研修

心と体の健康研修

提案・改善型の仕事の進め方研修

用務地 用 務

東京都 平成15年度日本水産学会大会

東京都 平成15年度日本水産学会大会

広島県大野町
有用海藻の培養法に関する打合せ

(瀬戸内海区水産研究所）（旅費別途）

東京都 第15年度第1回日本海北部会資源回復計画行政・研究担当
者会溌

伊勢市 アユ冷水病対策協溌会生体防御研究グループ実技研修会

東京都 2003年度海洋深層水利用研究会幹事会及び定期総会

新潟県粟島 ブリ標識放流調査

東京都 JOIA深層水環境影響評価等研究分科会（旅費別途支給）

東京都 資源評価に関する説明会

新潟市 平成15年度北部日本海ブロック水産試験場長等懇話会

日光市 スタミナトンネル借用に関する打合せ

東京都 水産養殖研究会「深層水多段利用型水産増養殖技術の開
発」種目検肘会

高崎市 第28回全国養鱒技術協綴会

新潟市 平成15年度第1回日本水産学会中部支部大会
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－１７８－

7/1５ 田子泰彦 東京都 平成15年度アユ種苗総合対策事業第１回検討委員会

7/2７～７/2９ 若林信一 新潟市 平成15年度イカ類資源研究会霞、スルメイカ資源評価会窟

7/2８～７/3０ 渡辺健 鶴岡市 平成15年度栽培漁業日本海西・北ブロック会議

7/3０～８/２ 林滑志 京都市
福岡市

笹に重セいがに資瀕回復計画ワーキンググループと平成１５
年度西海ブロック資源評価会霞

8/５～８/６ 井野慎吾・前田経雄 新潟市 平成15年度資源評価鯛査日本海ブロック資源評価会議

8/６～８/８ 武野泰之・村木該一 札幌市 平成15年度さけ．ます調査研究会、さけ．ます資源管理連
絡会謹、さけ．ます増殖担当者会霞

9/２～９/４ 鈴木満平・林清志
宮崎統五

青森県
鯵ヶ沢町 平成15年度北部日本海ブロック水産試験場連絡協議会

9/1１～９/1２ 鈴木満平・高松賢二郎
田子泰彦・村木該一 福井市 全国湖沼河川養殖研究会第76回大会

9/1７～９/1８ 鈴木満平 東京都 海洋深層水利用研究会2003年度幹事会

9/1９～９/2０ 南篠暢聡 佐渡郡
畑野町

第９回深層水情報交換会‘‘深層水Navi､-９
pｇ

10/1３～１０/1７ 浦逼清治 塩釜市 平成15年度貝毒分析研修会

10/2１～１０/2２ 林清志 新潟市 平成15年度全国資源管理推鍵会謹

10/2１ 渡辺健 東京都
水産養殖研究会「深層水多段利用型水産増養殖技術の開
発」種目平成15年度第２回検討会

10/2３～１０/2４
田子泰彦
村木誠一

和歌山県
白浜町

平成15年度第２回環境調和型アユ増殖手法開発検討委員会

10/2３～１０/2４ 南篠暢聡 広島市
平成15年度漁場環境保全関係試験研究推進会霞有害物質部
今
云

10/2９ 前田経雄 東京都 平成15年度都道府県資源管理担当者会議

10/2９～１０/3０ 村木誠一 伊勢市 平成15年度魚病症例研究会

11/４ 渡辺健 東京都 マリノフオーラム２１平成15年度第１回水産養殖研究会

11/７ 村木蕨一 東京都 第１回全国養殖衛生管理体制推進会譲

11/1２～１１/1４ 南蝶暢聡 鶴岡市 平成15年度漁場環境保全推進車業日本海ブロック会霞

11/1３～１１/1５ 前田経雄 長崎市
シンポジウム「対馬暇流域における海洋変動と漁業生産」
一現象の把握と作業仮脱を巡って一

11/1４ 村木誠一 三重県養殖研 アユ冷水病対策鰹霞会牛態防御研究グループ研究会

11/1８ 井野慎吾 福井市 大型クラケ対策担当者会霞

11/1９～１１/2０ 村木誠一 三重県養殖研 コイヘルペス（KHV）PCR検査に関する技術研究会

11/1６～１１/2２ 浦逼清治 下関市
藻場の造成、保全、管理に関する基礎技術研修
(技術開発派遣研修）

11/2０～１１/2１ 鈴木満平 津市
三重大学生物資源学部平成15年度第２回専門部会「海洋深
層水の利用」讃演（旅費別途支給）

11/2５ 村木誠一 東京都 アユ冷水病対策協霞会第１グループ成果報告会

11/2６ 浦過清治 敦賀市
平成15年度日本海ブロック水産業関係試験研究推進会議海
区水産業研究部会有用海藻類増養殖研究会

11/2７ 渡辺健・松村航 東京都
平成15年度エネルギー使用合理化海洋資源活用システム開
発車業第２回環境分科会（松村：旅費別途支給）

11/2８
宮崎統五・堀田和夫
渡辺孝之

東京都
平成16年度栽培資源ブランド・ニッボン推進事業予算ヒア
リング

12/２～１２/４ 鈴木満平・宮崎統五 焼津市 第７回海洋深層水利用研究会全国大会及び幹事会

12/４～１２/５ 石浦光英・高田弘基 新潟市 平成15年度海洋汚染防止謂習会

12/５～１２/６ 田子泰彦 東京都 日本水産学界水産環境保全委員会研究会（旅費別途支給）
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12/８～１２/1１ 林清志 新潟市

平成15年度日本海漁海況予報等検肘会及び日本海ブロック
水産業関係試験研究推進会議「海洋環境研究部会」、「漁
業資源研究部会」

12/８～１２/９ 井野慎吾 新潟市
平成15年度日本海漁海況予報等検肘会及び日本海ブロック
水産業関係試験研究推進会霞「海洋環境研究部会」

12/９～１２/1１ 若林信一 新潟市
平成15年度日本海ブロック水産業関係試験研究推進会議
『海洋環境研究部会」、「漁業資源研究部会」

12/９～１２/1０ 堀田和夫 伊勢市
平成15年度水産養殖関係試験研究推進会騒「養殖基盤部
ｊ
今
云

12/1０～１２/1２ 前田経雄 舞鶴市 第58回日本海海洋調査技術連絡会（総会）

12/1５～１２/1６ 高松賢二郎 横浜市
平成15年度内水面関係試験研究推進会議
資源・生態系保全部会及び養殖部会

12/1６ 宮崎統五 新潟市
平成15年度日本海ブロック水産業関係試験研究推進会議
｢海区水産業研究部会」

1/８～１/1０ 浦逼清治 茨城県波崎町 平成15年度水産工学関係試験研究促進会溌水産基盤部会

1/2０～１/2２ 鈴木満平 新潟市
平成15年度日本海ブロック場・所長会譲及び平成15年度日
本海ブロック水産業関係試験研究促進会霞

1/2４～１/2５ 田子秦彦・村木賊一 前橋市 ｢アユを取り戻す全国の集いｉｎぐんま」

1/2７～１/2９ 前田経雄 新潟市
第１回日本海ブロック資源研究会及び平成15年度ベニズワ
イ資源生態調査検討会

1/2７～１/3０ 鈴木満平
横浜市
東京都

平成15年全国内水面水産試験場長会通常総会、平成16年全
国水産試験場長会総会及び平成16年水産関係試験研究機関
長会溺

2/３～２/４ 渡辺健 東京都 平成１５年度栽培漁業技術中央研修会

2/４ 松村航 東京都
平成15年度エネルギー使用合理化海洋資源活用システム開
発事業第３回環境技術委員会・分科会

2/５ 田子泰彦 東京都
平成15年度第３回環境調和型アユ増殖手法開発検討委員会
出席

2/1１～２/1３ 井野慎吾
長崎県
対馬

ブリ標識放流

2/1７～２/1９ 若林信一 東京都
海洋廃棄物生物影響鯛査事業の関する本年度の経過と次年
度の研究計画の関する研究打合せ及び関連資料収集

2/1８～２/1９ 鈴木満平 広島市 平成15年度漁場環境保全関係試験研究推進会謡

2/1９ 田子泰彦 東京都 平成15年度アユ資源研究部会総会及び報告会出席

2/2０ 宮崎統五 三重県伊勢市 平成15年度水産養殖関係試験研究推進会議

2/2３ 高松賢二郎・武野泰之 東京都 平成16年度サケ・マスリバイバル事業水産庁ヒアリング

2/2３～２/2５ 若林信一 清水市
平成15年度国際資源鯛査等推進対策事業まぐろかつおグ
ループ日本周辺高度回遊性魚類資源調査再委託事業報告会

2/2４～２/2５ 井野慎吾 横浜市 大型クラゲに関する国際ワークショップ

2/2４～２/2６ 浦遇清治 秋田市 平成１５年度（第36回）北部日本海ブロック種苗生産研究
今
云

2/2５～２/2７ 堀田和夫 札幌市 平成15年度資源増大技術開発事業（魚類Ａグループ）検討
会

2/2５～２/2７ 村木臓一 秋田市
平成１５年度魚類防疫体制整備事業地域合同検肘会（北部
日本海ブロック）

2/2９～３/３ 林清志
前田経雄

長崎市
東京都

平成15年度国際資源鯛査等推進対策委既事業北東アジアグ
ループ日本近海シェアドストック管理鯛査（再委託）報告
会及び多元的資源管理型漁業推進事業ヒアリング

3/１～３/３ 渡辺孝之 新潟市 日本海ブロック水産業関係賦験研究推進会騒海区水産業研
究部会平成15年度日本海ブロック増養殖研究推進連絡会議

3/２～３/３ 内山勇・渡辺健 東京都 平成16年度多元的な資源管理型漁業の推進事業の実施計画
ヒアリング

3/３ 村木砿一 東京都 平成15年度アユ冷水病対策協露会全体会議

3/３～３/４ 鈴木満平 東京都 海洋深層水の最適利用への法学的・経済的アプローチ
一地方分権社会における地域の戦略一



3/10 因子泰彦 東京都 渓流埼管理体制構築事業に係る舘験研究担当者会議

3/12 ，、'" 3/13 林清志・井野慎吾 東京都 平成15年度特定研遊究開生発促進変事動業解等明年度末す報告会
(ブリ(類)の固 態の に関る研究)

3/12 ，、， 3/13 村木誠一 繍浜市 コイヘルベスウイルス病に関する国際シンポジウム

3/16 渡辺 健 東京都 平成15年度第2回水産聾殖研究会全体会鑓(MF21)

3/16 ，、， 3/19 内山 勇 函館市 シロエピ資源管理打合せ出席

平成15年度先端技術等地域実用化研究促進事業年度末報告
3/17 武野泰之 東京都 会『自発捜餌システム導入による聾殖生産管理技術の高度

化J

3/17 ，、'" 3/18 連辺孝之・大津順 小浜市 トヤマエピ種苗生産用親エピ輸送

3/17 ，、， 3/18 村木鼠ー 東京都
進平成会議15年度種苗期疾病別検討会及び第2回全国聾殖衛生推

3/18 ，、， 3/19 松村 航 大東京阪都市
平関成西総15合年環度境『セ環ンタ境ー技保術全開型発水部産技「環術境の分開科会J、マリ171ー弘21

発事業J研究発推)進評
価委員会(深層水多段利用型水産増聾殖妓簡の開

3/27 ，、d 3/30 松村 航 札幌市 日本蕩類学会第28回大会出席(発表}
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